




















1芸=♂1.醐 憲 三」.=:::1「 三室 ・コ.一 儲z=C;1'Lk.P.一 紙=
¥激}:三ETII"i'/こh'r-,/pt.:.トtle-;鶴田 三 顧:".鷲.
訟 ら識2、.鶉 手;..i..:∵ア 「ご 署.{二`賃.:..F...::.一蕊1盛 コ 三三../Ft:L.二.・:聖.∫..:誓.ttこ]t/t//'=f"./fT./ごLre二三二.冥 べ ～絞;㌣ ㌘ ・照
.㌘、.t弓./'/1.ZE.r,..、.ん...,.し.「..ベ へ..塾.P三等.蕊鰹^F三
ヒ電 ご.「.二.1並弼 三..:...べ...ごノ..三・77評 ユ.」Σ:.:晃..tt〔・."・.ヒ..識プ.'r":/vi
.t-1LSItll/'EFLt.、 ≡よ.. 1,コ ・.三毒二.".謬乙.1工 こ ㌘ 三
:r.tt...'lu:.了移 互.ごモ=.:「.τ.!.闇}「∵7こご:.....∫こ「.}oべ.tこ二,tこ♂;.ttt':..己.二.1..i
























? ? ? ?、、? ? ? ? ??
???? ?。
?
、 ? 、 ? ?? 」?
??? ???????? ? ? 、 ? ?
?? ?? ? ? ?? ? ? ?「 、 ?


























」? ? ? ㍉?
? ? ?
? ??? ??? ?
?
㌔? ? ? ? ?




? ? 、? ?
??? ?
?? ? ? ?? ?
? ?」 ?





















































































































































2)情 報科学 セ ンター



























1)観 測 デー ター覧

























































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発 して以来,南 極地域観測
隊は,一 時期の中断期間をのぞいて,毎 年派遣 され,極 地研究は着実に発展 して きた。その結果,南 極地域観測隊並
びに極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者から強 く要望
された。昭和37年 国立科学博物館 に極地関係の資料兼事務室が設置 されたの を皮切 りに,順 次 これが極地学課,極
地部,極 地研究部,極 地研究セ ンター と発展的に改組 されてきた。 しかし,我 が国の南極観測事業のより一層の進展
のため,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究センターが発展的に改組 され,大 学共同利用機関 として,国
立極地研究所が創設 された。
昭和48年9月29日 国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置 さ
















研究系に寒地工学研究部門,資 料系にデータ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図書室
が設置 された。
研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置 された。
事業部観測協力室に設営係と定常観測係が設置 された。
研究系 に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置 され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組 された。
研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二研究部門に改組
され,寒 地工学研究部門は極地設営工学研究部門 と改称 された。
資料系に限石資料部門が設置され,み ずほ基地が観測施設 となった。
研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置された。(時 限10年)
研究系に限石研究部門,資 料系にオーロラ資料部門が設置 された。
北極圏環境研究セ ンターと情報科学センターの2研 究施設が設置 され,資 料系のデー タ解析資料
部門が廃止 された。
研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止 され,極 域大気物質循環部門が設置 された。総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学専攻が設置 され,同 大学の基盤機関となった。
研究系に地核活動進化研究部門が設置 された。
研究施設 に南極圏環境モニ タリング研究セ ンターが設置 された。
南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われ,資 料系非生物資料部門が廃止 された。
北極圏環境研究セ ンター及び南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われた。
研究施設 に南極阻石研究セ ンター,事 業部に環境影響企画室が設置された。研究系の阻石研究部
門(客 員部門),資 料系の限石資料部門が廃止 された。
2.概 要
1)設 置 目的









南極地域観測の中核機関として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行 い,並 びに観測
成果について集中的に資料 を収集,整 理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表を行 う,
1
3)組 織
評 議 員 会
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雪 氷 学 研 究 部 門
地 学 研 究 部 門
地 殻 活 動 進 化研 究 部 門
※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
生 理 生 態 学 研 究 部 門
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※寒冷 生 物 第 二研 究 部 門
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生 物 系 資 料 部 門
オ ー ロ ラ 資 料 部 門
低 温 資 料 部 門
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合 計 1 1 17(6)①16(6)22 29 15 37 138(12)①
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 7(5)7(5) 12 26(10)
資 料 系 1 2 2 1 6
北極 圏 環境 研 究 セ ン ター 3① 3 2 8①
情 報 科 学 セ ン タ ー 1 1 1 3
南極圏環境モニタリング研究センター 3 3 2 1 9
南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー 2(1)1(1) 3 1 7(2)
管 理 部 18 2 20
事 業 課 9 9 37 55
図 書 室 2 2
(注) ()内 は客員教官 の定 員で外数で ある。○ は外国人客員教授 で外数であ る。
(定員の変遷)
年度1ズ 分 所長 企画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)



























































56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)
58 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)
59 1 1 (1)7(6)
1(1)
11(6) 15 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1 233 109(12)
61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 235 111(12)
62 1 1 7(6) 11(6) 116 26 14△1 35 111(12)
63 1 1 7(6) 11(6) 117 25△1 14 35 111(12)
元 1 1 7(6) 11(6) 17 25 14 35 111(12)
2 1 1 29(6)① 11(6)
2
19 25 14 35 115(12)①
3 1 1 9(6)① 11(6) 120 25 13△1 35 115(12)①
4 1 1 9(6)① 11(6) 20 126 13 35 115(12)①
5 1 1 110(6)①
1
12(6) 20 26 13
1
36 119(12)①


















26 1△11・1 36 126(12)①
9 1 1 2 -15(6)①
1
15(6) 21 26 14 36 129(12)①




















(注)1・.iE;Zの数 は,'㌦ 亥年 度 に お け る りじ員の 増 減 数 で,
客 員孝娼受で タト数 で あ る
△ 印は振 替減 又は定 員の削減の 数で あ り 内は客 員数 行の定 員で外数であ る.◎ は外1kl人
3
5)研 究支援スタ ッフ
年度 区分 COE非 常勤研究員 研究支援推進員 リ サ ー チ ・ア シ ス タ ン ト
7 4
8 4 1 2
9 4 6 8
10 4 7 9
11 7 8 10




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,789 600,488
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,146
57 449,116 610,345 1,059,461
58 470,172 642,888 1,113,060
59 492,592 637,288 1,129,880
60 523,166 613,792 1,136,958
61 562,893 917,625 1,480,518
62 598,502 1,494,868 2,093,370
63 608,875 1,328,040 1,936,915
元 648,699 831,812 1,480,511
2 704,938 954,564 1,659,502
3 802,336 968,291 1,770,627
4 821,502 942,497 1,763,999
5 882,564 1,029,598 1,912,162
6 987,415 965,428 1,952,843
7 941,169 1,764,971 2,706,140
8 1,116,867 1,105,972 2,222,659
9 991,205 2,544,962 3,536,167
10 1,188,743 3,054,733 4,243,476
11 1,132,509 2,523,432 3,655,941




年度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
58 19,770 1,203,026 1,222,796
59 18,900 1,155,116 1,174,016
60 22,141 1,089,282 1,111,423
61 25,042 808,595 833,637
62 28,472 1,409,849 1,438,321
63 27,198 761,209 788,407
元 28,863 725,673 754,536
2 24,793 789,422 814,215
3 27,519 886,916 914,435
4 24,738 883,434 908,172
5 29,506 1,212,536 1,242,042
6 27,275 1,102,514 1,129,789
7 46,640 1,290,989 1,337,629
8 49,194 1,950,804 1,999,998
9 30,515 1,544,563 1,575,078
10 32,294 50,439 82,733
11 28,272 48,474 76,746
12 33,881 77,939 111,820
5
7)施 邑1厄日又
敷 地 面 積
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II.　研 究 活 動
国立極地研究所の教官は,専 攻分野 に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究 グループ,気 水圏研究グループ,地 学研究
グループ,生 物学研究 グループ,及 び極地設営工学研究グループに所属 し,研 究に従事 している。各研究 グループは,
将来計画の推進 ・共同研究の進展,前 年度の研究実績等 を踏まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し実行 している。平成
12年 度に行われた研究活動を 「研究」,「論文の発表状況」,「科学研究費補助金の取得状況」,「奨学寄付金受け入れ
状況」「他機関 との共同研究の情報」,「国際共同研究等」 及び 「シンポジウム等」に区分 してまとめた。「研究」にお
いては,各 研究 グループごとに,学 会誌等に発表 された論文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を含 む各教官 ごと




び 「EISCATレ ーダーによる極域電磁気圏ダイナ ミクスの研究」における研究活動の概要をまとめた。
「シンポジウム等」では,国 立極地研究所主催の5つ のシンポジウム(極 域における電離圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム,極 域気水圏 シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極限石シンポジウム,極 域生物 シンポジウム)の 概要
について,ま た,共 同研究の一環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等 をまとめた。














































































































(1)一 般 研 究
研 究 目 的
太陽から地球 に供給 されるエネルギーは地表や大気 を直接暖める光エ ネルギーの他,磁 気圏境界面を通 して太陽風
から供給 される電磁力学的エネルギーがあり,極 域電離圏はこのエネルギーをオーロラ現象として熱化 し,消 費する
場となっている。ここで熱化されたエネルギーは極域熱圏,中 間圏大気のエネルギーバランス,運 動 に大 きな影響 を
与えている。われわれは,こ のような磁気圏か ら極域電離圏,中 層大気にわたるエネルギーの輸送,そ れに伴 う諸現
象を様々な手段で観測 し,極 域の超高層 ・中層大気環境,そ れを形成する物理プロセスを明らかにすることを目的と
する。
研 究 計 画 の 概 要
昼側,磁 気緯度74度 付近のカスプ域は太陽風 ・磁気圏相互作用の影響が直接 的に電離圏に現れる領域であ り,中
山基地,南 極点基地に設置 したオーロラ光学観測器や昭和基地HFレ ーダーを用いて太陽風か ら供給 される電磁エネ
ルギー流入の様相 を調べる。 この電磁エネルギーは夜側,磁 気圏尾部に輸送 ・蓄積 された後,オ ーロラ現象 として爆
発的に解放 される。この過程 をオーロラ帯に位置す る昭和基地,ア イスランドに設置 したオーロラ光学観測器等 によ
り観測 し,そ の動態や形態から現象に関与する物理 プロセスを研究する。地上観測 と相補的な観測 としてオーロラ粒
子加速域を直接探査する 「あけぼの」衛星のデータ受信が昭和基地で行われ,地 上観測 と併せた総合解析 を行 う。ま
たEISCAT　 (欧州非干渉散乱 レーダー)に 加盟機関 として参加 し,オ ーロラ電離層,下 部熱圏大気の国際共同観測 を
実施する。 オーロラ現象時,極 域超高層大気に注入される膨大なエネルギーは電離大気 ・中層大気の相互作用 を通 じ
下部熱圏か ら中間圏界面領域に大規模な大気の運動,波 動を励起する。これ らを昭和基地に導入した単色全天 イメー
ジャー,MFレ ーダー,ナ トリウム温度 ライダー,フ ァブリーペロー ドップラーイメージャーなどにより総合的に観
測する。
研 究 成 果
・　EISCATス バ ールバ ル レー ダによ り中間圏 ・熱 圏下部 大気潮 汐波の季 節変動 特性 を得 た。併 設 した オーロ ラスペ ク
トロ グラ フのOH帯 夜 光 スペ ク トル観 測 か ら中性 大気温 度測 定の可 能性 を検 討 した。 また流 星 レー ダーを新 設 し,
中間圏 ・熱 圏下部 風速 の連続観測 を開始 した。
・スカ ンジナ ビアのALIS(Aurora　 Large　Imaging　 System)ネ ッ トワー クによ りEISCAT電 離 層加熱実 験 によ り励起 され
た夜光 の観測 に成 功 し,そ の トモ グラフ ィ解析 を行 った。
・2000年9月,昭 和基 地 とア イス ラ ン ドで 地磁 気 共役 点 オー ロラ同時 観測 を行 い,典 型 的 なWestward　 Traveling
Surge,　 オー ロ ラブ レイ クア ップ,大 規 模脈 動 オー ロ ラの 同時観測 に成功 した。 オー ロ ラの大 規模構 造 には良 い共
役性が 認め られ たが,微 細 な形状 や動 きは非共 役的 であ った。
・昭和 基地HFレ ー ダー観測 に よ りSI－現 象時 の特徴 的 な極球磁場 変化,オ ー ロラ発光 に対 応 した電 離圏 プラズマ対 流
の変動 を調べ,　SIーオーロ ラの励起機 構 と して沿磁 力線電 流が オー ロラ粒 子を加 速す るとい うモ デル を提 案 した。
・昭和 基 地 での 高 空 間解像 度 オー ロ ラ光 学観 測 に よ り,カ ー ル構造(直 径 ～1km)を 作 る オー ロラの厚 さ(100～
200m),極 冠 域sun-aligned　 arcの 厚 さ(1～2km),夜 側 ブ レー クア ップオー ロ ラの 厚 さ(2～3km)を 明 らか に し
た。
・南極 昭和 基地MFレ ー ダー を用 い,極 域 中間 圏 ・下部熱 圏風速 の連続観 測 を行 った。 従来 か らの相 関法 に加 え,流
星エ コー を利 用 した風速 観測法 を世界 に先駆 け実 用化 した。
・昭和 基地で受 信 した 「あけぼの」 衛星,お よび南極 地上か らの オーロ ラ撮 像 デ ー タによ りオー ロラサ ブス トーム発
達過程 の研究 を行 った。オ ンセ ッ ト直前 に オー ロラ帯 板側境 界付近 に特 徴的 な オー ロラが出現 す るこ と,拡 大相 の
発達 は段 階 的 に進 行す る こ とを明 らか に した 一
・磁気圏放射線帯高エネルギー粒子の計算機シ ミュレーション手法の開発 を行い,粒 子分布の時間発展,粒 子損失過
程及び環電流形成に伴 う地球磁場変動について検討 した。 さらに太陽風 に対する磁気圏の応答を研究 した。
・ 「あけぼの」衛星放射線モニ ター(RDM)の1太 陽活動周期 を越 える長期連続データをデータベースに構築 し,
解析 を行 った。
・宇宙科学研究所の小型極軌道衛星INDEXに 搭載するオーロラカメラや,月 軌道か ら地球 オーロラを観測す る
SELENE衛 星搭載のUPI/TVIS装 置の設計 開発 を行った。
・惑星探査機 「のぞみ」搭載UVS観 測機 によ り観測 された月の真空紫外光強度分布からライマ ンαにおける月表面
のアルベ ドを導いた。
① 江尻 全機 教授,資 料 主幹,総 合研 究大 学 院大学数 物科学研 究 科極域 科 学専攻教授(併 任),工 学博 士(京 都 大
学:1973年)
1.専 門領域:磁 気圏物理学
2.研 究 課題:放 射線帯高 エ ネルギー粒子 の計算 機 シ ミュ レー シ ョン,及 びオー ロラ と磁気 圏 ダイナ ミックスの研究
3.研 究 活動の概 要 と成果
磁気 圏物理学 で放射線帯 高エ ネル ギー粒子 の振 る舞 い に関す る研究 は,磁 気嵐 に伴 うプラズマ シー トか ら環電 流
領域 への エ ネルギー注 入の過程(リ ング カ レン ト形 式)や 高緯 度 オー ロ ラ粒子 の起 源,低 緯 度 オー ロ ラの原 因等
と密接 に関連 し,さ らに,宇 宙空 間(と くに放 射線帯)で の宇 宙利 用(通 信 ・放送衛 星,気 象衛星,地 球 探査 衛星,
スペ ー ス ・ステー シ ョン等)に 対 す る宇 宙天気 とい う観 点か ら重要 な研究 課題 であ る。 これ まで,理 論 シ ミュ レー
シ ョンの新 たな計算手法 の開発 を行 い,高 エ ネルギ ー粒 子分布 の時 間発展 を求 める事が 出来,磁 気 圏内 での粒 子損
出過程 及 び環電 流形式 に伴 う地球 磁場 変動 につい て検討 した。 さ らに太 陽風 の諸 条件 に対す る磁気 圏の応 答 を研 究
した。 さらに,極 域電離 圏 と磁気 圏結 合系 としての オー ロラ現 象 とい う観 点か ら,南 極点 での全天 オー ロ ラ イメー
ジャの通年観 測　(ASI-SP)　,　及 び北極 にお け るオー ロラ立体 観測(ALIS)を 通 して,オ ー ロラ と磁 気 圏の ダ イナ ミ
ックス につ いて も新 しい知見 を得 た。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
　　 Ebihara,　Y.　and　M.　Ejiri,　Simulation　 study　on　fundamental　 properties　 of　the　storm-time　 ring　current,　」.　Geophy?　s.
Res.,105,No.A7,15,843-15,859,2000.
5.口 頭 発表(代 表的 な発表)
　　 Ejiri,　M.　and　Y.　Ebihara,　Energetic　 charged　 particle　imulation　 in　the　inner　magnetosphere:　 Ring　current　formation
　　　 and　Dst　variation,　European　 Geophysical　 Society　 XXV　 General　 Assembly,　 Millennium　 Conference　 on　Earth,
　　　 Planetary　 &　Solar　System　 Sciences,　Nice,　France,　April,　25-29,　2000.
　　Ejiri,　M.　and　Y.　Ebihara,　 Prediction　 of　ring　current　 formation　 by　energetic　 particle　simulation　 in　the　inner
　　 　magnetosphere,　 NATO　 Advanced　 Study　 Institute　on　Space　 Storms　 and　Space　 Weather　 Hazards,　 edited　by　A.
　　　 Anastasiadis,　 Crete,　Greece,　June,　19-29,　2000.
6.科 学研 究費補助 金取得状況(研 究 代表者)
基盤研 究(B)「 南極点 オーロ ラ と熱 圏 ダ イナ ミックスの観測研 究」(平 成11～12年)
7.講 演 な ど
地球電 磁気 ・地球惑 星圏学 会秋 季大 会特別 講演(2000.11),ス カ ンジナ ビア ・キ ックオフ ・セ ミナー特 別記念
講演(2001.3)
8.学 会 及び社会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
American　 Geophysical　 Union　 (会 員),地 球電 磁気 ・地球 惑 星圏 学 会(評 議 員),地 球 電磁 気 ・地球 惑 星圏 学会
(会 員),日 本学術 会議 天文学研 究連絡 委員 会(委 員),南 極地域観 測統 合推進 本部(幹 事)
9.受 賞 な ど
日本地球電 気磁気学 会 ・田 中館 賞(1979),米 国宇宙 セ ンター(NASA)・ グルー プ研究賞(1998)
10.他 大学等 での講義 な ど
日本 女子 大学理学部 数物科学 科講 師(非 常 勤)(2000.4-2001.3),総 合研究 大学 院大学数物 科学科極 域 科学専攻 教
授(併 任)(2000.4-2001.3)
11.所 内外の 主要 な会議 委員 な ど
一10一
国立極地研究所運営協議員会(委 員),国 立極地研究所運営会議(委 員),国 立極地研究所編集委員会(委 員),
宇宙科学研究所理学委員会(委 員),宇 宙科学研究所大気球専門委員会(委 員),京 都大学宙空電波科学研究センタ
ー運営委員会(委 員),　S-RAMP国 際会議運営委員会(委 員)
12.研 究活動の課題 と展望
太陽風 と磁気圏相互作用の結果としての磁気嵐やサブ ・ス トームに伴う,高 エ ネルギ ー荷電粒子の運動 と放射
線帯の形成は,磁 気圏物理学の基本であ り,衛 星観測データの解析と理論 ・シミュレーションによりその物理過程
の解明に取 り組む。さらに,南 極点及び北極域 に於けるオーロラ光学観測 を通 して,電 離圏 ・磁気圏結合過程のダ
イナ ミックスを解明する。
② 麻 生 武 彦 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授(併 任),工 学 博 士(京 都 大 学:1975年)
1.専 門 領 域:超 高 層 物 理 学
2.研 究 課 題
(1)欧 州 非 干 渉 散 乱 　 (EISCAT)　 レ ー ダ ー や 流 星 レ ー ダ ー な ど の 電 波 工 学 的 手 法 に よ る 極 域 超 高 層 大 気 ダ イ ナ ミ ッ
ク ス の 研 究
(2)多 点 イ メ ー ジ ャ ー や ス ペ ク ト ロ グ ラ フ な ど の 光 学 的 手 法 を 用 い た 極 域 超 高 層 オ ー ロ ラ,夜 光 の 超 高 層 物 理(エ
ア ロ ノ ミー)研 究
(3)計 算 機 に よ る 大 気 波 動 の 数 値 モ デ リ ン グ の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
(1)北 極 域 のEISCATレ ー ダ ー 観 測 に よ り,極 冠 帯,オ ー ロ ラ 帯 中 層 ・超 高 層 大 気 の 研 究 を 行 っ た 。 と く に 中 間 圏
熱 圏 下 部 の 大 気 潮 汐 波 の ク ラ イ マ ト ロ ジ ー と大 気 各 層 で の 波 動 の 非 線 型 相 互 作 用,　 SOUSYレ ー ダ ー やMFレ ー ダ
ー 等 と の 比 較 ,衛 星 と の コ ン ジ ャ ン ク シ ョ ン 観 測 や エ コ ー ス ペ ク トル の プ ラ ズ マ ラ イ ン,電 離 圏 ト ラ フ の3次 元
拡 が り な ど に つ い て 有 用 な 知 見 を 得 た 。
(2)大 気 光 ・オ ー ロ ラ 光 学 観 測 に つ い て は,ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン の オ ー ロ ラ ス ペ ク ト ロ グ ラ フ 自 動 観 測 を 継 続 し,と
く にOH帯 夜 光 ス ペ ク ト ル か ら の 中 性 温 度 観 測 の た め の 装 置 の 調 整 と 観 測 を 進 め た 。 ま た ス ウ ェ ー デ ン の
ALIS(Aurora　 Large　 Imaging　 System)ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 大 気 光 ・オ ー ロ ラ トモ グ ラ フ ィ観 測 と,オ ゾ ン ホ ー ル に
関 係 す るPSCやEISCATヒ ー テ ィ ン グ とALISに よ る 単 色 光 励 起 夜 光 の トモ モ グ ラ フ ィ 解 析 が 進 め ら れ た 。
(3)北 極 ス バ ル バ ー ル に 新 し く流 星 レ ー ダ ー 装 置 を 設 置 し,連 続 観 測 を ス タ ー ト と し た 。 初 期 観 測 結 果 か ら,中 間
圏 ・熱 圏 下 部 の 春 か ら 夏 に 向 け て の 大 気 循 環 や 潮 汐 波 の 変 動 の 様 相 が 示 唆 さ れ た 。 環 北 極 域 お よ び 南 北 間 の グ ロ
ー バ ル な 総 合 解 析 やEISCAT
,SOUSYレ ー ダ ー 観 測 や ス ペ ク ト ロ グ ラ フ 中 性 温 度 観 測 等 と の 総 合 解 析 が 可 能 と な
っ た こ と は 意 義 深 い 。
(4)数 値 モ デ リ ン グ と デ ー タ 総 合 解 析 と し て,極 地 研ATM2モ デ リ ン グ と 九 大 大 気 大 循 環 モ デ ル を も と に 中 間 圏 ・
熱 圏 下 部 に お け るnon-migrating半 日 周 期 大 気 潮 汐 波,8hr潮 汐 成 分 等 の 構 造 と 下 層 の 平 均 帯 状 風 の 効 果 に つ い て,
観 測 結 果 の 検 討 を 行 っ た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Aso,　 T.,　A.　Steen,　 U.　BrandstrOm,　 B.　Gustavsson,　 A.　Urashima　 and　 M.　 Ejiri,,　ALIS,　 a　state-of-the　 art　optical
observation　 network　 for　the　exploration　 of　polar　 atmospheric　 processes,　 Adv.　 SpαceRes.,24(6),917-924,2000.
Aso,　 T.,　Penetration　 of　the　non-migrating　 atmospheric　 diurnal　 tide　into,　polar　 latitudes,　 Adv.　 」PoLαγU加peγAtγm.os.
Res.,14,138-145,2000.
　 　 Aso,　 T.,　A　 study　 on　 the　 Arctic　 upper-atmospheric　 tide　by　 EISCAT　 radar　 -Recent　 results　 and　 prospects-,　 Menz.
Nαt乞01zαH?zst乞tz,ete　 (2f　/)otαxReseαrch,　 Sρec.Iss?t.e,54,43-48,Mar.,2001.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Aso,　 T.,　Polar-Region　 Large-scale　 Atmospheric　 Waves　 in　the　 Mesosphere　 and　 Lower　 Thermosphere,　 AGU　 Western
　 　 　 Pacific　 Geophysics　 Meeting,　 Tokyo,　 Program　 p.　60,　29　June,　 2000.
Aso,　 T.,　An　 overview　 on　 the　 study　 of　large-scale　 atmospheric　 waves　 ill　the　 Arctic　 mesosphere　 all(日ower
　 　 　 thermosphere　 by　the　EISCAT　 Radar　 and　 associated　 observations,　 ISRE　 2000　 workshop,　 Sendai,　 24　Aug.,　 2000.
　 　 Aso,　 T.,　Study　 of　tidal　dynamics　 ill　the　 arctic　 mesosphere　 and　 lower　 thermosphere　 by　the　 EISCAT　 radar　 and
　 　 　 coordinated　 ground-based　 facilities,　The　 First　S-RAMP　 Conference,　 S17-18、 　Sapporo,　 Oct.　 1-6,　2000.
6.科 学研究費補助金取得状況(研 究代表者)
特定領域研究(B)「 北極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合」(平 成11～16年)
7.講 演など
8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴など)







国立極地研究所編集委員会(委 員),国 立極地研究所北極科学研究推進特別委員会(委 員),国 立極地研究所非干
渉散乱 レーダー委員会(委 員,幹 事),総 合研究大学院大学極域科学専攻委員会(委 員,幹 事),名 古屋大学太陽地
球環境研究所共同利用委員会(委 員),名 古屋大学太陽地球環境研究所北極 レーダー専門委員会(委 員)
12.研 究活動の課題 と展望
EISCATレ ーダーや流星レーダー,MFレ ーダーなどと,こ れに呼応するオーロラ ・夜光の地上光学観測により,
中層大気から熱圏に広がる超高層大気 における種々のスケールの波動擾乱の消長と波動を介 した大気各層の結合,
さらに長期的には下層大気の温暖化に繋がる中層大気の寒冷化など,広 汎な領域で相互に複雑に絡み合った極域中
層 ・超高層大気環境 とその変動過程について研究 を行いたい。極域超高層 はまた,太 陽風 磁気圏相互作用により,
オーロラをはじめ とするさまざまな電磁気現象が生起する開放された複雑系であ り,レ ーダー と地上光学観測の連
携により,オ ーロラ現象や太陽擾乱の電離圏 ・熱圏,中 層大気への影響について考究する。
③ 佐藤 夏雄 教授,総 合研 究大学 院大学数物 科 学研究 科極域科学 専攻教授(併 任)・ 情報 科学セ ンター長,理 学博
士(東 京大学:1979年)
1.専 門領域:磁 気 圏物理学
2.研 究課題
(1)　SuperDARNレ ー ダー と可視 オー ロ ラに よる極域電 磁 圏擾乱の研 究
(2)オ ー ロ ラ現象 の南北半球比 較研 究
3.研 究 活動 の概要 と成果(課 題 に沿 った内容)
(1)太 陽風 プラズマ密 度 がパル ス的 に減 少す る,　SLと 呼 ばれ る現 象が あ る。1997年8月3日 にこの現 象 が 出現 し,
中 山基地 で はオー ロ ラ強度が急 激 に励 起 され た り,そ の上 空 を視野 とす るSENSU　 Syowa　 East　HFレ ー ダーのエ
コー強度 の急 増が 観測 され た。そ して ,南 北 の 極域 で も,　SI－特 有の磁 場 変動 が広 い領域 で観測 された。 この 現
象 を,太 陽風 が地球 の磁気 圏 ・電離 圏 ・地 上 に及ぼす レスポ ンス と捉 えて,そ の相互 関係の原 因 につ いて研究 し
た。特 に,オ ー ロ ラの励起機構 に注 目 し,そ の原 因は沿磁 力線電流 が オー ロラ粒 子 を加速 してい るとい うモ デル
を提 案 した。
(2)昭 和 基地 とアイス ラン ドはオー ロラ帯 で 共役点観 測が可 能な地球 上で唯 一一の位 置関係 にあ る。 この利点 を活 用
して,オ ー ロ ラ動形態 の南北半球 の対称 性 ・非対称性 の比較 観測か ら,オ ー ロラの発生 機構 を観測 的 に解 明す る
こ とを 目的 に してい る。2000年9月 に実 施 した 共役点 オー ロ ラ同時 観測 では,典 型 的 なWestward　 Traveling
Surge,　 オー ロラブ レイ クア ップ,大 規模脈 動 オーロ ラな どが南北 半球 で同 時 に観 測 され,そ の初期解 析 を行 な
った。 その結果,グ ローバル スケール で見た オー ロ ラ活動 は良い共役性 が認 め られ るが,微 細 な形状 や動 きは非
共役性 で あ った。 これ らオー ロラの対称性 ・非 対称性 につ いて,電 離圏 電気 伝導度 の違 い,磁 力線 の振 れ,沿 磁
力線電 流 強度の違 い,惑 星空間磁場 が及 ぼす影響,な どを候補 として,そ の原 因究明 を考察 してい る。
4.学 術論 文(代 表的 な論文)
　　Sato,　N.,　Y.　Murata,　 H.　Yamagishi,　 A.　S.　Yukimatu,　 M.　Kikuchi,　M.Watanabe,　 K.　Makita,　H.　Yang,,　R.　Liu,　and　F.　J.
　　　Rich,　Enhancement　 of　optical　aurora　triggered　by　the　solar　wind　negative　pressure　impulse　 (SI-),　Geophys.　 Res.,
Lettり28,1,127-130,2001.
　 Watanabe,　 M.,　N　 Sato,　R.A.　Greenwald,　 M.　Pinnock,　 M.R.　Hairst(m,　R.L.　Rairden,　 1).J.　McEwen,　 The　 ionospheric
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　 　 　 response　 to　interplanetary　 magnetic　 field　 variations:　 Evidence　 for　 rapid　 global　 change　 and　 the　 role　 of
　 　 　 preconditioning　 ill　the　magnetosphere,　 」.　Geophys.　 Res,　,　105,　22,955-22,977,　 2000.
　 　 Yang,　 H.,　N.　Sato,　 K.　Makita,　 M.　Kikuchi,　 A.　Kadokura,　 M.　Ayukawa,　 H.　Q.　Hu,　 R.　Y.　Liu,　and　 I.　Haggstrom,　 Synoptic
　 　　 　auroral　 display　 along　 the　 postnoon　 auroral　 oval:　A　survey　 With　 all-sky　 TV　 observation　 at　Zhongshan,　 Antarctica,
」.Atmos.Ter'r.PhLz/s.,62,787-797,2000.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 N.　Sato,　 Y.　Murata,　 H.　Yamagishi,　 A.　S.　Yukimatu,　 M.　Watanabe,　 H.　Yang,　 R.　Liu,　M.　Lester,　 J-P.　 Villain,　and　 FJ.
　 　 　 Rich,　 Optical　 and　 SuperDARN　 signature　 associated　 、vith　SC/SI　 ;　SuperDARN　 2000　 Workshop　 and　 Annual
　 　 　 Meeting,　 May　 2000,　 Beechworth,　 Australia.
　 　 N.　Sato　 and　 T.　Saemundsson,　 Geomagnetically　 Conjugate　 Auroras　 between　 Syowa　 Station　 and　 Iceland,　 SCAR
　 　 　 STAR　 Workshop,July2000,Tokyo.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
基 盤 研 究(A)「 国 際SuperDARNレー ダ ー 網 に よ る 極 域 電 磁 気 圏 擾 乱 の 南 北 半 球 比 較 研 究 」(平 成11～14年)
7.講 演 な ど
新 潟 県 立 国 際 情 報 高 等 学 校 特 別 講 演(2001.2)
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 会 員,　 AmericanGeophysicalUnion会員
9.受 賞 な ど
日 本 地 球 電 気 磁 気 学 会 ・田 中 館 賞(1982),米 国 宇 宙 セ ン タ ー(NASA)・グ ル ー プ 研 究 賞(1998)
10.他 大 学 等 で の 講 義 等
立 正 大 学 地 球 環 境 科 学 部 集 中 講 義(後 期)
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 運 営 協 議 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 北 極 科 学 研 究 推 進 特 別 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 宙
空 事 門 委 員 会(委 員,幹 事),名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 運 営 協 議 員 会(委 員),日 本 学 術 会 議 宇 宙 空 間 研 究 連
絡 会(委 員),日 本 学 術 会 議 極 地 研 究 連 絡 会(委 員),　 SCAR　 STAR作 業 委 員 会(委 員,日 本 代 表),総 務 省 地 球 環 境
保 全 国 際 委 員 会(委 員)
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
SuperDARNレ ー ダ ー を 用 い た 観 測 研 究 で は,昭 和 基 地SENSU　 HFレ ー ダ ー の 共 役 点 視 野 で あ る レ ー ダ ー を 担 当
す る 英 国 レ ス タ ー 大 学 と の 協 力 関 係 が よ り深 くな っ て い る,,ま た,南 極 側 レ ー ダ ー に 関 し て は,英 国 南 極 調 査 所 や
フ ラ ン ス 宇 宙 機 構 な ど と の 共 同 観 測 も進 展 し て い る 。 さ ら に,中 国 中 山 基 地 で の 日 中 共 同 観 測 も 順 調 に 進 ん で い る
の で,日 本 が 得 意 とす る 可 視 オ ー ロ ラ とSuperDARNレー ダ ー と の 同 時 観 測 に 関 す る 研 究 成 果 が 一 層 進 展 す る も の
と期 待 し て い る 。 さ ら に,衛 星 観 測 やEISCATレ ー ダ ー,ヒ ー タ 実 験 等 と を 組 み 合 わ せ て の 観 測 を 実 施 す る こ と に
よ り,太 陽 風 エ ネ ル ギ ー と地 球 磁 気 圏 と の 相 互 作 用 や,そ の エ ネ ル ギ ー の 流 入 ・輸 送,さ ら に は,地 球 環 境 に 及 ぼ
す 影 響 な ど に つ い て も 明 ら か に し た い 。 ま た,オ ー ロ ラ の 共 役 性 研 究 に 関 し て は,未 だ に 未 解 決 で 不 可 思 議 な 現 象
で あ る 脈 動 オ ー ロ ラ の 発 生 機 構 の 解 明 に 努 力 し た い 。
④ 山岸久雄 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),工 学博士(京 都大学:1988年)
1.専 門領域:超 高層物理学
2.研 究課題:電 波を用いた電離圏,磁 気圏物理現象の観測的研究
3.研 究活動の概要と成果
オーロラ現象は太陽風 磁気圏相互作用により,磁 気圏に蓄積 されたエネルギーの解放,消 費過程 として,南 極,
及び北極域で対称的に観測 されるが,電 離圏の電子密度,導 電率などのパラメータは夏半球 と冬 半球で大 きく異な
るため,こ の差異は電離圏磁 気圏結合を通 じ,オ ーロラサブス トームの発達,オ ーロラ粒子加速に,夏 冬半球非
対称性 を生 じる,、オーロラ光学観測は夏半球では観測できない不利があるが,電 波によるオーロライメー ジング
(イ メージングリオメー タ)は 夏半球で も観測可能である。地磁気共役点である南極昭和基地一 アイスランド,中
山基地一 スバールバルにこの装置を設置 し,オ ーロラ現象の南北(夏 冬)半 球対称性,非 対称性の研究を行 ってい
る。その他,昭 和基地大型短波 レーダー装置の整備,維 持を行い,国 際短波 レー ダー共同観測　(SuperDARN)　 に
一13一
良 好 な デ ー タ を 提 供 し て い る 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
Yamagishi,　 H.,　Fujita,　 Y.,　Sato,　 N.,　Nishino,　 M.,　Sta皿ing,　 P.,　Liu,　R.,　and　 Saemundsson,　 Th.,　 Interhemispheric
　 　 　 conjugacy　 of　auroral　 poleward　 expansion　 observed　 by　 conjugate　 imaging　 riometers　 at　67　and　 75-77　 invariant
latitude,Adv.　 ∫)olαrUpPerAtmos.Res.,14,12-33,2000.
　 　 Nishino,　 M.,　Yamagishi,　 H.,　Sato,　 N.,　Liu,　R.,　Hu,　 H.,　Stauning,　 P.　and　 Holtet,　 J.　A.,　Conjugate　 features　 of　daytime
　 　 　 absorption　 associated　 with　 specific　 changes　 in　the　 solar　 wind　 observed　 by　 inter-hemispheric　 high-latitude
imaging　 riometers,　 Adv.　 PoLαrUpper、4tmos.Res.,14,76-92,2000.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 Yamagishi,　 H.,　Sato,　 N.,　Nishino,　 M,　 Stauning,　 P.　and　 Liu,　R.,　Interhemispheric　 conjugacy　 of　auroral　 poleward
　 　 　 expansion　 observed　 by　 conjugate　 imaging　 riometers　 at　67　and　 75-77　 invariant　 latitude,　 Western　 Pacific
　 　 　 Geophysical　 Meeting,　 Tokyo,　 June　 27-30,　 2000.
　 　 Yamagishi,　 H.,　Nishino,　 M.,　Stauning,　 P.　and　 Liu,　R.,　Double　 auroral　 band　 formation　 in　the　 poleward　 expansion
　 　 　 observed　 by　conjugate　 imaging　 riometers　 at　75-77　 invariantlatitude,　 First　S-RAMP　 Symposium,　 Sapporo,　 October
2-6,2000.
山 岸 久 雄,佐 藤 夏 雄,菊 池 雅 行,長 野 勇,昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ド地 磁 気 共 役 点 に お け るELF/VLF放 射 の 日
変 化,季 節 変 化,長 期 変 動,第108回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会 講 演 会,2000年11月.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会(会 員),ア メ リ カ 地 球 物 理 連 合(AGU)(会 員)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
国 立 極 地 研 究 所 共 同 研 究 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 宙 空 事 門 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 南 極 圏 環 境 モ
ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 情 報 科 学 セ ン タ ー 運 営 委 員 会(委 員),名 古 屋 大 学 太
陽 地 球 環 境 研 究 所 共 同 観 測 情 報 セ ン タ ー 運 営 会(委 員),第18期 目 本 学 術 会 議 電 波 科 学 研 究 連 絡 委 員 会H分 科 会
(委 員)
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
オ ー ロ ラ 現 象 の 南 北(夏 冬)半 球 対 称 性,非 対 称 性 の 研 究 に つ い て は,短 波 レ ー ダ ー,レ ー ダ ー 視 野 下 の 磁 力 計
ネ ッ トワ ー ク,磁 気 圏 衛 星 な ど の 総 合 的 観 測 に よ り,電 磁 力 学 的 にSelf　 consistentな 解 析 を 行 う 。 ま た,蓄 積 さ れ
た 長 期 観 測 デ ー タ よ り,太 陽 活 動 度 依 存 性 な ど に つ い て も研 究 す る 。





オーロラは,地 球磁気圏尾部や内部磁気圏で生起する様々なスケールのプラズマ ダイナ ミクスの一部が,磁 気
圏電 離圏結合系 を介 して極域電離層へ集約的に投影 ・可視化 されたもの と捉 えることができる。 したがって,そ
の空間構造や時間変動には,磁 気圏内の粒子加速や散乱過程,さ らには磁気圏電 離圏結合系の物理 を解明する上
で本質的に重要な情報を含んでいる。本研究課題では,北 極および南極域における狭視野 オーロライメージャー観
測で捉えた高解像度のオーロラ動画像データの解析を進めており,こ れまでに,1)カ ール構造(直 径～1km)を
構成するオーロラアー クは100～200mと 極めて薄い,2)極 冠域で観測 されるsun-aligned　arcは 厚 さ1～2km程 度,
3)夜 側のブレークアップオーロラでは著 しく輝度が増 し,厚 さ2～3kmと なること,な どが判明 した。
4.学 術論文(代 表的な論文)
竹下 秀,宮 岡 宏,江 尻全機,佐 々木政 子,オ ゾンホール下の太陽紫外放射環境,南 極資料,45,1-12,2001.
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　　 Takeshita,　 S.,　M.　Sasaki,　H.　Miyaoka,　 and　M.　Ejiri,　Global　solar　ultraviolet-B　 irrandiance　 at　Syowa　 Station　 in
Antarctica,　Photomed乞ci?zeωz(1　 Photob乞oLogy,22,2000.
5.口 頭 発表(代 表的 な発 表)
宮 岡 宏,竹 下 秀,狭 視 野高速 オーロ ラ イメー ジャーに よるオー ロラ微 細構 造 の観測,第108回 地球電 磁気 ・
地 球惑 星圏学 会,東 京,2000年11月20-23日.
宮 岡 宏,昭 和 基 地 におけ るDMSP/OLSデ ー タ受信 とオー ロラ研 究,第1回DMSPシンポ ジウム,東 京,2000
年12月11日.
6.科 学 研究 費補助 金取得状 況(研 究 代表者)
7.講 演 な ど
科学技 術週 間一般 講演 会(2000.4.22)
8.学 会及 び社 会活 動
地球電 磁気 ・地球 惑星 圏学会(会 員),ア メ リカ地球物理連 合(AGU)(会 員)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学等 での 講義 な ど
11.所 内外の 主要 な会議委員 など
総合研 究大 学 院大学 国際 シンポ ジウム実 施委 員会(委 員),国 立極 地研究 所情 報科学 セ ンター運営委 員会(委 員,
幹事)
12.研 究 活動 の課題 と展望
これ まで に取得 した動画像 デ ー タをすべ て統 一的 にデー タベース化 し,下 記の具 体的 課題 にそって,オ ー ロラの
微 細構造 とその形 成機構 について定 量的検証 を進 め てい きたい。
1)オ プテ ィカル フロー検 出 による オー ロラ速 度場解析 手法の 開発
2)フ リッカー リングオー ロラの 時空 間輝度解析 手法 の開発
3)新 手法 を用 いた オーロ ラの微細 構造 な らびに高速 時空間変動 の解析
⑥ 佐藤 薫 助教授,理 学博士(京 都大学:1991年)
・気水圏グループにも所属。内容 については気水圏グループを参照。
⑦ 田口 真 助 教授,博 士(理 学)(東 北 大学:1995年)
1.専 門領域:超 高層物 理学
2.研 究課 題:
(1)フ ァブ リーペ ロー ドップラー イメー ジ ングに よる極域熱 圏 ダイナ ミクスの研究
(2)飛 翔体 光学 リモ ー トセ ンシ ングに よる惑 星超高 層大気 の研究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
(1)フ ァブ リーペ ロー ドップラー イメー ジ ング による極域熱 圏 ダイナ ミクスの研究
年度前 半 は昭和基 地へ 設置 され るフ ァブ リーペ ロー イメー ジャーの国 内試験,制 御 プロ グラムの 開発,絶 対値
校 正 を行 った 。第42次 日本南 極地 域観 測隊 員 と して昭和 基地 に赴 き,フ ァブ リーペ ロー イ メー ジ ャー を設 置 し
た。2001年3月14日 に フ ァー ス トライ トを入 れ,設 計 性能通 りの オー ロラ干渉 フ リンジが得 られ るこ とを確認
した。3月 後半 か ら定常 観測 を開始 した。
(2)飛 翔体 光学 リモ ー トセ ンシ ングによる惑星 超高層 大気の研究
のぞ み/UVSに よって得 られた 月の 真空紫 外 光強度 分布 か らライマ ン αにお け る月表面 の アルベ ドを導 出 した。
SELENE/UPI及 び金 星 ミッシ ョンに関 しては南 極観測 に集 中す る ため,一 一時的 に開発 チー ムの 一線 か ら退 いて い
る。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
Taguchi,　 M.,　G.　Funabashi,　 S.　Watanabe,　 Y.　Takahashi　 and　H.　Fukunishi.　 Lunar　 albedo　at　hydrogen　 Lynianαbythe
NOZOMI/UVS,　 Eα'rth　Plαnets　Spαce,52,645-647,2000.
5.口 頭 発表(代 表 的 な発 表)





8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴など)






(1)フ ァブリーペローイメージャーによって得 られた干渉フリンジデータか ら熱圏高での風速 ・温度の2次 元分布
が導出できる。今後,装 置の熟成 を諮るとともに,得 られたデータから風速 ・温度を導出するソフ トウェアを開
発する。風速 ・温度分布の時間変化か ら,1)局 所的オーロラ活動 と熱圏中性大気運動の関係,2)太 陽活動度
による熱圏ダイナ ミクスグローバルパ ターンの変化を明 らかにする。
(2)の ぞみ/UVSは 火星到着 まで星間風観測 を続ける。惑星間空間軌道中に蓄積 されたデータか ら太陽活動度 と太
陽キャビティー大 きさの関係が定量的にわかるかも知れない。　SELENE/UPIお よび金星 ミッションには南極から
帰国後,開 発チームに復帰する予定である。
⑧ 門 倉 昭 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),理 学 修 士(東 京 大 学:1985年)
1.専 門 領 域:磁 気 圏 物 理 学
2.研 究 課 題
(1)銀 河 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ ョ ン の 研 究
(2)南 極 周 回 気 球 の 熱 力 学 的 な 運 動 の 研 究
(3)オ ー ロ ラ サ ブ ス トー ム の 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
(1)銀 河 宇 宙 線 の 急 激 な 減 少(フ ォ ー ブ ッ シ ュ 減 少)の2次 元 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を行 い,太 陽 の 磁 場 の 極 性 の
変 化 に よ る 特 徴 の 違 い を 明 ら か に し た 。
(2)南 極 周 回 気 球 の 上 下 運 動 の 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い,バ ラ ス ト投 下 量 変 化 や 高 度 変 化 を も た ら す 要 因 を 明
ら か に し た 。
(3)「 あ け ぼ の 」 衛 星 搭 載 の 紫 外 オ ー ロ ラ ・可 視 オ ー ロ ラ 撮 像 装 置 の デ ー タ,南 極 昭 和 基 地 ・あ す か 基 地 に お け る
オ ー ロ ラ 観 測 デ ー タ の 解 析 を 通 し て,オ ー ロ ラ サ ブ ス トー ム の 発 達 過 程 の 研 究 を 行 っ て い る 。 サ ブ ス トー ム の オ
ン セ ッ ト直 前 に オ ー ロ ラ 帯 の 極 側 境 界 付 近 に 特 徴 的 な オ ー ロ ラ が 出 現 す る こ と,拡 大 相 の 発 達 は 段 階 的 に 進 行 す
る こ と,な ど 新 た な 指 摘 を 行 っ た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Yang,　 H.,　N.　Sato,　 K.　Makita,　 M.　Kikuchi,　 A.　Kadokura,　 M.　Ayukawa,　 H.　Q.　Hu,　 R,　Y.　Liu,　and　 I.　Haggstrom,　 Synoptic
　 　 　 observation　 of　auroras　 along　 the　postnoon　 oval:　a　survey　 with　 all-sky　 TV　 observations　 at　Zhongshan,　 Antarctica,
」.　・4tmosph.　 Solαr-Terr.Phys.,62,787-797,2000.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Kadokura,　 A.,　T.　Aso,　 N.　Sato,　 1.　Haeggstroem,　 A.　van　 Eyken,　 A.　Brekke,　 1).　A.　Lorentzen,　 J.　MoeIl,　 D.　Rees,　 M.
　 　 　 Syrjasuo,　 P.　E.　Sandholt,　 K.　Hayashi,　 R.　W.　 Smith,　 T.　Mukai,　 and　 C.W.　 Carlson,　 Coordinated　 study　 on　 the
　 　 　 electrodynamics　 around　 the　 most　 poleward　 arc　 system　 of　the　 double　 oval　 configuration　 in　a　substorm　 with
　 　 　 EISCAT,　 satellites　 and　 ground-based　 observations,　 The　 first　S-RAMP　 conference,　 October　 2-6,　2000,　 at　Sapporo.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会(会 員),ア メ リ カ 地 球 物 理 連 合(AGU)(会 員)





地上におけるオーロラ観測を中心 として,オ ーロラサブス トームの研究 を引 き続 き行 う。第44次 日本南極地域
観測隊(JARE-44)越 冬隊宙空部門に参加 し,南 極周回気球(ポ ーラーパ トロールバ ルーン(PPB))実 験 を中
心的に実施 し,ま たPPBの 地球物理観測 によって得 られたデータの解析を行 う。大気球 を用いた大気電場観測 も
継続的に行ってい きたい、,
⑨ 行松 彰 助 手,総 合研 究 大学 院 大学 数物 科学 研 究 科 極域 科 学専 攻助 手(併 任),修 士(理 学)(京 都 大 学:
1991年)
1.専 門領域:磁 気圏物 理 学
2,研 究 課題
(1)放 射線 帯 高エ ネルギ ー粒子 の振 舞 につ いての研 究
(2)　SuperDARNレ ー ダー に よる昼 間側 カスプ近傍電 離層 の振 舞 につい ての研 究
3.研 究 活動の概 要 と成果
(1)放 射線 帯 高エ ネルギ ー粒子 の振舞 につ いての研究
宇宙 科学研 究所 の科学 衛星 「あけぼの」 の放射線 モ ニ ター(RDM)デ ー タにつ いて,東 京工業 大学地球 惑星
科 と共同で,こ れ まで に取 得 され,或 いは現 在 も取 得 され,宇 宙科学研 究所 に蓄積 され て きた デー タの組織 的 な
デ ー タベ ースの構 築及 びその解析 を引 き続 き推 し進 め た。 また,「 あけぼの」 衛 星のSDB(科 学 デー タベ ース)
の作成 に も協 力 し,前 々年度迄 に 自動処理化 を目指 した システム と して処 理速 度向上 を行 って きたが,こ の 処理
を更 に進 め た。 また,地 磁 気異常 地域(SAA)直 下の ブ ラジル にお け る,高 エ ネルギ ー粒 子降 下及 びそ の影響
を調査 す る地 上観測 もブ ラ ジル宇宙 科学研 究所(INPE)　 との共 同研 究 が引 き続 き進め られ,特 に,大 きな地 磁
気嵐時 の放射 線粒 子 の振舞 に関 す る共同解析 も引 き続 き進 め られ てい る。「あ けぼの」 衛 星が観 測 を開始 してか
ら1太 陽活動 周期 を越 える これ までに ない貴 重 な長期間連続 デー タが 蓄積 され,古 くて新 しい この分野 に貴重 な
デー タを提 供 して いる。
(2)　SuperDARNレ ー ダーに よる昼間側 カス プ近傍電 離層 の振舞 につ いての研究
南極昭和 基地SENSU　 Syowa　 SuperDARNレ ー ダーで観 測 された,昼 間側 カスプ域近傍 の振 る舞 いに関 しての研
究 を推 し進め た。特 に,惑 星間空 間磁場,及 び太陽風 動圧 の変動 に対す るFTEやTCV,　 様 々 な規模の電離 層
対流の応答 につ いて,そ れ ぞれの効果 を分離す る試み が行 われ,よ り詳細 な因果関係 につ い ての研 究が な され た。
また,午 後 側領域 で観 測 された準 周期 的 オーロ ラ とレー ダー デー タ との 関係 や,カ スプ域 緯 度 におけ るエ コーパ
ワー と ドップラー速度 の統計 的相関関係,等 に関す る共同研究 も行 われた。
4.学 術論文(代 表 的 な論 文)
　 　Sato,　N.,　Y.　Murata,　 H.　Yamagishi,　 A.　S.　Yukimatu,　 M.　Kikuchi,　M.Watanabe,　 K.　Makita,　H.　Yang,,　R.　Liu,　and　F　J.
　　　Rich,　Enhancement　 of　optical　aurora　triggered　by　the　solar　Wind　negative　pressure　 impulse　 (SI-),　Geophys.　 Res.,
Lett.,28,1,127-130,2001.
5,口 頭 発表(代 表 的 な発 表)
行 松 彰,山 岸久 雄,佐 藤 夏雄,昭 和 基地SuperDARN　 HFレ ー ダー に よる干 渉計観 測,第108回 地球電磁 気 ・地
球 惑星圏 学会,2000.11.
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8,学 会及 び社 会的活 動(役 職,南 極歴 な ど)
地球 電磁気 ・地球 惑 星圏学 会(会 員)
9.受 賞 など
10.他 大学等 での講義 等
11.所 内外の 主要 な会議委 員 な ど
12.研 究活動 の課題 と展望
日)特 に大 きな磁気 嵐で み られ る,放 射線 帯内帯 や スロ ッ ト領域 での高エ ネルギ ー粒子 の大規模 構造 の変化 と波動
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現象についての関係が活発 に議論 される様 になってきてお り,あ けぼの波動デー タとの比較解析研究 を今後推 し
進める必要がある。
(2)惑 星間空間磁場(IMF)及 び太陽風動圧に対する昼間側電離層の応答 に関 して,　IMF南 北成分が急激 に変化 し
た時の昼間側電離層の中小規模の応答を詳細に調べてきたが,こ れ と大規模電離層対流の変化との関係は,今 後
全 レーダーのデータや地上磁場観測データなどを用いて調査する必要がある。 また北向 きIMFの 時にLobe　Cell
Reconnectionが 直接 レーダーで観測できないか,や,ど の様な条件でカスプやLLBLやFTEが 観測 され得るのか,
等についても含め,更 に詳細且つ統計的な研究が必要であると考えられる。
⑩ 菊 池雅行 助手,総 合研 究大学 院大学 数物科 学研究 科極域科学 専攻助 手(併 任),博 士(理 学)(東 北 大学:1994
年)
1.専 門領域:プ ラズマ物 理学
2.研 究 課題:飛 翔体技術 を応用 した地上観 測 ネ ッ トワー クの構築
3.研 究活 動の概 要 と成果
超高層 の地上 観測 において,遠 隔 地 デー タの即 時取得 及 び監視 に対 する要 求 は以前 に増 して増大 して いる。気 象
の分野 では,防 災か らの必 要性 に よ りす で に大 規模 な計 観測網 が整備 され てい る。 一方で超 高層地上 観測 は,必 要
とされ る地 点が 気象観測 に比 べ て少 な く,か つ セ ンサ ーの種類 も気象定常 観測 に比較 して多様 で ある。 このため信
頼性 が高 く単価 の低い観測網 を作成 ・維持 す る こ とが 困難で あった。 また電磁現 象 の観測 に必 要 なサ ンプ リング レ
ー トは,一 般 に気 象デ ー タに比 較 して高 いため 記録系 の流用 は困難で ある。 この問題 を打 開す るため,す で に飛 翔
体 に用い られ てい る数100Hzの サ ンプ リング レー トのデ ー タを扱 う技術 を地上観測 に応 用す る。 今年度 は 月周回衛
星(SELENE)の 開発 に関わ り,プ ラズマ イメー ジャ(UPI)の 組込制御 系の設 計 ・実 装 を行 った。
4.学 術 論文(代 表 的な論文)
　　 Yang,　H.,　Sato,　N.,　Makita,　K.,　Kikuchi,　 M.,　Kadokura,　 A.,　Ayukawa,　 M.,　Hu,　H.,Q.,　Liu,　R.,　Y.,　Haeggstroem,　 1.,
　　　 (2000),　 "Synoptic　 observations　 of　auroras　 along　the　postnoon　 oval:　a　survey　with　all-sky　TV　observations　 at
Zhongshan",JATI),vol.62,787-797.
5.口 頭発表(代 表的な発表)




8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴 など)





この観測プラッ トフォームは広い範囲のセンサーと組み合わせて観測 を行 うことを目指 している。また組込み制
御系は設計によって操作部品を減 らすことが可能 となるため,メ ンテナンス性 を向上 させることが出来るため,委
託観測を容易にする。今後は磁場や光を利用 したセ ンサー と組み合わせ ることによって,電 離圏観測 を中心 とした
超高層プラズマの物性 とダイナ ミックスの解明に繋げて行 く。








3.研 究 活動 の概 要 と成果
磁気 圏 プラズマ物理 の素過程 とオー ロラ発光現 象等 の大規 模現 象 は,複 雑 な非線形 プ ラズマ過 程 に よって関連づ
け られ る。 これ までの,観 測 デー タや計算 機実験 だけで は不 十分 であ った部 分 をよ り詳細 かつ 精密 に観測,実 験す
るこ とに よ り自己無撞 着 な磁 気 圏の描 像 に迫 る ことが 目標 であ る。 光 学観測 は,高 い波 長,空 間分解 能 を持 った
観測 を行 うこ とによ りオー ロ ラ発光 過程 の研究 に結 びつ く。 また,衛 星観 測 に よってオー ロラ帯 上 空 におけ るオー
ロラ発 光の 原因 となる振 り込 み粒子 計測 と組み合 わせ るこ とに よ りオー ロラ発 光の 因果 関係 を よ り深 く解 明す る こ
とが 可能 となる。 これ らの観 測 デー タを支 え る背景 と して,プ ラズマ物 理現 象の 素過程 を明 らか にす る計 算機実
験 に よる研究 お よび衛星 の プ ラズ マ電磁環境 の研究 を行 って きた。 これ らの研 究開発 に よ り将 来の大 規模計 算機実
験 技術 や宇宙探査 技術 の進 歩 に寄与 す る もの と期待 され る。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　 Okada,　 M　and　H.　0.　Ueda,　 Study　 of　electromagnetic　 waves　 ill　space　 plasmas　 with　massively　 parallel　particle
simulation,　 ・Pγoc.　JSST　 2000乞'nte'rnαt乞onαl　 confe're?zce　 o?z　modeZ乞ng,　 cont'roLα7zd　 coMpzetαt乞o?z乞7z
s乞muLαtion,　Tokyo,　24-26　0ctober　 2000.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
岡 田雅樹 ほか,物 理乱数 を用い た並列 プラズマ粒子 シ ミュ レーシ ョンに よる宇宙 プラズマ波動 現象 の研究,情 報
処理 学会並列 処理 シ ンポ ジ ウム,平 成12年5月.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極歴 など)
地球 電磁 気 ・地球 惑星 圏学 会会 員(宇 宙飛 翔体研究 会会員),(プ ラズマ粒子 シ ミュ レー シ ョン研究 会 会員),ア
メリカ地球 物理連 合(AGU)(会 員),電 子情 報通信学 会(会 員),情 報 処理学 会(会 員)
南極点 基地派遣(2000年10月29日 か ら11月19日)
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等で の講義 など
11.所 内外 の主 要な会議委員 など
広報委 員会委員
12.研 究活動 の課題 と展望
IT技 術 の急 速 な進歩 に よ りデー タ解析 技術,可 視 化技術 が 大 き く変化 しつつ ある。極球 科 学総 合 デー タラ イブ
ラ リシステム等 に よる大規模 な計 算機実 験,デ ー タ解析環境 が 整 うに したがい計算 機実験 コー ドやデ ー タ解析 プ ロ
グ ラム な どの ソフ トウェア開発 を今後行 う必 要があ る。観 測 デー タは も とよ りプロ グラムな どの ソフ トウェア資産
を無 駄 に しない ために も,オ ブジ ェ ク ト指向 当の情報処理技 術 を取 り入れ て研究 を進め る ことが これ か らの課 題で
ある。
⑫ 堤 雅 基 助手,総 合研 究大 学 院 大学 数物 科 学研 究 科極 域 科学 専 攻助 手(併 任),博 士(工 学)(京 都大 学:
1995年)
1.専 門領域:大 気 力学
2.研 究課題:極 域 中層大気 の観 測お よび解析
3.研 究活動 の概要 と成果
これ まで観測 に乏 しか った極域 中 間圏か ら下部熱圏 の領域 の風 速 を,南 極昭和 基地のMFレ ー ダー を用い て観 測
した。従 来 か らMFレ ー ダー で採 用 されて いた相 関法 に加 え,流 星 エ コーを利用 した風 速観測 法 をMFレ ー ダーで
は初めて実 用化 して レー ダー観測技 術の 価値 を高め,複 数の 国際学 会 にお いて この新 しい観測手 法の 紹介 を行 った。
また,麻 生教授 と ともに,北 極 ロ ング イヤー ビエ ンに流 星 レー ダー を設置 して風速 観測 を開始 し,南 北 の極域 大気
の振 舞の類似性 と違 いにつ いて研究 を行 った。
4.学 術 論 文(代 表的 な論 文)
　　 R.A.　Buriti,　T.　Nakamura,　 T.　Tsuda,　 S.　Fukao,　 M.Tsutsumi,　 H　Takahashi,　 and　P　P　Batista,　Mesopause　 temperature
observed　 by　airglow　()H　spectra　and　meteor　 echoes　at　Shigaraki　 (34.9N,　136.1E),　Japan,　Adz,.　SpαcθRes.,Vol.26,
No.6,1005-1008,2000.
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5.口 頭発表(代 表 的な発表>
　　M.　Tsutsumi,　 T.　Aso,　S.　Okano　 and　M.　Ejiri,　A　new　 MF　 radar　at　Syowa　 station,　Antarctica,　 The　 first　S-RAMP
　　　　conference,　 SapPoro,　 Japan,　October　 2-6,　2000.
　　M.　Tsutsumi,　 T.　Aso,　S.　Okano　 and　M　Ejiri,　A　new　 MF　 radar　at　Syowa　 station,　Antarctica,　 2nd　SPARC　 general
　　　 assembly,　 Mar　del　Plata,　Argentina,　November　 6-10,　2000.
6.科 学研究費補助 金取得 状況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及び社会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
地球電磁 気 ・地球 惑 星圏学 会(会 員),日 本 気象学 会(会 員)
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 での講義 な ど
11.所 内外 の主要 な会議 委 員 など
12.研 究活動 の課題 と展望
国内研究者 の 中では極 地研 グルー プが 中心 となって,南 極 と北極 に複 数の観測 装置 を設置 す るに至 り,極 域特 有
の現 象が捉 え られ る ようにな って来た。 しか し特 に極域 の中 間圏お よびそれ以上 の高度 領域 で は,そ の力学 的な振
舞 の経度依存性 の有無 が ほ とん ど分か ってお らず,全 球 的 な力 学構造 は已然 と して不明点 が多 い。今 後は諸外 国の
研 究者 との連係 をさ らに強化す る事が不 可欠 であ り,ま だ少 な いなが らも経度方 向 に分布 す る各種大 気 レー ダー,
光学 観測装置,衛 星 な どに よる観測 との比較 か ら大 きな視野 で大気 現象 を捉 え る。
⑬ 海 老 原 祐 輔 助 手,博 士(理 学)(総 合 研 究 大 学 院 大 学:1999年)
1.専 門 領 域:磁 気 圏 物 理 学
2.研 究 課 題:内 部 磁 気 圏 イ オ ン の ダ イ ナ ミ ク ス
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
内 部 磁 気 圏 に 大 量 に 存 在 す る 高 エ ネ ル ギ ー イ オ ン は エ ネ ル ギ ー 密 度 が 高 い 故 に 内 部 磁 気 圏 の ダ イ ナ ミ ク ス を 本 質
的 に 支 配 し て い る 。 こ れ ら の イ オ ン は 磁 気 嵐 に 低 緯 度 地 方 で 見 ら れ る 特 徴 的 な 磁 場 変 動 の 原 因 と な っ て い る 。 さ ら
に 極 域 で 見 ら れ る オ ー ロ ラ ・サ ブ ス トー ム は イ オ ン ・エ ネ ル ギ ー 密 度 の 高 い 位 置 の 近 傍 で 始 ま る と の 観 測 が 示 す よ
う に,極 域 を 含 め た 汎 地 球 規 模 の 電 磁 現 象 の 本 質 を 担 っ て い る と 考 え ら れ る 。 現 在 開 発 を 進 め て い る 粒 子 シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン に よ り磁 気 嵐 に お け る 地 球 磁 場 の 変 動 を 説 明 す る こ と に 成 功 し
,さ ら に 人 工 衛 星 で 観 測 さ れ た イ オ ン デ ー
タ と 組 み 合 わ せ る こ と に よ り,そ れ ら 高 エ ネ ル ギ ー イ オ ン の ダ イ ナ ミ ク ス が 解 明 さ れ つ つ あ る 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Ebihara,　 Y.　and　 M.　 Ejiri,　 "Simulation　 study　 on　 the　 fundamental　 property　 of　storm-time　 ring　 currents"　 ,　」.
Geopんys.Res.,Vol.105,No.A7,15,843-15,859,2000.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Ebihara,　 Y.,　M.Yamauchi,　 H.Nilsson,　 R.Lundin　 and　 M.　Ejiri,　 "Particle　 simulation　 of　the　meso-scale　 structure　 of　the
　 　 　 ring　current"　 ,　European　 Geophysical　 Society,　 XXV　 General　 Assembly,　 Nice,　 France,　 April　 2000.
　 　 Ebihara,　 Y.,　M.　Ejiri　and　 H.　Nilsson,　 "Single　 particle　 simulation　 on　the　 storm-time　 ring　current　 formation　 and　 Dst
　 　 　 variation"　 ,　COSPAR,　 33rd　 Scientific　 Assembly,　 Warsaw,　 Poland,　 July　2000.
　 　 Ebihara,　 Y.,　M.　Yamauchi,　 H.Nilsson,　 R.　Lundin,　 and　 M.Ejiri,　 "A　 possible　 fate　of　the　 earthward　 ion　flow　 illto　the
　 　 　 low-L　 region:　 Particle　 simulations　 and　 Viking　 observations"　 ,　The　 first　S-RAMP　 Conference,　 S7-16,　 Sapporo,
　　　　 Japan,　 October　 2000.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会(会 員),ア メ リ カ 地 球 物 理 連 合(AGU)(会 員)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
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12.研 究活動の課題 と展望
これまでの計算機実験 と人工衛星の観測結果か ら内部磁気圏のグローバルスケールの ダイナミクス,特 に高エ ネ
ルギーイオンの ダイナ ミクスを理解 しつつあるあるが,今 後はそこに内在するメンスケールの現象に着目していき
たい。 これらの現象には,高 エネルギーイオンによって減少する局所的磁場変動,異 常 ピッチ角分布,磁 場配囲の
急勾配化によるピッチ角散乱 とその電離圏への影響,プ ラズマシー ト境界層におけるイオンの内部磁気圏への輸送
過程が含まれる。そ して極域 における電離圏観測,例 えばEISCATレ ー ダー,に よってこれらの現象をリモー
トセ ンシングする手法 を確立 していきたい。
(2)共 同 研 究
ア.特 別共同研究
研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鞭 〈賊〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
極域電離圏 ・熱圏 ・中間圏に関する総合研




研 究 課 題 研 究 代 表 者 研究年度〈臓〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
多点地上及び レーダーと人工衛星観測に基




の理論的研究 吉 川 顕 正 九州大学理学部 ・講師
10～12
3年
AGOネ ッ トワー ク とHFレ ー ダー を用 い た








関する研究 利根川 豊 東海大学工学部 ・教授
10～12
3年
地域における大気 オゾンの ミリ波観測計画 小 川 英 夫 大阪府立大学総合科学部 ・教授 10～12
3年
超高層大気 イメージングシステムを用いた





極球における中性大気変動の様相 柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・教授 11～13
3年
SuperDARNに よる磁気圏電場発達過程の研








圏界面付近の大気観測 野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授
11～13
3年
磁気嵐時の非対称磁場発達過程 杉 浦 正 久 東海大学総合科学技術研究所 ・教授 11～12
2年
22年 周期を考慮 した磁気圏嵐群と太陽諸現





EISCATレ ー ダー な どに よる極 球 大 気潮 汐






研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度〈幟〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間














森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科 ・教授
12～14
3年
上層雲放電 とELF放 射 早 川 正 士 電気通信大学 ・教授
12～14
3年
SuperDARNレ ー ダー による極域電磁 圏 プ ラ





超低周波大気波動の伝搬機構に関する研究 南 繁 行 大阪市立大学工学部 ・助教授
12～14
3年










中 川 道 夫 大阪市立大学大学院理学研究科 ・助教授
12～14
3年
あけぼの衛星 トップサイ ドサ ウンダー観測
による極域電離層 プラズマ擾乱 とオーロラ
現象の対比に関する研究
小 野 高 幸 東北大学大学院理学研究科 ・教授
12～14
3年
SuperDARNを 活用 した太 陽風 ・磁気 圏 ・電
離圏 カ ップ リングの研 究





西 野 正 徳 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助教授
12～14
3年
VHFレ ーダとHFレ ーダの比較観測 による極
域電離圏ダイナ ミックスに関する研究





研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈幟 〉 研究所教官の分担者
麻 生 武 彦 ・教 授 北極域 における中層大気 ・熱圏の力学的結合 11～16 江 尻 全 機
佐 藤 夏 雄






岡 田 雅 樹
菊 地 雅 行
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イ.基 盤研究(A)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈L臓〉 研究所教官の分担者
佐 藤 夏 雄 ・教 授 国 際SUperDARNレ ー ダー網 に よる極域 電磁 気 圏ll～14 江 尻 全 機
擾乱の南北半球比較研究 麻 生 武 彦




岡 田 雅 樹
菊 地 雅 行
ウ.基 盤研究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く櫛 研究所教官の分担者
平 澤 威 男 ・所 長 EISCATレ ー ダー に よる北極 域 の大 気 圏 ・電磁 気10～12 江 尻 全 機
圏環境変動の研究 佐 藤 夏 雄
麻 生 武 彦
藤 井 理 行
本 山 秀 明
宮 岡 宏




岡 田 雅 樹
菊 地 雅 行
行 松 彰
堤 雅 基
江 尻 全 機 ・教 授 南極点 オーロラと熱圏ダイナ ミックスの観測研究 11～12 麻 生 武 彦
田 口 真
岡 田 雅 樹
行 松 彰
堤 雅 基
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瀧 澤 博 和,森 岡 昭,三 澤 浩 昭,佐 藤 夏 雄,宮 岡 宏,ブ ラ ッ ク オ ー ロ ラ ア ー ク の ダ イ ナ ミ ッ ク ス 及 び そ の 周 囲 オ
ー ロ ラ と の 関 連 に つ い て ,第108回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 星 圏 学 会,2000.11.
Tsutsumi,　 M.,　T.　Aso,　 S.　Okano　 and　 M.　 Ejiri,　A　llew　 MF　 radar　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 The　 First　 S-RAMP
　 Conference,　 SCOSTEP,　 Sapporo,　 Sl7-P14,　 0ctober　 2-6,　2000.
堤 雅 基,麻 生 武 彦,岡 野 章 一,江 尻 全 機,南 極 昭 和 基 地 の 新 し いMFレ ー ダ ー 観 測 に つ い て,地 球 惑 星 科 学 関 連
学 会2000年 合 同 大 会,2000年6月25-28日.
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堤 雅基,麻 生武彦,昭 和 基地MFレ ー ダー(69S,39E)に よ り観測 され た南極 中間圏 におけ る大 気重 力波活 動度
の季節 依存性,第108回 地球電磁 気 ・地球惑星 圏学会,2000.ll.
上田裕 子,中 田昌志,村 田健 史,上 岡功治,臼 井英之,岡 田雅樹,オ ブジ ェク ト指 向 プラズマ粒 子 コー ド電磁 界
ソル バ部の構想,第108回 地球電 磁気 ・地球惑 星圏学 会,2000.11.
上 岡功 治,村 田健 史,上 田裕 子,岡 田雅樹,大 村 善治,松 本 紘,プ ラズマ粒 子 シ ミュ レー シ ョンの並 列化 と実
パ ラメー タ計算 につい ての技 術 的検討 ,第108回 地球 電磁 気 ・地球 惑 星圏学 会,2000.11.
山岸 久雄,佐 藤夏 雄,菊 池雅行,長 野 勇,昭 和基 地一アイス ラ ン ド地磁気 共役点 にお けるELF/VLF放 射 の 日変化,
季節 変化,長 期変動,第108回 地球 電磁気 ・地球惑星 圏学 会,2000.11.
Yamazaki,　 Y.,　T.　Nakamura,　 T.　Tsuda,　T.　Aollo,　R.　Maekawa,　 K.　Shiokawa,　 M.　K.　Ejiri,　T.　Ogawa,　 M.　Ejiri　and　M
　Taguchi,　 Airglow　 imaging　 observations　 of　gravity　waves　 with　CCD　 imagers,　 The　 First　S-RAMP　 Collference,
　SCOSTEP,　 Sapporo,　 S17-P16,　 0ctober　 2-6,　2000.
行 松 彰,山 岸 久雄,佐 藤 夏雄,昭 和 基地SuperDARN　 HFレ ー ダー に よる干渉計観 測,第108回 地 球電磁 気 ・地
球 惑星 圏学会,2000.11.
鷲 尾典俊,三 澤浩 昭,高 橋 慎,野 澤宏 大,森 岡 昭,岡 野章 一一,イ オ火 山性 ナ トリウムガ スの広視 野連 続観 測,
地球 惑星 科学関連学 会2000年 合同大 会,2000年6月25-28日.
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2)気 水圏研究グループ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
極域は地球の冷源域 として,地 球規模の気候 ・環境システムにおいて重要な役割 を果た している。南極氷床は地球
上の淡水の90%を 占めるなど,両 極の雪氷圏は地球規模の水循環や海面水位変動 に大 きな影響 をもっている。南極
大陸を取 り囲み,北 極海 を埋める海氷域 は,大 気 と海洋 を遮る役割をはたし,底 層水の形成,ひ いては海洋深層循環
に関っている。極域の大気は,著 しい低温 と強い極渦の発達で特徴付けられ,海 洋 とともに,中 ・低緯度 と極域 との
間で熱や物質を運ぶ役割 を果たしている。このような大気 一雪氷 一海洋 ・海氷システムの素過程お よびその関連 を明
らかにし,さ らには極域が重要な鍵 となっている地球規模環境変化 を解明することを研究の目的としている。
研 究 計 画 の 概 要
・南極における大気中物質の変動,発 生 ・吸収および輸送過程 を,大 気循環場 との関連で捉えていく。現地では,地
上,高 層観測,船 上観測の他,特 に航空機による沿岸から内陸域への断面観測に重点をおいた。衛星データ,客 観
解析データや長期のゾンデデータの解析 も進めた。 また,大 気微量成分のモニ タリングを継続 し,長 期の変動 を究
明 している。
・北極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因とな
る輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響 を評価 した。
特に対流圏エアロゾルと放射の航空機 ・地上総合観測を実施 した。
・南極 における過去の気候 ・環境変動の解明を目的 として,ド ームふ じの深層氷床 コア と南極の多点浅層雪氷コアの
分析 を実施 した。
・北極域雪氷圏の気候 ・環境変動 を明 らかにするため,北 極域 とその周辺において積雪 ・氷河調査,及 び雪氷コア解
析 を実施 した。
・気候形成にも寄与する極域海洋の役割解明 を目的 として,南 大洋における海洋観測や無人観測機器の展開,昭 和基
地周辺の海氷調査 を行なう他,北 極圏ではグリー ンランド海 ・バレンツ海 ・ラプテフ海 ・パ フィン湾等 における国
際共同研究に向けた準備 を進めると共に,現 地観測データ及び衛星画像の解析 を行った。
研 究 成 果
・南極内陸域では,ブ ロッキング高気圧 に伴 う低緯度か らの熱 と物質の輸送が通年の気象状態や氷床の酒養 にも大き
な役割 を果たしていることが明 らかになった。
・北極域対流圏エアロゾル,特 に春季の濃 いエアロゾル層 をなす 「北極ヘイズ」 について,そ の挙動の大気循環場 と
の関 り,化 学組成の特徴,光 学特性 を把握することがで きた。
・高分解能気候モデルや昭和基地ゾンデデータ解析から,成 層圏極渦 に励起 された重力波の存在を明 らかにした。
・過去32万 年間をカバーす る ドームふ じコアの解析結果から,3回 の氷期サイクルにおける気候 ・環境変動の詳細
が明らかになった。また,南 極浅層雪氷 コアの詳細分析により,過 去数百年の時間スケールの年代決定に重要な火
山シグナルの同定が高い精度で可能となった。
・ロシア,ア ルタイ山脈及びカナダ,マ ウン トローガンの氷河 において予備氷河調査を実施 し,雪 氷コア掘削の候補
地点を選定 した。 また,北 極域の多点雪氷コアの分析結果から,過 去数百年間の気温変動や降雪中の海塩成分及び
大気汚染物質濃度の変動には,場 所による相違が見 られることが明 らかになった。
・南大洋 イン ド洋区で投入 した中層 フロー ト　(ALACE)の 位置デー タか ら,東 経80度 付近のケルゲ レン海台東斜面
域に顕著な北西流の存在が確かめ られた。熱や物質輸送の量的評価や海洋循環構造の時 ・空間変化を知る貴重 なデ
ー タが蓄積 されつつある。
・リーセルラルセン半島先端に形成 されるポリニアの水温分布を航空機か ら観測 し,対 流混合の特性を把握 した。
・南極 リュツォ ・ホルム湾で海氷試料の採取 と積雪深の定点観測 を行 ない,海 氷の上方成長を検証するデータを得
た。
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① 渡 辺 興 亜 教 授 ・研 究 主 幹,総 合 研 究 大 学 院 大 学 先 導 科 学 研 究 科 生 命 体 研 究 専 攻 教 授(併 任),理 学 博 士(名 古
屋 大 学:1978年)
1.専 門 領 域:雪 氷 学
2.研 究 課 題:地 球 雪 氷 圏 の 形 成 機 構 と そ の 変 動
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
科 学 研 究 費 領 域 研 究Bの 研 究 代 表 者 と し て,南 極 ド ー ム ふ じ コ ア の 解 析 研 究 の 総 括 を 行 っ た 。 ま た 同 科 学 研 究 費
課 題 の 中 で1.精 密 年 代 決 定,2.海 ・陸 起 源 物 質 が 示 す 地 球 気 候 ・環 境 変 動 解 析 を 担 当 し,解 析 を 進 め た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Watanabe,　 O.,　Kamiyama,　 K.,　Kanleda,　 T.,　Takahashi,　 S.　and　 Isaksson,　 E.　(2000)l　 Activities　 of　the　 Japanese　 Arctic
Glaciological　 Expedition　 ill　l998　 (JAGE　 1998).　 Bzt.ILet乞7zofGla.c乞erReseα γclz,17,31-35.
　 　 Watanabe,　 O.,　H.　Motoyama,　 M.　 Igarashi,　 K.　Kamiyama,　 S.　Matoba,　 K.　Goto-Azuma,　 H.　Narita　 and　 T.　Kameda
　 　 　 (2001):　 Studies　 on　climatic　 and　 environnlental　 changes　 during　 the　 last　few　 hulldred　 years　 using　 ice　cores　 from
　 　 　 various　 sites　in　Nordaustlandet,　 Svalbard.　 (Second　 International　 Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the
Arctic　 and　 Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　 Seminor)　 Mem.　 Nortt.　Iazst,　1)oLαrRes.,　 Spec.　 Issue,　 54,　March,　 227-242.
　 　 Watanabe,　 K,,　Satow,　 K.,　Kamiyania,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Furukawa,　 T.,　Watanabe,　 O.　and　 Narita,　 H.　(2000):　 ECM
profile　 on　the　S25　 core　 and　 its　relationships輌th　 chemical　 compositions.　 BzeLLet乞7z　o∫　GLctc乞eγResectrc}z,　 17,　17-
22.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Watanabe,　 K.,　Satow,　 K.,　Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　Furukawa,　 T.,　Watanabe,　 0.　and　 Narita,　 H.　(2000):　 ECM
　 　 　 profile　on　the　S25　 core　 and　 its　relationships　 with　 chemical　 compositions.　 Bulletin　 of　Glacier　 Research,　 17,　17-22.
　 　 Watanabe,　 O.　(2001):　 Deep　 ice　core　 drilling　 Project　 at　Dome　 Fuji,　Antarctica.　 Illternational　 Symposium　 on　the
　 　 　 Dome　 Fuji　Ice　Core　 and　 Re}ated　 Topics,　 February　 27-28,　 Tokyo,　 JAPAN.
　 　 Watanabe,　 0.,　S.　Kanamori,　 N.　Kanamori,　 K.　Kamiyama,　 Y.　Fujii,　H.　Motoyama,　 T.　Furukawa,　 K.　Goto-Azuma,　 M.
　 　 　 Igarashi,　 M.　Takata,　 M.　Nakawo　 and　 N.　Yoshida　 (2001):　 Stable　 Isotopic　 and　 Chemical　 Profiles　 of　Dome　 Fuji　core.
　 　 　 International　 Symposium　 on　the　Dome　 Fuji　Ice　Core　 and　 Related　 Topics,　 February　 27-28,　 Tokyo,　 JAPAN
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
特 定 領 域 研 究(B)「 氷 床 コ ア の 精 密 年 代 決 定 を 含 む 総 合 解 析 」(平 成10～12年)
特 定 領 域 研 究(B)「 陸 海 域 起 源 物 質 と気 候 変 動 研 究 」(平 成10～12年)
基 盤 研 究(B)「 雪 氷 層 へ 混 入 す る 諸 物 質 の 堆 積 安 定 化 機 構 の 解 明 」(平 成11～13年)
7.講 演 な ど
資 源 セ ミナ ー(南 極 深 層 コ ア 解 析 の 成 果),北 大 理 学 部(南 極 氷 床 に つ い て),雪 氷 学 会 特 別 講 演(中 谷 宇 吉 郎 に
つ い て),学 術 会 議 地 球 化 学 研 連(南 極 深 層 コ ア 解 析 の 成 果),電 磁 気 学 会(南 極 深 層 掘 削 計 画 の 成 果)
8.学 会 お よ び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
(社)日 本 雪 氷 学 会 理 事(副 会 長),(財)日 本 極 地 研 究 振 興 会(評 議 員),第 四 紀 学 会
9.受 賞 な ど
日 本 雪 氷 学 会 特 別 表 彰(1997),日 本 雪 氷 学 会 賞(1975,1995),秩父 宮 記 念 学 術 賞(1978,1981)
10.他 大 学 で の 講 義 等
総 研 大 生 命 体 科 学 専 攻(地 球 環 境 学)
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
北 大 低 温 研 運 営 協 議 会(委 員),文 部 科 学 省 地 球 環 境 学 研 究 所 創 設 調 査 委 員 会(委 員),海 外 学 術 調 査 費 総 括 班 会
議(委 員),科 技 庁 振 興 調 整 費 評 価 委 員 会(委 員)
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
文 部 省 科 学 研 究 費 領 域 研 究Bの 課 題 で あ る 南 極 ドー ム ふ じ 深 層 コ ア の 総 合 解 析 研 究 の 総 括 者 と し て,当 面 研 究 活
動 を 進 め る.
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② 藤 井 理行 教 授 ・北 極圏環境 研究 セ ンター長,総 合研 究大学 院大 学数物 科 学研 究科 極域 科学専 攻教授(併 任),
理 学博士(名 古屋 大学:1981年)
1.専 門領域:氷 河気 候学
2.研 究 課題
(1)極 域 雪氷 コ アに よる過去の気 候 ・環境 変動 の復 元 と変動 メカニ ズムに関 す る研 究
(2)北 極域 におけ る気候 変動 に関す る研究
(3)雪 氷 圏変動 に関す る研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
南極 氷床 ドー ムふ じ氷床深 層 コアの基本 解析 の結果,過 去32万 年 にわた る3回 の氷期 サ イクル を含 む気候 ・環境
変化 の概 要が 明 か とな った。酸 素同位 体が示 す気温 変化 と化学 主成分 の多 くの要 素,ダ ス ト濃度 は逆 相関 を示すが,
氷期 末期 か らの 間氷期 への移行期 に気 温変 海水 準 の上昇前,す なわち大陸棚 面積 の縮小 前 に始 まること も明 らか と
な った。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　 Fujii,　Y.,　Kamiyama,　 K.,　Shoji,　S.,　Narita,　H.,　Nishio,　F,　Kameda,　 T.　and　Watanabe,　 0.　(2001):　210-year　 ice　core
records　of　dust　storm,　volcanic　eruption　and　acidification　at　Site-　J,　Greenland.　 Mθm.NαteI7zst.})oZα γRθs.,　Spec.
ISSZte,54,209-220.
5.口 頭発 表(代 表 的な発 表)
　　 Fujii,　Y.　and　 Watanabe,　 0.:　Climate　 change　 in　Holocene　 reconstructed　 in　Mizuho　 and　 Dome　 F　ice　cores.
　　　 PAGES/NSF　 Workshop　 on　High-Resolution　 Climate　Variability　of　the　Holocene,　 Avignon,　 October　 2000.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究 代表者)
特 定領域 研究(B)「 北極域 にお ける環 境 変動機構 に関す る研 究」(平 成11～16年)
基盤研 究(B)「 雪氷 コア解析 に基づ く広域 拡散エ ア ロゾルの光学的厚 さ と放射 強制力 の変動」(平 成12～14年)
7.講 演 な ど
地球 環境 ・女性 連絡会 第9回 総会 「南極観 測 と地球環境 」(2000.4.13),日 本雪氷 学 会信 越支部講演 会,長 岡技 術
科学大 学,「 雪氷 か ら探 る地球 の過 去,そ して未 来」(2000.10.29),21世 紀 の地 球環境 を考 える講演 会,板 橋 区 ・
地球 電磁 気学 会 ・国立極地研 究所 共催 「北 極 か ら地球 環境 を考 える」(2000.11.23),中 谷宇 吉郎生誕100年 記念 企
画 シンポ ジウム 「科学 の心 と芸術」,パ ネルデ ィスカ ッシ ョン(椎 名誠,原 広 司,藤 井理行)(2000.12.15)
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極 歴 な ど)
International　 Glaciological　Society　 (評 議 員),社 団法人 日本 雪氷学 会(理 事,編 集 委員 長)
9.受 賞 な ど
日本 雪氷 学会 平 田賞(1980),秩 父宮 記念 学術 賞(1981),日 本雪 氷学 会特別 表彰(1997),日 本 雪氷学 会学術 賞
(1999)
10.他 大学 等で の講義 な ど
11.所 内外 の主 要 な会議 委員 など
文 部省(科 学 官),文 部科学 省大学 院拠点 形成支援 経 費選定委員 会(委 員),日 本 学術 会議 地球環境研 究連絡 委 員
会IGBP専 門委員 会PAGES小 委員 会(委 員),日 本学術 会議極 地研 究連 絡委員 会(委 員),日 本学術 会議 陸水学研 究
連絡委 員 会雪氷小 委員会(委 員),名 古屋 大 学大気水 圏科学研 究所運営 協議 委員 会(委 員),地 球 フロ ンテ ィア研究
シス テム運営 委員 会(委 員)
12.研 究 活動 の課題 と展望
北 極域 で進行 す る温 暖化 の実態 を過 去数十 年の気 候 デー タを用 いて明 らか にす る とともに,北 極域の雪 氷 コアデ
ー タを用 い てその変動 の地域特性 や北極 振動 との 関連 を研究 す る。 また,南 極 ドームふ じ深層 コア掘 削計 画の実 施
体制 の確立,詳 細 な観測計 画の立 案,新 型掘削機 の最終 実験 を実施 す る。
③ 山内 恭 教授 ・図書室長,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(東 北 大
学:1978年)
1.専 門領域:大 気物理学,極 域気候学
2.研 究課題:極 域大気の放射収支,大 気 ・物質循環,雲 ・海氷気候の研究
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3.研 究活 動の概 要 と成果
雪氷面 上の大気 の放射特性,海 氷 一大気 の相互作 用,温 室 効果気 体や エ アロゾル ・雲 の変動 と大 気循 環 との関 り,
その放射 効果,気 候 影響 を さ ぐる観測 的研 究 を南 極,北 極域 での 地 上観測,気 球,航 空機,船 舶 等 を使 っ た観 測,
人工衛星 による リモー トセ ンシ ングデー タの解析 によ り進 め てい る。 特 に今 年度 は北 極対流圏 エ ア ロゾル と放射総
合観測(ASTAR2000)として ドイツ と共同 に よる航 空機観測 を実 施 し,北 極ヘ イズ とい うエ アロ ゾルの動 態 とそ
の放射効 果 を明 らかに した。その他,人 工衛星NOAAの 赤外画像 デ ー タか ら南極 内陸域 の雲検 知手法 の検 討 を進 め
た。
4.学 術論 文(代 表 的な論 文)
　　 Yamanouchi,　 T.,　N.　Hirasawa,　 G.　Kadosaki　 and　M.　Hayashi　 (2000):　Evaluation　 of　AVHRR　 cloud　detection　 at　Dome
Fuji　Station,　Antarctica.　PolαrMθfθoγoZ.　Glαc乞ol,,14,110-116.
　　 Yamanouchi,　 T.,　M.　Shiobara　 and　A.　Herber　 (2001):　Airborne　 observations　 of　Arctic　tropospheric　 aerosols　(ASTAR
2000)　 for　the　validation　of　satellite　and　ground-based　 remote　 sensing.　P}'oceedings　 of　tんe　CEReS　 hLt.　Syvap.
Reη?,([)te　Sensi7zg　(ゾtheαt'n?.osphereα}zd　 z)αlidαtio}z　of　sαteLtitedαtα,　February　 22　-　23,　2001,　Chiba,　Japan,　93-
96.
5.口 頭 発表(代 表的 な発 表)
　　 Yamanouchi,　 T.　and　A.　Herber　 (2001):　 Cliinate　impact　 of　the　Arctic　aerosols　based　 on　ASTAR　 2000　(Arctic　Study
　 　　of　Tropospheric　 Aerosol　 and　Radiation)　 field　campaign.　 The　Second　 Wadati　 Conference　 on　Global　Change　 and
　　　 the　Polar　Climate.　 March　 7-9,　2001,　Tsukuba,　 Japan.
6.科 学研究 費補助 金取得 状況(研 究代 表者)
特定 領域研究(B)「 北極域 対流 圏 ・成層圏物 質の変動 と気候研 究」(平 成11～16年)
基盤研 究(A)「 北 極エ ア ロゾル とオゾ ン ・雲 との相互作 用お よびその機構 影響 に関す る研究」
基盤研 究(B)「 小 型気球搭 載用 超小型 成層圏 大気 サ ンプ リング システ ムの開発」(平 成10～12年)
7.講 演 等
日本雪氷 学 会雪氷 フ ォー ラム講 演 「気 象学か らみ た地球環境 」(2000.5.10),SCAR特 別 講演Yamamuchi,　 T.
　 (2000):　The　Role　of　the　Antarctic　 in　Global　Change　 Research.　 SCAR　 Special　Lecture,　XXVI　 SCAR,　 10-21　July,　2000,
　Tokyo,　Japan.
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本 気象 学会 会員(理 事,1998-2000,2000-),日本雪 氷学 会(会 員),ア メ リカ地球物 理学 会(会 員),日 本学
術 会議 気象学研 究連 絡委員 会(委 員,1994-,1997-,2000-),同極 地研究 連絡 委員会(委 員)(2000.10.21-),日 本
学術 振興 会科研 費専門委員 会(委 員),第2回 和達 国際会議LOC　 (委 員)
9.受 賞 な ど
日本気 象学 会山本賞(1985),日 本 気象 学会賞(1999)
10.他 大 学等で の講義 など
北海道 大学大学 院地球環境 科学研 究 科非常勤 講師(集 中講義),東 京大 学理学研 究科博士論 文審査
11.所 内外 の主 要な会議委員 な ど
文部省 南極地域 観測統 合推 進 本部南 極将 来問題検討 部会(委 員),環 境 庁南 極地域活動 計画確 認検討(委 員),環
境 庁 成層圏 オ ゾ ン層 保護 に関す る検 討委 員会(委 員),科 学技術 庁 雲が 地球 温暖化 に与 え る影響 評価 研究 評価 委員
会(委 員),国 立 極地研 究所運 営協 議員 会(委 員),国 立極 地研究 所気 水 圏専 門委員 会(委 員,幹 事),国 立極 地研
究 所 北極 科学研 究推 進特 別委 員 会(委 員),第12回 南 極条 約協 議 国特 別 会議 日本代 表 団員(オ ラ ンダ ・ハ ー グ),
第26回 南極研究 科学委員 会(SCAR)大 気物理 化学作業 委員会(委 員)
12.研 究活 動の課題 と展望
新 しい観測手法 と して,無 人航 空機 や小型 大気採 集 シス テムの 開発 を進 め,ま た広域の 雲の鉛 直分布 を観測 す る
ための ラ イダー ・雲 レー ダ搭載衛 星 システムの実現 につ とめ る。極域 大気 現象 ・気候の理 解の ため に領域 気候 モ デ
ルの南極 ・北極域へ の適 用 をめ ざ してい る。
④ 神山孝吉 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(京 都大学1980年)
1.専 門領域 地球化学
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2.研 究課題:水 圏 にお け る物 質循 環
3.研 究活動 の概要 と成果
地球水 圏では物 質 は物 理的 あるい は化 学的 に さまざまな形態 をとってい る。物 の形態 は周囲の環境 を反 映 し,ま
た周囲の環境 が物 質の形態 を決 定 している。 また水 圏 では熱エ ネル ギーの流れ に伴 って物質 が移動 し,移 動 中の環
境 の物理 的 ・化学 的条件 に応 じて物質 はその形態 を変 えてい く。 したが って熱 エ ネルギー の流れ と物 質移動 ・物質
の形態の変化 とは密接 な関係 を持 っている。 この ような過 程が 地球 水 圏にお ける物質循 環像 を決定 して いる。 ここ
で周囲 の環境 に対 して化 学的 に安 定 な保 存性物 質,ま た化 学的 に不 安定 な非保 存性 物 質 は,物 質 を取 り巻 く物 理
的 ・化学的環境 を反 映す る。物質 の化学的解析 か ら物 質 の存在す る動 的な化学 的環 境 を明 らか にす る ことを検 討 し
た。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
神 山孝吉,五 十嵐誠(2000):極 域 各種水試料 中の低濃度HTO測 定 の ための電解濃 縮 を含め た液体 シンチ レー シ
ョン法の検討 。 南 極資 料,44,83-96.
飯塚 芳徳、五十 嵐誠 、渡辺 幸一 、神 山孝吉 、渡辺興 亜 〔2000〕:ス バ ールバ ル諸 島 アウス トフォ ンナ氷帽頂 上 にお
ける融解 に よる積雪 中化学 主成分 の流 出.雪 氷,62,245-254.
　 　 Igarashi,　M.,　Kamiyama,　 K.　and　Watanabe,　 0.　(2001):　Stable　oxygen　 isotope　ratio　observed　 in　the　precipitation　 at
Ny-Alesund　 in　Svalbard.　Mem.　 Nαtl　hzst.　PotαrRes.,Spec.Issue,54,169-182.
　 　 Fujii,　Y.,Kamiyama,　 K.,Shoji,　 H.,Narita,　 H.,Nishio,　 F.,Kameda,　 T.　and　Watanabe,　 0.　(2001):　210-year　ice　core
　　　 records　 of　dust　storm,　 volcanic　 eruptions　 and　 acidification　 at　Site-J,　Greenland.　 (Second　 International
Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the　Arctic　and　Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　Seminor)　 Mem.　 Nαt!/?zst.
1)olαγRes.,　Spec.　Issue,　54,　March,　209-220.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な発 表)
神 山孝吉,西 尾 文彦,　Han　 Jiankang　 (2000)　 :中 国東毘嵜 地域 の氷河 中の物 質の特異 的 な消長,2000年 度 日本雪
氷学会全 国大会,2000.10.1-10.5,加 賀.
神 山孝吉,西 尾文彦(2000):中 国東 毘嵩地域 の降水,日 本 陸水学 会第65回 大 会,2000年9月,福 岡.
6.科 学研 究費補 助金取 得状況(研 究代 表者)
特定 領域研究(B)「 環 北極雪 氷掘削 コア による比 較環境 変動研 究」(平 成ll～16年)
基盤研 究(C)「 極域 の雪氷試料 か ら解析 す る気候 ・環境 変動 の基礎 的手 法 に関す る研 究」(平 成12～14年)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本雪 氷学会(理 事,1999・2000年 度)
9.受 賞 な ど
10.他 大学 での講義
11.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
国立極地研 究所編 集委 員会(委 員)
12.研 究活動 の課題 と展望
極域 は地球水 圏 にお ける熱エ ネルギーの収束 域で あ り,同 時 に熱 エ ネルギーの移流 に伴 う物質 の収束域 で もあ る。
そ のため地球上 の さまざ まな ローカル な環境 が極域 に集 中す る。特 に極域 雪氷圏 では大 気 中の物 質 が降雪 に伴 って
地表 に移動 し積 雪 として 固定 ・保存 され る。 その ため積雪試 料 中には直接 的な大気情 報 が時 間的変動 を含め て記録
され てい る。 さらに積 雪が蓄 積 し氷河 ・氷床 を形成す る中で,氷 河 ・氷床 中には過 去の 積雪試料 が雪 氷試料 として
保存 される。 したが って雪氷 試料 は,他 の環境試 料(海 洋堆 積物試料 や地 質試 料)中 と比 較 して直接 的な大気情報
を保持 してい るこ とに特徴 があ る。 大気 中の非 保存性 物質 は,保 存性 物質 に対 して地 球上 の環境 要因 に大 き く影
響 され ている。雪 氷試料 は非保 存性物 質 を雪氷環 境 として比較 的安定 して保 存 してい るため,大 気 環境の 時間変動
を確 認 で きる唯一 の手段 であ る。例 えば生物活動 と関係 す る過 去の大気 中の酸 化能力 な ど も推定 す るこ とが可能 と
なろ う。




2.専 門課題:地 球 水循環 にお ける要素 と しての 海氷の挙 動
3.研 究 活動 の概 要 と成果
北 極海 の海氷状 況規定 に際 して,ユ ーラ シア大陸 を北行ず る大河 川か ら供給 され る大量 の淡水 の果たす 役割 を研
究 してい る。大規 模 な現地 調査 に向 けて,準 備 を行 ってい る。
4.学 術 論 文(代 表 的 な論文)
　 　Ito,　H.　(2001):　Greenland　 Sea　il)　Willter.　(Second　 International　 Symposium　 on　Environmental　 Research　 in　the
ArCtic　and　Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　Seminor)　 .　Mem　 Natl　hzst.　POLαWRes.,5「peC.ISSZte,54,,337-341,MarCh.
伊藤 一一.ラ プテ フ海 ・レナ 川流域 におけ る水 文学 的調査研 究の予察 報告,南 極資料,vol.44,No.1,51-60,2000.
5.口 頭発 表(代 表 的な発表)
6.科 学研 究 費補 助 金取得状況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び社 会的活 動(役 職,南 極歴 な ど)
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等 での講義 な ど
11.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
12.研 究活 動の 課題 と展望
調査 地域 で は,観 測 開始が遅 く,資 料 取得 の期 間が短 い。 間接 的 に欠損 資料 を補 填す る手法 を探 ってい る。
⑥ 和 田 誠 助教 授,理 学†専士(名 古屋 大学:1987年)
1.専 門領域:大 気 物理学
2.研 究課 題:極 域 大気 中の水蒸気,雲 降水 とエ アロゾルの研究
3.研 究活動 の概 要 と成果
水蒸 気,雲,降 水 は水(H20)の 相 変化 であ るが,気 象,気 候現 象 にそれ ぞれ異 な った影響 を与 え る。 またエ ア
ロゾル は それ独 自で も気候,環 境 変動 に影響 を与 え るが,雲 の 形成発 達 に関与 す る。現在 これ らの量 の観 測 を行
い,相 互 の関連,分 布,移 動,変 化過 程の研 究 を行 ってい る。平成12年 度 は南極 で越冬 し,2機 の飛行機 を使 って,
これ らの 量の南 極大 陸内 陸部 のデー タを収 録 した。2機 の航 空機 の内 陸部へ の往復 に よって4つ の高度 の デー タが
取得 され沿岸 か ら内陸 部約300kmま で の緯 度 方向 の鉛 直分布 が描 け る ように なっ た。観測 は冬季 をのぞ き約2回/
月行 われ,季 節 変化 を捕 らえるこ とが で きた。通 常沿岸 部 は内 陸部 と比較 す る と,水 蒸気 量 は多 い と考 え られ るが,
内陸部が 多 いケ ースがか な りあ るこ とが わか り,水 蒸気 の沿岸 か ら内陸,内 陸 内で の循 環 を考 えるデー タが収録 さ
れた。 また通常 エ イ トケ ン粒 子 と呼 ばれ る微 小粒 子個数 濃度 は鉛 直分布が 季節 的 に変 化す る ことが わか った。原 因
につい ては,検 討 中であ るが,日 照時 間 と関連 が あ る と考 え られ る。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　Morimoto,　 S.,　Aoki,　S.,　Nakanishi,　 Y.,　Wada,　 M.　and　Yamanouchi,　 T.　(2000):　 Meteorological　 data　at　Japanese　 Ny-
Alesund　 observatory,　 Svalbard　from　l996　to　1998.八TIPRArct乞cDαtαRep.,4,254.
5.口 頭 発 表(代 表的 な発 表)
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究 代表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社会 的活動(役 職,南 極 歴 な ど)
日本気象 学会,日 本雪 氷学会,日 本エ ア ロゾル学 会,　American　 Meteorological　 Society
第41次 南極地 域観測 隊(越 冬隊 員)参 加((1999.11-2001.3)
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 での講 義 など
11.所 内外の 主要 な会議委員 な ど
12.研 究 活動 の課題 と展望
南極 で収録 したデー タの 整理,解 析 を進 め,新 た な事実 を見つけ る とと もにそ の原因 を考察す る。特 に,大 気場
と水蒸気,雲,エ ア ロゾルの関連 を考察す る,さ らに水蒸気 か ら雲そ して降水 が 形成 され ると きのエ アロ ゾルの関
与 につ いて の研 究 を進め る。 また極域 の これ らの量の 見積 も りを,大 気場 の違 い な どを考慮 して見積 も り,気 候 に
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及ぼす影響 を見積 もることが出 きるデータセ ットの作成 をおこなう。 さらに北極ニーオルス ンでモニタリング的に
収録 しているエアロゾル,降 水のデータが集まりつつある。 これ らのデータか ら,水 蒸気量の多い極球(ニ ーオル
スン)の時間変動のデータを整理 し,南 極昭和基地のモニタリングデータと対比 しながら,考 察する。
⑦ 塩原匡責 助教授,理 学博士(東 北大学:1987年)
1.専 門領域:大 気物理学
2.研 究課題:極 域エアロゾルの放射特性 と気候影響に関する観測研究
3.研 究活動の概要と成果
リモー トセンシング手法 と現場観測手法により,エ アロゾルの物理特性,化 学特性 を調べ,エ アロゾルが放射過
程を通 して極域の気候形成 に及ぼす影響を調べる。本年度は,2000年3～4月 に北極圏スバールバル諸島において
ドイツ,ノ ルウェー との共同で実施 した北極対流圏エアロゾル放射総合観測(ASTAR2000)の 地上観測で得 られ
た光学観測データの解析 を行 い,春 季北極域特有の現象である北極ヘ イズ時 とそうでない時のエアロゾルの光学特
性の相違を調べた。 また,2000年11月 ～2001年3月 には第42次 南極地域観測隊に参加 し,昭 和基地において,ス
カイラジオメータ,マ イクロパルスライダーによるエアロゾル ・雲の リモー トセンシング観測を開始 した。
4.学 術論文(代 表的な論文>
5.口 頭発表(代 表的な発表)
塩原国資,矢 吹正教,藤 谷雄二,西 田千春,柴 田隆,平 沢尚彦,山 内恭,2000:ス カイラジオメー タ観測に基づ











エアロゾルの気候影響には直接効果 と間接効果があ り,そ の効果の度合いは北極 と南極とで大 きく異なることが
予想 される。そのため,両 極域でのエアロゾルと雲に関す る観測データを蓄積 し,特 に,間 接効果による雲の放射
特性の変化など,極 域のエアロゾル と雲の相互作用に関す る研究 を行 う。また,直 接効果についてはグローバルな
エアロゾルの実態把握の観点か ら,極 域だけでなく太平洋上やアジア域でのエアロゾルの放射特性 との相違に着目
した観測を行 う。
⑧ 本 山秀明 助 教授,理 学博士(北 海道大 学:1987年)
1.専 門領域:雪 氷水文学
2.研 究 課題:地 球 規模 の雪氷 圏の水循 環 の解明
3.研 究 活動 の概 要 と成果
地球 規模 の雪氷 圏 の水 循 環の 解明 を中心 に研 究 を進 め て きた。 この10年 間 は両極の水 循環 に関す る研究 が 中心
であ る。南極 を対 象 と しては表 面質量 収支 とその形成過程 に関 す る研究 をお こなってい る。北極域 を対象 として は,
ツ ン ドラ地帯の水 収支お よび氷 河形成 過程 の研 究 を進 めて いる。 また氷床 ・氷河 での雪氷 コア採取 の ための コア掘
削 技術 の 開発 にか かわ って お り,両 極 で浅 層掘 削 コア を採 取 し,コ ア解析 か ら古環境 の シグナ ル を抽 出 し,ま た
氷床形 成機構の研 究 も行 って いる。最 近 は降雪 中 に含 まれ る不純 物が 積雪 中へ 変質 しなが ら取 り込 まれ る過程 に注
目 して いる。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
　　Motoyama,　 H.,　Kamiyama,　 K.,　Igarashi,　 M.,　Nishio,　 F.　and　Watanabe,　 0.　(2000):　 Distribution　 of　chemical
collstituents　in　superimposed　 ice　from　Austre　Broggerbreen,　 Spitsbergen.　G ografiskcz　 A?z?zαler,82A,33-38.
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　 　 Watanabe,　 K.,　Satow,　 K.,　 Kamiyama,　 K.,　Motoyama,　 H.,　 Furukawa,　 T.,　Watanabe,　 0.　 and　 Narita,　 H.　 (2000):　 ECM
profile　 oll　the　 S25　 core　 and　 its　relationships　 with　 chemical　 compositions.　 Buttetin　 ()f　GeαcierReseαrch,17,17-
22.
　 　 Watanabe,　 O.,　 H.　 Motoyama,　 M.　 Igarashi,　 K　 Kamiyama,　 S.　Matoba,　 K.　 Goto-Azuma,　H.　 Narita　 and　 T.　 Kameda
　 　 　 (2001):　 Studies　 on　 climatic　 aiid　 envirommental　 changes　 during　 the　 last　 few　 hundred　 years　 using　 ice　 cores　 from
　 　 　 various　 sites　 ill　Nordaustlandet,　Svalbard. (Second　 International　 Symposium　 oll　Environmental　Research　 in　the
　
Arctic　 and　 Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　 Seminor)　 Mem.　 Nαtt　lnst.　PotαTRes.,　 Spec.　 Issue,　 54,　March,　 227-242.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
本 山 秀 明,五 十 嵐 誠,渡 辺 興 亜,永 崎 智 晴,Karlof,L.(2000):スバ ー ル バ ル 北 東 島 氷 帽 の 融 解 ・再 凍 結 過 程 に 伴
う イ オ ン 分 別,2000年 度 日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,(2000.10.1-10.5),加賀
　 　 Motoyama,　 H.,　Azuma,　 N,　 Fujii,　Y.,　Furukawa,　 T.,　FUIita,　 S.,　Enomoto,　 H.　and　 Watanabe,　 0.　(2000):　 A　new　 deep　 ice
　 　 　 coring　 program　 at　Dome　 Fuji,　Antarctica,　 International　 Workshop　 oll　Ice　Drilling　 Technology　 2000,　 10.30-ll.1,
　　 　 Nagaoka.
　 　 Azuma,　 N.,　Fujii,　Y.,　Fujita,　 S.,　Kameda,　 T.,　Kamiyama,　 K.,　Motoyama.　 H.,　Narita,　 H.,　Shoji,　 H.　and　 Watanabe,　 0.
　 　 　 (2000):　 Ice　core　 processing　 of　the　 Dome　 Fuji　 station　 core,　 Antarctica,　 International　 Workshop　 on　 Ice　Drilling
Technology2000,10.30-11.1,Nagaoka.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
基 盤 研 究(C)「 極 域 の 雪 氷 試 料 か ら解 析 す る 気 候 ・環 境 変 動 の 基 礎 的 手 法 に 関 す る 研 究 」(平 成12～13年)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
日 本 雪 氷 学 会,国 際 雪 氷 学 会,　 AGU,　 水 文 ・水 資 源 学 会
第42次 南 極 地 域 観 測 隊(越 冬 隊)参 加
9.受 賞 な ど
日本 雪 氷 学 会 平 田 賞(1998.10),日 本 雪 氷 学 会 技 術 賞:無 人 気 象 観 測 装 置 開 発 グ ル ー プ(1997.10)
10.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 共 同 利 用 委 員 会(委 員)(1998.10-20009)
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 極 に お い て はGLOCHANTお よ びITASEに 対 応 し,近 年 の 質 量 収 支 に 関 す る 研 究 を,特 に 氷 床 表 面 の 形 成
機 構 に 注 目 し て 行 う 。 北 極 域 に お い て は,広 域 質 量 収 支 お よ び 氷 河 形 成 の メ カ ニ ズ ム に 注 目 し た 研 究 を 行 う 。 こ れ
ら 両 極 地 域 の 研 究 に あ わ せ,ヒ マ ラ ヤ,チ ベ ッ ト,パ タ ゴ ニ ア な ど を 含 む 地 球 全 体 の 雪 氷 圏 に 注 目 し た 近 年 の 水 循
環 及 び 物 質 循 環 の 解 明 を 目 指 し,地 球 規 模 環 境 変 動 を 解 明 す る 。
⑨ 東久美子 助教授,工 学†専士(北 海道大学:1986年)
1.専 門領域:雪 氷 学
2.研 究課題:雪 氷 コア解析 に よる過去の気 候 ・環境 変動 の研究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
極域 や高 山域 の氷床 ・氷河 には過去か ら現在 に至 る までの大気 と積雪が冷 凍保存 されてい るか ら,極 域 や高 山域
の氷床や氷 河 におい て雪 氷 コア を掘削 ・解 析す る こ とによ り,過 去 の気候 ・環 境変動 を解 明す る ことが で きる。北
極域 は地球 上で も人 間活 動 に よる温暖化 の影響 が最 も現 れやすい場所 で ある と言 われ てお り,ま た,人 間活 動 に よ
る大気汚 染物 質 の影 響 を受 ける場 所で もあ る。 これ まで,北 極域 の多点 で掘 削 された雪氷 コアの解析 を実 施 し,過
去 数百年の 気候変動 の 生 じ方 は北 極域で も場 所 にい る違 いが 大 きいこ と,積 雪 中の硫 酸 や硝酸が過 去50-100年 の
間 に人間活 動の影響 を受 け て大 き く増加 した こ と,そ の増加 の トレン ドが北 極域 で も場所 によって異 なる ことな ど
を見い だ した。 また,増 加 トレン ドの地域性 か ら大気汚 染物 質の輸送経路 についての 考察 を行 った。
4.学 術 論文(代 表 的 な論 文)
　 　Goto-Azuma,　 K.　and　Koemer,　 R.　M.　(2001):　 Ice　core　stu(lies　of　anthropogenic　 sulfate　and　nitrate　trends　in　the
Arctic,J.Geophys.Res.,106、4959-4969.
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5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表):
　 　 Goto-Azuma,　 K.,　Koerner,　 R.M.　 and　 Fisher,　 D.A.　 (2000):　 Ice-core　 chemistry　 variation　 on　Penny　 Ice　Cap,　 Baffin
　 　 　 Island,　 Canadian　 Arctic　 over　 the　last　two　 centuries,　 Second　 International　 Symposium　 on　Environmental　 Research
　 　 　 in　the　Arctic　 and　 Fifth　Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 23-25　 February　 2000,　 NIPR,　 Tokyo.
　 　 Goto-Azuma,　 K.,　Koerner,　 R.　M.,　Fisher,　 D.　A.　and　 Watanabe,　 0.　(2001):　 Climatic　 and　 environmental　 histories　 for
　 　 　 the　last　two　 centuries　 from　 Arctic　 ice　cores,　 Second　 Wadati　 Conference　 on　Global　 Change　 and　 Polar　 Climate,　 7-9
　 　 　 March　 2001,　 Epochal　 Tsukuba,　 Tsukuba　 Science　 City.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
基 盤 研 究(C)「 雪 氷 コ ア 解 析 に よ る 大 気 汚 染 物 質 の 長 距 離 輸 送 と 堆 積 過 程 の 解 明 」(平 成11～13年)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
日 本 雪 氷 学 会 雪 氷 科 学 分 科 会(幹 事 長)(1997.10-2001.10),日本 雪 氷 学 会 関 東 ・中 部 ・西 日本 支 部(副 幹 事 長)
(1999.4-2001.3),「 雪 氷 」 編 集 委 員 会(委 員)　 (1995.4-2001.3),　 Bulletin　 of　Glacier　 Research　 (編 集 委 員)(1991.10-
　 2001.3),　 Coordinating　 Committee　 for　the　 Polar　 Atmospheric　 and　 Snow　 Chemistry　 (PASC),　 International　 Global
Atmospheric　 Chemistry　 (IGAC)　 (委 員)1998-.
9.受 賞 な ど
日 本 雪 氷 学 会 平 田 賞 受 賞1998.10
10.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 共 同 利 用 委 員 会 委 員2000.10-2002.9
12.研 究 活 動 の 課 題 と展 望:
北 極 域 の 大 西 洋 セ ク タ ー に お い て こ れ ま で 雪 氷 コ ア デ ー タ が な か っ た 場 所 で 雪 氷 コ ア を 掘 削 ・解 析 す る と と も
に,太 平 洋 セ ク タ ー に お い て も雪 氷 コ ア の 掘 削 ・解 析 を 実 施 し,北 極 域 全 域 に お け る 過 去 数 百 年 間 の 気 候 ・環 境 変
動 を 解 明 す る 。 ま た,南 北 両 極 の 深 層 氷 床 コ ア の 比 較 解 析 を 行 い,氷 期 一 間 氷 期 サ イ ク ル の メ カ ニ ズ ム と そ れ に 伴
う 万 年 ス ケ ー ル の 気 候 ・環 境 変 動 を 研 究 す る 。
⑩ 佐 藤 薫 助 教授,理 学博士(京 都大 学:1990年)
1.専 門領域:大 気科 学
2.研 究 課題
(1)極 域 の大気 波動,渦 擾乱 とその気候へ の影響 に関 す る研 究
(2)大 型 大気 レー ダー を用い た大気 科学研 究
3.研 究 活動 の概 要 と成果
(1)本 課 題 の 目的 は,殆 ど研究 されて い ない極 域の 中小規模大気 擾乱 に焦点 を当て,様 々な手法 及び視点 か らその
力学 的特徴 地球気候 への 影響 を明 らか にす る こ とであ る。 今年 度 は,① 膨 大 な量の客 観解析(再 解析)デ ー
タ,人 工衛 星観 測(ILAS)デ ー タを整 備 した。 また,② 高 分解能 気候 モ デル デー タ,昭 和基 地 ラジ オゾ ンデデ
ー タを用 いて極球 重力波の特性 と挙動 を調べ た。特 に,こ れ まで主 に対流 圏 に起源 を持 つ とされて きた重力波 の
成層 圏極 渦 か らの発 生 を明 らか にで きた。 さ らに,③ 新 た な研 究観 測 と して,重 力波 の よ り定量 的 な議 論 を 目
指 した昭和 基地 ラジオゾ ンデ集 中観測(43次 隊),ま た,海 洋上 重力波 の極 域へ の波動 伝播 に着 目 した東 大 海洋
研 白鳳 丸 に よるラジオ ゾンデ南 北ス キ ャン観 測 を立案,準 備 を進 めた 。
(2)大 型 大気 レー ダー は高度1kmか ら数 百kmに 亘 る対流 圏 ・成層圏 ・中間圏 ・電 離圏が 高精度 高分解 能で観測 可 能
な測器 で ある。 中緯 度大型大気 レー ダー を用い た研 究経験 を生か し,南 極 昭和 基地へ の大型大気 レー ダー設置 可
能性 の検討 を始 め た(江 尻全機,麻 生武 彦,山 内恭,佐 藤 亨,堤 雅基 との共 同研 究)。 まず極域 大気 観測 に最 低
限必 要 な システ ム構 成 を検討 した。 また い くつか の主要 な国際会議 に出席 して極 域で の研 究動向 を探 り,南 極 で
の大 型大 気 レー ダーの計 画 が他 に ない こ と,研 究 者の 大型大 気 レー ダーへ の 興味,期 待 は大 きい こ とを確 認 し
た。
4.学 術 論 文(代 表的 な論 文)
　　 Yoshiki,　M.　and　Sato,　K.　(2000),　A　statistical　study　of　gravity　waves　 ill　the　polar　regions　 based　 oll　operational
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　 　 　 　radiosonde　 data.　」.　Geophys.　 Res.　,　105,　17995-18011.
　 　 Sato,　 K,　 Yamada,　 K.　and　 Hirota,　 1.　(2000),　 Global　 characteristics　 of　medium-scale　 tropopausal　 waves　 observed　 in
ECMWF　 operational　 data.　Mon.　 Weα,Rev,,128,3808-3823.
Sato,　 K.　(2000),　 Sources　 of　gravity　 waves　 ill　the　polar　 nUddle　 atmosphere.　 Adv.　PoLαr乙 恨)p 'rA ()s.Res ,14,233-
240.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Sato,　 K.　and　 Dunkerton,　 T.J.　 (invited),　 Layered　 disturbances　 associated　 with　 low　 potential　 vorticity　 revealed　 by
　 　 　 high-resolution　 radiosonde　 observation　 in　Japan.Tenth　 International　 Symposium　 on　 Equatorial　 Aeronomy,
Antalya,　 Turkey,　 2000年5月.
　 　 Sato,　 K.　and　 Dunkerton,　 T.J.,　Layered　 disturbances　 associated　 With　 low　 potential　 vorticity　 revealed　 by　high-
　 　 　 resolution　 radiosonde　 observation　 ill　Japan.　 2nd　 SPARC　 (Stratospheric　 Processes　 And　 their　 Role　 in　Climate)
General　 Assembly,　 Mar　 del　Plata,　Argentina,　 2000年11月.
　 　 Sato,　 K.　(invited),　 Sources　 of　gravity　 waves　 ill　the　 polar　 middle　 atmosphere.　 European　 Geophysical　 Society　 XXVI
General　 Assembly,　 Nice,　 France,　 2001年3月.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
基 盤 研 究(B)「 衛 星 観 測 デ ー タ ・客 観 解 析 デ ー タ に 基 づ く極 渦 周 辺 擾 乱 の 気 候 学 」(平 成12～15年)
7.講 演 な ど
北 極 と 関 連 し た グ ロ ー バ ル 気 候 変 動 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 招 待 講 演,仙 台(2000年8月),グ ロ ー バ ル 変 動 と 極
域 気 候 に つ い て の 第2回 会 議 に お け る 招 待 講 演,つ く ば(2001年3月),力 学 的,放 射 的,化 学 的 対 流 圏 ・成 層 圏 結
合 に 関 す る 日米 セ ミナ ー で の 講 演,京 都(2001年3月)
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
日 本 気 象 学 会(気 象 集 誌 編 集 委 員,電 子 情 報 委 員),日 本 流 体 力 学 会,ア メ リ カ 気 象 学 会,ア メ リ カ 地 球 物 理 学
連 合,　 ICSU/IUGG/IAMAS/ICMA委員
9.受 賞 な ど
日 本 気 象 学 会 山 本 ・正 野 論 文 賞(1991年),日 本 気 象 学 会 学 会 賞(1998年)
10.他 大 学 等 で の 講 義 等
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
日本 学 術 会 議 地 球 電 磁 気 研 連 将 来 計 画 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ メ ン バ ー
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
今 後 も,極 域 大 気 擾 乱 の 力 学 と 気 候 へ の 影 響 と い う視 点 で 研 究 を 進 め る 。 引 き続 き,気 候 デ ー タ,観 測 デ ー タ の
整 備,北 極,南 極 で の 新 た な 観 測 を 行 い,こ れ ら の デ ー タ を 用 い て,大 気 力 学 理 論 を 駆 使 し,必 要 な ら ば 大 気 モ デ
ル に よ る 数 値 実 験 を 行 い,極 域 の 大 気 擾 乱 の 力 学 特 性,オ ゾ ン 等 微 量 成 分 の 輸 送 ・混 合 過 程,大 規 模 循 環 と の 相 互
作 用 を 調 べ る 。 ま た,大 型 大 気 レ ー ダ ー の 技 術 的 検 討 を す す め る と 同 時 に,こ れ を 用 い た 新 し い 大 気 科 学 の 可 能 性
を 考 察 す る 。




冬季の南極域の対流圏大気には,成 層圏から続 く極渦が安定 して現れる。総観規模擾乱の発達が頻繁に起こる傾
圧帯は,南 極大陸氷床の外側,南 緯55度 付近 を中心 に大陸を取 り巻いている。低緯度側 と高緯度側 との間で熱や
水 を効率的に混合する総観規模擾乱が,南 極内陸域に影響を及ぼ しにくい環境である。その中で,時 々起こるブロ
ッキ ング現象が極渦を壊 し,そ れに関連 して大陸の外側の低緯度大気 を内陸 まで持ち込むことを見出 した。1997
年6月 に発現 した明瞭なブロ ッキ ング現象は,亜 熱帯領域 を波源 とするロスビー波の伝播 が引 き起 こしていた。
北極ヘ イズを一つの目標 にした 「北極域の雲 とエアロゾルの放射 とその気候影響　(ASTASR)　 」　に関連 した観測 と
して,大 気惑星境界層 における気象 とエアロゾルの係留気球観測 と成層圏 までのエアロゾルゾ ンデ観測を行 った。
小型携帯型の係留設備構築を実現 し,最 高高度1000mま での境界層の観測では,境 界層内の気温,湿 度,エ アロ
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ゾル粒子数 の鉛 直分布 とその変 化の様子 をあ る程 度把 握 す る ことが 出来た。また,エ ア ロゾル ゾンデの観測結果 は,
同時 に行 った ライ ダー観 測結 果 と併 せ るこ とに よ り,エ ア ロゾルの放射 効果 を評価 す る こ とに利用 された。 また,
NOAA,　 MOSの 衛 星 デー タのアー カ イブと一次 処理 を行 い,南 極大 陸上の雲検 出 アル ゴリズムの検 討 を行 った。
4.学 術論文(代 表 的 な論 文)
　　 Hirasawa,　 N.,　Nakamura,　 H.　and　Yamanouchi,　 T.　:　Abrupt　 changes　 in　meteorological　 conditions　 observed　 at　all
　　　 inland　Antarctic　 station　in　association　with　wintertime　 blocking　 formation.　 Geophys.Res.Lett.,　 27,　1911-1914,
2000.
5.口 頭 発表(代 表的 な発表)
平沢 尚彦 ・中村 尚 ・林 政彦 ・山内 恭:南 極 内陸 にお け るブロ ッキ ング解消 時の 気象,日 本 気象学 会秋季 大会,
京都,10月.
平沢 尚彦 ・中村 尚 ・山内 恭:ロ ス ビ一波の伝播 条件 か らみた東南 極域の ブロ ッキ ング,日 本気 象学会春季 大会,
東京,5月.
平沢 尚彦 ・中村 尚 ・林 政彦 ・山内 恭:南 極 内陸 にお け るブロ ッキ ング解消時 の気 象,日 本気 象学 会秋季大 会,
京都,10月.
久慈 誠 ・菊 地信行 ・平 沢 尚彦 ・山内 恭:リ モ ー トセ ンシ ングデー タを用 い た南 極域 にお け る雲 変動の研 究,日
本気象 学会秋季 大 会,京 都,10月.
門崎 学 ・山内 恭 ・平 沢 尚彦:　 NOAA--AVHRRデ ー タの 見込 み角 ・温 度依 存性 に関 す る検 証,日 本気 象学 会秋季
大会,京 都,10月.
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 など
8.学 会及 び社 会的活 動(役 職,南 極 歴 など)
日本気 象学 会(会 員)(同 学 会講演企画 委員会 委員)
9.受 賞 など
10.他 大 学等で の講義 な ど
11.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
12.研 究活 動の 課題 と展 望
極域 の水 循環 を理 解 す るた めに,特 に,大 気 惑星 境界 層 の観測 を展 開 したい 。大 気惑 星境 界層 上 面の上 の 高度
2000m程 度 までの係 留気 球観測 におい て,多 層 の連続 的 な観測 を行 うことは,日 変化す る境 界層 の構造 を把握 し,
自由大気 との水 ・物質 のや り取 りを明 らか に出来 る と考 え られ る。 また,無 線 コ ン トロールの小 型無 人飛行 機 を利
用 した観測 で は,よ り高 高度の3次 元的 な観 測或 いは係 留 には不向 きな測定 機の利 用 を可能 にす るであ ろ う。氷点
下80℃ の環 境 で正常 に作 動す る観測 設備 を目指 しなが ら観測 ・研究 活動 を続 け たい。 また,極 域 全 体の理解 をす
るため には,全 球 客観解 析 デー タの利 用が不可 欠で あ り,ロ ス ビ一波 に代表 され る惑 星波 の関 わ り方 や,水 循 環 を
駆動 す る大気 循環 を引 き起 こす機構 を研 究 したい。大気 循環 を引 き起 こす機構 の 中で根本 的 な項 は放射効 果であ る
が,衛 星 に よる極域 におけ る雲域検 出 と雲 の有無 に よる放射収 支への影響 の研究 を進 めた い。





地球規模の気候変動 に応答 して,南 極氷床がどの ように変動す るかを明らかにするためには,南 極氷床の質量収
支に関わる諸過程が気候変化変化に対 してどのように変化するかを明 らかにする必要がある。特に南極氷床表面の
堆積過程についての研究を進めた。堆積過程 を反映す る表面形態の現地観測結果 と,調 査 ルー ト沿いの表面 ・基盤
地形 と堆積量分布の比較から,南 極氷床表面には数年間にわたって堆積が中断する地域が存在することを明らかに
した。また,堆 積 中断域は斜面下降風が加速 されるような氷床表面の急傾斜の場所 に発達 し,表 面地形は基盤の凹
凸を反映した ものであるので,基 盤地形もまた氷床表面の堆積量分布を決める要素の一つであることを明らかにし
た。これは,氷 床の規模が変化 した際に,氷 床表面の質量収支分布がどの ように変化するかを明らかにする際に重
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要 な情 報 とな る。
4.学 術 論 文(代 表 的 な論文)
　 　Fukamachi,　 Y.,　M　Wakatsuchi,　 K.　Taira,　S.　Kitagawa,　 S.　Ushio,　A.　Takahashi,　 K.　Oikawa,　 T.　Furukawa,　 H.　Yoritaka,
　　　 M.　Fukuchi,　 and　T.　Yamanouchi　 :　Seasonal　 variabi　lity　of　bottom　 water　properties　off　Adelie　Land,　Antarctica.　」.
GeophL/s.Res.,105,6531-6540,2000.
5.口 頭 発表(代 表 的 な発表)
古 川晶 雄,鈴 木利 孝,松 岡健 一,改 井洋樹,渡 邉興 亜 第40次 南極 観測 隊雪 氷観 測概 要2000年 度 日本雪 氷学
会全 国大 会 加 賀市2000年10月1日 一5日.
古 川晶 雄,鈴 木 利孝,松 岡健 一,福 崎 順洋,本 山秀明,渡 邉 興亜 南極 白旗流域 にお ける氷床 変動 観測 第23
回極 域気 水圏 シ ンポ ジウム 国 立極 地研 究所 東京2000年11月29日 一30日.
6.科 学研 究 費補助 金取 得状況(研 究代 表者)
7.講 演 など
8.学 会 活動 お よび社 会活動
日本雪 氷学 会(会 員),国 際雪氷学 会(会 員)
9.受 賞 など
10.他 大 学等 での講義等
11.所 内外 の 主要 な会議 委員 な ど
12.研 究活 動 の課題 と展望
南極氷 床表 面の堆積 中断現 象が,南 極氷床 表面 の質量収 支の どれだけ影響 を及ぼす か,南 極氷床 か ら得 られ る雪
氷 コアの年代 決定 に どれ だけ影響 を及 ぼすか を定量 的 に明 らか にす る必 要が あ る。
⑬ 牛 尾収輝 助手,博 士(理 学)(北 海道 大学:1994年)
1.専 門領 域:極 域海洋 学
2.研 究課 題:沿 岸 ポ リニ アの物理 過程,南 大洋 中層循 環の実態,南 極東 ドロ ンニ ング ・モー ドラン ド沖の海 氷消 長
3.研 究活 動の概 要 と成果
第41次 南極 地域観 測 隊 に参加 し,南 大 洋 イ ン ド洋 区の 中層 循環 の観測 お よび南極 昭和基 地周辺 におけ る海氷 成
長 ・融 解過 程 や沿岸 ポ リニア(海 氷域 内の 開水 面 また は疎氷域)の 観測 を実 施 した。特 に東経80度 付 近 のケ ルゲ
レン海台 域 で捉 えた,顕 著 な北 西流の存 在 は,大 陸沿岸域 で形 成 された南極 底層 水 に起 源 を持 つ高密度水 の挙動 を
示 す もの で,中 ・低緯 度海域へ の海水輸 送量 を評価 す る上 で貴重 なデー タとなる。現地観 測 デー タと併せ て,人 工
衛 星画像 による海氷分布 の季節 ・年 々変 化 を解析 し,海 洋 の南 北 間お よび海洋 一大気 間の熱や物 質輸送機 構 に果 た
す 海洋循 環や 海氷消長 の役割解明 につ いて研究 を行 な った。
4,学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　Ohshima,　 K.　1.,　T.　Kawamura,　 T.　Takizawa,　 S.　Ushio,　and　T.　Miyakawa　 :　Current　 variability　under　 landfast　sea　ice
in　Lutzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　J　Gθop吻8.、Res.,105,17121-17132,2000.
　　Fukamachi,　 Y.,　M.　Wakatsuchi,　 K.　Taira,　S.　Kitagawa,　 S.　Ushio,　A.　Takahashi,　 K.　Oikawa,　 T.　Furukawa,　 H.　Yoritaka,
　　　 M.　Fukuchi,　 and　T.　Yamanouchi　 :　Seasonal　 variability　of　bottom　 water　properties　off　Adelie　Land,　Antarctica.　」.
Geoph2/s.、Res.,105,6531-6540,2000.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
6.科 学研 究費 補助金取 得状況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本 海洋学 会(会 員),日 本雪氷学 会(会 員),　AmericanGeophysicalUnion　 (会 員)
第41次 南 極地域 観測隊(越 冬 隊員)参 加(1999.11-2001.3)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学等 での講義 など
11.所 内外の 主要 な会議 委員 な ど
12.研 究 活動 の課題 と展望
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既存の観測データの解析を進め,大 陸沿岸域の海氷成長過程 と陸棚域の水塊形成機構 に関する研究 を継続する。
また,広 域にわたる南大洋の現地観測を展開するための観測手法の開発にも着手する。
⑭ 橋 田 元 助 手,総 合研 究 大 学 院大 学 数物 科学 研究 科 極域 科 学 専攻 助 手(併 任),博 士(理 学)(東 北 大学:
1994年)
1.専 門領域:極 域大気 科学
2.研 究課題:極 域の大気 一海洋 一雪 氷系 におけ る大気微 量成 分の動態
3.研 究活動 の概 要 と成 果
バ レ ンツ海,グ リー ンラ ン ド海 にお ける大気 ・海洋 間の二酸 化炭 素 交換過 程の研 究の 一環 と して,2000年10月
に ノル ウェー極地研究 所 の研 究観 測船 「ラ ンセ」　(LANCE)　 に乗船 し,表 層 海洋中の二 酸化炭 素濃 度お よび全 溶存
無機 炭素 濃度 分析 用 の試料採 取 を実 施 した。1992年 に始 まる本研 究 プロ ジェ ク トで は,秋 季 の デー タが 欠如 して
い たが今航 海 に よ り,表 層 海洋 中の 二酸 化炭素 濃度 に関 して,当 該 海で は10月 に はす で に冬 季 と同様 な状 態 にあ
るこ とが明 らか になった。そ の他,南 極地域 観測事業 に関連 して,昭 和基 地 にお ける大気微量 成分 モ ニ タリ ング研
究観 測の遂行,お よび南 極浅層 雪氷 コア解析 に参加 した。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
　　 Aoki,　S.　and　Hashida,　G.,　2000,　0bservations　 of　water　temperature　 and　salinity　in　Ougul　 Strait,　Antarctica,　 in　1998
and　investigations　of　their　intraseasonal,　 seasonal,　and　inter-almual　 variations,　})oZαγMteorot.　 And　 Gtαciot.,14,
68-77.
5.口 頭 発表(代 表的 な発表)
　 　Hashida,　 G.,　Monitoring　 of　greenhouse　 gases　at　Syowa　 Station　and　on　board　 R/V　Shirase,　Workshop　 oll　chemical
　　　 processes　 in　the　Antarctic　troposphere　 and　stratosphere,　 PACA　 meeting　 o　26th　SCAR,　 Tokyo,　July　l1,　2000.
6.科 学研 究費補助 金取得状況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会及び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本気 象学会 会員
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等での講義 な ど
11.所 内外 の主要 な会議 委員 な ど
12.研 究活 動の課題 と展望
バ レンツ海,グ リー ンラ ン ド海 にお け る大気 ・海洋間の 二酸化炭 素交換 過程 の研究 におい ては,表 層海洋 中の二
酸 化炭 素濃度の季節 変化 を明 らかにす るため,引 き続 き観測航 海 に参加 してデー タを蓄 積 し,一 方,大 気 一海洋 間
二酸 化炭 素交換量 の定 量的評価 や 季節変動 メカニズムの解明 を目指 す。





将来の温室効果気体(CO、,CH1等)濃 度を精密 に予測するため には,現 在の地球表層における温室効果気体の
収支 を明らかにする必要がある。そのためには,ま ず温室効果気体の分布 と変動 を高い精度で把握する必要がある。
南極昭和基地および北極ニーオルスン基地において,温 室効果気体濃度の長期観測を国内共同研究者の協力の下に
維持 し,高 精度データを蓄積 しつつある。 また,CO,の 放出源 ・吸収源に関する情報 を持つと考え られているCO、
の炭素同位体比の観測 を継続 し,CO、 濃度の長期変動 に重畳 した2～3年 周期の不規則な変動が,大 気 一陸上生物





　　Morimoto,　 S.,　T.　Nakazawa,　 K　 Higuchi　and　S.　Aoki,　Latitudinal　distribution　of　atmospheric　 CO2　sources　and　sinks
inferred　byδ1℃measurementsfroml985to1991.JGeophys.Res.,105,24315-24326,2000.
5.口 頭発 表(代 表 的 な発 表)
森本真 司,山 内恭,本 田秀 之,矢 島信之,青 木周 司,小 型成 層圏 大気 サ ンプラー の開発,大 気球 シンポ ジウム,
宇宙 科学研究所,2000年12月14-15日.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会お よび社 会的活動(役 職,南 極 歴 など)
日本気 象学会(会 員)
9.受 賞 な ど
日本気 象学会 山本正野 論文 賞(1995)
10.他 大 学での講義 な ど
11.所 内外の主 要な会議委 員 な ど
12.研 究 活動の課題 と展望
陸 上生物圏 に よるCO,吸 収 ・放 出 に関す る情 報 を持 つ と考 え られてい るCO、 の酸素 同位体 比 につい て,昭 和 基地
における酸素 同位 体比 の観測 デ ー タを蓄積 し,そ の 変動 原因 につい て考察す る。 北極 ニー オル ス ン基地 において も
CO、の酸 素同位 体比観 測 を開始 し,南 北両 極域 にお け る変動 の違 い を明 らか にす る。 また,CH,の 放 出源 につい て
の情報 を持つCH,の 炭 素同位体 比 を少量の試 料か ら分析 す る手 法 の確 立 を目指す。 さらに,成 層圏大 気 中の微 量気
体成分 を観測す るため の小型 成層圏 大気サ ンプ ラーの開発 も継続 す る。
(2)共 同研 究
ア.特 別共同研究
研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度〈賊〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
南極大気海 洋雪 氷圏における物質循環の総




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鞭 鰍 〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
X線 による氷床コア解析法の開発 前 晋 爾 北海道大学大学院工学研究科 ・教授
10～12
3年
南極の気候 とコア情報との対比 亀 田 貴 雄 北見工業大学 ・講師
10～12
3年
極域氷床 コアか らの古環境解析 に関す る研
究
佐 藤 和 秀 長岡工業高等専門学校 ・教授
10～12
3年









村 本 健一郎 金沢大学工学部 ・教授
10～12
3年









研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度〈幟 〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究鯛
低温に於ける氷結晶の発生と成長 権 田 武 彦 愛知学院大学教養学部 ・教授
11～13
3年
ADEOS-「 衛星搭載極域 オゾン層観測セ ンサ
　ー ILAS-「に呼応 した昭和基地での観測計
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(1)一 般 研 究
研 究 目 的
40億 年前以降の大陸地殻の形成発達過程,大 陸形成後の分裂移動過程,現 在 の地球環境 と密接な関係がある第四
紀など後期新生代の南極の地史を解明す る。 また,現 在の南極域の地球物理学的地域特性 を明 らかにするほか,後 氷
期の地殻隆起の様式 と量を解明する。
研 究 計 画 の 概 要
・東南極に分布す る太古代から古生代 にわたる岩体の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究を通 じて,大 陸地殻の形
成発達過程 を解明する。
・人工地震探査や重力異常,地 磁気異常観測 と解析か ら,地 殻構造やプレー ト運動を解明する。
・古地磁気学的 ・岩石磁気学的研究により,諸 大陸の形成 と分裂過程 を解明する。
・露岩域 と大陸棚の地形や堆積物の研究により,南 極氷床の変動 と地形発達,環 境変動などの新生代地史を解明す
る。
・地震観測や重力観測 とその解析 によって,現 在の南極域の地球物理学的地域特性を明らかにし,さ らに後氷期の地
殻隆起の様式 と量を解明する。
研 究 成 果
・太古代の超高温変成作用の証拠 とその メカニズム,原 生代末期のテクトニクスが超大陸の形成に果た した役割 など
明 らかにした。
・25億 年前には南極 はオース トラリア大陸 と 一体化 してお り,1億3千 万年にインド亜大陸が南極か ら分離 したこと
を明 らかに した。
・未知であった南極とインドおよびオース トラリアの分裂初期の過程が,南 イン ド洋の海底探査か ら明らかにな りつ
つある。
・約2万 年前の最終氷期極相期 には,北 半球の氷床 とは異な り東南極氷床の拡大は顕著でなかったこと,3～4万 年
前 と約6千 年前に海水準が相対的に高かったことを,明 らかにした。
・地震活動やプレー ト運動,地 球環境変動に起因する位置変動と重力変動の相関性などが検出され,特 徴的な季節変
化や経年変動が明 らかになる。
① 神 沼 克伊 教 授,総 合研 究大 学 院大学 数 物科 学研 究 科極域 科学 専攻 教授(併 任),理 学博 士(東 京大 学:1966
年)
1.専 門領域:固 体地球 物理学
2.研 究 課題:南 極 プ レー トの構 造 と ダイナ ミクス
3.研 究活 動 の概要 と成果
南極 プ レー トの構 造や挙動 をマ クロ に捉 えるため に重力 や地震活 動の デ ー タを使 い,ま た ミクロには昭和 基地付
近 の地殻 変動,海 水準 変動,地 震活動 な どを,基 地で観測 を続 けてい る重力,GPS,　 地震 な どの デー タを総 合 的
に解析 して い る。
既 に提 唱 して いる作業仮説 を否定す る ような結 果 は得 られてお らず,な お 同 じ手法 での解析 を継続 し,変 動 の推
移 を見守 ってい る。
4.学 術論 文(代 表的 な論文)
Kaminuma,　 K.　(2000):　A　revaluation　 of　the　seismicity　in　the　Antarctic,　Po1αrGeosci.,13,145-157.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
キ ングジ ョー ジ島付 近で発生 した火 山性群発 地震(9月 日韓 シンポ ジウム).
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6.科 学研究費補助金取得状況(研 究代表者)
日韓共同シンポジウム(韓 国 ・済州島)日 本側代表
7.講 演など
(1)9月 中国政府の招聴により10日 間訪中し,中 国科学院地球物理研究所,極 地研究所,上 海地震局などで,南
極の地球物理研究の現状や地震活動,地 殻変動について講演
(2)9月 日韓シンポジュウムで訪韓のお り公州大学で南極観測 と研究につき講演
(3)1月 チリに滞在中,コ ンセプシオン大学で 日本の南極研究について,ま た,サ ンチアゴの 日本人学校で南極観
測 について講演
(4)7月 長野県 ・志賀高原夏期大学で 「自然に学ぶ」 というタイ トルの講演
(5)そ の他国内で数回に一般大衆相手の講演
8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴など)
測地学会評議員,SCAR会 議出席











地球を対象とする学問では短期的視野では成果はなかなか獲 られにくい。 自然現象その ものが20年,30年 ある
いはそれ以上の長い期間での変動 を伴 うか らである。このような現象 を相手にする場合,研 究者個人の興味 と努力
では限界があ り組織 として,グ ループとして長期間興味を失 うことな く研究 を続ける事が必要である。現役最終年
としてその点に力を注いだが,そ れが生 きるか否かを見守 りたい。
② 森 脇 喜 一 教授,総 合 研 究大 学 院大 学 数物 科学 研 究科 極 域 科学 専 攻教 授(併 任),博 士(文 学)(広 島大 学:
1993年)
1.専 門領域:地 形学
2.研 究 課題:後 期新生代 の南 極氷床 変動 と地形発達 史
3.研 究活動 の概要 と成 果
南 極 の山地や沿岸露岩 と大 陸棚 の地形,そ こに分布 す る堆 積物 や化 石の種類 と年代 を調べ,後 期 新 生代 におけ る
南極 氷床 の発達 と変動 史,地 形発 達史,海 水 準変動 史 を研究 し,主 要な氷河 地形 は400万 年前 以前 に拡 大 した侵 食
力 の大 きい氷床 に よって形成 され たこ と,約200万 年前 に氷床 の性 質 が変化 して侵 食力 が小 さ くな った こ と,約2
万年 前 の最終氷期 極相期 には,北 半球 の氷 床 とは異 な り東南 極氷 床の拡 大 は顕著 で なかっ た こと,3～4万 年前 と
約6千 年前 に海水準 が相対 的 に高 か った ことな どを,明 らか に した。
4.学 術 論文(代 表的 な論 文)
　　 Nakada,　 M.,　Kimura,　 R.,　Okuno,　 J.,　Moriwaki,　 K.,　Miura,　H.　and　Maemoku,　 H.　(2000):　Late　Pleistocene　 and　Holocene
melting　history　of　the　Antarctic　 ice　sheet　derived　from　sea-1evel　variations.　Mαr乞neGeoLog:y,167,85-103.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究 代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社会的活動(役 職,南 極 歴 な ど)
9.受 賞 な ど




後期新生代の南極氷床変動 と地形発達史を解明するために,昭 和基地周辺の大陸棚の探査 ・研究 を指向する。
③ 渋谷和雄 教授,総 合研究 大学院 大学数物科学 研究 科極域 科学専 攻教授(併 任),理 学博 士(東 京大 学:1978年)
1.専 門領域:測 地 学 ・固体地球 物理学
2.研 究課題:南 極域 を中心 とした グローバ ル ・ジオ ダイナ ミクスの解明
3.研 究活動 の概要 と成 果
昭和 基地 にお け るVLBI,　 GPS,　 超伝 導重力 計,広 帯域 地 震計,海 洋 潮汐 な どの観測 とSAR衛 星受 信 を国際 的 な
汎地球観測網 の なか に位 置づ け,プ レー ト運動 や氷床(形 態 ・質量)の 経年 変化 が上記観 測量 にどの ような変動 と
して現 れ るか の解 明 を中心 に研 究 を行 ってい る。 平成12年 度 は,　ERS衛 星搭載 軌道追 跡装 置(PRARE)の 昭和 基
地での運 用結 果 を ま とめ,　GPS,　 DORISに よる測位 座標 結果 との比較 を行 った。 また,共 同研究 者 とともに,合 成
開口 レー ダ干渉法 に よる,氷 床 流動 ・変 形の検 出 な どを行 った。
4.学 術論文(代 表 的 な論 文)
　 Shibuya,　 K,　M　 Kanao,　 T.　Higashi　and　S.　Aoki　(2000):　Installation　and　operation　 of　PRARE　 tracking　antenna　 at
Syowa　 Station,　Antarctica,　、bVαnkyoku　Sh乞γyo　(Antarctic　Record),　 44,　14-24.
5.口 頭発表(代 表 的 な発 表)
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会的活 動(役 職,南 極歴 な ど)
測地学会(会 計委 員),　EPS運 営委員
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 での講義 な ど
11.所 内外の 主要 な会議 委 員 な ど
運営 協議委 員会(委 員),編 集委 員会(幹 事)
12.研 究活動 の課題 と展望
南 極測地 の分野 では,衛 星観測,航 空機 による重力,地 磁気 観測 の充実が必 要で あ る。 基地観 測,地 上測量 と関
係づ けた計画 を促進 したい。一 方,固 体 地球物理 の分野 で は,投 下 セ ンサ ー と無線 テ レメー ター を組 み合わせ た地
震観測 システムの 開発 を促 進 したい。
④ 白 石 和 行 教 授,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 教 授(併 任)・ 南 極 阻 石 研 究 セ ン タ ー 長,理
学 博 士(北 海 道 大 学:1986年)
1.専 門 領 域:地 質 学
2.研 究 課 題:大 陸 地 殻 の 形 成 発 展 に 関 す る 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と成 果
東 南 極 大 陸 地 殻 を 構 成 す る 変 成 岩,深 成 岩 類 の 分 布,相 互 関 係,鉱 物 の 種 類 や 化 学 組 成,同 位 体 年 代 な ど に 基 づ
い て,岩 石 の 成 因 や 変 成 ・変 形 作 用 の 履 歴 を 明 ら か に し,東 南 極 大 陸 地 殻 の 形 成 と 変 遷 の 過 程 を 研 究 し て い る 。 国
立 極 地 研 究 所 に 設 置 さ れ た 二 次 イ オ ン 質 量 分 析 計 　(SHRIMP　 II)　を 用 い て 大 陸 地 殻 を 構 成 す る 岩 石 のU-Pb年 代 測 定
が 軌 道 に の る 目 処 が つ い た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Grew,　 E.S.,　Yates,　 M.G.,　 Barbier,　 J.,　Shearer,　 C.K.,　Sheraton,　 J.W.,　Shiraishi,　 K.　and　 Motoyoshi,　 Y.　(2000):　 Granulite-
　 　 　 facies　beryllium　 pegmatites　 in　the　Napier　 Complex　 in　Khlnara　 and　 Amun(lsen　 Bays,　 western　 Enderby　 Land,　 East
Antarctica.　 PoZα γGeosc乞ence,13,1-40.
Shiraishi,　 K.　ed.　 (2000):　 Proceedings　 of　the　 ninth　 SCALOP　 symposium.　 Tokyo,　 Nc{tionαt　 1?zst乞tzzte　(2f　Potαr
　 　 Resea,　}・czch,　254pp、
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)




鎌倉市教育委員会鎌倉市市民講座(2000.6.3,6.23),文 部省北九州地区研修会(2000.10.19),火 薬学会 ・発破専
門部会(2000.8.3),マ レーシア科学アカデ ミー(2000.11),資 源セ ミナー(2000.127),湘 南地球科学の会 ・神奈
川地学会 特別展 「ふ しぎ大陸南極展」記念講演会(2001.3.17)
8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴な ど)
日本地質学会南極研究委員会(委 員),日 本岩石鉱物鉱床学会,日 本地質学会,日 本地球化学会






国立極地研究所運営協議員会(委 員),平 成12年 度石油公団南極地域石油基礎地質調査委員会(委 員),第17期
及び,第18期 目本学術会議極地研究連絡委員会(委 員,幹 事),南 極輸送問題調査会(委 員),国 際南極科学研究
委員会(SCAR)　 (日本副代表),南 極の設営 と行動に関す る常置委員会　(SCALOP)　 (日本代表委員),第26回 国際
南極研究科学委員会総会(事 務局),第9回 南極設営国際シンポジウム組織委員会(委 員長),国 際海事機構専門家
会議,南 極陽石研究委員会
12.研 究活動の課題 と展望
大陸地殻一般の形成発展の過程 を研究す るため,　SHRIMP　 IIを用いて世界の造山帯の岩石の年代測定を実施す る
ことを目指す。当面はゴンドワナ大陸の形成 と分裂を視野 において,か って,南 極大陸と連続 していたスリランカ
や東南 アフリカなどでの野外調査 を通 じて,同 時代の各地域での地学現象 を比較検証 しつつ,始 生代一顕生代 とい
う巾広い時間軸 にまたがる地殻の発展史を地球年代学的手法 により,具 体的に解明することを主眼 としたい。
⑤ 船 木 實 助 教授,理 学博 士(東 北大学:1983年)
1.専 門領域:岩 石磁気 学
2.研 究課 題:南 極大 陸 を中心 とす るゴ ン ドワナ大 陸の古地磁 気学 的 ・岩石磁 気学 的研究,お よび限石の岩 石磁気学
的研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
南極,エ ンダー ビーラ ン ド,ア ム ンゼ ン湾 には地球 最古(39億 年)の 地殻 の一 つが あ る。JARE42(夏 隊)に 参
加 し,こ の地域 で古地磁 気学 的試 料採集 と磁場探 査行 った。その結果,こ の地域 に大 きな磁気異常 を発見 し,何 層
に も及ぶ 磁鉄 鉱か らな る変成縞 状鉄鉱床 がそ の原 因であ る ことを明 らか に した。 また,基 盤岩 や貫入岩か ら多数 の
古 地磁気 学的用 試料 を採 集 し,帯 磁 率の岩 種 に よる変 動 な ども測定 した。
阻石の磁 気学 的研究 で は,炭 素質限石Allendeの 磁 化構造 を明 らかに した。　Allende母 天体の進 化の過程 で,母 天
体 内部で水 質変 成 と脱水 変成が あ り,そ の時,磁 性 を持つ ペ ン トラ ンダイ トが形成 され た可能性 を示 した。そ して,
ペ ン トラ ンダ イ トが形 成 された とき,母 天体 内部 には金属 コアが あ り,ダ イナモ に よ り磁場 が生 成 され ていた可能
性 を示 した。 また,　Rumanova限 石 におい ては衝 撃 に よ り磁化 を獲得 した可 能性 を明 らか に し,衝 撃磁 化の複 雑 さ
を残 留磁 化の観 点か ら解析 した。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　Funaki,　M.,　Tunyi,　L,　Orlicky,　0.　and　Porubcan,　 V.　(2000):　Natural　remanent　 magnetization　 of　Rumanova　 chondrite
(H5)　acquired　 by　the　shock　metamorphisms　 S3.　A?ztα'rct.　Meteoγ 乞teRθs.,13,78-92.
5.口 頭 発 表(代 表的 な発 表)
　 　Funaki,　 M.　and　Wasilewski,　 P.　(2000):　Pentlandite　 and　Magnetic　 anisotropy　 ill　Allende　 CV3　 chondrite.,　The　31st
　　　 Lunar　 and　Planetary　 Science　 Conference,　 Houston,　 USA.
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社会 的活動(役 職,南 極 歴 など)
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南極大陸を中心 とするゴン ドワナ大陸の古地磁気学 ・岩石磁気学的研究では,　JARE42で 採集 したアム ンゼ ン湾
地域の岩石について,古 地磁気学的研究 を進め,地 球初期 にどのように して磁鉄鉱が多量に堆積 し,そ の地球科学
的意義 を調べる。 また,限 石の岩石磁気学的研究においては衝撃磁気の本質 を明 らかにし,限 石の自然残留磁気に
どのような影響を与えているかを調べ る。
⑥ 本吉洋 一 助教授,理 学博 士(北 海道大 学:1986年)
1.専 門領域:地 質学
2.研 究 課題:大 陸地殻 物質の岩 石学 的 ・鉱物 学 的研 究
3.研 究 活動 の概要 と成果
南 極 大陸 での フ ィール ドワー クと室 内実験 を もとに,東 南 極大 陸 を構 成す る基 盤岩 類の 地質学 的 お よび岩 石学
的 ・鉱物 学 的研 究 を進 めて きた。鉱物 の化学 分析 に基づ く形 成温度 圧力 の推 定,鉱 物 反応組織 に基 づ く変成履 歴 の
復 元か ら,大 陸地殻 の形 成発達過 程 の解明,ま た,東 南極 ナ ピア岩 体 を例 に,超 高温変 成条件下 にお ける造岩 鉱物
の鉱物学 的特性 の研究 に も取 り組 ん で きた。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　 Harley,　S.L.　and　Motoyoshi,　 Y.　(2000):　Al-zoning　 in　orthopyroxene　 in　a　sapphirine　 quatzite:　evidence　 for　>1120°C
　　 　UHT　 metamorphism　 in　the　Napier　 Complex,　 Antarctica,　 and　 implications　 for　the　entropy　 of　sapphirine.
　　　 Contributions　 to　Mineralogy　 and　Petrology,　138,　293-307.
5.口 頭 発 表(代 表的 な発表)
6.科 学研究 費補助 金取得状況(研 究代 表 者)
7.講 演 な ど
板橋 税務 署(6月5日),船 橋市 立行 田西小 学校(6月28日),島 根 県 平 田市(8月7日),京 都 府舞 鶴市(9月
10日),船 橋市 教頭 会(9月26日)
8.学 会及 び社会的活 動(役 職,南 極歴 な ど)
第42次 日本南極 地域観測 隊観測 隊長兼 越冬隊 長(2000.ll-2002.3)
9.受 賞 な ど
第23回 山崎賞(1997年)
10.他 大学等 での講義 な ど
11.所 内外の 主要 な会議 委員 な ど
IGCP　 (国 際地質対 比計画)国 内委 員 会委員
12.研 究 活動 の課題 と展望
ナ ピア岩体 に代表 され る超 高温変 成作 用につ いて,そ こに産出す る鉱物 共生,反 応組織 を精密 に解析 し,超 高温
条件 に至 った要因,さ らに はその後 の変成 履歴,岩 石の部分溶 融,微 量 元素の 挙動 の解 明 などに取 り組 む。 これ ら
につ いての検討 か ら,地 殻 深部 での さまざ まな プロセスのモ デル化 を 目指 す。
⑦ 野木義史 助教授,博 士(理 学)(神 戸大学:1992年)
1.専 門領域:固 体地球物理学
2.研 究課題:ゴ ン ドワナ分裂過程の研究
3.研 究活動の概要 と成果
南ケルゲ レン海台で現在までに得 られている,地 磁気異常デー タの編集 を行い,南 ケルゲレン海台の地磁気異常
マ ップを作成 した、この地磁気異常分布図を使用 し,現 在求め られている堆積物の厚 さか ら基盤地形の形状 を求め,
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磁化 強度のマ ップ を作成 した。 この マ ップよ り,南 ケルゲ レン海台 に,逆 帯磁 の磁 化 をもつ地殻 が存在 す る事が示
唆 され,　ODPの 結 果か ら得 られてい る南 ケルゲ レン海 台の 生成 年代 よ りも古 い時期 に,ケ ルゲ レン ・ホ ッ トスポ
ッ トの活動が始 まった可 能性 を示 した。 また,南 極大 陸縁辺 の重力 お よび地磁 気異常 デ ー タか ら,初 期 の ゴ ン ドワ
ナ分裂 過程 に関 す る推定 を行 った。 その結果,従 来の ゴ ン ドワナの復 元 とは異 なる,新 た な ゴ ン ドワナ復 元モ デル
が予想 され る事が わか った。
4.学 術論 文(代 表 的 な論 文)
5.口 頭発 表(代 表 的 な発 表)
野木義 史,島 伸和,井 口博 夫 。 南 ケルゲ レン海台 の磁気異 常。 地球惑 星科学関連学 会2000年 合 同大会,　Tokyo,
June25-28,2000.
　　Nogi,　Y.　and　Seama,　 N.　 Seafloor　 spreading　 history　in　the　Enderby　 Basin,　Southern　 Indian　 Ocean.　 American
　　　Geophysical　 Union　 2000　Fall　Meeting,　San　Francisco,　December　 15-19,　2000.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社会的 活動(役 職,南 極歴 な ど)
地球電磁 気 ・地球 惑星 圏学会,日 本地震 学会,日 本 海洋 学会,　American　 Geophysical　 Union
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等での講義 など
11.所 内外 の主要 な会議委 員 な ど
12.研 究活動 の課題 と展望
これ まで の成果 よ り,従 来 の ゴ ン ドワナの復 元 とは異 なる,新 た な ゴン ドワナ復 元モ デルが 予想 される。今後,
観測 を継続 し,そ の他 に衛 星重力 異常 の再 検討 を含 め,現 在使 用可 能な デー タセ ッ トを使用 して新 た なゴ ン ドワナ
復 元 を行 い,大 陸分 裂の メ カニ ズムの解 明お よびケルゲ レン ・ホ ッ トスポ ッ トとの関係 を明 らか にす る。
⑧ 土井浩一郎 助手,博 士(理 学)(京 都 大学:1992年)
1.専 門領域:測 地学
2.研 究課題:干 渉 合成開 口 レー ダー による氷床変動 の検 出 と氷床 変動 に伴 う地殻 変動お よび重力 変化 の研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
当年度 は第41次 南極 地域観 測 隊 に地学 系越冬 隊員 と して参加 した。 昭和基 地 にお いて は,国 際VLBI実 験,超 伝
導重力計連続 観測,人 工衛 星ERS-2合 成開 口 レー ダーデー タ受 信,　DORIS観 測 を担当 した。野 外観測 で は,沿 岸露
岩 域お よび海氷上 におい てGPS観 測 を実 施 したほか,9月 の みず ほ旅行 に参 加 し,み ず ほ基 地 にお いてGPS観 測 を
実 施 した。 さらに,露 岩 域の4ヶ 所 に,合 成 開口 レー ダー用 コーナ ー リフ レクターを設置 した。 多種 の良質 なデ ー
タが数多 く得 られ た。
4.学 術 論文(代 表的 な論文)
土井浩一郎,小 澤拓,青 木 茂,澁 谷和雄,大 石嘉昭(2000):極 地研 のSARデ ー タに関す るlevelO　 CEOSフ ォ
ーマ ッ トデー タ作 成 システム,　InSARと その 応用 ワー ク シ ョップ集録
5.口 頭 発表(代 表的 な発 表)
　　 Ozawa,　 T,　K.　Doi,　S.　Aoki,　 and　 K.　Shibuya,　 Detectioll　 of　grounding　 line　of　Antarctic　 ice　shelf　using　 SAR
　　　 interferometry　 -　A　case　study　in　the　Princess　Ragnhild　 Coast　using　ERS　tandem　 mission　-,　American　 Geophysical
　　　 Union　Fall　meeting,　 San　Francisco,　 December　 2000.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会及び社会的 活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本測 地学会
第41次 南極地域 観測隊(越 冬 隊員)参 加(1999.11～2001.3)
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等での講義 等
11.所 内外 の 主要 な会議委 員 な ど
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12.研 究活動の課題 と展望
干渉合成開口 レーダーで観測 される氷床の変動データとGPSやVLBI,　 絶対重力計,超伝導重力計,検 潮 といった
測地観測で得 られるデー タや衛星重力 ミッシ ョンで得 られるデータを組み合わせて,現 在起 こっている氷床変動 と
それに伴 う地殻変動,重 力変動の検出 を行 なう。
⑨ 金 尾 政紀 助 手,総 合研究 大 学 院大学 数 物 科学 研 究 科極 域 科学 専攻 助 手(併 任),博 士(理 学)(京 都 大学:
1996年)
1.専 門 領域:固 体地球 物理学
2.研 究課 題:大 陸 リソフフェアの構造 と進化 過程 の研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
地球進 化過程 におけ る表 層部岩石 圏の ダ イナ ミクスを議 論す る上で,大 陸 リソ スフ ェアの構造 とその形成 過程の
研 究 は重 要で あ る。 これ までは特 に昭和基地 を中心 とする東南極 エ ンダー ビーラ ン ド～ ドロー ニ ングモ ー ドラ ン ド
域 の,太 古代 ～古生代 の 各岩 体の沿岸 ～大 陸氷床 部 におけ る現在 の構造 を,波 形 イ ンバ ージ ョン等 の地震学 的手法
を中心 に各種地 球物理 学 的解析 を行 った。 また表層 地 質やマ イ クロテ ク トニ クス研 究,及 び室内高圧 実験 に よる岩
石鉱物学 的物性 の研 究結果 と照 ら し合わせ,大 陸深 部 を構成す る岩 石の物 理的化 学 的特徴 を検 討 した。 さらに地殻
深 部の地 震反射 面 の形状 やその生成 モデ ルを,岩 石の変 形や流動 との関係 で考察 し,ゴ ン ドワナ超大 陸形成 及び分
裂 に伴 う大陸 成長過程 を解 明 してい る。
4.学 術論 文(代 表的 な論文)
金尾政紀(2000):南 極大 陸の特徴 と地下 構造,日 本 エ ネルギー学会誌,79,ll19-ll35.
5.口 頭発 表(代 表的 な発表)
　　Kanao,　 M.,　Shibutani,　T.　and　Kubo,　A.　(2000):　Shear　velocity　models　 of　the　lithosphere　 by　portable　and　parmanent
　　 　broadband　 stations　in　Antarctic　margins,　AGU　 Spring　2000　Meeting　 S51A-05,　 Washington,　 USA.
6.科 学研 究費補 助金取 得状況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本地震 学 会,日 本 火 山学 会,日 本測 地学 会,米 国地球物 理学会
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等で の講義 な ど
11.所 内外 の主 要 な会議 委員 な ど
日本地震 学会 ・グローバ ル地震学小委 員会(委 員)
12.研 究活動 の課 題 と展 望
地球 史 にお け る大 陸成長過程 と現在 の グローバ ル ・ダ イナ ミクス を研 究 す るため,極 域 の長期間 に渡 る地震 学的
諸 デー タを活用 す る。特 に,昭 和 基地 を中心 と したモ ニ タリング観測 デ ー タを中心 に解析 し,地 球表層 の ダ イナ ミ
クス とそ の下の マ ン トル ・核 の異方性 ・不均 質構造 との 関係 を,汎 地球 的 な プルー ムテ ク トニ クス研究 に関連 して
考察 す る。 また,超 大 陸の離散 集合過程 とそ の履歴 を詳細 に紐解 くため,受 動的 ・能動 的震 源 による大陸 リソフフ
ェア部分 の構造 解析 を合わせ て行 う。
⑩ 三浦 英樹 助 手,総 合研究 大学院大学 数物 科学研 究科極域 科学専攻 助手(併 任),博 士(理 学)(東 京都 立大 学:
1995年)
1.専 門領域:地 形学 ・第四紀 地質学
2.研 究 課題:南 極氷床縁 辺域 におけ る新 生代 の高精 度環境復 元 に関す る研 究
3.研 究 活動 の概 要 と成 果
沿岸LI」地 ・海 岸の地 形学 ・地質学 ・地球化 学的 証拠 と,隆 起海浜堆 積物 か ら得 られた相対 的海水準 変動 に基づ く
南極氷床 融解 史 モデ ル を用 いて,新 しい 第四紀 後期 の 南極氷床 変動像 を明 らか に し,西 半球 氷床の挙 動 の比 較 と,
東南 極氷床 の変 動の原 因 につ いて考察 した、
4.学 術 論 文(代 表的 な論文)
　　 Nakada,　 M.,　Kimura,　 R.,　Okuno,　J.,　Moriwaki,　 K.,　Miura,　H.　and　Maemok11,　 H.　(2000):　Late　Pleistocene　 and　Holocene
－59一
melting　history　of　the　Antarctic　ice　sheet　derived　from　sea-level　variations.　Mα'ri?zeGeotogy,167,85-103.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
　　Miura,　H.　Late　Quaternary　 glacial　and　paleoenvironmental　 history　around　 Lutzow-Holm　 Bay　and　Mt.　Riiser-Larsen.
　　　 Joint　International　 Seminar:　 Recent　 Interests　 on　Antarctic　 Earth　 Sciences　 of　Korea　 and　 Japan,　 Korea,
September,28-30.2000.
6.科 学 研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
奨 励研 究(A)「 放棄 されたペ ンギ ンル ッカ リー遺 物 を用 いた 第四紀後 期 の南極 沿 岸の環 境 変動 の研究 」(平 成
12～13年)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 で の講義 な ど
11.所 内外 の主 要な会議 委員 な ど
12.研 究活動 の課 題 と展望
陸上 ・海底 の 氷河地形 地質 につい て,氷 床 底 プ ロセ ス を意識 した堆積 学的 ・氷河構 造地 質学的 な野外 調査 をすす
める と ともに クロ スチ ェ ック可 能な多様 な年代測 定手法 を適用 す るための試料 を広 範囲 ・高密度で採 取 し,よ り詳
細 な南 極氷床 変動像 を明 らか にす る。 また,海 岸 ・海底 の海成堆 積物 について は,凍 土,海 氷環境 下での音響層 序
学 的調査 と試料 掘 削が可 能 な技術 開発 と改 良 を進 め,得 られ る試料 の層序 ・年代 と古生物学 的 ・地球化 学的 ・氷河
地 質学的指 標 か ら,海 洋 ・大気循 環 な どの地球 表層 環境 変動 と南極 氷床変 動 との相互 関係 を高精 度 で明 らかに し,
地球規模 環境 変動 にお ける南 極氷床 ・南 大洋 の役割 を評価 す る。
⑪ 青木 茂 助 手,総 合 研究 大 学 院大学 数 物 科学 研 究 科極域 科 学専 攻 助手(併 任)、 博 士(理 学)(九 州 大 学:
1995年)
1.専 門領域:海 洋物理 学
2.研 究課 題:海 洋 中 ・長周期変動 と地殻変 動の観 測的研 究
3.研 究活動 の概 要 と成 果
南 大洋 は,大 西 洋 ・イン ド洋 ・太平 洋の全大 洋 と連 関 し、また大気や 海氷の変 動 と密 接 に関わ りあ ってい る ことか
ら,地 球規模 気候 システムの 中の非常 に重 要 な要素 を構 成す る。海洋構造 の 中 ・長期 海水位 観測 のための新 た な観
測手 法の 開発 に取 り組 んで い る。　JAREに よ り蓄積 されたXBT観 測 デー タ等 を解析 して,近 年 表層 の海水 温が顕 著
に上 昇 してい る ことを見 出 した。 また ドリフ トの顕 著 な海底圧 力計 を補 う海水位 の精 密観測 手段 として,　GPS干 渉
測位 を利用 した海氷 表面 の変位 を計 測す る新 しい試 み を実 施 し,十 分 な精度 が得 られ る ことを明 らか に した。
4.学 術 論文(代 表 的 な論文)
　　 Aoki,　S.,　Ozawa,　 T.,　Doi,　K.　and　Shibuya,　K.　(2000):　GPS　 observation　 of　the　sea　level　variation　in　Lutzow　 -Holm　 Bay,
　　　 Antarctica.　Geophys.　 Res.　Lett.　,　27,　2285-2288.
5.口 頭発 表(代 表的 な発表)
　　Aoki,　S.,　N.L.　Bindoff,　and　J.　Church　 :　Multi-decadal　 changes　 of　water　masses　 ill　the　Indian　and　Southern　 Ocean,
The　WOCE/CLIVAR　 representativeness　 and　variability　workshop,　 2000ユ0.
6.科 学研究 費補助 金取得 状況(研 究代表 者)
基盤研 究(C)「 人工 衛星 合成 開 口 レー ダ干渉 法 に よ る遠 隔地地 形 モデ ルの作 成 お よびその検 証」(平 成9～12
年)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
オース トラリア タスマニ ア大学,　Antarctic　CRCに おい て共同研究(2000.6-8)
9.受 賞 等
10.他 大 学等 での講演 な ど
11.所 内外の主 要 な会議委員 など
地球 科学技術 フ ォー ラム ・海水位 サ イエ ンスチ ーム(委 員)
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12.研 究活動の課題 と展望
南極モニタリング体制の構築と中 ・長期変動 メカニズムの解明は社会的にも重要な課題である。船舶 による最新
の現場観測 によって海洋変動の実態把握 とそのメカニズムの解明を目指す。　GPS等 を用いた新たな現場観測手法の
実用性 を改良 し,基 地観測の高精度化 ・省力化を進める。 さらに衛星重力 ミッションや海面高度計 ・合成開口 レー




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度ぐ1成〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鞭 〈幟〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
アルテ ィメータ重力 と海上重力の結合に よ
る南極縁辺海域の精密重力マ ッピングに関
す る研究




の研究 瀬 川 爾 朗 東海大学海洋学部 ・教授
10～12
3年





加々美 寛 雄 新潟大学大学院自然科学研究科 ・教授
10～12
3年
東南極ナ ピア岩体の原岩形成過程の解明 石 塚 英 夫 高知大学理学部 ・教授
10～12
3年
エ ンダービーラン ド地域の磁気学的研究 上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 10～12
3年
衝撃溶融した南極普通限石の地球科学的研
究 藤 巻 宏 和 東北大学大学院理学研究科 ・教授
10～12
3年
南極宇宙塵の記載分類学 中 村 智 樹 九州大学理学部 ・助手
10～12
3年
南極VLBIデ ー タの高精度化に関する研究 栗 原 則 幸 通信総合研究所鹿島宇宙通信セ ンター ・室長
10～12
3年
エ ンダー ビーラン ドの年代学,岩 石磁気学
的研究





松 枝 大 治 北海道大学大学院理学研究科 ・助教授
11～13
3年





廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授
11～13
3年
衛星 リモー トセンシングによる南極域の ト
ポグラフィおよび環境変動観測の高精度化




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度〈職〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
ナビア岩体の熱構二造発達史の解明 有 馬 眞 横浜国立大学教育人間科学部 ・教授
11～13
3年




安 藤 雅 孝 京都大学防災研究所 ・教授 11～13
3年
南極氷床の変動 と氷河地形,氷 堆積物お よ
び関連する諸問題 平 川 一 臣 国立極地研究所研究系 ・客員教授
12～14
3年
永久凍土斜面の形態 とプロセスの解析 松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・助教授
12～14
3年
ケル ゲル ン ・ホ ッ トス ポ ッ トとゴ ン ドワナ
分裂過程 に関す る研 究
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授 12～14
3年
南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸の資料に基づ
くゴンドワナの古地理 ・古環境 と分裂過程
の研究
酒 井 英 夫 富山大学理学部 ・助教授
12～14
3年
エ ンダー ビーラン ド・ナビア岩体 における
深部地殻物質の形成 ・発展過程










の地殻構造の研究 伊 藤 潔 京都大学防災研究所 ・助教授
12～14
3年
南極地域の第四系年代測定に関する研究 高 田 将 志 奈良女子大学文学部 ・助教授 12～14
3年





研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度鰍 〉 研究所教官の分担者
青 木 茂 ・助 手 人工衛星合成開口レーダ干渉法による遠隔地地形
モデルの作成およびその検証
9～12 澁 谷 和 雄
イ.奨 励研究(A)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究轄 〈倣〉 研究所教官の分担者
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B.南 極陽石
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
南極陽石研究センターが保有す る13000個 の南極限石の同定 ・分類 を通 してそれ らの分類学的特徴 を明 らかにす
る。 また,岩 石鉱物学,同 位体年代学的研究 によって惑星物質の進化過程 を明 らかに してゆ く。
研 究 計 画 の 概 要
・南極 限石の 分類 ,岩 石記 載 を継 続 して行 う。
・　Yamato98限 石の初期処 理,粗 分類 を行 うt.
・二次 イオ ン質量 分析計 の立 ち上げ を継続 して行 う。
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研 究 成 果
Yamato-79限 石210個 の分類結 果 を明 らか に した。　Yamato98限 石 の初期 処理,粗 分 類 の結 果,そ の総数 が4180個
であ るこ とが 明 らかに なった。 また,新 たに8番 目 となる月限 石 を見 いだ した。 ア クセサ リー鉱物,特 にジル コンの
ウラ ン ・鉛年代 測定 のル ーチ ン化 に 目処 を立 てた。
① 小 島 秀 康 助 教 授/教 授(2000.9～),総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 教 授(併 任),理 学 †専
士(東 北 大 学:1990年)
1,専 門 領 域:限 石 学
2.研 究 課 題:南 極 限 石 の 分 類 学 的 研 究
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
当 研 究 所 が 保 有 す る13000個 の 南 極 阻 石 に つ い て 記 載 岩 石 学 的 研 究 を 進 め,順 次 分 類 を 行 っ て い る 。 こ の 中 で
Yamato98阻 石 中 か ら 月 限 石 を 見 い だ し た 。 こ れ は 日 本 の8番 目 の 月 明 石 に な る 。 玄 武 岩 質 角 れ き 岩 で,　 Yamato-
793274と 類 似 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
Kojima,　 H.　and　 Imae,　 N.　2000.　 Meteo?・ 乞teNθwos.Vol.9.58p.
小 島 秀 康2001.惑 星 科 学 に お け る 南 極 限 石 の 意 義.学 術 月 報.675.127-131.
　 　 Terada,　 K.,　Yada,　 T.,　Kojima,　 H.,　Noguchi,　 T.,　Nakamura,　 T.,　Murakami,　 T.,　Yano,　 H.,　Nozaki,　 W.,　 Nakamuta,　 Y.,
　 　 　 Matsumoto,　 N.,　Kamata,　 J.,　Mori,　 T.,　Nakai,　 1.,　Sasaki,　 M.,　Itabashi,　 M.,　Setoyanagi,　 T.,　Nagao,　 K.,　Osawa,　 T.,
　 　 　 Hiyagon,　 H.,　Mizutani,　 S.,　Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K,　 Ohmori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　2001.　 General　 characterization　 of
　 　 　 Antarctic　 micrometeorites　 collected　 by　the　39th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 :　Consortium　 studies　 of
JARE　 AMMs(m)　 .　Antα γct乞c、MeteoriteRes.,14.,89-107,
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
基 盤 研 究(B)「 大 量 の 南 極 宇 宙 塵 を 用 い た そ の 分 類 学 的 確 立 に む け た 研 究 」(平 成11～14年)
7.講 演 な ど
東 京 都 教 育 研 究 所 ・講 演(2000.8),秋 田 大 学 鉱 業 博 物 館 ・講 演(2000.10),東 京 大 学 総 合 研 究 博 物 館 ・講 演
(2000.11),長 野 市 安 茂 里 公 民 館 ・講 演(2000.11),文京 区 教 育 セ ン タ ー ・講 演(2000.12)
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学 等 で の 講 義 な ど
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
12.研 究 活 動 の 課 題 と展 望
第41次 南 極 地 域 観 測 隊 は 新 た に3500個 の 限 石 を 発 見 採 集 し た 。 こ れ ら の 限 石 は4月 に 持 ち 帰 ら れ る 。 既 存 の
13000個 の 阻 石 を 順 次 分 類 す る と と も に,こ れ ら の 限 石 の,命 名 と 初 期 処 理 を 平 行 し て 進 め る 。
② 三澤啓 司 助教授,総 合研究 大学 院大学数物 科学研 究科極球 科学 専攻助教授,学 術博 士(神 戸大学:1988年)
1.専 門領域:宇 宙 地球 化学
2.研 究課題:限 石 の分 化過程
3.研 究活動 の概要 と成果
ユ ー クライ トに は,少 量 で はあ るが ジル コン　(ZrSiO1)　 が含 まれ てい る。U含 有 量 は,お よそ100ppm,ま た娘
核種で あるPbは 結 晶化 す る際 に鉱物 中 に と りこ まれ ない こ とか ら,　Sm-Nd,　 Rb-Sr法 と比較 して得 られ るU-Pb年
代 の精度 は きわめ て高 い と期待 される。 そ こで始 源的 なユ ー クライ ト,熱 変成 を受 けたユ ー クラ イ ト中の ジル コ ン
のU-Pb年 代 を二次 イオ ン質量分析 によ り求め,ユ ー クラ イ ト限 石母天体 の初期進 化過程 の解 明 を試み た。
Yamato75011,Yamato792510,Asuka881467限石 中の ジル コンについて,　U-Pb年 代 を求め た。 これ らの 限石の受
けた熱変成 の程度 とU-Pb年 代 には相関 がな く,ジ ル コ ンの結 晶化年代 と して ～45億5000万 年が得 られ た。 この こ
とか ら,ユ ー クラ イ ト限 石母天体 での 火成活動 は,太 陽 系の形 成初期 の ご く短 い期間 に起 こった ことが あ きらか に
なった。
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4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Morikawa　 N.,　Misawa　 K.,　Kondorosi　 G.,　Premo　 W.　 R.　,　Tatsumoto　 M.　 &　Nakamura　 N.　(2001)Rb-Sr　 isotopic
systematics　 of　lherzolitic　 shergott.ite　 Yamato　 793605.　 Antα'rct.　Meteorite　 Res.　 14,　47-60.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Misawa　 K.,　Yamazaki　 F.,　Sawada　 S.,　Sekine　 T.　&　Nakamura　 N,　(2000)　 Incorporation　 of　radiogenic　 lead　 components
into　plagioclase　 shock　 metamorphism　 :　A　possible　 redistribution　 mechanism　 of　volatile　lead_　Antαrct乞c
Meteoγ 乞tes　XXV,　NIPR,　Tokyo.
三澤 啓司,山 口 亮(2000):HED母天体 の形成 史,2000年 度 日本 地球化 学 会年会,山 形大学,山 形.
三澤 啓司(2000):国 立極 地研究所 南極 隅 石研 究 セ ンターに導入 され たSHRIMP　 Hに つい て,質 量分析 学 会同位
体比 部 会,湯 布 院ハ イツ,大 分
　　Misawa　 K.(2001)　 SHRIMP　 U-Th-Pb　 dating,　 Comments.　 Tectono-Metamorphic　 History　 of　East　Gondwana　 -
　　　Geochronological　 and　Petrological　Approach-,　 Okayama　 Science　University,　Okayama.
　　Misawa　 K.　&　Yamaguchi　 A.(2001)Zircon　 ill　eucrites:　Occurrence,　 possible　origin,　and　U-Pb　 isotopic　systematics.
　　　　32nd　Lunar　 Planet.　Sci.　Conf.,　Houston.
6.科 学 研究 費補助 金取得状況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
AGU,　 日本地球 化学学 会,限 石学 会,日 本惑 星科学 会
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 での 講義 な ど
11.所 内外 の主要 な会議委員 な ど
南極限石研 究委員 会委員,南 極陽 石研 究 セ ン ター運営 委員
12.研 究活動 の課題 と展望
45億6000万 年前 の小惑 星の初期 分化過 程 をあ き らか に しよう とす る とき,長 半減期 のU-Pb系 だけでは時 間分 解
能 が不 足 して しま う。 そこで,二 次 イオ ン質量 分析計 を もちい た2(IAI-ZGMg年 代(半 減期 が78万 年の消 滅核 種)と
組 み合 わせ るこ とがで きれ ば,分 化の詳 細 な タ イム スケー ルを規定す る こ とが可 能 となる。今後2(」Al-2GMg年代 測 定
法 を確 立 し,ユ ー クライ ト中の斜長 石 に応 用す る こ とによって,ユ ー クライ ト限 石母天体 の進化過程 の議論 が よ り
広範 に展 開 され る。
③ 今栄直也 助手,博 士(理 学)(京 都大学:1994年)






当年度は第41次 南極地域観測隊に地学系越冬隊員 として参加 した。秋 と春 には,氷 の溶融 ・ろ過装置 を用い,
とっつ き岬の裸氷帯の氷 を溶融 し,50ト ンの水 を生成 し,う ち40ト ンをろ過 して氷中の宇宙塵 を多数採集 した。
越冬明けには,3ケ 月のやまと山脈 までの長期内陸旅行を行い,や まと蹟石 としては もっとも大 きい阻石や,巨 大





8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴など)
日本鉱物学会,日 本惑星科学会,日 本地球化学会,国 際除石学会







原始太陽系の物質進化過程を復元することを目的に,こ れまで原始太陽系で生 じうる固体 とガスとの反応につい
ての実験的研究を行 うと共に,始 源限石である非平衡コンドライ トの鉱物学的研究を行 って きた。近年導入された
2次 イオン質量分析計を利用 した新たに採集 したサンプルなどの分析 によりさらに当研究テーマ を展開してい く。
④ 山 口 亮 助手,博 士(理 学)(東 京大学:1994年)
1.専 門領域:限 石 学 ・鉱物学
2.研 究課題:玄 武岩 質陽石 の歴 史 と年代学
3.研 究活動 の概要 と成果
(1)輝 石 お よび斜長 石の衝撃 圧縮 回収実験 をお こない,斜 長石 の ガラス化 お よび流動 化 に関す る研究 をお こなった、,
この実験結 果 に基づ いて,あ る種 の火 星限石 に観察 され るユ ニー クな衝 撃組織 の形成条件 を明 らか に した。
(2)高 温 で熱変成作 用 を受 けた小惑 星起源 の玄武岩 の地球化 学的 ・鉱物 学的研 究か らその熱史 と衝 撃 史 を明 らか に
した。
4.学 術 論文(代 表 的な論 文)
　　 Yamaguchi　 A.　and　Sekine　T.　(2000)　Monomineralic　 mobilization　 of　plagioclase　 by　shock　 :　an　experimental　 study.
1≡7αTthpeα7zet.Sci.、1.ett.,175,289-296.
　　 Floss　 C.,　Crozaz　 G.,　Yamaguchi　 A.　and　 Keil　K.　(2000)Trace　 element　 collstraints　 on　the　origin　of　highly
metamorphosed　 eucrites.　Antα'rctic　Meteoγite　Reseα γch13,222-237.
5.口 頭 発表(代 表的 な発 表)
　　 Yamaguchi　 A.　(2000)Spinels　 in　basaltic　eucrites　 :　Implication　 for　crystallization　 and　 metamorphic　 history.
Meteoritics&PS35,A174　 (国 際 限石学 会,米 国,シ カゴ).
6.科 学 研究 費補 助金取得状 況(研 究代 表者)
奨励研 究(B)「 玄武岩質 隅石母 天体 の熱 史 と年代 学」(平 成12～13年)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極 歴 など)
日本 鉱物学 会,日 本惑 星科学 会,国 際陽 石学 会
9.受 賞 な ど
10.他 大 学等 での講義 な ど
11.所 内外の 主要 な会議委 員 な ど
12.研 究 活動 の課題 と展望
新種 の小 惑星起 源　(Northwest　 Africa　Oll)　 お よび月高地起 源の 阻石 の鉱物 学 的地球化学 的研 究 を行 い,そ の母
天体 の発 達史 を明 らか にす る。
② 共同研究
ア.特別共同研究
研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度く櫛
氏 名 所 属 ・ 職 研究鯛
南極限石の精密分類お よびその総合カタロ






研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈幟〉 研究所教官の分担者
小 島 秀 康 ・教 授 大量の南極宇宙塵を用いたその分類学確 立に向け
た研究
11～14 今 榮 直 也
イ.奨 励研 究(B)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈幟 〉 研究所教官の分担者
山 口 亮 ・助 手 玄武岩質限石母天体の熱史と年代学 12～13
(4)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 術 誌 等 に よ る 発 表
Kojima,　 H.　and　 Imae,　 N.　 (2000):　 MeteoγZteNeωsVol.9,No.1,1-58.
小 島 秀 康(2001):惑 星 科 学 に お け る 南 極 限 石 の 意 義,学 術 月 報,675.127-131.
　 　 Morikawa,　 N,　 Misawa,　 K.,　 Kondorosi,　 G.,　Premo,　 W.R.,　 Tatsumoto,　 M.　 and　 Nakamura,　 N.　 (2001):　 Rb-Sr　 isotopic
systematics　 of　lherzolitic　 shergottite　 Yamato-793605.　 Antαrct.ルfθ εθoγ乞εθRθs.,14,47-60.
　 　 Terada,　 K.,　 Yada,　 T.,　 Kojima,　 H.,　 Noguchi,　 T.,　 Nakamura,　 T.,　Murakami,　 T.,　 Yano,　 H.,　 Nozaki,　 W.,　 Nakamuta,　 Y.,
　 　 　 Matsumoto,　 N.,　 Kamata,　 J.,　Mori,　 T.,　 Nakai,1.,　 Sasaki,M.,　 Itabashi,　 M.,　 Setoyanagi,　 T.,　 Nagao,　 K.,　 Osawa,　 T.,
　 　 　 Hiyagon,　 H.,　Mizutani,　 S.,　Fukuoka,　 T.,　Nogami,　 K.,　Ohmori,　 R.　and　 Ohashi,　 H.　 (2001):　 General　 characterization　 of
　 　 　 Antarctic　 micrometeorites　coll cted　 by　 the　 39th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition:　 Consortium　 studies　 of
JARE　 AMMs　 (III).　.4ntα'rct.　 Meteorite　 Res.　 ,　14,　89-107.
　 　 Yamaguchi,　 A.　 and　 Sekine,　 T.　 (2000):　 Monomineralic　mobilization　 of　plagioclase　 by　 shock:　 an　 experimental　 study.
Eα γthPLαozet.Sci.Lett,.,175,289-296.
イ.口 頭 に よ る 発 表
三 澤 啓 司,山 口 亮(2000):HED母 天 体 の 形 成 史,2000年 度 日 本 地 球 化 学 会 年 会,山 形 大 学,山 形.
三 澤 啓 司(2000):国 立 極 地 研 究 所 南 極 限 石 研 究 セ ン タ ー に 導 入 さ れ たSHRIMp　 nに つ い て 質 量 分 析 学 会 同 位 対 比
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　 　 Misawa,　 K.　and　 Yamaguchi,　 A.　 (2001):　 Zircon　 in　eucrites:　 Occurrrence,　 possible　 origin,　 and　 U-Pb　 isotopic
　 　 　 systematics.　 32nd　 Lunar　 Planet　 Sci.　Conf.,　 Houston,
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4)生 物学研究グル ープ
(1)一 般 研 究
研 究 目 的
1)南 北両極海における低次生産過程の中長期的なモニタリング観測を実施 し,地 球規模環境変動 との関連の上での
解析 を行 う。また,南 極,昭 和基地への往復航路上における海洋プランクトン資試料や観測データを解析 し,海 洋
基礎生産の時空間分布の研究を行 う。
2)地 球温暖化などの長期 的な環境変動 と,季 節変動,年 変動 などの短期的な環境変動に対する動物の個体群 レベル,
個体 レベルでの応答を明 らかにする。また,自 然環境下における動物の行動 ・生理 ・生態情報を,同 時的に複数の
対象動物から,微 細 に計測で きるシステム開発を行 う。
3)南 極昭和基地周辺における水生蘇類の分布域 を確定するとともに,遺 伝子情報か ら繁殖構造を解析 し,ま た,陸
上無脊椎動物が極地環境にいかに適応 しているかの生理学的 な研究 を行 う。 さらに北極域において地球環境変化が
ツンドラ生態系の多様性に与える影響 を解明するために,地 衣類の分類,生 態学的研究を行 う。
研 究 計 画 の 概 要
1)極 域海洋生態系は,生 物生産の高いことが知 られている。南極海ではナンキ ョクオキア ミの生物量の高さ,更 に
はそれを捕食するクジラ類の生物量からも容易に想像 される。これは植物プランク トンによる一次生産に出発する
食物連鎖上にあることか ら,極 域海洋生態系では一次生産量が高 くなるもの と推測 される。砕氷艦 しらせにより,
日本近海～インド洋～南大洋 にかけての クロロフィルα濃度 を測定 し,さ らに海色衛星デー タを受信することによ
り,広 域 にわたる海洋基礎生産力 を推定する。 また,南 極昭和基地では海色衛星データ受信 システムを立ち上げ,
「しらせ」船上の受信 システムと相まって,観 測の機会の少ない南極海域の基礎生産過程の リモー トセンシング観
測を行 う。一方,北 極海域では,生 物生産が高いとされるポ リニア域のケーススタデ ィーとしてパ フィン湾北部に
形成 されるNorth　Water　Polynyaを 研究対象域 として一次生産過程を調べ,従 来考えられてきた過程 とは異なった
一次生産過程 における同海域の特異性を観測する。
2)海 洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋にいかに適応 し,ど う振 る舞っているのかは,実 はあまりわかって
いない.海 を主な生活の場 とする動物の行動,生 態は直接観察が難 しいため未知の部分が多 く残 されている。デー
タロガーの小型化によって,対 象動物は魚類や飛翔性海鳥類にまで広が り,魚 類から哺乳類といった脊椎動物全般
にまたがる広範 なデータが得 られるようになった.ア メリカ南極基地マクマー ドにおいて,ウ ェ ッデルアザ ラシ調
査 を行 う。鰭の動 き等 を細か く記録する加速度記録計 と,ア ザ ラシを取 り巻 く餌分布 を知るために,画 像情報を記
録する静止画像記録計 をアザラシに装着 ・回収する。
3)南 極観測での結果の整理 と解析 を中心に進め,コ ケ植物が陸上 と湖沼の間で どのように分布を広げていったのか
を遺伝子解析によって明らかにする。さらに南極の土壌動物には ダニ類のほかに,ト ビムシなどの節足動物や線虫,
クマムシなどの水生ない し半水生の動物が多数生息 している。これらの分類,生 態学的な研究が必要であ り,ま た
極地の環境にいかに適応 しているかの生理学的な研究 を行 う。また,氷 河後退域の種多様性 については,分 類が困
難な地衣類の研究が遅れていたため,モ レーン帯全域の遷移過程の理解が不完全であ った。 スピッツベルゲン島ニ
ーオルスン全域及びモ レーン帯の地衣類の分布を詳細に調査する。
研 究 成 果
1)南 極,昭 和基地への往復航路上における海洋プランクトン標本や観測データを解析 し,海 洋基礎生産の時空間分
布の研究 を行 った。とりわけ,南 極海 イン ド洋区における海洋構造 との関連において特徴的な生産海域の研究 を行
った。高緯度海域では,地 球規模環境変動の影響が大 きく顕 れるとされ,極 海域において海氷分布の変化を伴って
低次生産にも大 きな影響が出るもの と予想 される。 とくに海氷下のアイスアルジー群集に関 して,群 集の光合成の
特徴 と環境因子の季節的推移 を解析 した、昭和基地 に衛星受信設備を設置 し,　SeaWiFS海 色デー タを前年度末か
ら越冬期間を通 して取得 した。 さらに南大洋JGOFS国 際研究計画の 一環 として,同 区における沈降フラックス観
測の係留実験を実施 し,季 節的及び経年的な変動傾向を研究 した。これらの成果は国内の関連学会 ・シンポジウム
のみならず,諸 外国で開催 された国際学会やシンポジウムにおいても発表 した。
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2)イ ルカやアザラシ(哺 乳類)・ ペンギ ンやウ ミガラス(鳥 類)・ ウミガメ(爬 虫類)・ サケや ヒラメ(魚 類)な
どの動物の行動や生理状態 を把握するために,小 型の記録計(デ ー タロガー)の 開発 を行 った。センサーの多様化
により,得 られるパラメータは,当 初の深度 と温度から,心 電 ・脳波 ・電気伝導度 ・遊泳速度 ・加速度 ・地磁気 ・
画像へ と増えつつある。 また,デ ータロガーの小型化によって,脊 椎動物全般にまたが る広範なデータが得 られ
た。
3)こ れまでに南極の陸域で採取 されたサ ンプルに基づ き,湖 沼底に生育する水生蘇類の分類と 「コケ坊主」の年代
測定 を中心 とした構造的解析 をすすめた。 また,新 たに前気門類のNanorchestes属 が3種 の同定 され,こ れによ
り前気門類 ダニは6種 となった。北極域では氷河後退域モ レーン帯の遷移過程,実 験生態学的研究 を行った。とく
に地衣類分類 に関する種多様性のデータを取得 し,今 後,こ れまでに分布がわか りつつある藻類,蘇 苔類,種 子植
物,土 壌微小動物 との相互関係が明 らかにできる見通 しが立った。
① 大 山佳 邦 教授,理 学博 士(北 海 道大学:1972年)
1.専 門領域:動 物 生態学
2.研 究 課題:極 域 にお ける土壌動物 の分類 お よび生態
3.研 究 活動 の概 要 と成果
これ まで昭和 基地 周辺 の露岩域 には前気 門類の ダニ3種 と されて きたが,そ の後 隠気 門類 の ダニ1種 が加 え られ,
4種 となっ た。最近 にな って,さ らに詳 し く標本 の検討 を行 った結 果,新 た に前 気 門のNanorchestes属 が3種 の
同定 され,こ れ に よ り前 気 門類 ダニは6種 とな った。 これ らの うちNanorchestes属 とTydeus属 の1種 との生 息場
所の選 好性 を水 分条件 との 関連で調査 してみ る と,　Nanorchestes属 で は 日周期 的 に垂 直移動 を してい るの に対 し,
Tydeus属 で はそ の よ うな移動 は認 め られ なか っ た。 これは両 者の乾 燥 に対す る耐性 に違 いがあ り,前 者 の表皮 の
微 細構造 と関連 して乾 燥 に対 してセ ンシテ ィブで あるため と考 え られ る。
4.学 術論 文(代 表 的な論文)
5.口 頭発 表(代 表的 な発表)
　　 Kito,　K.　and　Ohyama,　 Y.　Taxonomy　 and　ecology　 of　terrestrial　nematodes　 living　in　the　Maritime　 and　Continental
　　　 Antarctic.　Scientific　Conference　 oll　Biodiversity　in　the　Antarctic.　Instituto　Antarctico　 Chileno,　Santiago,　2000.　12.　8.
6.科 学研 究費補助 金取 得状況(研 究代表 者)
7.講 演
8.学 会 お よび社 会的活 動(役 職,南 極歴 な ど)




12.研 究活動 の課題 と展望
極域 の 土壌 動物 には ダニ類の ほか に,ト ビム シな どの節足 動物や線 虫,ク マ ム シな どの水生 ない し半水 生の動物
が多 数生息 して い る。 これ らについ て も同様の 分類,生 態学 的 な研究 が必要 であ り,ま た極地 の環境 にいか に適 応
してい るかの生理 学的 な研究 もな され ねばな らない。これ まで耐寒性 の研 究 として過 冷却 能力が研 究 され て きたが,
さ らに進 んだ研究 を行 うため には,対 象 とな る動 物 の大 きさなどに よる実験 上の制 約 を考 え,別 の展 開を行 う必 要
が ある。
② 内藤靖彦 教授 ・企画調整官,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),農 学博士(東 京
大学:1971年)
1.専 門領域:海 洋生態学
2.研 究課題:海 洋大型動物の行動 ・生理 ・生態学
3.研 究活動の概要と成果
イルカやアザラシ(哺 乳類)・ ペンギンやウ ミガラス(鳥 類)・ ウ ミガメ(爬 虫類)・ サケやヒラメ(魚 類)な
どの海洋大型動物が,各 々の生活の場である海洋 にいかに適応 し,ど う振る舞 っているのかは,実 はあまりわかっ
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てい ない。 これ ら大 型動物 の海洋 にお ける行動 範囲 は,水 平的 には数千 キ ロメー トル,鉛 直的 には数 百 メー トルに
もお よぶ。 しか しなが ら,こ れ らの動物 の野外環境 下 におけ る観 察 は,海 表面 や陸上 にい る間 の ご く一部 に限定 さ
れて しまう。非束縛環境 下 におい て,こ れ らの動物 の行動 や生理状 態 を把 握す るため に,小 型 の記録計(デ ー タロ
ガー)の 開発 をこれまで進 めて きた。 セ ンサ ーの多様化 に よ り,得 られるパ ラ メー タは,当 初の深 度 と温度 か ら,
心電 ・脳波 ・電気伝導 度 ・遊 泳速度 ・加速 度 ・地磁 気 ・画像へ と増 えつ つあ る。 また,デ ー タロガーの 小型化 によ
って,対 象動 物 は魚類 や飛翔性 海鳥 類 に まで広が り,魚 類 か ら哺乳 類 とい った脊椎動物全般 にまたが る,広 範 な デ
ー タが得 られ るようにな った。
4.学 術 論文(代 表的 な論 文)
Muramoto,　 H.　and　Naito,　Y.　2000.　Development　 of　small　size　data　logger　to　observe　 marine　 animals.　 lst　A'jznzeαl
1りzteγ3zαtioγしα乙IEEE-EMBS　 SpeciαL　 Topic　　Coγげeγe?tce　o?τM乞cγotecれ?zoLogies乞?L　 Me(1iciっze　&　Biotog・y
1)rocθedings136-140.
5.口 頭 発表(代 表的 な発表)
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
基盤研 究(B)「 さけ科魚類 の 回遊行 動 と水温環境 変動へ の行 動 的,生 理 的対応」(平 成11～12年)
7.講 演 など
8.学 会 及 び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本水 産学会,日 本海洋学 会,　The　Society　of　Marine　Mammalogy,　 Antarctic　Science　 (編 集委員)
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 で の講義 な ど
11.所 内外 の主要 な会議 委員 な ど
国立極地研 究所運営協 議員 会(議 長),東 京大 学海洋研 究所協議 委員 会(委 員)
12.研 究活動 の課題 と展 望
大 型動物 が海洋環境 で生 きてい くとい うことは,複 雑 な環境 の 中で,結 果 として生存 に効 果 を有す る と判 断 して
行動 の選択が なされてい る とい うこ とで ある。あ る判 断 はほ とん ど自動 的に な され るで あろ う し,あ る判断 は複 雑
な情 報の処理 と生理的律 則 に よ りな され る と考 え られ る。 これ らの現 象 は,室 内 の実験系 では な く野 外 の 自然 系の
中で と らえる ことによ り,初 め て全体 像の理解 が進 む と考 え られ る。 そ こで,自 然環 境下 におけ る動 物 の行動 ・生
理 ・生態情報 を,同 時的 に,複 数 の対 象動物 か ら,微 細 に計 測 で きる システムの さらなる開発 が必 要 と され る。
③ 神 田啓 史 教授,総 合研 究大学 院大学 数物 科学研 究 科極域 科学 専攻教授(併 任),理 学博士(広 島 大学:1975年)
1.専 門領域:植 物 分類学
2.研 究 課題:北 極 ツン ドラ域 の生態 系変 動
3.研 究 活動の概 要 と成果
地球環境 変化 がツ ン ドラ生態系 のエ ネル ギー収支,物 質循 環,多 様性 に与える影響 の メカニズ ムを解 明 す るこ と
を 目的 に スバ ー ルバ ル,ニ ー オル ス ンにお いて,氷 河後 退域 モ レー ン帯 の 遷移過程,実 験 生態 学 的研 究 を行 って
いる。氷 河末端 か ら遠 ざか るに従 って,土 壌が発 達 し,植 生 及 び微 小動物 の種 類が増す とい う現 象 を多様性 と生態
系機 能,気 候 システム との 関連 の 上で研 究 した。 と くに地衣 類分類 に関 す る種 多様性 のデー タ及び,こ れ までの温
暖化 実験 長期的モ ニ タリングの結 果 を取 りま とめた。
4.学 術 術論文(代 表的 な論文)
　　Hoshino,　 T.,Tojo,　M.,　Kanda,　 H.　and　Tronsmo,　 A.M.　2001.　Ecological　 role　of　fungal　infections　of　moss　 carpet　in
Svalbard.　EnVironmental　 Research　 in　the　Arctic　2000.　Mem.　 Nαtl.　/7zst.　PolαrReseα γcん,Spec.Issue,54:507-513.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
神 田啓史 ・工 藤栄 ・伊村 智.南 極露岩 域湖 沼底 に群生 す るコケ坊 主.第48回 目本 生態学会.2001年3月.
6.科 学研 究費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
特定 領域 研究(B)「 北極域 ツン ドラ環境 変動 の研 究」(平 成11～16年)
基盤研 究(B)「 ツ ン ドラ生態 系 の多様性 と地球環 境変化 の相 互作 用」(平 成11～13年)
7.講 演
8.学 会 及び社会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
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国立極地研究所運営協議員会(委 員),国 立極地研究所編集委員会(委 員),国 立極地研究所共同研究委員会(委
員),生 物 ・医学専門委員会(委 員)
12.研 究活動の課題 と展望
氷河後退域の種多様性については,分 類が困難な地衣類の研究が遅れていたため,モ レーン帯全域の遷移過程が
不完全であった。ニーオルスン全域及びモレー ン帯の地衣類の分布を詳細に調査 した。今後,こ れにより,こ れ ま
でに分布がわか りつつある藻類,蘇 苔類,種 子植物,土 壌微小動物 との関係が明 らかにできる見通 しが立った。
④ 福地 光男 教授 ・南 極圏環 境 モニ タ リング研 究セ ンター長,総 合研究 大学院 大学数物 科学研 究科極域 科学 専攻教
授(併 任),水 産学博 士(北 海道大学:1976年)
1.専 門領域:極 域 海洋 生態学
2.研 究 課題:極 域 海洋 基礎生 産時空 間変動 の研 究,及 び,沈 降 フ ラックス変動の研究
3.研 究 活動の概 要 と成 果
南極,昭 和基地 への往 復航路 上 におけ る海洋 プラ ンク トン標本 や観測 デ ー タを解 析 し,海 洋 基礎生 産の時 空間分
布の研究 を行 ってい る。 と りわけ,南 極海 イ ン ド洋区 にお け る海 洋構造 との関連 にお いて特徴 的 な生 産海域 の研究
を行 って いる。 また,南 大 洋JGOFS国 際研究 計画 の一環 と して,同 区 におけ る沈 降 フ ラ ックス観測 の係留 実験 を
実施 してお り,季 節 的 及び経 年的 な変動傾 向を研 究 してい る。 これ らの 成果は国 内の関連 学会 ・シ ンポ ジウムのみ
な らず,諸 外国で 開催 され た国際学 会や シンポジ ウム におい て も発表 している。
4.学 術論 文(代 表 的 な論 文)
　 　 Odate,　T.,　Hirawake,　 T.,　Tanimura,　 A.　and　Fukuchi,　 M　 2000.　Spatial　Patterns　in　Nutrient　and　in　vivo　Fluorescence
　　　 Distributions　 in　the　Marginal　 Ice　Zone　and　Seasonally　 Open　 Oceanic　 Zone　in　the　Indian　Sector　of　the　Antarct,ic
Ocean,　 in　Austral　Summer.　 J　Oceαnogr.56(2),185-196.
5.口 頭 発 表(代 表的 な発表)
　　 Fukuchi,　 M.,　H.　Sasaki,　H.　Suzuki　 &　T.　Odate.　 Long-term　 sediment　 trap　experiment　 by　Japanese　 Antarctic
　　　Research　 Expedition　 (JARE)　 in　the　Indian　Antarctic　 Ocean.　 Southerl1　 0cean-JGOFS　 Symposium　 on　 "Climatic
　　　　changes　 and　the　cycle　of　carbon."　 Brest,　France,　July　2000.
6.科 学 研究 費補 助金取 得状 況(研 究 代表者)
特定 領域研究(B)「 北 極域 海洋動態 と生態 系変動の研 究」(平 成11～16年)
特 別研 究促 進費 「南 極海 にお ける海洋環境 の中長期 的変動 に関す る研究 」(平 成11～13年)
基盤研 究(B)「 高度生物 情報 収集 システ ムを用いた極城 中 ・深層 生態学 の研 究」(平 成11～13年)
基盤研 究(C)「 南極海 と地球 環境 に関す る総 合的研究」(平 成12年)
7.講 演 等
北 海道大学水 産学 部同 窓会東 京支部総 会 「南 極観測 隊統 率 記」(2000.4.28),彩 の国私 の夢創造 事業/私 の生 き方,
ふ る さと講演 会 「南 極へ の道」(2000.5.19),国 税庁 開庁 記念講 演 会 「南 極への道 」(2000.6.1),埼 葛 地区家 庭 ・学
校 ・地域社 会連携促 進 会研修 会 「南極 の 自然」(2000.6.3),宇 都宮 高等学 校 同窓会埼 玉支部 総 会 「南 極観測 と地球
環境 」(2000.6.25),粟 野 町 立永野 中学 校 ・教 育講 演 会 「南 極 の 自然」(2000.12.11),冷 凍 食品技 術 研究 会講 演 会
「南 極 ・昭和 基地の 食料」(2000.12.15)
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極 歴 など)
日本 海洋学 会,日 本水 産学 会,日 本 プラ ンク トン学 会,米 国陸 水 ・海洋 学会
9.受 賞 など
10.他 大学での 講義
ll.　所 内外の 主要な会議 委員 な ど
国立極地研究 所生物 ・医 学 専門委員 会(委 員,幹 事),国 立極地研 究所企 画調 整会議(委 員),国 立極地研 究所編
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集 委 員 会(委 員),国 立 極 地 研 究 所 運 営 会 議(委 員),国 立 極 地 研 究 所 運 営 協 議 員 会(委 員),　 Working　 Group　 of
　 Biology,　 Group　 of　Specialists　 on　Environmental　 Affairs　 and　 Conservation,　 SCAR/CONAP-Joint　 Committee　 of　Antarctic
　 Data　 Management,　 Steering　 Committee　 of　Ecology　 of　Antarctic　 Sea　 Ice　Zone,　 Planning　 Group　 of　Southern　 Ocean
JGOFS,　 CCAMLR国 内 委 員,AOSB(日 本 代 表),　 EditorialAdvisoryBoardof　"AntarcticScience"
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
南 北 両 極 海 に お け る 海 洋 生 産 の 中 長 期 的 な モ ニ タ リ ン グ 観 測 の 実 施 及 び,地 球 規 模 環 境 変 動 と の 関 連 の 解 析 が 大
き な 研 究 課 題 で あ る 。 プ ラ ン ク ト ン現 存 量 測 定 な ど の い く つ か の 具 体 的 な 観 測 項 目 に つ い て は 国 際 的 共 同 観 測 体 制
が 整 い つ つ あ る 。
⑤ 渡邉研 太郎 助教授,農 学 博士(東 京大学:1988年)
1.専 門領域:海 洋生態 学
2.研 究課題:極 域 の海洋低次 生産過程 の研 究
3.研 究活動 の概 要 と成果
高緯度海域 で は,地 球規模 環境 変動 の影響 が大 き く顕 れ る とされ,極 海域 にお い て海 氷分布 の変化 を伴 って低次
生 産 に も大 きな影響 が 出 る もの と予想 され る。 昭和 基地 に衛 星受 信設備 を設置 し,　SeaWiFS海 色 デ ー タを前 年度
末か ら越 冬期 間 を通 して取 得 した。2000年1月 よ り翌年1月 まで の間 にSeaWiFSデ ー タ約1800パ ス を受 信 し,
AVHRR/NOAAデ ー タと ともに研究 室 に持 ち帰 った。
このほか,生 物 のモ ニ タリ ング観測 と して コウテ イペ ンギ ンの航空 セ ンサ ス をリーセル ラルセ ン半島東,お よび
梅 干岩北方 で実施 した。 また毎年 実施 してい るアデ リーペ ンギ ンの セ ンサ スを宗 谷海 岸お よ びクロ ンプ リンス オ ラ
フ海岸の集 団営 巣地 の延べ19箇 所 にお いて11月 中頃,12月 初頭 に行 った。
4.学 術論文(代 表 的 な論文)
　 　Ikeya,　T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura,　S.,　Watanabe,　 K.　and　Fukuchi,　 M.　2000　Acclimation　 of　photosynthetic
properties　in　psychrophilic　 diatom　isolated　under　different　light　intensities.　Potα γB乞osc乞encθ13,43-54.
5,口 頭発表(代 表 的 な発 表)
　 　Taeko　 Miyazaki,Tetsuo　 Iwami,　Masatake　 Yamauchi,　 Hiroaki　Somiya,　 Kentaro　 Watanabe,　 and　Yasuhiko　 Naito.　UV-
　 　　 sensitive　cones　 in　the　eyes　of　two　 antarctic　 teleosts.　Second　 Workshop　 on　the　Biology　 of　Ultraviolet　 and
　　　 Polarization　Vision,　20-24　June　2000,　Uvic,　Canada.
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究代 表者)
7.講 演
極地研 「映画 と講 演の 会」(2回)
8.学 会及 び社 会的 活動(役 職,南 極 歴 な ど)
日本海洋学 会,日 本水 産学会,日 本藻類学 会,米 国藻 類学会
第41次 南 極地域 観測 隊(越 冬 隊長)
9.受 賞等
10.他 大学 での講義 な ど
11.内 外の主 要 な会議 委員 な ど
12.研 究活動 の課題 と展望
南極昭和 基地 で は海色衛 星 デー タ受信 システ ム を立ち上 げ,「 しらせ」船 上の受 信 システム と相 まって,観 測の
機 会の少 ない南極海域 の基礎 生産過 程の リモー トセ ンシ ング観測 を開始 した。本年 度の受 信 デー タお よび 「しらせ」
で得 た観測 デー タや試料 を解析 し,沿 岸 ポ リニ ア を含 む南極 海域 における グルー ミング,海 氷 と基礎 生産 との関係
な どを明 らかに してい く計 画であ る。






極 域海洋 生態 系 は,生 物 生産 の高い こ とが 知 られてい る。 この こ とは,南 極海 では ナ ンキ ョクオキ ア ミの生物 量
の 高 さ,更 にはそれ を捕 食す る クジラ類 の生物 量 か らも容易 に想 像 され る。 こう した生物 も元 をただせ ば植物 プ ラ
ン ク トンに よる一次生 産 に出発 す る食物 連鎖 上 にある こ とか ら,極 域 海洋生 態系 では一次 生産量 が高 い もの と推 測
され る。 しか しなが ら,ど の よ うな要 因に よ って 高い 一次生 産が達 成 され てい るか について は不 明 な点 が多い。 一
方,一 般 的 には極域海 洋では海 氷が融解 す る初夏 に,植 物 プラ ンク トンが大 増殖 す る と考え られてい るが,植 物 プ
ラ ンク トンの最 大現存 量や持続 時 間等 には,そ の海域 の地形 や海流 等 に よ り地域 性が み られ るこ とも事 実で あ る。
植物 プラ ンク トンの分布 に関す る,一 般 的特性 とロー カル な影響 を解 明す るため に,極 域 の様 々な海域 で フ ィール
ドワー ク を行 ってい る。 これ まで に研究 を実 施 して きた海域 では,植 物 プラ ン ク トン量 が高 くなる時期 ・場 所 にお
いては,湧 昇 に よる栄養 塩供給,表 層水 温の 上昇 に伴 う成層化 が見 られ るこ とを指摘 して きた。特 に,北 極海域 で
は,生 物 生 産 が 高 い と され るポ リニ ア域 の ケー ス ス タデ ィー と して パ フ ィ ン湾 北 部 に形 成 され るNorth　 Water
Polynyaを 研 究対 象域 として一 次生 産過程 を調べ,従 来考 え られ て きた過 程 とは異 なった一次 生産過程 におけ る同
海域 の特異 性 を指摘 す る ことが 出来 た。
4.学 術 論 文(代 表的 な論 文)
　 　 Odate,　T.,　Hirawake,　 T.,　Tanimura　 A.　and　Fukuchi,　 M.　2000.　Spatial　pattems　 ill　nutrient　and　in　vivo　fluorescence
　　　 distriblltions　in　the　marginal　 ice　zone　and　the　seasonally　open　oceanic　zone　il)　the　Indian　Sector　of　the　Antarctic
Ocean,　 in　austral　summer.　 Jottmαt　 of　Ocectnogγ αphy56:185-196.
5.口 頭 発 表(代 表的 な発 表)
6.科 学研究 費補助 金取得状 況(研 究 代表 者)
基 盤研究(B)「 植 物 プラ ンク トン組 成 と溶 存 ガス成分の生 成過程 に関す る研究」(平 成11～13年)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極 歴 な ど)
オー ス トラ リア南極観測 隊Voyage6(2001.1.1-20013.9)
9.受 賞 な ど
10.他 大学等 での講義 な ど
11.所 内外 の主要 な会議委員 な ど
International　 Arctic　Polynya　 Programme,　 Scientific　Coordinating　 Groupメ ンバ ー(2000.4.1-2001.3.31)
12.研 究活動 の課題 と展望
植物 プラ ンク トンの光 合成過程 は,炭 酸 ガ スの同化作 用であ り,大 気 中の二 酸化 炭素 を吸 収す る効 果が ある。近
年の研 究で は,動 ・植物 プラ ンク トンの生 産過程 の 中で,地 球温暖 化 に負の フ ィー ドバ ック効 果 を持 つ硫化 ジメチ
ルや ポ ジテ ィブな効 果 を持 つ メタ ンとい った物質 も生 産 されて いる こ とが指摘 され てい る。 これ らの効 果が 生態系
の 中で複 合 的 に働 くときの影響 を解 明す る ことが 今後 の研 究課題 となる。 こう した研 究の ためには生物研 究 者 と化
学研 究 者 との連携が必 要で あ り,両 者が 緊密 な連携 をとるこ とによ り新 たな研究 分野が拓 け る もの と期待 され る。
⑦ 工 藤 栄 助 手,総 合研究大 学院大学 数物 科学研究 科極域 科学専攻助 手(併 任),理 学博 士(東 京大学:1991年)
1.専 門領域:水 圏生態 学
2,研 究 課題:極 域微細 藻類の光 合成生理 生態,南 極 淡水 湖沼 の蘇類生態(物 質生 産)の 研 究
3.研 究活 動の概 要 と成果
前 年度(JARE-40)に 南 極越冬観 測 で研 究 をす すめ た海 氷下の ア イス アル ジー群集 に関す るデー タを,群 集 の光
合 成の特 徴 と環 境因子 の季節 的推 移 を解 析 した。 また,南 極淡水湖沼 か ら生 きた状態 で持 ち帰 った蘇類 の培養 を確
立 させ る と同時 に,こ の蘇類 の冷凍保存 試料 を用 いて本蘇類 が湖沼底 で柱状 の 構造 を と りなが ら群生 す るとい う特
性 を,物 質 生産構 造等の観点 か ら解析 を行 った。これ らは解析 途 上のため,一 部 を除い て公表 には至 っていない が,
解析 がす み次 第公表予定 であ る。
4.学 術論 文(代 表的 な論 文)
　　 Ikeya,　T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura,　S.,　Watanabe,　 K.　and　Fukuchi,　 M.　2000.　Acclimation　 of　photosynthetic
properties　 in　psychrophilic　 diatoni　isolated　under　different　light　intensities.　Po!α γB?loSci.,13:43-54.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
Kudoh,　 S.,　Tsuchiya,　 Y.,　Sato,　K.　and　Fukuchi,　 M.　2000.　Aut皿mal　 ice　algal　bloom　 at　the　first-year　ice　developed
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　 　　 near　Syowa　 Station,　Antarctica.　 1.　-Studies　on　the　growth　 environments　 and　photosynthesis-　 KORDI　 almual
　　　 meeting,　 Korea.
6.科 学研究 費補助金取得 状況(研 究代 表者)
7.講 演 な ど
8.学 会及 び社 会的活動(役 職,南 極歴 な ど)
JARE-40越 冬 観測(生 物 ・医学)
9.受 賞 な ど
10.他 大 学等での講義 など
11.所 内外 での主要 な会議 委員 な ど
12.研 究活動 の課題 と展 望
JARE-40で の越冬 観測結果 の整 理 と解析 を中心 に進め,一 部 を除 いて公 表 には至 ってい ない部分 を早急 に進 め る
と同時 に,解 析 がすみ次 第公表 予定 であ る。
⑧ 伊村 智 助手,総 合研究大学 院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(理 学)(広 島大学:
1992年)
1.専 門領域:植 物繁殖生態学
2.研 究課題:極 域陸上植物の繁殖生態学,南 極湖沼の生態系構造の研究
3.研 究活動の概要 と成果
これまでに南極地域で採取 されたサ ンプルに基づき,湖 沼底 に生育する水生蘇類の分類 と 「コケ坊主」の年代測




伊村智 ・高橋浩 ・中村俊夫.(2000)南 極湖沼底の"コ ケ坊主"-14C年 代測定による成長解析 と定着年代の推
定一.名 古屋大学加速器質量分析計業績報告書(XI)176-183.
5.口 頭発表(代 表的な発表)
伊村智 ・工藤栄 ・大谷修司 ・板東忠司 ・神田啓史.南 極湖沼の多様性 と生物相.第64回 日本植物学会(静 岡).
2000年9月.
6.科 学研究費補助金取得状況(研 究代表者)
基盤研究(C)「 南極陸上植物相の多様性 と進化」(平 成12～15年)
7.講 演など
8.学 会及び社会的活動(役 職,南 極歴 など)
日本蘇苔類学会(副 編集幹事)





42次 観測隊での観測結果の整理 と解析 を中心 に進め,コ ケ植物が陸上 と湖沼のあいだで どの ように分布を広 げ
ていったのかを,遺 伝子解析によって明 らかにする。
⑨ 佐藤 克文 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),博 士(農 学)(京 都大学:
1995年)
1.専 門領域:動 物行動学,生 理生態学
2.研 究課題:海 洋大型動物の比較行動生理学
3.研 究活動の概要と成果
平成12年10月 か ら12月 にかけて,ア メリカ南極基地マ クマー ドにおいて,ウ ェッデルアザラシ調査を行った 、
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鰭 の 動 き等 を 細 か く記 録 す る 加 速 度 記 録 計 と,ア ザ ラ シ を 取 り巻 く餌 分 布 に 関 す る 画 像 情 報 を 記 録 す る 静 止 画 像 記
録 計 を ア ザ ラ シ に 装 着 ・回 収 し,そ れ ぞ れ デ ー タ を 得 た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Sato,　 K.,　Matsuzawa,　 Y.,　Tanaka,　 H.,　Bando,　 T.,　Minamikawa,　 S.,　Sakamoto,　 W.　 and　 Naito,　 Y.　1998.　 Internesting
　 　 　 intervals　 for　lo99erhead　 turtles,　 Caretta　 caretta,　 and　 green　 turtles,　 Chelonia　 mydas,　 are　affected　 by　temperature.
Cα7zαdiα7z　JournαZψZooZogy,76(9):1651-1662.
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Katsufumi　 Sato　 (NIPR),　 invited　 speaker:　 "Biological　 research　 using　 modern　 sensing　 and　 recording　 techniques"
　 　 　 Telemetry　 Workshop,　 21st　 Almual　 Symposium　 on　 Sea　 Turtle　 Biology　 and　 Conservation,　 Philadelphia,　 U.　S.　A.,
Feb23,2001.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
7.講 演
神 奈 川 県 立 生 命 の 星 ・地 球 博 物 館 に お い て 講 演 会 「南 極 の 自 然 を 探 る 」(2001.3.17)
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
日 本 水 産 学 会,日 本 動 物 行 動 学 会,日 本 生 態 学 会,日 本 ウ ミ ガ メ 会 議
9.受 賞 な ど
10.他 大 学 等 で の 講 義 等
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
12.研 究 活 動 の 課 題 と 展 望
こ れ ま で は 虫 類 ・鳥 類 ・ほ 乳 類 を 対 象 と し た 行 動 学 ・生 理 生 態 学 を 進 め て き た 。 極 域 か ら 熱 帯 に ま た が る 対 象 動
物 を 幅 広 く研 究 す る 過 程 で,そ れ ぞ れ の 動 物 が そ れ ぞ れ の 生 理 的 制 約 の 中 で う ま く適 応 し て い る と い う こ と を よ り
鮮 明 に 把 握 す る こ と が 出 来 る 。 今 後 も,幅 広 い 海 洋 大 型 動 物 を 対 象 に 研 究 を 進 め て い く。
⑩ 加 藤 明 子 助 手,総 合 研 究 大 学 院 大 学 数 物 科 学 研 究 科 極 域 科 学 専 攻 助 手(併 任),博 士(農 学)(北 海 道 大 学:
1998年)
1.専 門 領 域:行 動 生 態 学
2.研 究 課 題:海 洋 脊 椎 動 物 の 行 動 お よ び 生 態
3.研 究 活 動 の 概 要 と 成 果
海 を 主 な 生 活 の 場 と す る 動 物 の 行 動,生 態 は 直 接 観 察 が 難 し い た め 未 知 の 部 分 が 多 く残 さ れ て い る 。 ペ ン ギ ン な
ど の 海 鳥 類 の 繁 殖 生 態,採 餌 戦 略 に つ い て,デ ー タ ロ ガ ー な ど の 動 物 装 着 型 の 観 測 機 器 を 用 い,環 境 変 動 に 対 す る
応 答 を 研 究 し た 。
4.学 術 論 文(代 表 的 な 論 文)
　 　 Kato　 A,　Watanuki,　 Y.,　Nishiumi,　 1.,　Kuroki,　 M,　 Shaughnessy,　 P.　D.　and　 Naito,　 Y.　2000.　 Variation　 in　foraging　 and
　 　 　 parental　 behavior　 of　King　 Cormorants　 at　Macquarie　 Island.　AUK　 l17,　718-730,
5.口 頭 発 表(代 表 的 な 発 表)
　 　 Ropert-Coudert　 Y.,　Kato　 A.,　Baudat　 J.,　Bost　 C-A.,　 Le　Maho　 Y.,　and　 Naito　 Y.　Underwater　 feeding　 behaviour　 study　 by
　 　 　 multiple　 data　 recording　 on　 free-ranging　 Ad(≡lie　penguins.　 IVth　 International　 Penguin　 Conference.　 La　 Serena,
Chile,2000.
6.科 学 研 究 費 補 助 金 取 得 状 況(研 究 代 表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及 び 社 会 的 活 動(役 職,南 極 歴 な ど)
日本 生 態 学 会,日 本 鳥 学 会,日 本 行 動 学 会
9.受 賞 な ど
10.他 大 学 等 で の 講 義 等
早 稲 田 大 学 講 義(前 期)
11.所 内 外 の 主 要 な 会 議 委 員 な ど
　 　 SCAR　 Bird　 Biology　 Subcommittee
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12.研 究活動の課題 と展望
地球温暖化などの長期的な環境変動 と,季 節変動,年 変動 などの短期的な環境変動 に対する動物の個体群 レベル,
個体 レベルでの応答 を明 らかにする。
⑪ 平 謹 享 助手,総 合研 究 大学院 大学数 物科 学研 究 科極域 科 学専攻 助 手(併 任),博 士(理 学)(名 古屋 大学:
2000年)
1.専 門領域 海 洋生物 光学
2.研 究 課題 海 色 リモー トセ ンシ ングに よる海 洋基礎 生産 力推定
3.研 究 活動の概 要 と成果
平 成12年11月 ～12月 の間,砕 氷艦 しらせ に よ り,日 本 近海 ～ イン ド洋 ～南大 洋 にか けてのサ イズ別 クロ ロ フィ
ルα濃度 お よび植 物 プ ラン ク トンに よる光吸収 係数 を測 定 した。海域 に よる植物 プ ランク トンサ イズの違 い とそれ
に伴 う光吸収 の変化 が認め られ,海 色 リモー トセ ンシ ング による海洋基礎生 産力推 定誤 差 に影響 している こ とが予
測 される。
4.学 術論 文(代 表的 な論文)
　　 Hirawake,　 T.,　Satoh,　H.,　Ishimaru,　T.,　Yamaguchi,　 Y.　and　Kishino,　M.　2000.　Bio-optical　relationship　of　Case　I　waters:
The　difference　between　 the　low-　and　mid-latitude　 waters　and　the　Southern　 Ocean.　」.　Oceα?zogr.56(3):245-260.
5.口 頭発 表(代 表的 な発 表)
6.科 学研 究費補助 金取得 状況(研 究代表 者)
7.講 演 な ど
8.学 会 及び社会 的活動(役 職,南 極歴 な ど)
日本海 洋学会,日 仏 海洋学 会
第42次 南極地 域観 測隊(越 冬 隊員)参 加(2000.11-2002.3)
9.受 賞 な ど
10.他 大学 等での講 義等
11.所 内外 の主要 な会議 委員 な ど
12.研 究活動 の課題 と展 望
これ まで,海 色 リモー トセ ンシングにおけ る問題点 とそ の原 因を現 場観測 に よ り確 認,実 証 を続 けて きた。 これ
らの現場 デー タか らいか に問題 点の解決 策 を見 出す かが今後 の課題 であ る。 また,現 場観 測で得 られ た南 大洋 にお
け る植物 プ ランク トンの光吸収特性 の違 い と,そ の海域 にお け る基礎生 産力 との関係 につ いて研究 を進め てい く。
② 共同研究
ア.特 別共同研究
研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究年度〈幟〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鞭 〈幟 〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
南極海季節海氷域 におけるプランク トン相





極域藻類の光化学反応システムの解析 菓子野 康 浩 姫路工業大学理学部 ・助手 10～12
3年
北極域におけるパ イオニア種子植物の生態




研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鍍 〈幟〉
氏 名 所 属 ・ 職 研鶴 間
南極産植物の環境応答遺伝子 奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授
10～12
3年
南極 産 地衣 類 のphotobiontに 関 す る分類 学
的 ・生態学 的研 究
中 野 武 登 広島工業大学環境学部 ・教授
10～12
3年
南極 に生育す る陸上微生物 の生理特性 とそ
の応用 長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授
10～12
3年
南極 ドームふ じ観測拠点 におけるヒ ト生体
リズムの研究









の沈殿過程 佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・教授
11～13
3年
南極海 における魚類 ・底生生物の分類 ・分
布及び生活史に関する研究

















究 鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手
11～13
3年





長 沼 毅 広島大学生物生産学部 ・助教授
11～13
3年





今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科 ・助教授
12～14
3年
サルオガセ属(広 義)の 系統分類的研究 柏 谷 博 之 国立化学博物館 ・室長 121年






研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈幟 〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 北極域海洋動態と生態系変動の研究 11～16 小 達 恒 夫
伊 藤 一
工 藤 栄
牛 尾 収 輝
青 木 茂
平 盲撃 享
神 田 啓 史 ・教 授 北極域 ツンドラ環境変動の研究 11～16 内 藤 靖 彦
大 山 美 邦
森 脇 喜 一
伊 村 智
三 浦 英 樹
加 藤 明 子
イ.特 別研究促進費
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度〈†成〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海における海洋環境の中長期的変動に関する 11～13 内 藤 靖 彦
研究 小 達 恒 夫
工 藤 栄





研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究年度く絨〉 研究所教官の分担者
内 藤 康 彦 ・教 授 さけ科魚類の回遊行動と水温環境変動への行動
的,生 理的対応
11～12 小 達 恒 夫
加 藤 明 子
佐 藤 克 文
福 地 光 男 ・教 授 高度生物情報収集システムを用いた極城 中 ・深層
生態学の研究
11～13 内 藤 靖 彦
加 藤 明 子
佐 藤 克 文
神 田 啓 史 ・教 授 ツンドラ生態系の多様性と地球環境変化の相互作
用
11～13 伊 村 智
小 達 恒 夫 ・助教授 植物 プランク トン組成 と溶存ガス成分の生成過程
に関する研究
11～13 平 言睾 享
エ.基 盤研究(C)
研究代表者 ・職 研 究 課 題 研究鞭 〈1'成〉 研究所教官の分担者
福 地 光 男 ・教 授 南極海と地球環境に関する総合的研究 12 内 藤 靖 彦




加 藤 明 子
平 課 享
伊 村 智 ・助 手 南極陸上植物相の多様性と進化 12～15 神 田 啓 史
一80一
(4)研 究 成 果 の 発 表
ア.学 術 誌 等 に よ る 発 表
　 　 Akamatsu,　 T.,　 Wang,　 D.,　 Wang,　 K.　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 A　 method　 for　 individual　 identification　 of　echolocation
signals　 in　free-ranging　 finless　 porpoises　 carrying　 data　 loggers.　 」.ノ1coμst.Soc.Am.108(3),Pt.1.
　 　 Arai,　 N.,　 Kuroki,　 M.,　 Sakamoto,　 W.　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Analysis　 of　diving　 behavior　 of　 Adelie　 penguins　 using
acceleration　 data　 logger.　 PotαrB乞oscie?zce,13,95-100.
　 　 Arai,　 N.,　Mitsunaga,　 Y.,　Sakamoto,　 W.,　 Honda,　 H.,　Sato,　 K.　and　 Naito,　 Y.　(2000):　 The　 application　 of　data　 storage　 tags
　 　 　 to　 measure　 heart　 rate　 and　 activity　 ill　free-swimming　red　 s a　 bream: Preliminary　 results.　 Advances　 in　Fish
　 　 　 Telemetry.　 Proceedings　 of　the　 Third　 Conference　 on　 FishTelemetry　 in　Europe,　 held　 in　Norwich,　 England,　 20-25
　 　 　 June　 l999.Edited　 by　 Andrew　 Moore　 and　 Ian　 Russel,　 CEFAS,　 Lowestoft.　 1-5.
　 　 Fortier,　 L.,　Fortier,　 M.,　 Fukuchi,　 M.,　 Barber,　 D.,　 Gratton,　 Y.,　Legendre,　 L.,　Odate,　 T.　 and　 Hargrave,　 B.　 (2001):　 The
International　 North　 Water　 Polynya　 Study　 (NOW):　 A　 progress　 report.　 Memo乞rs　 ofNαtionαe　 Institzcte　 q∫　Polα γ
Reseαrch,　 SX)θciαlIssue,54,343-348.
　 　 Hoshino,　 T.,Tojo,　 M.,　 Kanda,　 H.　 and　 Tronsmo,　 A.M.(2001):　 Ecological　 role　 of　fungal　 infections　 of　moss　 carpet　 in
Svalbard.　 Environmental　Research　 in　the　 Arctic　 2000.　 Me?n、.　 Nαtl.　 Inst.　 ∫)oLαrRθseαTcん,Spθc.Issue,54,507-
513.
　 　 Hoshino,　 T.,　 Tojo,　 M.,　 B　 Chen.　 And　 Kanda,　 H.　 (2001):　 Ecological　 Impact　 of　 Phytopathgenic　fungi　 ill Antarctic
t,errestrial　 flora,　 Folia　 Fac.　 Sci.　 Nat.　 Univ.　 Masarykianae　 Brunensis,　 Gθogγ αT)hiα,25,95-102.
　 　 Ikeya,　 T.,　Kashino,　 Y.,　Kudoh,　 S.,　Imura,　 S.,　Watanabe,　 K.　 and　 Fukuchi,　 M.　 (2000):　 Acclimation　 of　photosyl}thetic
properties　 in　psychrophilic　 diatom　 isolated　 under　 different　 light　 intensities.　 PotctγBiosc乞ence,13,43-54.
　 　 Ikeya,　 T.,　Kikuchi-Kawanobe,　K.　and　 Kudoh,　 S.　(2001):　 Floristic　 examination　 of　diatom　 assemblage　 in　the　 dim　 light-
enVironment　 of　water　 column　 and　 sea　 ice,　 Saroma　 Ko　 lagoon,　 Hokkaido,　Japan.　 PotαrB乞oSci.,14,33-34.
伊 村 智,高 橋 浩,中 村 俊 夫(2000):南 極 湖 沼 底 の"コ ケ 坊 主"-11C年 代 測 定 に よ る 成 長 解 析 と 定 着 年 代 の 推
定 一,名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 業 績 報 告 書(XI),176-183.
伊 村 智(2000):イ タ リ ア 隊 テ ラ ノ バ ベ イ 基 地 に お け る 生 物 調 査,極 地,70,1-6.
岩 佐 朋 美,坂 東 忠 司,中 村 俊 夫,伊 村 智(2000):湖底 藻 類 堆 積 物 のAMSI4S年 代 か ら み た 昭 和 基 地 周 辺 の 環 境 変
遷,名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 業 績 報 告 書(XI),74-80.
神 田 啓 史(2001):南 極 の 生 物 環 境 と 自 然,最 近 の 極 域 研 究,学 術 月 報,54(2),142-147.
　 Kato　 A,　 Watanuki,　 Y.,　Nishiumi,　 1.,　Kuroki,　 M,　 Shaughnessy,　 PD,　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Variation　 in　foraging　 and
　 　 　 parental　 behavior　 of　King　 Cormorants　 at　Macquarie　 Island.　 .4　UK,　 117,　 718-730.
　 　 Kitahashi　 T,　 Ando,　 H.,　Urano,　 A.,　Ban,　 M.,　 Saito,　 S.,　Tanaka,　 H.,　Naito,　 Y.　and　 Ueda,　 H.　 (2000):　 Micro　 data　 logger
analyses　 of　homing　 behavior　 of　chum　 salmon　 in　Ishikari　 Bay.　 ZooLog乞cαLSc乞encθ,17,1227-1253.
　 Minami,　 Y.,　 Okitsu,　 S.,　 Kanda,　 H.,　 Valentina,　 Y,　 Q　 and　 Sergei　 Y.　 G.　 (2001):　 Occurrence　 of　 bryophytes　 on
Paramushor　 Island,　 northern　 Kuriles,　 Far　 East　 Russia,　 Environmental　Research in　the　 Arctic　 2000.　 、Mem.　Nαtl.
Inst.　 Po乙 αrReseαrch,Spec.1sszte,54,487-493.
　 　 Muramoto,　 H.　 and　 Naito,　 Y.　(2000):　 Development　 of　small　 size　 data　 logger　 to　 observe　 marine　 animals.　 1st　An7zua.t
1?zteγizcttioozαt　 IEEE-EMBS　Spec乞 αt　Top乞c　 Co・}zげeγeftzce　 　o?z　 MicγotechozoLog乞es　れ1　Medicieze &　 Biotogy
ProcθedOzgs,136-140.
　 Minamikawa,　 S.,　Naito,　 Y.,　Sato,　 K.,　Matsuzawa,　 Y.,　Bando,　 T.　 and　 Sakamoto,　 W.　 (2000):　 Maintenance　 of　 neutral
buoyancy　 by　 depth　 selection　 in　the　 lo99erhead　 turtle　 Caretta　 caretta.　 JozcrnαLofE蛸ρeγ乞me?ztαZBiotogy,　 203,
2967-2975.
　 　 Naito,　 Y.,　 Tanaka,　 H.　 and　 Ueda,　 H.　 (2000):　 PrelimiIlary　 report　 of　 swimming　 behavior　 and　 the　 response　 to
　 　 　 temperature　 of　lacustrille　 masu　 salmon,　 Oncorhylichus　masou　 Brevoort, monitored　 by　 data　 lo99er　 during　 the
spawning　 migration　 in　Lake　 Toya.　 PotαrB乞osc乞e?zce,13,87-94.
　 　 Nishikawa,　 J.,　Sato,　 K.,　Takahashi,　 A.　and　 Naito,　 Y.　(2000):　 An　 albinistic　 Adelie　 penguin　 breeding　 at　Amundsen　 Bay,
Antarctica.　 Potα γBio!ogy,23,147-148.
　 　 Odate,　 T.　 and　 Fukuchi,　 M.(2000):　 Report　 of　 workshop　 "Future　 science　 plans　 for　 physical　 and　 biological
－81一
oceanography　 in　the　 Southern　 Ocean"　 NankyokzL　 Shiγyo(A?・ztα γcticRθcoγd),44(2),232-238.
Odate,　 T.,　Hirawake,　 T.,　Tanimura,　 A.　 and　 Fukuchi,　 M.　 (2000):　 Spatial　 patterns　 in　nutrient　 and　 in　vivo　 fluorescence
　 distributions　 in　the　 marginal　 ice　zone　 and　 the　 seasonally　 open　 oceanic　 zone　 in　the　 Indian　 Sector　 of　the　 Antarctic
Ocean,　 in　austral　 summer.拠ηzα1ψOcθ α7zogγ 輌,脆,185-196.
Odate,　 T.　and　 Saitoh,　 S.　(2001):　 Chlorophyll　 specific　 growth　 rate　 and　 grazing　 mortality　 rate　 of　phytoplankton　 in　the
shelf　 water　 of　the　 Bering　 Sea　 in　sunnmer.　 PoLαrBiosc乞 θnce,14,122-128.
Otani,　 S.,　Naito,　 Y.,　Kato,　 A.　 and　 Kawamura,　 A.　 (2000):　 Diving　 behavior　 and　 swimming　 speed　 of　a　free-ranging
harbor　 porpoises,　 Phocoena　 phocoena.　 MαWi?ze　 MαmmctlSoie?zce,16,811-814.
大 谷 修 司,巣 山 弘 介,神 田 啓 史(2000):昭 和 基 地 周 辺 に お け る 土 壌 藻 類 お よ び 土 壌 微 生 物 に よ る 環 境 モ ニ タ リ ン
グ,南 極 資 料,44(3),265-276.
Ropert-Coudert,　Y.,　Sato,　 K.,　Kato,　 A.,　Charrassin,　 J.一－B.,　Bost,　 C.-A.,　 LeMaho,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Preliminary
investigations　 of　prey　 pursuit　 and　 capture　 by　 king　 Penguins　 at　sea.　・Potαr・Bioscie?zce,13,101-112.
Ropert-Coudert,　Y.,　Baudat,　 J.,　Kurita,　 M.,　 Bost,　 C.-A.,　 Kato,　 A.,　LeMaho,　 Y.　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Validation　 of
oesophagus　 temperature　 recording　 for　 detection　 of　 prey　 ingestion　 on　 captive　 Adeie　 penguins.　 MαrBioL.,
137(5/6),1105-1110.
Takahashi,　 A.,　 Sato,　 K.,　 Nishikawa,　 J.,　Kouno,　 M.　 and　 Naito,　 Y.　 (2000):　 Distribution　 and　 size　 of　Adelie　 penguin
colonies　 in　Amundsen　 Bay,　 Enderby　 land,　 Antarctica.　 AntαrcticRecord,44(1),38-41.
Tanaka,　 H.,　Takagi,　 Y.　and　 Naito,　 Y.　(2000):　 BehaVioural　 thermoregulation　f　chum　 salmon　 dur ng homing　 migration
in　coasta,l　 waters.　 ThθJc)zLmαL　 of　Exx)erimentαLB乞oLogy,203,1825-1836.
イ.口 頭 に よ る 発 表
　 　 Chiba,　 S.,　Ishimaru,　 T.,　Hosie,　 G.　W.　 and　 Fukuchi,　 M.　 Large　 scale　 interactoin　 between　 sea　 ice　dynamics　 and
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研 究 目 的
極域の観測 ・調査活動は,設 営問題 を除外 して実施することはで きない。南極観測事業では機械 ・建築 ・燃料 ・通
信 ・装備 ・食糧 ・医療 などの多岐にわたる設営的な諸問題に極地研究所が対処 している。その対応活動は,生 活全般
か ら観測手段 まで広範囲な事柄 に関連 し,殆 どあ らゆる理工学分野や生活科学分野の技術力を必要とす る。当研究グ
ループのスタッフ構成は,こ のような広範囲な事項に万遍な く対応する体制にはないことから,客 員教官制度や一般
共同研究の制度を利用し,よ り南極観測事業に密着 した形での研究活動を目標に,国 内外の既存技術へ極地仕様 を取
り込んでの創意工夫,現 地施設に関する設営工学的な追跡 データの取得による解析研究,さ らには極地特有の環境条
件に適応す る新 しい技術の開発などをグループ研究の 目的とする。
研 究 計 画 の 概 要
1)南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御に関する研究
極地研の設営グループと二井義則客員教官 との共同研究計画 として進めている。南極昭和基地で風力発電機を運
用するときの特異な環境条件 として,a)低 温,b)雪 粒 を伴 う強風c)安 定 した卓越風向などがあげられ る。 これ ら
に対応 した機器を開発するためには,ブ レー ド回転数の制御法,ヨ ー制御,ブ レーキによる回転停止,ナ セルの防
風対策,使 用する油脂類の選定などの検討が必要である。
2)越 冬隊員の健康管理に関す る研究
市丸雄平客員教官および生物医学系教官 との連携 により実施 した。戦後,日 本人の食生活は欧米化 し,い わゆる
生活習慣病が死亡原因の上位 を占めるようになった。このため,第6次 改訂栄養所要量では食事摂取に上限が設定
された。南極観測隊において も,初 期の越冬隊 とは異な り,食 生活を含む生活環境はいちじる しく改善されて きた。
そのため栄養過剰に起因すると思われる疾病の出現 も観察 されている。本年度は,観 測隊の越冬報告に基づ き,身
体所見,臨 床検査所見,生 化学所見 と栄養に関する検討 を行った。
3)昭 和基地のスノウ ドリフ トと防災
昭和基地の観測および生活環境は,設 営長期計画に従 った基地整備により近年急激に向上 した。一方で,そ の施
設維持,安 全管理の面における対応体制の充実化が急務であるとの認識が高まった。特に,基 地主要部周辺のスノ
ー ドリフ トにより,建 物構二造物,隊 員動態 ・脱出口の確保などの問題が顕在化 した。設営工学的な研究 として,建
築物の密集 と立地地形 とスノー ドリフ トの関係 について,防 災面に視点をあてた基礎データの収得を企 てた。
研 究 成 果
1)南 極用風力発電機の最適設計 と運転制御に関する研究では,ブ レー ドの回転数制御 としてピッチ変換 を想定 しそ
の制御 アリゴリズムを研究 した。また,10m/s以 上の時の風向がほぼ北東に集中することから,ヨ ーを固定するこ
とにより制御パラメーターを少な くす る機構 を検討 した。 この検討に基づ き10kW南 極風車の基本設計 を行い,昭
和基地 に建設 し試験運転 を行った。風車 はポールおよびナセル取 り付 けボル トの不具合などから試験途中で倒壊 し
たが,回 転数の制御およびヨー固定機構はほぼ予想通 り稼動 した。
2)越 冬隊員の健康管理に関する研究では,第38次 越冬隊の報告 より,越 冬隊員の身体所見,臨 床検査所見,生 化
学所見 と栄養に関する検討を行 った。31名 の越冬隊員の体重は越冬中増加傾向にあった。40歳 以上では脂肪肝が
35%,高 尿酸血症が50%,高 コレステロール血症が25%に 認められた。肝機能ではγGTPの 増加が認め られた。
これ らの疾患あるいは病態は食生活お よび運動を取 り入れた生活の改善を示唆する指標であり,今 後,隊 員の運動
量および栄養の定量的把握が必要であ り,個 々人の栄養お よび運動処方が重要であることが示唆 された。以上のこ
とから隊員の精神および健康の維持 に重要な栄養対策の基礎資料 とするため,過 去の越冬隊の食糧,献 立メニュー
を,誰 で もみることができ,保 存 ・検索を容易 にするためにCD-ROM化 を試みた。　CD-ROMは 昭和基地 メニュー
と食糧ハ ンドブックより構成される。月別検索プログラムにより月別食品摂取状況(1群 がら6群 まで)を 図表化
可能にした。野菜類摂取,油 脂類は越冬末期には低下 していた.食 事内容 については,そ の役割についての辞書機
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能をつけた。また,献 立別検索 プログラムを作成 した。問題点 として,食 品の重量の記載がないため,正 確なカロ
リー,あ るいは食品成分計算がで きなかった。食糧 については,各 種食品の説明,調 理法等を検索することが容易
なため,小 型のコンピュータがあれば,南 極以外でも利用が可能であると推測 された。今後,食 品重量の記載によ
り,各 種栄養成分について も細かな検討が可能になるもの と推測 された。
3)昭 和基地の建築物の密集 と立地地形 とスノー ドリフ トの関連について,防 災面 に視点 をあてた設営工学的な研究
を推進するための具体化策を検討 した。国内における風洞実験 と現地における基礎 データ取得による比較研究,客
観的な評価を可能 とするデータ取得 に基づ くス ノー ドリフ トの低減方法の研究を緊急的な研究課題 として立案 し
た。具体的な研究の推進体制 として任期制教官制度を取 り入れ,課 題へ取 り組む研究体制を整備 した。
① 鮎川 勝 教授,博 士(理 学)(総 合研究大学院大学,1999年)
1.専 門領域:極 地設営工学
2.研 究課題:昭 和基地のスノー ドリフ トの低減法に関する研究
3.研 究活動の概要と成果:
年度の前半部は,41次 南極観測夏隊行動の各種公式報告に従事 し,後 半部では,研 究計画の項に既述 した緊急










昭和基地のスノー ドリフ トと防災に関する研究を,緊 急的な研究課題 とし,国 内における模型風洞実験および現
地における基礎データ取得などの具体的な研究活動を開始する。極地における自然エネルギーの利用に関する開発
研究 については,客 員教官 との継続的な共同研究 として,極 地実用機の実現化 を目指す。
(2)共 同研究
研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究鞭 〈織〉
氏 名 所 属 ・ 職 研究期間
物体への着氷現象の流体力学的研究 木 村 茂 雄 神奈川工科大学 ・教授 10～12
3年
南極条約体制における国際法形成過程の研
究 柴 田 明 穂 岡山大学法学部 ・助教授
10～12
3年




セメン トコンクリー ト梁の特性について 平 山 善 吉 日本大学理工学部 ・教授
12～13
2年
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2.論 文の発表状況
年 度 昭和48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61
原著論文 ・
総説等の数
30 35 131 155 208 270 158 313 298 291 318 276 294 454
年 度 62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
原著論文 ・
総説等の数
317 268 412 403 394 346 329 336 338 387 435 497 572
3.科 学研究費補助金採択状況 (単位 百万円)
研 究 種 目
平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度平成11年 度平成12年 度
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
|
件数1金 額 件数 金額
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4.奨 学寄付金受 け入 れ状況
年 度 昭和62 63 平成元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
件 数件 2 5 6 4 8 3 2 3 3 9 2 2 2 1




共同研究機関 代表/分担 氏 名 ・職 研 究 課 題 備 考
北海道大学低温 分担 藤井理行 ・教 授 氷床 コアによる古環境 シグナルの 研究代表者:
科学研究所 解析 前 晋爾 ・北海道大学低温
科学研究所 ・教授
分担 古川晶雄 ・助 手 気候 システムと雪氷圏 研究代表者:
大畑哲夫 ・北海道大学低温
平沢尚彦 ・助 手 科学研究所 ・教授
分担 本山秀明 ・助教授 シベ リアの氷河の変動 に関する研 研究代表者:
究 山田知充 ・北海道大学低温
科学研究所 ・助教授
東京大学地震研 分担 金尾政紀 ・助 手 北 海道中軸部 ・衝突帯の形成 と地 研究代表者:
究所 殻再編成課程 吉井敏剋 ・東京大学地震研
究所 ・教授
東京大学宇宙線 分担 塩原国資 ・助教授 乗鞍岳におけるオゾ ン ・水蒸気 を 研究代表者:
研究所 トレーサーに した成層圏/対 流圏 岩坂泰信 ・名古屋大学太陽
物 質輸送 と大気エ アロゾルに関す 地球環境研究所 ・教授
る研究
名古屋大学太陽 代表 山岸久雄 ・教 授 母子 里短波 レー ダー による中緯度 研究分担者:
地球環境研究所 電 離圏 イレギュラ リテ ィーの観 測 佐藤夏雄 ・教授
行松 彰 ・助手
堤 雅基 ・助手
分担 佐藤夏雄 ・教 授 電離圏高速伝播モー ドの同定 研究代表者:
渡 辺 正和 ・日本 学術 振 興
会 ・特別研究員
名古屋大学大気 分担 神山孝吉 ・教 授 乾燥 ・半乾燥域 における水循環過 研究分担者:
三上正男 ・気象庁気象研究水圏科学研究所 程の研究
東久美子 ・助教授 所 ・主任研究官
2)共 同研究員の受け入れ実績
年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成元年度 122 475/136 264/47 66/33 145/56
2 117 487/142 285/47 71/36 131/59
3 113 527/164 292/49 67/34 168/81
4 106 543/160 299/49 68/37 176/74
5 104 516/168 272/48 74/41 170/79
6 101 498/156 273/46 74/40 151/70
7 104 522/158 290/46 81/42 151/70
8 107 589/149 342/48 85/42 162/59
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年 度 採択件数
員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成9年 度 102 5ユ0/138 313/49 78/42 119/47
10 108 542/157 336/64 89/51 117/42
11 104 509/146 325/63 89/51 95/32





地球上で唯一存在する,オ ーロラ帯の 「昭和基地一アイスラン ド共役点」 において,オ ーロラの微細構造 とダイ
ナ ミックスを同時に観測 し,オ ーロラ動形態の南北両半球の対称性 ・非対称性 を定量的に解析することによ り,オ
ーロラの発生 ・加速機構を観測事実から明 らかにすることが主な研究 目的である。特に,い まだに多 くの謎 として
残 されている脈動オーロラの周期性 と形状の生成機構,及 び,オ ーロラ ・ブ レイクアップの開始時間 ・形状の南北
差異 などに注 目した観測研究計画 を立案 し実施 している。
オーロラで代表されるプラズマ現象は,磁 力線に沿って伝搬する物理的特性 を有する。この特性 を利用 して,地
球の磁力線で結 ばれた南北両半球の地点(地 磁気共役点と呼ぶ)で 同時観測することにより,地 球電磁圏内で生起
しているプラズマ現象の発生 ・伝搬機構が観測的に診断で きる。 しか し,地 理的な理由により,地 球上の オーロラ
帯で共役点観測が可能な地点は,唯 一,南 極の昭和基地と北極域のアイスラン ド共役点対(ペ ア)だ けである(例
えば,ノ ルウェーの共役点は南極海の洋上 に位置する)。南北両半球の地上か らのオーロラ現象の同時観測(共 役
点観測)は,衛 星観測が主流にな りつつある現在においても,衛 星では観測が不可能な,オ ーロラの微細構造 とダ
イナミックスの南北半球の対称性 ・非対称性 を比較研究できるユニークな観測手法である。
脈動 オーロラやオーロラ ・ブレイクアップ現象は,太 陽活動が活発な時期に,強 く典型的なタイプが頻繁 に発生
することが知 られている。平成12年 度 は太陽活動極大期のピーク時期 にあた り,本 研究 目的の共役点観測には絶
好のチャンスであった。平成12年9月 の秋分期に昭和基地とアイスラン ド3箇 所で実施 したオーロラTV観 測では,
絶好の天候 に恵まれ,興 味深いオーロラ共役点現象 を多 くとらえることがで きた。具体的な観測成果 としては,
(a)オ メガバン ド脈動オーロラの発達過程の共役性,　(b)Westward　 Traveling　Surgeオ ーロラの発達過程の共役生,
(c)サ ブス トームの共役性,(d)多 重 オーロラアークとHFレ ー ダー比較,等 に関する新 たな観測事実が得 られた。
2.中 国中山基地におけカスプ域オーロラ現象の研究に関する国際共同研究
平成6年 度 より,南 極の中国中山基地 におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始 しされ,平 成12年 度 も継
続的に観測 を実施 している。中山基地はカスプ/キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲ ン付近
に位置 している。また,第38次 隊で昭和基地に設置 した第2HFレ ー ダー　(SENSU　 Syowa　East　HF　radar)　は中山基
地上空をカバーするため,地 上観測 とレーダーとの同時観測では特に興味深い結果が得 られている。本共同観測計
画では,観 測装置 として,日 本側がオーロラ全天TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ,イ メージイングリオメータ,
フラックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置等 を設置 し,中 国側がデ ジタルアイオノゾンデの観測装置
を担当 している。オペ レーションは,日 本側の観測装置についは日本人研究者が夏期の中国観測隊に参加 して設置
を行 ったが,越 冬期間中は中国側の隊員が観測を行っている。
平成12年 度は,日 本からの中山基地への直接派遣はなかったが,日 本 と中国本土では,両 研究所間で研究者の
交流が活発 に行われ,数 多 くの研究成果が得 られた。特に,カ スプ域 オーロラの ダイナ ミックスや オー ロラと
SuperDARNレ ーダーとの比較観測研究では興味深い多 くの研究成果が得 られ,国 内外での学会等での口頭発表や
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学術誌へ発表 した。
3.　SuperDARNレ ーダー によ る国際共同研 究
太陽風 と地球 磁気圏 との相 互作用 に伴 うプラズマの運動 は,磁 力線 に沿 って地球の極域 電離 圏 に投 影 され るため,
極域 の電 離圏 は磁 気圏全 体 を監視 す る最 適 な窓 となって い る。 この 極域電 離圏 の プラズマ運動 を,瞬 時 に,か つ,
連続 的 に地上 か ら観測 す る装置 と して,最 新の リモ ー トセ ン シング技 術 を用い た大 型短波(HF)レ ー ダーが あ る。
HFレ ーダーは,遠 方 までの観 測が可 能であ る とい う大 きな利点 を有 す る。 このHFレ ー ダー によ り,反 射 領域 にお
ける反射電波 強度や ドップラー速度 な どの物理情 報 を得 るこ とが で きる。観測 された ドップ ラー速 度か ら,反 射 領
域 の視 線方 向 の運動 速 度,つ ま り,プ ラズマ対 流速 度 が 求 め れ る。 現 在 の レー ダー観 測 シス テム は180kmか ら
3,000km以 上 までの範 囲 を約50度 の扇形視 野で観測 す るこ とが 可能で あ る。
大型短 波 レー ダー を南北 両極域 に多数 配備 し,グ ローバル な電離 圏 プラズマ対流パ ター ンを直接 的 に観測 す る目
的の,国 際HFレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測　 (SuperDARN:　 Super　 Dual　Auroral　 Radar　 Network)　 が1995年 よ り開
始 された。平成12年 度 時点 での加 盟 国は,米 国,英 国,フ ラ ンス,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,南 ア フリカ共和 国,
そ して 日本であ る。 この 国際 ネ ッ トワー ク観測 に よ り,衛 星観 測で は不 可能 な,広 い範 囲の プ ラズマ運動 を同時 に
観測 で きるとい う大 きな特徴 ・利 点 を有 してい る。現 在 このSuperDARNレ ー ダー ・ネ ッ トワー ク観測 は,北 極域
で9基 の レー ダーが稼 働 し,南 極域で は,昭 和基 地の2基 をは じめ6基 が稼働 中であ る。 このSuperDARNを 構 成す
る各 レー ダーは,基 本 的 には全 て共通の仕様 で製造 され,共 通 の観測制 御 プロ グラムで稼働 してい る。その為,各
レー ダーのデー タは完 全 に互換 性が とれ,デ ー タの相 互利用 や共 同研 究が 極めて容易 となってい る。
1995年(第36次 隊)と1997年(第38次 隊)に 昭和 基地 に設置 した2基 の大型短 波 レー ダー　(SENSU)　 は,こ の
国際SuperDARNの 重 要 な一 翼 を担 ってい る。2基 の昭和基 地 レー ダー の特 徴 として,　SENSU　 Syowa　 South　 HFレ
ー ダー は地磁気 の南方 向(極 方向)の 視野 を持 ち,そ の視野 下 に米 国南 極点基地が あ る。 また,英 国ハ ー レー基地
と南 ア フ リカ共和 国の サ ナエ 基 地 の レー ダー視野 と も重 複 し,プ ラズ マ運動 の2次 元運動 を正 確 に観 測 で き る。
SENSU　 Syowa　 East　HFレ ー ダーは地磁 気の東 向 に視野 が あ り,そ の視 野下 に 日中共 同観 測 を始め た中 国中山基 地
や オース トラ リアのモ ー ソ ン基 地,デ ー ビス基地,ケ ー シー基 地が あ る。 このSENSU　 Syowa　 Easレ ー ダー視野 と対
(ペ ア)を 構成す る仏 国 ケルゲ ー レン基 地 レー ダーが2000年2月 か ら運 用 を開始 し,こ の レー ダーで観 測 され るデ
ー タの科学的価値が さらに高 まった。 さ らに,こ のSENSU　 Syowa　 Eastレ ー ダー と英 国 レス ター大学 が運 用 して い
るCUTLASSレ ー ダー(ア イス ラ ン ドとフ ィンラン ドに設置 してあ る2基 のHFレ ー ダー)の 観測 視野 は,地 磁 気共
役点ペ アー(地 球 の磁 力線 で結 ばれ た南北 両半球 の地点)の 位置 関係 にあ り,世 界 に先駆 け てのユ ニー クな南 北共
役点観測 が実 施で きる。
SuperDARNレ ー ダー は,前 述 の ように,北 極域 及 び南 極域 の大 半 を覆 う広 大 な観 測視野 を持 つ ため,人 工 衛星
観 測 に対 す る最 も強力 な地上 支援 観測 と して国際的 に注 目 を浴 び てお り,多 くの人工衛 星 との共 同研究 が な され,
また計画 されて いる。 さらに,　EISCATレ ー ダー との同時 観測 や極域 の地 上で展 開 され てい る多数 の地磁 気観測 ・
オー ロラ観 測 な どとの 同時観 測 も精力 的 に行 われ てお り,　HFレ ー ダーで観測 され た電 離 圏電場(プ ラズマ対流 速
度)と オー ロラ降下粒子 や電離 圏電流 との相互 関係 な どで も多 くの研 究成果 を上げ ている。
国際SuperDARNワ ー クシ ョップは毎年 開催 され,研 究 成 果発 表 だけで な く,観 測 や解析 の技術 情 報の 交換 と と
もに,レ ー ダー ネ ッ トワー クの運 用,デ ー タ利用 につ いて の協議 な ど も行 っている。平 成12年 度 は オー ス トラ リ
アで 開催 された。 また,国 内で は,国 立極 地研究所 にて毎 年SuperDARNに 関す る研 究小 集会 を開催 し,　HFレ ー ダ
ー研 究 の推 進 に努め てい る。
極地研究所 が中心 とな り,国 内 ・国際共 同で推 進 してい る主 な研 究課題 は下記 の とお りであ る。
一太 陽風磁場 変動 に伴 う地球電 磁 圏応答 の研究
一 太陽風動圧 変動 と電離 圏 クローバ ース トの研究
一可視 オーロラ とHFレ ー ダーの比較研 究
一 ポー ラーパ ッチの生成 と輸送 の研究
一 カス プ域Pc3-5波 動の発 生 ・伝搬 機構 の研究
一 夜側電 離圏で観測 され るプ ラズマ流バ ース トの起 源
一 スペ ル トル幅位置 の南北 半球比 較研 究
一 サ ブス トーム起源粒 子注 入 に対 す る全球 応答
一90一
一 レー ダーエ コーの統計 的研究
4.　EISCATレ ーダーによる極域電磁気圏ダイナミックスの研究
平成8年 度4月 より,国 立極地研究所は 日本 を代表 してEISCATの 第7番 目の正式メンバーとなった。爾来国際
共同研究 「ISレーダーによる太陽粒子エ ネルギー流入機構の観測」が10年 計画の研究 として,国 内の大学共同利
用研究者により実施 されている。




この研究では,名 古屋大学太陽地球環境研究所その他の大学のEISCAT研 究者により,　EISCATレ ーダーを用い
て観測実験 を行うSP　(特別 プログラム)と,ア ーカイブされたCP　 (共通プログラム)を 用いたデー タ解析研究が
あ り,平 成12年 度は15件 のSPが 予定 されたが,な かでも2000年12月 に行行われたロケッ トとEISCATの 同時観
測による極域カスプ近傍におけるイオン流出機構の国際共同観測が特筆 される。
極地研究所が直接関わったEISCAT関 連研究成果 としては,　EISCATレ ーダーによる極冠帯,オ ーロラ帯中層 ・
超高層大気の研究,と くに前年度行 われたEISCAT長 時間大気潮汐重力波観測キャンペー ンデー タの解析 による中
間圏熱圏下部の大気潮汐波のクライマ トロジーと大気 各層での波動の非線型相互作用の解析や,　SOUSYレ ーダー
(SSR),　MFレ ー ダー等 とのGlobal解 析が挙げられる。また,　SSRの2000年3月 における高度15kmま での連続観測
データによる北極域対流圏 ・下部成層圏の重力波 ・乱流の実体解析などを中心に,大 気重力波 に伴 う電離圏擾乱の
バイスベ ク トル解析,E層 中性風の地衡風近似の検討,　HFレ ー ダー ・衛星 とのコンジャンクション観測による磁
気圏 ダイナミックス,カ スプ電離圏のプラズマ高速流,電 離圏のイオン音波検出,ポ ーラーパ ッチの新 しい生成過
程,エ コースペ ク トルのプ ラズマ ライン解析,電 離 圏 トラフの3次 元拡が りの解 明な ども行 わ れた。 また,
EISCATに 呼応 した観測 として,ロ ングイヤービエ ンにオーロラスペ ク トログラフの設置昨年度末にな されたが,
本年度は11月 にシステムの調整が行われ,　EISCATレ ーダーや,次 項に述べる流星 レーダー観測 と連携 して,　OH
帯発光スペ ク トルからの中性温度観測 も行われるようになった。 また,同 じく ロングイヤービエ ンに流星 レーダ
ーが新設され,　EISCATやSSRと 共同で北極域中層 ・超高層大気の力学的つなが りの解明を目的とする総合観測の
態勢が整えられた。
2)覚 書等の一覧
(1)国 際共同研究等に関する覚書 ・合意書等一覧 2000.8.23









ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所
(The　 Geophysical　 Institute　 of　 the
University　 of　Alaska)
1978年ll月6日
4 国立極地研究所 とソ連科学 アカデ ミー地球物
理研究所間の覚書
ソ 連 科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 研 究 所





ア ラ ス カ 大 学 海 洋 研 究 所




番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相手 先機 関 名 締結年月日
6 国立極地研究所 とノルウェー王立科学工業院
宇宙局間の協力合意書
ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for











オ ス ロ 大 学 物 理 研 究 所





ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for






ノ ル ウ ェ ー 王 立 科 学 工 業 院 宇 宙 局
(The　 Royal　 Norwegian　 Council　 for





ア ラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研 究 所





韓 国 海 洋 研 究 所






ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部
(Norwegian　 Mapping　 Authorirty,　 Geodesy
Divisio由n　 Norway)
1996年10月15日




ス ウ ェ ー デ ン宇 宙 科 学 研 究 所





トロ ム ソ 大 学 数 物 科 学 研 究 所
(lnstitute　 of　Mathematical　 and　 Physical
Sciences,　 The　 Ulliversity　 of　Tromso)
1997年4月25日
16 国立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙科学研究
所 間のALIS　 (オーロラ大規模撮像 システム)
を用いたオーロラ研究の共同研究 に関す る共
同研究経費合意負担書
ス ウ ェ ー デ ン 宇 宙 科 学 研 究 所
(Swedish　 Institute　 of　Space　 Physics)
1997年5月1日
17 日本国国立極地研究所 とオース トラリア国オ
ース トラリア地質調査機構の重力潮汐共同研
究 に関する覚書




18 南極VLBI共 同研究 に関す る国立極地研究所
(NIPR)　 とオース トラ リア望遠鏡国立施設
(ATFN)間 の研究協力合意書
オ ー ス ト ラ リ ア 望 遠 鏡 国 立 施 設
(Australian　 Telescope　 Natiollal　 Facility)
1997年12月4日
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番号 覚 書 ・合 意 書 等 の 名 称 相 手 先 機関 名 締結年月日
19 南極VLBI共 同研究 に関する国立極地研究所
(NIPR)　 とハー テベ ーステ ク電波 天 文台
(HartRAO)　 間の研究協力合意書















ノ ル ウ ェ ー 地 図 局 測 地 部






ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所





ノ ル ウ ェ ー 国 極 地 研 究 所
(Norwegiall　 Polar　 Research　 IIlstitute)
1999年3月30日
24 国立極地研究所 とラバル大学 ・大学間海洋研
究機構間の1999年 国際 ノースウォーター共同
観測に関する合意書
ラ バ ル 大 学 ・大 学 間 海 洋 研 究 機 構












中 国 極 地 研 究 所 超 高 層 物 理 部 門




間のアム ンゼン ・スコット南極点基地 におけ
る全天イメージャ観測に関する合意書
全 米 科 学 財 団 極 地 局
(The　 office　 of　Polara　 Programs,　 National
Science　 Foundation,　 USA)
2000年3月31日
28 国立極地研究所 とアイスラン ド大学科学研究
所間のアイスランドー昭和基地共役点 に関す
る共同観測合意書
ア イ ス ラ ン ド大 学 科 学 研 究 所









番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
1 国立極地研究所 とオース トラリア
南極局 との間の研究協力に関する
協定
オー ス トラ リア南極局 長 2000年9月11日 2005年9月10日
(5年 間)
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番号 件 名 相 手 機 関 締 結 日 有効期限
































































7.シ ンポ ジ ウム等
1)シ ンポジウム
第欝 鷺 ζ鰯
者鰯 鵠 蠕 」うち海外からは2名の招待者を含め15名の参加があつた.
口頭発表が63件,ポ ス ター発表が2件,プ リン トのみの発表が8件 であった。 ドームふ じ観測拠点で採集 された宇
宙塵に関する特別セ ッションが設けられたほか,阻 石探査,限 石の岩石鉱物学,化 学,同 位体化学,有 機化学等の多
岐にわたる発表があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7CL
第19回 南極地学 シンポジウム 平成剥 年10月14日 ～15日
発表件数は口頭発表47件,ポ スター発表19件 であった。外国からは,オ ース トラリア,ア メリカ,韓 国,フ ラン
スと,日 本に留学 しているインド・中国の大学院生などの研究者 も含めて合計13名 の参加があった。
測地 と固体地球物理学の分野では,　VLBI実 験,超 伝導重力計 とGPSの 連続観測による海洋 と氷床変動の同時性 に
ついての速報,衛 星高度計 データを用いた海底地形の構造線抽出,昭 和基地での地震学データを用いた南極大陸の地
殻構造やその性質,後 氷期地殻変動に関する話題 などが発表 された。地形 と第四紀の分野では,周 氷河 ・氷河地形学
や海底 ・湖底堆積物,隆 起海浜堆積物中の化石や堆積物の層序,地 球化学などの点から環境変動復元に関する報告が
なされた。特にリュツォ ・ホルム湾周辺の隆起海浜堆積中の介形虫や貝化石の報告はこれ まで知 られていたより古い
鮮新世の堆積物が存在する可能性 をあらためて示唆 し,注 目された。変成岩地質学の分野では,　SEAL計 画 によるエ
ンダビーラン ド地域での太古代変成岩の地質調査 と岩石試料の解析を中心 とした数多 くの研究成果が発表された。 ま
た,西 ドロニングモー ドラン ドの延長 という視点で共同研究がすすめられている南アフリカの地質 についての研究成
果 も報告 された。海洋底の地球科学の分野では,東 スコチア海やエ ンダビーラン ド海盆での地磁気異常データやケル
ゲーレン海台の古地磁気や地質調査結果に基づいた南極 プレー トに関連する大陸分裂の過程に関する報告や,南 極B
海II」かんらん岩の岩石学的特徴などが発表された。初日には,オ ース トラリア国立大学のD.H.Green教 授 による特別
講演があ り,南 極横断山地からタスマニア,南 アフリカにかけての広範な地域でおこった中生代 における大規模な火
成活動の成因について,主 に実験岩石学に基づいたマン トルの地球化学的進化の研究 との関連 について話題が提供 さ
れた。
第24回 極域 にお ける電 離 圏磁 気 圏総 合観測 シ ンポジ ウム 平 成12年8月2日 ～3日
標 記 シ ンポ ジウム は極 地研 講 堂 において2日 間 に渡 って開催 された。1日 目は所長 の挨拶 に続 い て,午 前 中 に 「熱
圏 ・中間圏 ・成層圏 ・対流 圏」,午 後 は 「オー ロラ光学観 測」,「 太陽風 変動 に対す る電 離圏 応答 」,「サ ブス トーム関
連現象 」,「磁 気 圏構造 」,「モ デ リング ・数値計 算」,「総 合 討論(1)」 と,7つ のセ ッシ ョン,28の 講演 が あ った。
1番 目のセ ッシ ョンで は,第40次 日本南 極地域 観測 隊で 新 た に導 入 され たナ トリウム温 度 ライ ダーやMFレ ー ダー
の初期 結果 の報告 や42次 隊で導 入予 定の 高精度 フ ァブ リペ ロー イメー ジャーの紹 介が な され,南 極 昭和基 地 におけ
る超高層観 測の新 たな方 向性 とその成果 が示 された。2日 目には,午 前 中 に 「ULF波 動現 象」,「あけ ぼの衛星観測」,
午 後 は 「ポ ス ターセ ッシ ョン」,「電離 圏現 象」,「将来計 画 ・プロ ジェ ク ト紹 介」,「総合討 論(2)」 と,6つ の セ ッ
シ ョン,36の 講演が あ った。将 来計画 のセ ッシ ョンで は,宙 空系 の南 極観 測第6期5か 年計 画概 要の紹 介が な され,
様 々 な質疑 応答が行 われ た。最後 の総 合討 論で は,こ れか らの プロジ ェク トの進め方 に対す る提言 が名 大STE研 の
藤井 教授 よ りな された。2日 間 を通 して,　SuperDARN　 HFレ ー ダーの デー タを用 い た講 演が12件 にの ぼ り,こ の観
測装 置 を用 いた共同研 究の 成果が着 実 に上が って きてい る こ とが印象 づけ られた。
第22回 極域生物シンポジウム 平成11年12月2日 ～3日
外国からの7名 を含め,延 べ140名 の参加があった。口頭発表は10件,ポ スター発表は70件 であった。海洋生物
では人工衛星海色セ ンサーの画像データを利用 した海域の植物現存量の変動を解析 したマクロな観測か ら,ピ コプラ
ンク トン,バ クテ リア,ウ イルスなどの ミクロな観測まで様々なスケールでの結果が報告 された。他 にペ ンギ ンの行
動を中心にしたSIPENS計 画,南 極の外国基地および北極における陸上生物の観測が報告 された。
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、ル第22回 極域気水圏シンポジウム 平成越 年12月8日～9日
8日 には,「 北極」,「エアロゾル」,「オゾン ・大気微量成分」,「大気循環 ・放射」,「海洋 ・海氷」の5つ のセ ッシ
ョンで27件 の口頭発表が,「 大気 ・海氷」に関する23件 の展示発表が行われた。9日 には,「 コア解析研究」,「ドー
ムふ じコア解析研究」,「雪氷物理 ・氷床環境」の3つ のセ ッシ ョンで17件 の口頭発表が,「 雪氷」 に関する26件 の展
示発表が行われ,さ らに特別セ ッション 「極域氷床深層 コア解析 による地球環境変動の復元研究」を企画し,ド ーム
ふ じ観測拠点やクリーランドで得 られたコアの最新の解析結果 と関連諸研究のレヴューを所内外5名 の先生方に行 っ
て頂いた。参加者は137名 にのぼった。
2)研 究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
EISCATレ ーダーと北極域超高層大気環境探測への提言に関する研究小
集会 麻 生 武 彦 平成12年12月8日
SuperDARNに よる極域電磁圏ダイナ ミクスに関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平成12年12月20日 一20日
航空機を用いた南極大陸無人多点観測に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平成13年3月1日
第VI期 ポー ラーパ トロールバ ルー ン(PPB)実 験 計画 に関す る研 究小集 会門 倉 昭 平成13年3月29日
北極域雪氷圏と気候変動の関わりに関する研究小集会 東 久 美 子 平成13年2月6日
北極対流圏 ・成層圏大気観測研究に関する研究小集会 塩 原 匡 貴 平成12年9月29日
南極氷床から気候変動を解明する手法に関する研究小集会 本 山 秀 明 平成12年12月1日
南極大気 ・物質循環観測に関する研究小集会 平 沢 尚 彦 平成12年6月16日 及び平成13年3月16日
アムンゼン湾地域の地学的特異性の評価に関する研究小集会 船 木 實 平 成12年10月16日
エ ンダビーランド地学研究に関する研究小集会 本 吉 洋 一 平成13年3月15日
極域における大陸地殻の構造探査に関する研究小集会 金 尾 政 紀 平成13年1月15日
南極氷床変動が新生代の古海洋 ・古気候に与えた影響について考える
研究小集会
三 浦 英 樹 平成13年1月18日
南極医学研究の将来問題 に関す る研究小集会一7 大 山 佳 邦 平 成12年7月13日 一14日
極球海洋研究における複合領域研究立案に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平 成12年11月1日
REGALProject　 (南極湖沼の生態 と地史観測計画)に 関する研究小集会伊 村 智 平成12年12月25日
海氷域におけるペンギ ン研究計画(SIPENS)に 関する研究小集会 加 藤 明 子 平成13年2月20日
シベリアにおける環境変化 に関する研究小集会 藤 井 理 行 平 成12年10月17日
北極における研究動向に関する研究小集会 神 田 啓 史 平成13年2月14日
地球磁気圏の大規模粒子モデル計算機シ ミュレーションに関する研究
小集会 岡 田 雅 樹 平成12年6月29日 一30日
衛星 リモー トセ ンシングによる南極域の氷床 ・海洋 ・地殻圏変動のモ
ニ タリングに関する研究小集会 福 地 光 男 平成13年3月23日
イオンマ イクロプローブを用いた惑星物質科学の新たな展開に関する
研究小集会
三 澤 啓 司 平成12年12月22日
一96一
3)観 測研究小集会
研 究 課 題 申 請 者 開 催 日
第42次南極地域観測における研究観測に関する観測研究小集会
本 吉 洋 一
平成12年10月17日熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究(宙 空系)
大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関する研究(気 水圏系) 平成12年10月25日
南極大陸の進化 ・変動の研究(地 学系) 平成12年10月5日
南極観測 と生物の適応に関する研究(生 物 ・医学系) 平成12年10月18日
4)研 究談話会
年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
特別 2000.4.5 福 田 明 静岡大学 流星バース ト通信 による広域 データ収集 シ
ステム
2000.4.19Rory　 WUson Institute　 fur　 Meereskunde,
Kiel　 University
The　 new　 Drosophila　 for　behavioural　 ecologist:
Taking　 theory　 out　of　the　lab　with　 penguins
2000.4.26KazHiguchi 北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー
客 員 教 授(Atmospheric
Environment　Service,
Envirollment　 Canada)
On　 the　 relationship　 between　 the　 North
Atlantic　 Oscillation　 and　 the　 blocking　 episodes
in　North　 Atlantic
特別 2000.5.12村 上 寛 史,





特別 2000.5.24Bas　 J.　Hensen School　 of　 Geology
University　 of　New　 South
Wales
A e　 datillg　 of　transient　 thermal　 evellts:　 a　case
study　 from　 a　 poly-metamorphic　Proterozoic
complex　 in　central　 Australia.
2000.6.7 工 藤 栄 極地研 第40次 越冬隊生物 ・医学系報告一南極の光
合成生物 一
2000.6.7 佐 藤 克 文 極地研 第40次 越冬隊生物 ・医学系報告 一生理的背
景に起因す るペ ンギンとアザラシの潜水様
式の違いについて一
2000.6.16宮 岡 宏 極地研 第40次 越冬隊報告
2000.6.16古 川 晶 雄 極地研 第40次 越冬隊報告
2000.6.28鮎 川 勝 極地研 第41次 夏隊報告
2000.6.28堤 雅 基 極地研 第40次 越冬隊報告
2000,9ユ3 原 圭一朗 COE研 究員 ・気水圏 化学的性質 ・組成か ら見た極域対流圏内の
エアロゾル
2000.9.27竹 下 秀 COE特 別研究員 ・超高層 太陽紫外放射環境と放射計測技術
特別 2000.10.18小 川 英 夫,










年 月 日 発 表 者 所 属 題 目
2001.1.10神 沼 克 伊 極地研 21世 紀の南極(極 域)の 科学
特別 2001.1.12樋 口 敬 二 名古屋市科学館館長 名古 大学博物館をめぐる話題
屋大学名誉教授極地研評
議員
200U.24 佐 藤'克 文 極地研 アメリカマクマー ド基地 アザラシ調査報告
2001.2.2 白 石 和 行, 極地研 ドロンニ ングモ ー ドラン ド評 価飛行報 告
勝 田 豊,
古 川 晶 雄
2001.2.28外 田 智 千 極地研COE非 常勤研究員 地球初期の大陸地殻と高温変成作用一南極
エ ンダー ビラ ン ド地域の例 一
特別 2001.3.6Klaus　 DethloffHead,　 Research　 SectionSensitivity　 Study　 of　the　Arctic　 Climate　 Based　 on
"
　Physical　 and　 chemicalRegional　 Climate　 Model　 Simulations
processes　 of　 the
atmosphere"　 Alfred一








特別 2001.3.6Robert　 Stone ``Research　 Scientist" An　 Overview　 of　NOAA/CMDL'　s　Arctic
University　 of　 Colorado,Research　 with　 a　Focus　 on　 the　 Detection　 and
Division　 of　Cryospheric　 andAttribution　 of　 Climate　 Change　 in　the　 Alaskal1
Polar　 Processes,　 CooperativeA ctic











1.資 料 の収集,整 理,保 管,利 用
1)生 物系資料部門
南極観測お よび北極における観測によって収集 された極域生物の標本資料は極域における生物多様性の研究のため
に利用 される。 これ らに用い られた資料は分類の証拠品 として,あ るいは模式標本 として永久保存することが必要で
ある。南北周極域 より得 られた各種生物標本は研究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物
資料室に収納 されている。本資料部門は現在 までに,世 界公共植物標本庫(World　 Herbaria-NIPR,　 5)　(1)生 物資料
室参照)を 中心に,資 料の収集,管 理を行 ってお り,世 界の標本庫 と交換,寄 贈 を通 して収集活動 を行っている。南
極の ドロニング ・モー ドランド,エ ンダー ビーランド,及 びインド洋区,ブ リッツ海域の動植物のユニークな収集品
は国際的に最 も充実 している。一方,生 物標本の多面的研究に向けて,こ れまでに極地植物の冷凍保存標本及び培養
株は広 く利用 されて きた。生物系資料部門では極地の植物資料は冷凍保存や培養株による長期の維持管理が可能であ
るという特性を利用 して,生 態,細 胞遺伝学,地 球環境変動の生物への影響等の研究を行う。 また,培 養株カルチャ
ーの維持,設 備の維持管理を通 して,培 養株保存センター,遺 伝子資源保存センターの構築を目指す。
平成12年 度は第39次 南極観測隊越冬隊,40次 夏隊が持 ち帰 った生物資料の初期処理,分 類 を行 った。 また,全 動
物標本資料の写真撮影 を行い,画 像 データベース公開に向けて作業 を行った。 さらに,南 極から持 ち帰った生物スラ
イドを整理,デ ジタル化し,近 い将来,生 物スライ ドのデータベース構築に備えた。
(1)植 物標本
極地より得 られた植物標本,並 びに比較標本 としてその周辺域から収集 された顕花植物,
浸標本は約40,000点 であ り,生 物資料室 に収蔵 されている。
隠花植物の乾燥標本,液
(2)動 物 標 本
極地よ り得 られた動物標本は利用に供 される剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本 は,約1,500点 であ り,生 物資料室に
収蔵 されている。
(3)デ ー タベ ー スの 構 築
a.蘇 苔類標本データベース
極地及びその周辺域から得 られた標本は約30,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能である。
b.極 域地衣類標本データベース
極地及から得 られた標本は約5,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能である。
c.極 域生物標本データベース
極地及びその周辺域から得 られた展示標本及び動物 は約50,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能で
ある。
d.極 球冷凍標本デー タベース
極地及びその周辺域か ら得 られた植物(蘇 苔類,地 衣類,藻 類,藍 藻類等)は 約3,000件,分 類別,地 域別で
整理 され,検 索により,生 試料の利用が可能である。
e.動 物標本画像デー タベース
準備中
f.生 物スライ ドデー タベース
準備中
(4)カ タログ ・データレポー ト等の出版
南極海の海鳥類 ・鰭脚類 ・鯨類(1983)
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南 極 生 物 資 料 カ タ ロ グ(1987)
昭 和 基 地 周 辺 に お け る 蘇 苔 類 カ タ ロ グ(1987)
Catalog　 of　Moss　 Specimens　 from　 Antarctic　 and　 Adjacent　 Regions　 (1987)
極 域 冷 凍 植 物 資 料 カ タ ロ グ(1992)
JARE　 DATA　 REPORTS　 (Marine　 Biology　 1-29,　1981-2000)
(5)イ ンターネッ ト公開状況
　World　 Bryophyte　 Database　 (World　Herbaria-NIPR)
準備 中(所 内,パ スワー ド使 用上で の公 開)
昭和 基地 周辺蘇苔 類画像 デ ー タベー ス　(Antarctic　mosses)
準 備 中(所 内,CD上 での公 開)
極域 動物標本 画像 デー タベー ス






アデ リーペ ンギ ン親子(剥 製標本)
アデ リーペ ンギ ン(液 浸 標本)
アデ リーペ ンギ ン卵(乾 燥 標本)
オオ トウゾ クカモ メ(剥 製標本)
マ ダラフルマ カモ メ(剥 製 標本)
コウテ イペ ンギ ン(フ リ ッパー)
ペ ンギ ンの一 生(ス ライ ドシ リー ズ)
タコ(液 浸標 本)
ボ ウズハ ゲ ギス(液 浸 標本)
キバゴチ(液 浸標本)
ヒモムシ(液 浸標本)




イ トマキヒ トデ(液 浸標本)
ライギ ョダマシ(魚 拓)
2)オ ーロラ資料部門
当部 門が担 う業 務 は,オ ーロ ラに関す る公 開可能 な資料 の収集 とその統 一的整理 ・保 管,並 び に収集 され た資料 を
共同利用 に供す る こ とであ る。 さらに収 集資料 の至 便な検索 システムや解析 システムの 開発 研究 を行 うと共 に国際学
術連 合(ICSU)の 勧告 に基づ くオーロ ラの世 界資料 セ ンター　(WDCforAurora)の 運営業 務 を も担 う。
本 年度 は,国 内外 の 関係 機関 との情報交換 と平行 してデ ー タ収集作 業 を実施 した他,以 下 の ような作 業 を行 った。
(1)昭 和基 地全天 カメラ フ ィルムデ ータの ビデオ化
(2)第40次 日本南 極地域 観測 隊(JARE-40)持 ち帰 りオーロ ラビデ オデ ータのデ ジ タル化
(3)JARE-40持 ち帰 り地磁 気 デー タの デー タベ ー ス化
(4)上 記,オ ーロ ラデジ タル デー タ,地 磁 気 デー タを用い たサマ リー プロ ッ ト作成,及 び,ホ ームペ ージを通 した
公 開
(5)JARE-40持 ち帰 り相 関記録チ ャー トデー タの マ イ クロフ ィルム化
(6)ア イス ラ ン ド3観 測点(フ ッサ フェル,チ ョル ネス,ア エデ)超 高層 モ ニ タリ ングデ ー タの編集,デ ー タベ ー
ス化,サ マ リープ ロ ッ ト作 成,及 び,ホ ームペ ー ジを通 した公 開
(7)昭 和 基地,K－ インデ ックス,絶 対 観測結 果の デ ー タベ ース化,及 び,ホ ームペ ージを通 した公開
(8>　NOAA衛 星粒子 デー タ(1999年7月 ～2000年6月 分)購 入,及 び,デ ー タベ ース化
(9)PCに よるオ ーロ ラビデオ画像処理 システムの 開発
(10)IGRFを 用い た地磁気 パ ラメー タ計算,磁 力線 トレース計算 ソフ トウェアの整 備
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(11)ア イスラ ン ド観測 点,及 びサ ウスポ ール基地 オー ロラ観測装 置整 備へ の協力
外 部 か らの デ ー タ利用(ホ ームペ ージア クセス を除 く)
・　NOAA衛 星粒子 デ ータ:8件
・超 高層 モニ タリングデ ー タ:9件
・昭 和基地 オーロ ラデ ータ:2件
・絶 対観測 デ ー タ:1件
3)低 温資料部門
低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験 に必要とする基礎的な測器の管理 を行
っている。低温実験室は一60℃まで冷却することのできる超低温室 と常時一20℃に保たれている低温室の二室及び資料
貯蔵庫 に分かれてお り,南 極大陸で経験する気温に対する環境条件 を満 し,低 温下での雪氷学,寒 地工学及び寒冷生
理等の研究 に利用されている。
低温資料は,資 料貯蔵庫内の移動棚 に収納 されている他,収 納 しきれない分については実験室に分散 されている。
移動棚は,貯 蔵庫中央の通路をは さんで両側 に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型 ダンボールに入った低温資料
(雪氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方 には南極や北極の雪氷 コアが コアケースのまま収納 されている。収納
能力は,中 型ダンボール208箱 と氷床 コア930m長 相当である。
現在 これらの両極地域で採取 された氷資料の管理,共 同研究に供する低温資料の配布や基本的な解析の支援を行 っ
ている。特 に平成7(1995)年 から平成9(1997)年 にかけて南極 ドームふ じ観測拠点で掘削された長 さ2,503mの 深
層氷床 コアをはじめとする南極域で採取 された雪氷コア及びグリーンラン ドやスバールバルなどの北極域で採取 され
た雪氷コアは,低 温実験室内での解析 の他 に,全 国の研究者に配布 されて解析 ・研究が進められた。本年度は40次
隊持ち帰 りの雪氷資料,群 類 ・地衣類資料などが搬入,整 理された後,共 同利用研究資料 として共同研究者に配布 さ
れた。 また低温室の内部には氷資料だけでな く生物資料,限 石,底 質などの土壌資料 も保管 されている。なお,低 温
室内が手狭になっているため一部の資料の保管を外部へ委託 している。
2.研 究施設 ・設備 の共同利用
1)北 極圏環境研究センター
北 極 圏環境研 究 セ ンターは,北 極圏 にお け る大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環 境 の変動等 に関す る観測 や研 究 を実施 ・
推 進す る とと もに,北 極研 究 に関す る情 報の提 供 ・助言 を行 って い る。 また,国 際北 極科学 委員 会(IASC)な どの
国際会議 ・委 員会 に対応す る とともに,国 際 的 な共 同研究 プロ ジェ ク トの立 案 な どに も参画 してい る。 さらに,北 極
研究 に関す る文 献,資 料及 び情報 の収集 を行 い,広 く共同利用者 の利用 に供 して い る。
現 在 の 主な研 究課題 は,北 極 域対 流圏 ・成層 圏の 変動 と気候影響,環 北極 雪 氷掘 削 コアに よる比 較環境 変 動研究,
北極域 海洋動態 と生態 系変動 の研 究,北 極域 ツ ン ドラ環境変動 の研究,北 極 域 にお ける中層大気 ・熱圏 の力学 的結 合
であ り,国 内外 の大 学 ・研究機 関等の北 極関 連研究 者 と ともに研 究 を進め てい る。 これ らの研究 を通 して,地 球 規模
の気候 ・環境変 動の 実態 とその メカニ ズム を,北 極 の視点か ら解 明す る こ とを目指 して いる。
セ ン ター関係 者 が参加 した,主 な国際 会議 な どを挙 げ る。IASC評 議 会(英 国 ・ケ ンブ リッジ,4/3・4),EIS
CAT評 議 会(ノ ルウ ェー ・ロ ング イヤ ー ビ ン,5/15・16;,10/30・31)同財 務委 員会(ス ウェー デ ン ・ウプサ ラ,
4/9・10;英 国 ・ロ ン ドン,10/10・11),AOSB(英国 ・ケ ンブリ ッジ,4/1～4),ADD(デ ンマー ク ・コペ ンハ ー
ゲ ン,6/7～9),NOWワ ー クシ ョップ(デ ン ンマ ー ク ・コペ ンハ ーゲ ン,6/10),ASTAR2000研 究 集 会/ワ
ー クシ ョップ(ド イツ ・ポ ツ ダム,6/27・28;河 口湖,10/3～5),ITEX(スウェーデ ン ・ア ビス コ,9/22～25),
NySMAC(デ ンマー ク ・コペ ンハ ーゲ ン,11/20～21),和 達国際 会議(筑 波,13年3/7～9)
(IASC=国 際北極 科学委 員会,EISCAT=欧 州非 干渉散 乱 レー ダー 科学協 会,AOSB=北 極海 洋
科学 会議,ADD=国 際北 極環 境資 料 管理,NOW=国 際 ノー ス ウオー ター ポ リニ ア研 究計 画,ASTA
R=北 極 対流圏 エア ロゾル ・放射綜 合観測,ITEX=国 際 ツ ン ドラ実験 計 画,NySMAC=ニ ー オルス
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ン観測調整会議)
北極圏環境研究セ ンターでは,1991年,ノ ルウェー ・スバ ールバル諸島スピッツベルゲン島,ニ ーオルス ンに観
測基地を設置 し,そ れ以来連続 して運営 している。基地 を用いた現地観測 を共同研究の形で継続 してい る。平成12
年度には延べ26名 の研究者が11の 調査隊 としてニーオルスン観測基地を訪れた。観測主題は,陸 上生物生態や大気
科学など多岐にわた り,基 地に設置 した機器による観測 ばか りではな く,周 辺の野外調査 も行われた。1年 間の基地
利用は延べ421人 目であった。
セ ンターでは,北 極に関す る情報を関係研究者に伝えるため,「北極圏環境研究セ ンター ・ニューズレター」を刊
行 している。年間,和 文3号,英 文1号 の出版を行っている。ニューズ レターには多様な情報が含 まれているが,例
えば,セ ンターが収集 した北極研究 に関する文献,資 料,情 報はニューズレターに詳 しくまとめ られている。
また,我 が国の研究者の北極圏における活動を明 らかにす るため,「 北極圏科学観測デ ィレク トリー」(日 本学術会
議極地研究連絡委員会編集)の 刊行 を始めた。第1号 は2000年 度版であ り,こ の後 も,年 に1号 ずつの出版を計画 し
ている。
2)情 報科学センター
(1)情 報 科 学 セ ン タ ー の 業 務 と 活 動 概 況
情報科学センターは,専 任の教官4名,技 官1名,事 務補佐員,各 グループの兼任教官か ら構成 され,南 極 ・北極
域 を中心 とする極域科学研究 を推進するための情報基盤の開発,整 備,運 用,維 持を基本的業務 として実施するとと
もに,こ れらの研究資源を最大限有効 に利用 した研究を進めている。管理運用する主なシステムは,1)大 型計算
機 ・ワークステーションシステム,2)所 内および昭和基地 ・ 「しらせ」船上 ネットワークシステム,な らびに3)
昭和基地多目的衛星データ受信設備,で あ るが,こ れ らに加えて本年度は,「 極域科学総合デー タライブラリシステ
ム」 を新たに導入 した。これにより,大 量の観測データを迅速に処理 し,国 内外の共同研究を促進するデータベース
システムの基盤が整った。併せて,所 内ネッ トワークの高速化整備 も実施 した。
(2)シ ス テ ム の 管 理 と運 用
① 大型計算機システムの運用 ・維持
大型計算機システムは,平 成11年 度に並列計算機である 日立SR8000シ ステムを導入以後,順 調 な運用を続けて
い る。本年度の利用実績 は,研 究課題数70件,実 利用者数55名 である。 システムの稼働実績 を表1に まとめた。
ユーザ プログラムの並 列化作 業が一年間の運用 によ り進捗 していることがCPU利 用時間の上昇か ら窺 える。
SR8000シ ステムにはデータ可視化のためAVS社 製AVS5を 搭載 してお り,3次 元データの可視化や動画データの生
成を行 うことができる。
平成12年6月29日 に開催 した 「地球磁気圏の大規模粒子モデルシ ミュレーシ ョンに関する研究小集会」では,
計算機 メーカーのSE　 (システムエ ンジニア)に よる大型計算機 システムの利用者講習を行 うとともに,計 算機 シ












　 8　Node 16PE 8Node 16PE
2000年4月
1
2337.5 7.3 一 2344.8 一 2.4 一 2.4
5月
.
3219.0 22.0 一 3241.0 　 0.1 一 0.1
6月
I
l5928.1 282.0 一 16210.1 一 0.1 一 0.1
7月
I
l4882.9 0.1 49.1 14932.0 12.1 0.0 1388.6 1400.7
8月
1
21688.5 556.4 46.0 22290.8 10.5 17.1 1652.4 1680.1
9月 84771.7 95.6 41.5 84908.8 19.7 2.9 1654.8 1677.4
10月
1
20718.9 3.1 13.9 20735.9 113.4 5.6 ll51.5 1270.5
ll月 5757.1 2.9 133.0 5893.0 860.0 6.3 936.3 1802.5
12月
I
l6820.1 2019.4 14.4 18853.8 703.8 111.8 788.3 1604.0
2001年1月 11214.2 2.4 一 ll216.6 0.3 0.2 一 0.5
2月
.
16248.0 2.6 一 16250.5 48 0.0 一 4.8
3月
I
l3377.8 857.4 75.9 14311.1 93.9 2.3 5699.6 5795.8
② 極域科 学総合デ ー タライブ ラ リシ ステムの導 入
40年 以 上 にわ たる極地 観測 で蓄 積 され た大 量デ ー タを効 率 よ く,安 定 的 に保 存 ・管理 し,国 内外 の研 究者 が ネ
ッ トワー ク経 由 で容 易 にア クセ ス可能 とす る ことを 目的 に,平 成13年3月 に導入 した。本 システ ムは,10TB磁 気
デ ィス クサ ーバ と40TBテ ー プラ イブ ラ リサ ーバ か ら成 り,サ ーバ 間,所 内 ネ ッ トワー ク,大 型 計算 機 シ ステム と
の間 を高速 ギ ガ ビッ トネ ッ トワー クで接 続 してい る(図1)。 磁気 デ ィス クサ ーバ には,　4CPUと10GB主 記憶 の ほ
か,デ ー タ解析 用 ソ フ トウ ェア を備 えてお り,大 量 のデー タ解析 を効 率 よ く行 うことが可 能 となっ てい る。 また,
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③ ネ ッ トワーク システム の整備 ・運用
平成13年3月 にネ ッ トワー クの高速化整備 を実施 し,各 研究 室 におい て100BASE-TXに よる通信 が可 能 となった。
高速化 と同時 に,所 内 ネ ッ トワー クのサ ブ ネ ッ ト化 も順次 進 め,事 務 系 ネ ッ トワー ク,研 究 系 ネ ッ トワー ク,隊 員
事 務室 ネ ッ トワー クの3つ の サ ブネ ッ トワー クに分割 した。 これ に よ り,隊 員 室 開設 後や 年度 末 に頻発 していた ネ
ッ トワー ク トラ ブルが激減 し,ネ ッ トワー クの安定 運用 に大 き く寄与 してい る。 また,研 究系 ネ ッ トワー クで は,
フロア間接続 にギ ガ ビ ッ トネ ッ トワークを導 入 し,各 フロアあ た り1Gbpsの 回線 容量 を確保 した。
昭和 基地 お よび観 測船 「しらせ」 との間の デー タ通 信 もイ ンマ ルサ ッ トB回 線(9.6kbps)を 用い て定常 的に運
用 してお り,特 に昭和 基 地 との デー タ通信 では,電 子 メール に加 えて観測 デー タ(画 像 も含 む)の 伝送や 国内か ら
の リモ ー トロ グイ ンな どの需要増 加 によ り,非 常 に大 きな増 加傾 向 を示 してい る(図2)。
図2昭 和基地へ国内データ通信量の推移
④ 昭和基地衛星データ受信 システムの運用 ・維持
41次 隊の越冬期間中(2000年2月 ～2001年1月)に 昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用いて各衛星を受信
した。オーロラ粒子加速域の解明を目的とするEXOS-D衛 星は913パ スを受信 し,全 て宇宙科学研究所の衛星デ
ータベースに登録された。ERS-2衛 星は77パ ス,米 国の気象衛星であるDMSPお よびNOAA衛 星は,そ れぞれ
5071パ ス,1899パ ス受信 した。　DMSPとNOAAデ ータについては,情 報科学センター内で編集処理 した後,共 同
利用のため,本 年度新設 した 「極域科学総合デー タライブラリシステム」に登録保存を行った。この他,　VLBI観
測として24時 間観測を10回 実施 している。
本受信システムも設置後10年 が経過 し,経 年劣化の程度を検証するため前年度持 ち帰 った大型アンテナレドー
ムパネル2枚 を製造 メーカーにて強度試験を行 った。その結果,風 上側中段のパネルの劣化が全般的に進んでいる
可能性が示唆された。これを受け,応 急対策として2001年1月 に,パ ネル繊維質の露出を防ぎ,既 に露出している
部分を保護するため,風 上側パ ネル80枚 の表面をコーキング材によりコーティングを行 った。
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3)南 極圏環境モニタリング研究センター
南極域に見られる自然現象は孤立 したものではなく,地 球 システムの中で北極域を含む他の地域 と深 くかかわ りあ
っている。南極域では,人 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 板圏システムが構成 され
ている。
宇宙への窓として極域に現 れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相互作用の変動現象 と捉 えることがで きる。成層圏 ・
対流圏をめぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接 に関連する。また,南 極人陸上の氷床の変
動は南極大陸地殻の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動 とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこの ような微妙 な環境
変動 に応答 しなが ら存在 している。
これら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個 々に独立 したものではなく相互に結合 してい
る。南極圏環境モニタリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニ タリングを通 して,そ の変動過
程 ・変動機構 を総合的に研究することを目的として,平 成7年(1995)4月 に新設 され,発 足 した。
平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え,大 気圏の環境変動の分野 を充実 ・発展させた。引き続 き,平 成9年 度において
は生物圏の環境変動の分野が一・部設置され,当 初計画の 一通 りのまとまりとなった。この間,南 極観測は従来の研究
観測がプロジェク ト研究観測 とモニタリング研究観測 との2つ のカテゴリーに整理 され,南 極圏環境モニタリング研
究センターが特 に後者へ対応することとなった。極地研究所が対応 してきた定常観測を引 き継 ぐ形でのモニ タリング
研究観測を円滑に実施するため,国 内での観測準備や訓練,南 極現地での観測の実施 ・取得データの国内での処理,
に関する…連の業務を行 っている。
平成10年 度以降所内外の委員で構成 されている南極圏環境モニタリング研究センター運営委員会 を聞 し,本 セン
ターの業務内容,活 動方針を検討 し,中 ・長期的環境変動研究の基礎 となるモニタリングデータベースの構築 を目視
することとした。また,南 極研究科学委員会における南極域におけるデータ管理 に関す る国際的な対応を続けている.
南極データ管理合同委員会　(JCADM:　 Joint　Committee　 of　Antarctic　Data　Management)　 と呼ばれるので,同 委員会へ
の日本からの対応 を担っているばか りでな く,ア ジア地 域のまとめ役をも担当 している。
平成12年 度においてはこれ らの定常的な業務 を継続 した。第40次 越冬隊および第41次 夏隊による南極観測モニタ
リング研究観測の資料が持ち帰 られ,極 地研究所内外 における資料処理 ・デー タ整理 を実施 した。同時に第42次 観
測隊の出発に関する諸訓練な どを実施 した,ま た,平 成12年7月 に東京で開催 された第26回 南極研究科学委員会
(SCAR)総 会に関連 し,第4回JCADM開 催 を担当 した,、　SCARの 構造改革の中で,デ ータ管理の重要性を積極的に提
案 した南極圏環境モニタリング研究センターのJCADMに 関するメタデータの整理 を行い,ホ ームページに 一部公開
した。また,平 成13年3月6日 開催の第3回 南極圏 環境モニ タリング研究センター運営委員会においては,こ れまで
のモニタリング観測 にかかわる モニタリングデータの現状 と今後の課題をまとめた。
4)南 極陽石研究センター
(1)平 成12年 度 の 事 業 計 画
・39次 南極観測隊が持 ち帰 った約4100個 の限石の解凍,命 名,重 量とサイズの計測,写 真撮影等の初期処理を継続
して行 う。引 き続 きこれらの分類を行 う。
・写真,サ ブサ ンプルファイル等を順次 デジタル化 してゆ くとともに,こ れまで個別になっていた種類,重 量,サ イ
ズ,採 集位置,化 学分析等のデー タを総合 して南極明石総合データベースの構築をはかる。
・　SHRIMP　 IIによるジルコンのウラン鉛ー年代測定法を確 立する。
(2)情 報公開 ・出版
・NIPRジ ャ ー ナ ル:　 Antarctic　 Meteorite　 Research　 No.　13を 平 成12年5月 に 発 行 し た 口 司誌 に は24編 の 論 文 が 掲 載 さ
れ た 。
・南 極 限 石 通 信No .67を 平 成12年6月5日 に 発 行 し たr
・南 極 陽 石 通 信No .68を 平 成13年3月1日 に 発 行 し た.、
・　Meteorite　 News　 Vol.　9,　No.　 1を6月 に 発 行 し た 、 こ こ で,新 し い 月 限 石Yamato981031の分 類 結 果 及 び,　 Yamato-
791962ま で の210個 の 詳 細 分 類 の 結 果 を 公 表 し た.
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(3)南 極陽石の配分
・平成12年7月31日 に,第2回 南極限石配分分科会,第33回 南極限石研究委員会を開催 し,










(月 限 石2,火 星 限 石1,エ コ ン ド ラ イ ト4,コ ン ドラ イ ト2)3月8日 ～5月18日
(月 限 石1,鉄 明 石1,エ コ ン ド ラ イ ト1,コ ン ド ラ イ ト2)4月19日 ～6月29日
(鉄 帽 石1,コ ン ド ラ イ ト1)7月6口 ～9月ll日
(鉄 損 石1,エ コ ン ド ラ イ ト1,コ ン ド ラ イ ト1)7月24日 ～9月1日
(鉄 帽 石1,コ ン ドラ イ ト1)8月29日 ～ll月9日
(鉄 損 石1,コ ン ドラ イ ト1),10月6日 ～ll月











2セ ッ ト11月2日 ～
3月26日 ～
③ その他の社会貢献
・7月10日 か ら21日 まで南極研究科学委員会(SCAR)総 会,南 極観測実施責任者評議会　(COMNAP)　 が国立オリン
ピック記念青少年総合センターにおいて開催 されたため,こ の機会に来所 した見学者に対応 した。
(5)施 設 ・設 備
南極陽石研究センター主要設備
設 備 名 称 設置年度 規 格 用 途
二次 イオン質量分析計* H10
ASI社 製SHRIMP　 II


















エ ネル ギ ー分 散 型X線 分 析 装 置　(LINK
ISIS300)及 びカ ソー ドル ミネ ッセ ンス分




限石試料処理室 II10 ク リ ー ン ベ ン チ2台,他,, 1墳石配分作業
薄片技術室 HlO 二次切 断機,タ ー ンテー ブル2台,他 。 薄片製作
ク リ ー ン ル ー ム II10
クラス10000,28平 米 。 ク リー ンベ ン





(6)集 会 ・研 究 会
・宇宙 塵研究 集会 を5月26日 に 開催 し,ド ー ム宇 宙塵 コンソー テ ィア ム研 究の 報告 と,や まと98宇 宙塵 の処 理経 過
の報告,や ま と98宇 宙塵 の今後 の処 理方法 につい て検討 を行 った。
・第25回 南 極阻石 シ ンポ ジウム を6月21日 ～23日 の3日 間,当 研 究所6階 講堂 におい て開催 した。 海外 か らの9名 を
含め100名 の参加 があ った。口頭 に よる発 表62件,ポ ス ター2件,ア ブス トラク トのみ に よる発 表が7件 で あった。
・第2回 南極限 石研 究セ ンター運営 委 員会 を平成12年12月13日 に開催 した。
・研 究小集 会 「イオンマ イクロプ ローブ を もちい た惑星物 質研究 の あ らたな展開」を平 成12年12月22日 に開催 した。
国 内の イオ ンマ イクロプロー ブユ ーザー を対 象 と して,標 準試料 お よび分析 方法の検討 を行 った。
5)そ の他の研究設備の共同利用
(1)オ ーロラ世界資料センター
オー ロラ世 界資料 セ ンター　(WDC　 for　Aurora)は,資 料系 オ ーロ ラ資 料部 門が 管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階 に
床面 積約84mJの 資料保 管庫兼 閲 覧室 を有 してい る。 当セ ン ターに保管 される資料 は,　WDCパ ネルが 示す 作業 指針 を
基本 と し,オ ー ロラ物理 学の進 展 に伴 う研究 者の 要望資 料 を も経 済 的物理 的事情 を勘案 した上で収 集す る方 針 と して
い る。資料保管 庫 は冷暖 房 ・除 湿器 を備 えてい る とともに,リ ー ダプ リ ンター利 用 による簡単 な閲覧 と複写 が可能 と
なってい る。デ ー タ収納 能力 は,35mmマ イ クロフ ィルム約28,000本/100ft巻,計 算 機用磁気 テ ー プ約1,900本,マ
イクロ フ ィッシュ カー ド数千枚 であ る。　WDC　 for　Geomagnetism　 (京都 大学 理学部)と の共 同に よるAEデ ー タブ ック
の 出版 も行 ってい る。
本年 度 までに収集 したデ ー タの概数 を次 表 に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメラ編 集済 フ ィルム 1970年 ～1998年 100ft,29年 分
16mm全 天 カメラフ ィルム 1966年 ～1969年 100ft,4年 分
35mm全 天 カメラオ リジナ ルフ ィルム 1970年 ～1994年 1,000ft,25年 分
昭 35mm全 天 カメラ長尺保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000ft,9年 分
和 地磁気3成 分オリジナルチャー ト記録 1959年 ～2000年 42年 分
基 地磁気3成 分3打 点チ ャー ト記録 1966年 ～2000年
35年 分
地磁気3成 分35㎜1マ イクロ フ イル ム 1972年 ～2000年 100ft,29年 分
地
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23フ ァイル
資 絶対測定記録書 1966年 ～2000年 3フ ァイル
料 超高層現象相関記録マ イクロフイルム 1977年 ～2000年 100ft,24年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1977年 ～1986年 61フ ァ イ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァイル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あすか基地3511m/全 天カ メラ編 集済 フ ィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
そ
同 上オリジナル フ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
の DMSP衛 星オー ロラ画像 マ イクロフ ィルム 1972年 ～1988年 240巻/100ft
他 South　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1996年 100ft,21年 分





MaWsOll基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 100ft,4年 分
な 1984年 ～1985年
資 Casey基 地全 天 カメラ フ イルム 1976年 ～1978年 100ft,3年 分
科 Maqllarle島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1977年 100ft,5年 分
1982年 ～1984年
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
Davis基 地全天 カ メラフ ィルム 1976年 ～1977年 100ft,4年 分
1984年 ～1985年
そ 地磁気 マ イ クロフ ィルム(約55基 地) 1976年 ～ 約774巻/100ft
の 地磁気 マ イク ロフ ィッシュ(約55基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
他 IMP-J衛 星IMFマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
の NOAA　 &　TIROS衛 星 オーロラ粒子 デ ータ 1978年 ～2000年 CD-ROM,　 23年 分
主 DMSP衛 星 オー ロラ粒子 デ ータ 1979年 ～1996年 CD-ROM,8mm,18年分
な DataBook等(閲 覧 用) 約370冊
資 アイスラ ン ド超 高層モ ニ タリングデー タ 1984年 ～2000年 17年 分
料 日本学術会議 よりの管理換えデータ
・地磁気 マ イ クロフ イルム 1957年 以降 6,200巻/100ft
・全天 カ メラ フィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft
(2)生 物資料室
(2-1)世 界 公共 植 物標 本 庫(WorldHerbaria-NIPR)の活 動
ワシン トン条約や生物多様性条約 に端を発 した絶滅危倶種の保護 ・保存 に関する国際的な動向に喚起 され,近 年,
自然史科学の重要性が益 々高まってきている。 これらは極地に生息する生物にも及び,南 極条約の勧告に基づ く南極
の動物相及び植物相の保存に関する法律,南 極条約環境保護議定書等,極 地の生物の保護 ・保存の問題に大きく関わ
っている。国立極地研究所では25年 間にわたって環境情報 を含 む極地植物標本庫 を設置 し,運 営 してきた。本標本
庫は,1979年2月,世 界公 共植物標本庫(World　 Public　Herbaria-NIPR)　 として登録 され,南 極大陸 を中心に,北 極
及びその周辺域からの採集 ・交換 によりツン ドラ植物 を収集,保 管 し,カ タログ出版,デ ー タ公開をしてきた。本生
物資料室では諸外国の主要な公共標本庫 と標本及び環境情報の交換を通 じ,さ らに充実 した国際 レベルの標本庫の構
築,国 際共同研究の推進等,生 物標本の研究,管 理 ・運営の国際的な対応を担 う事が必要である。 また,南 北両極域
の植物標本を収集 ・保管 し,国 内では唯一の標本を含む学術標本 として広 く,研 究 されて きた。
(1)蘇 苔類標本 デ ー タベ ース標本件 数(28,937件)





















(2-2)そ の他 の 生物 標 本庫 の活 動
上記植物標本庫のほか,極 域における各種調査により採集 された動物,プ ランク トン標本 を収蔵 ・管理 し,極 域生
物の研究等共同利用に供 してきた。南極地域観測などで採集 されたペ ンギ ン,ア ザラシ,魚 類,底 生生物などの動物




設 備 名 称 設置年度 規 格 用 途
蛍光X線 分析装置 H5 理学電機製RIX3000 岩石 鉱物 粉末試 料の定
性 ・定量化学分析。
粉末X線 回折装置 S60 理学電機製RADIII 岩石鉱物粉末試料の定性分析。
試料処理室 HlO ボー ル ミル他 。
粉末 試料 調整。 鉱物分
離。
石工室 S54 岩 石一次切 断機,ジ ョー クラ ッシャー他 。 岩石試料の切断,試 料調整。
外部への展示貸 し出 しのための資料は庶務課が手続 きを担当。
(4)低 温 実 験 室
低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却で きる超低温実験室,-20℃ の 自然対流冷却 による実験
室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終 日,他 は保守員の勤務時間内
(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。
本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は415人,延 べ利用件数は269件 であった。主な利用は,資 料の保管
に加えて,ド ームふ じ観測拠点氷床深層 コアの処理作業と解析作業,北 極 グリーンラン ドコアの処理作業と解析作業,
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部 門 氏 名 所 属
副 隊 長 兼 越 冬 隊 長 渡 邉 研太郎 国立極地研究所資料系
定常観測 電 離 層 阿 部 厚 志 郵政省通信総合研究所
気 象 山 口 寛 司 気象庁観測部
青 山 隆 〃
菅 谷 重 平 〃
山 下 順 也 〃
平 野 礼 朗 〃
研究観測 宙 空 系 加 藤 泰 男 名古屋大学太陽地球環境研究所
重 野 伸 昭 気象庁地磁気観測所
佐 藤 光 輝 東北大学大学院理学研究科
北 原 司 信州大学工学部
気 水 圏 系 和 田 誠 国立極地研究所研究系
西 村 浩 一 北海道大学低温科研究所
牛 尾 収 輝 国立極地研究所北極圏環境研究センター
芝 治 也 高知工業高等専門学校電気工学科
猪 原 哲 佐賀大学理工学部
地 学 系 土 井 浩一郎 国、Z極地研究所南極圏環境モニタリング研究センター
全 集 直 也 国立極地研究所南極阻石研究センター
岩 田 尚 能 LL」形大学理学部
瀬 尾 徳 常 海}二保安庁水路部
設 営 機 械 堀 辺 敏 男 国 立極地研究所事業部(い す"自 動車㈱)
篠 田 浩 正 海 ヒ保安庁警備救難部
山 下 秀 則 国 ウ:極地研究所事業部(い す ゾ自動車(株D
阿 部 賢 治 国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデ ィーゼル ㈱)
後 藤 和 美 国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)
野 本 新太郎 国 立極地研究所 事業部((椥 大原鉄 工所)
通 信 中 本 栄太郎 海上保安庁警備救難部
近 藤 巧 国立極地研究所事業部(ア イコム㈱)
調 理 山 内 康 敬 国 、乞極地研究所事業部((椥 東京會舘)
福 島 暢 男 国立極地研究所事業部(㈱ 東條會舘)
医 療 吉 田 二 教 国立極地研究所事業部(東 京慈恵会医科大学)
酒 井 光 昭 国立極地研究所 事業部(筑 波大学附属病院)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 航 空 小谷野 和 幸
宮 城 寿 之




環 境 安 全 丸 山 悦 男 国立極地研究所事業部(三 機工業(㈱)
設 営 一 般 本 多 実
下 田 泰 義







部 門 氏 名 所 属
隊 長 兼 夏 隊 長 鮎 川 勝 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 島 崎 拓 美 海上保安庁水路部
海 洋 化 学 中 内 博 道 海上保安庁水路部
測 地 筒 井 敏 洋 建設省国土地理院
研究観測 気 水 圏 系 小久保 壮 国立極地研究所事業部((椥 テ ィーサーブ)
地 学 系 村 上 寛 史 国立極地研究所事業部(侑)地 震観測技術センター)
宮 町 宏 樹 鹿児島大学理学部
筒 井 智 樹 秋田大学工学資源学部
戸 田 茂 愛知教育大学教育学部
民 田 利 明 国立極地研究所事業部(日 本油脂(椥)
生物 ・医学系 大 谷 修 司 島根大学教育学部
綿 貫 豊 北海道大学大学院農学研究科
巣 山 弘 介 島根大学生物資源科学部
濱 田 千 昭 国立極地研究所事業部(日 油技研工業(株))
設 営 設 営 一般 林 原 勝 美 国立極地研究所事業部(ヤ ンマ日工ンジニアリング㈱)
柳 澤 盛 雄 国立極地研究所事業部(㈱ シナプス)
池 淵 肇 国立極地研究所事業部(飛 島建設(株))
寳 藏 保 英 国立極地研究所事業部(向 井建設㈱)
窪 田 公 二 国立極地研究所事業部 α椥 関電工)






部 門 名 観 測 項 目 担当機関
海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁
海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁
測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
・地上 リモー トセ ンシ ングに よる熱 圏 ・中間圏へ のエ ネルギ ー流入 と
大気変質の研究




地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究




部 門 名 観 測 項 目 担当機関





地 学 系 南極プレー トにおける地学現象のモニタリング
・南大洋における船 上地学モニタリング
国立極地研究所








部 門 名 観 測 項 目 担当機関










潮 汐 ○潮汐観測 海 上 保 安 庁
〔プロジェク ト研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担当機関
宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
地 上ニリモ ー トセ ンシ ングによる熱圏 ・中間圏へ の エ ネルギ ー流 入 と
大気変質の研究
・大気球 ・衛星観測による広域大気組成 ・電磁環境の研究




地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の解明
・太陽系始原物資探査





部 門 名 観 測 項 目 担当機関








地 学 系 南 極 プ レー トにおけ る地学現象 のモニ タ リング
・昭和基 地 及び リュ ツォ ・ホルム湾域 におけ る地震 ・地殻変動 のモ ニ
タリ ング
国立極地研究所




共 通 衛星データによる極域地球環境変動のモニ タリング 国立極地研究所
3)訓 練
(1)冬 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第41次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資す るため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地に
おいて雪中行動等 に関する各種訓練を実施 した。
〔期 間〕 平成l!年3月8日 ～3月12日
〔場 所〕長野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする一ー一帯
(2)夏 期 総 合 訓 練
〔目 的〕第41次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関す る講義 を行い,所 要の
知識や技術を習得 させ ると共に,団 体生活を通 して隊員の相 互理解 を深めるために実施 した。
〔期 間〕 平成ll年6月21日 ～6月25日
〔場 所〕文部省菅平高原体育研究場 を中心 とする菅平高原一一帯
(3)部 門 別 訓 練
観測部門別訓練は,南 極地域において必 要な機器の取扱いや保守訓練,オ ペレー ションを円滑に進めるための訓練
を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
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4)行 動概要及び観測概要
(1)夏 期 行 動 経 過 概 要
平成11年11月14日 東京港を出発,11月28日 フリーマン トル港に入港 した。「しらせ」側の燃料,食 糧品 と共に隊
側の生鮮食料品などを積み,交 換科学者1名 を乗船 させ12月3日 に同地を出港 した。フリーマン トルでの搭載物資 を
含め,隊 側の物資総重量は1139ト ンとなった。東経110度 線 に沿って海洋観測を実施 しつつ南下,南 緯42-50度 の間
でオース トラリア気象局から依頼のあった気象観測 ブイ2基 を投入し12月8日 に南緯55度 を通過 した、,南緯60度 に
至ってか らは針路 を西に変更 して概ね南緯60度 線に沿って昭和基地北方海域へ向かった。12月13口 東経80度 付近に
おいてセディメントトラップの長期係留系の揚収 と短期係留系の設置 を行い,中 層フロー ト2基 の投入および停船観
測等を実施 した,,そ の後,西 航を続 け12月17日 の昼過 ぎにリュツォ ・ホルム湾沖の流氷縁(南 緯62度21.3分,東 経
38度59.9分)よ り昭和基地向け氷海航行 を開始 し20日 早朝に定着氷縁に到着 した。定着氷内にわずかに進入 した
地点の南緯68度24.1分,東 経38度42.4分 か ら昭和基地へ第1便 を飛ばした、昭和基地への緊急物資および建設要員
などの空輸 を行い,引 き続 きラングホブデ袋浦へ 人員と物資輸送,併 せて平頭氷河偵察飛行を実施 した。第41次 夏
隊の大 きな観測計画であった人日地震内陸調査隊は,12月22日 および23日 の2日 間で38ト ンの物資 と共にS16へ 空
輸 した。内陸調査隊は,S!6に おいて車両重整備,ダ イナマ イト孔掘削用スチーム ドリル試運転,観 測機器類の2000
年問題への対応作業などを行い2000年1月1F]にS16地 点を出発 した。
「しらせ」は砕氷航行 と昭和基地への空輸および野外支援空輸 を繰 り返 しなが ら前進 し,12月24日21時30分 に昭
和基地見晴 らし岩沖に接岸 しだ,接 岸後,直 ちに貨油パイプライン輸送および大型物資 を含む氷上輸送を開始 した。
貨油パイプライン輸送は12月27日 の朝,氷1二 輸送は,12月31日 の昼前に完 「した。氷上輸送期間中は野外調査の人
員交代等の空輸を実施 した。1月2日 と3「」に第40次 隊の大型廃棄物等持 ち帰 り物資の氷上輸送を行い,1月4日
か ら本格的な空輸 を行った。本格空輸は1月14日 に完了 した、氷 上輸送,パ イプライン輸送お よびヘリコプター空
輸による昭和基地への揚陸物資の総重量は1079ト ンに達 した。「しらせ」 は1月19日 に昭和基地見晴 らし岩沖の停留
点 を離 れ弁天島沖へ 移動 し漂泊 した、 昭和基地の建設作業は,第1夏 期 隊員宿舎の鉄骨造 り2階 建て増改築
(135.2m!)お よび内部設備工事,第2夏 期隊員宿舎の鉄骨造 り高床式増改築(27.4mt)お よび内部設備工事,断 熱入
りシー トハ ウス方式の廃棄物保管庫の新築(136m2),Aヘ リポー トの表面 コンクリー ト打設工事(約650m2の 敷地に
厚 さ150mmの コンクリー ト打設),太 陽光発電装置お よび風力発電装置等 自然エ ネルギー利用設備工事,300kVA発
電機 オーバーホール作業,給 排水 主管配管II二審を含む基地設備の各種更新 ・改修一[事,基 地の電力主幹線の張替え移
設 工事を含む各種電気設備工事などを 「しらせ」 支援および40次 隊支援 を得て2月13日 までに計画 した作業をほぼ
予定通 り完遂 した。建設作業と並行 して1月 中 ド旬 より各分野 ともそれぞれ引継 ぎを順次開始 して,2月1日 に実質
的な越冬交代 を行い40次 隊か ら基地を引 き継いだ,2月14日 までに昭和基地在住の第41次 夏隊および同行 者,第40
次越冬隊を 「しらせ」 に収容 し,ま た,廃 棄物等持 ち帰 り物資の空輸を終 了した。南極の環境保護議定書等の精神 を
尊重 した廃棄物の持 ち帰 り物資 量は,今 次行動では4ユ次夏隊が約59ト ン,40次 越冬隊が約136ト ンの総計195ト ン
であ った、.天候不良で撤収待機の沿岸調査隊3名 を2月15日 に 「しらせ」 に収容 して昭和基地方面の夏期 オペ レー
ションを終 了した、
「しらせ」は,2月15日 に北 ヒを開始 し17日 の早朝に流氷域 を離脱 した、17[1年 後から18日 午後 にかけて リュツ
ォ ・ホルム湾の開水面と流氷域の境 界領域3地 点で昼夜観測を含む停船観測 を実施 し,18日 夜半から21日 の早朝ま
でプリンスオラフ海岸沖での海底地形測1蓋を実施 しつつアムンゼン湾 に移動 した.、2月22日 と23日 に トナー島地学
調査および陸 ヒ生物調査を含むアム ンゼ ン湾方面のオペ レーションを実施 した2月26日 にはブリッツ湾に移動 し
中国の中山基地において宙空系オーロラ観測装置の保守点検整備作 業を実施 した一「しらせ」ヘ リコプターの防錆作
業後にブ リッツ湾発で帰途 についた、東経80度,南 緯61度 付近の海域で,往 路 に設置 した短期係留系(セ デ ィメン
トトラップ)の 揚収を行い,長 期セデ ィメントトラップの係留 と停船観測の各項目を実施 した後,連 続 プランク トン
採取装置CPR　 (Continuolls　 I'lankton　 Recorder)　 の曳航などによる航走観測 を実施 しつつ南緯63度 線 に沿 って来
航 したt東 経150度 から各層採水 ・プランク トン採取等の停船観測を含む海洋観1貝1を実施 しつつ北Lを 開始,3月15
日に予定通 り南緯55度 を通過 して3月20日 にシドニーに入港 した
今次隊の行動では,天 候および 「しらせ」の砕氷能力に適度な海氷状況 とに恵 まれ,同 時に 「しらせ」の全面的な
支援を得て,昭 和基地等への輸送および建設作業,夏 期間の観測 ・調査などの活動を全て計画通 り実施する事がで き
た 廃棄物 も十分な物資 量を持 ち帰 る事が出来た 船 ヒ観測では,計 画 した15点 の停船観測の完全実施をは じめ航
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走観測 も十分な成果を挙げえた。
(2)越 冬 経 過 概 要
第41次 南極地域観測越冬隊は隊長渡邉研太郎以下40名 で構成 され,全 員が昭和基地で越冬 した。今次隊では南極
地域観測第V期5か 年計画の第4年 次 を担い,定 常観測,プ ロジェク ト研究観測,モ ニタリング研究観測の三つの分
野の観測 を行 うとともに,昭 和基地整備計画(10か 年計画)の9年 次 として,夏 期隊員宿舎の増設,設 備更新な ど
の設営作業 を実施 した。多 くの観測項 目が継続 して行われたが,い くつかの観測が付加 された。宙空系の 「南極域熱
圏 ・中間圏へのエネルギー流入 と大気変質の研究」に関 し,　ULF/ELF帯 電磁波動観測,気 水圏系の 「極域大気一雪
氷一海洋圏 における環境変動機構に関する研究」の一環 として,航 空機を用いた内陸大気観測,地 吹雪観測,ポ リニ
ア観測,リ ュツォ ・ホルム湾氷上海洋観測,地 学系の太陽系始原物質探査である。生物 ・医学系では海亀衛星デー タ
受信観測が新たに開始された。
2000年2月1日,第40次 隊 より実質的な運営 を引き継 ぎ,2月20日 には正式に越冬成立を見た。2001年2月1日
に第42次 越冬隊へ引 き継 ぐまでの一年間,基 地および野外での観測,基 地設備の維持 ・管理の他増設工事など当初
計画 を遂行 した。その後第42次 隊の依頼 により,基 地に残留 して2月 半ばの最終便までの間,200人 ・日程度の支援
を行ったほか,し らせ復路のアム ンゼン湾域で もプレファブ観測小屋等の解体 ・持帰 り作業にも参加 した。越冬観測
を安全,円 滑に進めて実 り多い ものとするため,隊 員各自が越冬中および帰国 までの予定を念頭において仕事,生 活
ができるよう事前に情報を提供 し,お 互いの計画が重なって不都合が生 じない よう調整した。これにより部門間で人
手を融通 し,実 効的な相互支援が行われた。以下天候,氷 状,基 地観測,野 外行動,設 営に分けて記す。
① 天 候
越冬期間中を通 して比較的暖かな一年 だったと言えよう。 この一年間の最低気温は7月25日 に記録 された一33.3度
だった。ブ リザー ドは3,9,12,1月 を除 き延べ23回 襲来 し,そ のたびに建物の風下に付 くドリフ トの除雪に多
くの労力を要 した。またブリザー ドにより観測用アンテナの被害,水 循環ホース脱落,環 境棟排水管脱落,航 空機オ
ーニング破損等の被害が時々発生 した。その反面,ド リフ トが貯水槽 に溜 まるため,造 水用の雪集めに苦労すること
はなかった。
2月 は晴天の 日が少なく気温がやや低めに推移 した。越冬期間中最初のブリザー ドが2月9日 に来襲 し,夏 期オペ
レーシ ョン作業が一時中断 した。3月 は例年天候が悪いが,今 次隊では記録的な好天となり,雲 量の少ない 日が多 く,
航空機観測 ほか野外活動が予想以上にはかどった。気温はマイナス25度 以下の 日があるなど記録的に低 く,越 冬初
期 に低温を経験することとなった。
4月 は上 ・中旬の天候が良 く,下 旬 にブリザー ドが襲来 して天候不良 となった。4月23日 の午前 中から低気圧の
接近により天候が悪化し,41次 隊初のA級 ブリザー ドとなり,同 初の外出禁止を発令 した。その後再びブリザー ドが
来襲 し,こ れで基地はすっか り雪景色 となった。5月 初め と月末以外は天候不良で,ブ リザー ドが4回 襲来 した。風
は総 じて強 くなかったものの雲が多 くて日照時間が短 く,気 温が低めに推移 した。航空機観測は中旬まで計画 してい
たが天候に恵 まれず,飛 行可能だったのは3日 のみだった。6月 は引き続 き天候は優れず,ブ リザー ドが6回 襲来 し
た。基地近 くを通過 した低気圧が北方の暖気を引き込んだため,気 温は平年よ り高めに経過 した。
7月13日 に1ヶ 月半ぶ りの太陽が雲 と氷山の間に顔を出 した。例年に比べて晴れの 日は少 なく,ブ リザー ドが4
回襲来 したものの気温は平年よ りやや低めに推移 した。1日 からのA級 ブリザー ドは,規 模,強 さとも41次 隊越冬
中の最大 となり,風 力発電装置を倒壊 させるに至った。例年最 も寒い8月 には,3回 のブリザー ドに伴う気温E昇 も
あり,平 年に比べて月平均気温が2度 以上高 く,7月 の値 よりも高い結果となった。 下旬の晴れた昼過ぎには日射に
より窓枠にた まった雪が解けるなど,春 の気配が感 じられた。
9月 になると徐 々に昼の時間が伸び,陽 射 しに温か さが増 し,冬 を越 した と実感する月となった。例年気温が上昇
傾向に転ずる9月 だが,月 初めが温かかったせいもあり逆 に下降傾向を示 し,月 平均気温は平年並み となった。ブリ
ザー ドは6か 月ぶ りに襲来せず,比 較的風の弱い月だった。10月 の気温は平年並だったが月間日照準が14%で 日照
時間が記録的に短 く,月 平均雲量の多さとともに極値を更新 した。
11月2日 には気温が11月 の最低気温 を更新する一24.1度 を記録 したが,そ の後平年値を上回ることが多 く,11月
としてはほぼ平年並 となった。19日 には冬明け後,日 最高気温が初めてプラスとなった。月間の平均雲量も平年値
に近づ き,野 外活動に適 した日が ようや く増えて,基 地内の動 きが一一段 と活発 になった。雪解けは11月 後 半になっ
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て加速度的に進行 し,島 内の茶色の地肌の部分が急速に増 した。12月 は月末に曇 りが ちの 日が続 き,月 間の平均雲
量は平年値 より2割 ほど大きく7/10,月 平均気温は平年値 より0.2度 高い一1.3度 となった。1月 は例年に比べて天候
が良 く,夏 期作業への影響がほとんど無かった。
② 氷 状
気温が低めだった2月 は,基 地周辺の氷状 は西の浦 を除 き比較的 しっか りしていた。41次 隊が岩島南東方の海氷
上に設置した滑走路,お よび基地側の駐機場 までの氷上航空機移動 ルー トが使用で きな くなることはなかった。3月
中旬にはリュツォ ・ホルム湾中央部北寄 りの定着氷盤が流出し,基 地周辺の氷状の先行 きに不安を抱かせた。しか し,
その後強風が吹 くこともなく低温が続いたことが幸い したようで,基 地周辺に開水面が迫 ることも無 く推移した。基
地周辺の海氷も低温のため締 まり,氷 厚 も順調に増 した。
4月 にはリュツォ ・ホルム湾で成長 していた海氷にも中央部北寄 りの水盤に割れ目が広が り開水面ができたが,航
空機による偵察では基地周辺の海氷には大 きな変化は認められなかった。以後,昭 和基地で受信 している衛星画像に
よる観察 を継続 したが,リ ュツォ ・ホルム湾中央部北寄 りには強風により時々帯状の開水面が形成 されたものの,基
地周辺の氷状には大きな変化が認め られず,海 氷の厚 さは例年並の成長を続けた。海氷上のルー トに も不安要素は認
め られず,10月 になっても基地周辺の氷状は安定 しており,大 きな変化は見られなかった。
11月 後半になると強 まりつつある日射により雪解けが加速度的に進行 した。海氷 上のルー トは積雪の無い部分で
は 日射により劣化が進んだが,積 雪部の傷みは少なかった。12月 中頃には約2mの 氷厚に対 して多 くのパ ドルでは
深 さが30Cm程 度 となっていたが,そ の後気温のやや高い日が続 き強い日射 により氷状が急速に悪化 したため,41次
隊,42次 隊および 「しらせ」 とで協議 し,氷1輸 送を夜間実施する事とした。
③ 基地観測
年間を通 し,基 地観測は大きな トラブルも無 く概ね順調に経過 した。夏期オペ レーション期間中か ら各種観測の引
継 を適宜行い,2月1日 から41次 隊が観測 をバ トンタッチ したt,2月 か ら定常観測,モ ニ タリング研究観測 とも順
調な滑 り出 しで,新 規持ち込みの観測機器が次 々と、Zち上げ られ,3月 にはライダー観測,　CO観 測,　AXBT観 測な
どが開始 された。航空機観測 も3月 は好天に恵 まれ,計 画をほぼ満たす フライトを実施 した。4月 は日が短 くなって
きたことに伴い,月 光によるオゾン全量観測が開始 されたほか,大 気,海 洋関係の気水圏系の航空機観測が盛んに行
われ,冬 明け後のみずほ基地での観測準備等が行われた。
6月 には極夜期 を迎えて基地tl空 は冷え込み,高 層気象観測で月初めに一80度 を記録 した。中旬以降は高度25km
前後を極小 として概ね15km以 ヒで一80度 以 ドの温度が観測 された 、エアロゾルゾ ンデは極成層圏雲(PSC)　 をねら
って6月 に2回 飛揚 したのをはじめ,以 降 も適時観測 を行 った,、ライダー観測では6,7月 と基地上空でPSCと 思
われる信 号が捉 えられだ,宙 空部門では西オングル島のテ レメ トリー設備の保守,蓄 電池充電を泊 りがけで実施 し,
太陽電池による充電でまかなえるようになるまで適宜充電 ・保守を行 った。地学では超電導重力計用の液体ヘ リウム
製造を1週 間余 りかけて行い,同 充填率 を80%強 とした。医学研究では採血,ア ンケー ト調査を実施 した。
8月 もゾンデ観測 を含むオゾン観測が順調に継続 された。オゾン全 量は9月 に入って急激な減少を記録 し,大 きな
変動を示 しながらも更に減少する傾向を示 した、宙空系では南北共役点 オーロラ観測キャンペーンが20日 か ら10月
4日 まで成功裏に行われ,オ ーロラの光学観測は暗夜期が無 くなってきたため10月9日 に終了した。
10月,気 水圏系ではみずほに4名 が滞在 してエアロゾル,吹 雪等観測 を継続 したが,天 候不良のため航空機を利
用 した大気観測は実施できなかった。地学系ではVLBIの24時 間観測 を2回 にわたり実施 した。 また,西 オングル島
で計画 していた磁気測量を全て終 了した,,医 学研究では呼吸機能測定,採 血などを実施 した。11月 にな りオゾン全
量が増加に転 じ,南 極のオゾンホールが終息に向かっていることを支持す るデータが得られた。宙空系のライダー観
測では昼間観測のための調整を行った 気水圏系では天候不良のため,み ずほ滞在による航空機を利用 した内陸部で
の大気観測がなかなか実現で きなかったが21日 に初めて実施 した
12月 は42次 隊の到着により,F旬 か ら夏作 業の合間を見計 らっては観測の引継,測 機の保守を共同で開始 した.
宙空系では東オングル島観測 システムでのULF/ELF観 測 を17日 に終 「した,気 水圏系では,航 空機 を利用 したみず
ほまでの大気観測を3回 行 った..海 洋関係ではAXBT観 測,氷 上観測 を実施 し,雪 氷関係では42次 ドーム旅行隊に
1名 が参加 した,地 学系ではVLBIの24時 間観測を行い,西 の浦の海氷 ヒに設置 していたGPS装 置 を回収 した.
1月 の基地観測は宙空系ではEXOS衛 星受信を再開 し,西 オングル島テレメ トリー施設の引継をF旬 に実施 した.
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気水圏系では,航 空機を利用 したみずほ方面への大気観測 を17日 に行 い,　AXBT観 測を19日,パ ッダ島沖での氷柱
採取を20,21日 に実施 した。地学系では中旬に引継を兼ねて液体ヘ リウム49Lを 製造 し,超 伝導重力計へ移充填 した
ほか,同 じく露岩域 でGPS観 測 を行った。生物 ・医学系の海色衛星受信 も順調に引継を終えた。
④ 野外行動
湾内の氷状を見なが ら3月 中旬 より始めた とっつき岬でのルー ト工作は22日 に終 え,夏 期のルー ト引継を含め,
大陸内部へのルー トを確定 した。4月 か ら増える野外活動 に備え,ス ノーモビル,雪 ヒ車の運転講習会,灯 油コンロ,
非常用装備品の取 り扱 い講習会,野 外行動用の非常食の整備なども実施 した。また5月 に予定 していた海洋観測に備
えてラングホブデ方面のルー ト工作 を進め,4月 には基地から20km程 度南方へ延ば した。
5月 は4月 下旬からの分も含め,1週 間を越える旅行が3件 行われた。 とっつ き岬上部の裸氷帯では4月 か ら大陸
氷を融解 し,融 氷水 をろ過 して氷床中の宇宙塵を採集する旅行が間欠的に行われた。限石探査の準備が忙 しくなる9
月まで行われ,延 べ約40ト ンの大陸水をろ過 して宇宙塵が採集 された。気水圏部門の大気 ・雪氷分野では,冬 明け
後のみずほ内陸部 までの航空機による大気観測準備,雪 氷観測,ド ラム燃料等の輸送のため,11名 によるみずほ旅
行を行 った。 また地学 ・気水圏部門が共同で,ラ ングホブデ方面への観測旅行 を実施 し,　GPS観 測,ラ ングホブデ沖
の3点 での氷 上海洋観測を行い,海 流,水 温,塩 分等観測用係留系 を設置 した。野外行動時等の緊急事態に備え,レ
スキュー用具 ・ソリの整備,レ スキューチーム等に対する実技訓練を始めた。
6,7月 は極夜,低 温 などにより野外活動が少な くなった。気水圏系では8月 初めの旅行で,平 頭氷河へ昨夏設置
した気象記録装置を回収 し,21日 には中継拠点への内陸観測 ・輸送旅行へ出発 した。また22日 からの10日 間にわた
る氷上海洋観測では宗谷海岸沿岸および弁天島西の5点 で観測 を行い,テ ー レン海底谷域に流速計,水 温計か らなる
係留系を設置 した。地学系では10月 にかけて海氷GPS観 測 をとっつ きルー ト,ラ ングホブデルー トE,ま たスカー
レン,ス カルブスネス,ラ ングホブデ沖合で行 ったほか,西 オングル島,ラ ングホブデ地域 にて磁気測量を行 った。
気水圏関係では9月20日 か ら11月25日 にかけて4名 がみずほに滞在 し,吹 雪,気 象観測お よび航空機 も用いた内
陸大気 ・エアロゾル観測を行 った。10月 の天候は例年にな く悪 く,み ずほ滑走路を利用 した内陸での航空機大気観
測は1回 に止まった。生物 ・医学系では9月 にコウテイペ ンギ ンの航空センサスをリーセルラルセン半島東方お よび
梅干岩北方で行 った。
10月,気 水圏部門では3回 目の海氷 ・海洋観測 を行 ったほか,以 前設置 した係留系を無事回収 した、,27日には越
冬後半最大規模 の野外調査 となるやまと山脈周辺での3か 月にわたる隅石探査旅行 隊6名 が出発 した、海洋では
AXBTに よる観測 を行ったほか,弁 天島西方の定点で海氷観測を実施 した。地学系では11月 ヒ旬にはラングホブデ北
部の55点 で磁気測量を行い,計 画 していた全てを終了 した。やまと限石探査隊は1日 みずほに到着 し,SM110雪 上
車をみずほ滞在隊に引 き渡 して4日,や まとLI」脈へ向け出発 した。途中天候不良で停滞 を余儀 なくされながらも,19
日にや まと航空拠点へ到着 した。限石探査は26日 か ら本格的に開始 し,29Elに は約50kgの 限鉄 を発見 ・採取 した。
生物 ・医学系では16日 か ら19日 にかけてラングホブデ,ス カルブスネス地域等でアデリーペンギンの個体数調査 を
実施 した。
やまと順行探査隊は月の半分ほどは天候不良により行動できなかったが,12月 の1か 月間に約2500個 の限石を採
集 した。生物 ・医学系では12月 初めにラングホブデ,ス カルブスネス地域等でアデ リーペ ンギンの繁殖 単数調査を
実施 し,航 空機によるセ ンサスも行 った。1月 ユ0日,や まと限石探査隊は延べ35541固 の限石 を収集する成果 を挙げ
てやまと山脈地域 を離れた。その後順調に旅行 を続け,S16よ りしらせのヘリコプターで23日,約3か 月ぶ りに昭和
基地へ無事帰着 した。
⑤ 設 営
基地ライフラインの維持管理に加え,野 外観測支援,建 築,機 械設備工事,車 両整備,廃 棄物処理など多 くの設営
作業を行 った。越冬期間中は基地,野 外活動を通 して重篤なケガ ・疾病はなく,歯 科疾患 は第42次 隊が到着 してか
らしらせの歯科医師 に診療 を依頼 した.第40次 隊 よ り越冬 を引き継 いだ直後から木枠廃材な どの持帰 り廃棄物処
理 ・輸送や大型廃棄物の集積などを始め,越 冬期間中を通 して生活廃棄物処理およびAヘ リポー ト周辺の古い ドラム
缶を圧縮処理 して持 ち帰 りに備えた。これらの処理や残留廃棄物を持 ち帰るための作 業にも多 くの人 手と時間を要し
た。第41次 隊ではKI)601等 の雪一ヒ車3台 を含む合計192ト ン(う ち大型75ト ン)の 廃棄物 を持 ち帰った.
2月 の越冬交代後の作業は,雪 が付 く前にすべ き項Hを 優先させ,廃 棄物持 ち帰 り準備,夏 作業現場の片付けをは
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じめ,観 測倉庫内の整理,作 業棟前のデポ山整理,居 住棟,倉 庫棟周 りの氷雪の除去など基地内整備 ・清掃 に手空 き
の全員作業で取 り組んだ。夏オペ関連作業では第1夏 宿機械設備工事,太 陽光発電装置増設関連工事,野 外調査から
の廃棄物焼却処理の残作業 を除 きほぼ終 了した。第1夏 宿での配管,電 気設備工事は手空 き隊員の支援 を受 けなが ら
越冬期間を通 して継続 し,完 成させた。夏期隊員宿舎はこれらの設備を含め42次 隊が昭和基地に到着す るタイ ミン
グに合わせて立ち上げを行った。
3月27日 午後,発 電機のメンテナンス中に30分 程度の全停電事故が起 き,一 部の観測に欠測が生 じた。3月 には
夏宿関連では外回 り配管等の作業,四 駆車を除 く装輪車の整備 ・オーニング作業などの外作業 を優先 して行 った。医
療では3月 ヒ旬に全員を対象 とした1回 目の定期健康診断を行い,個 別に結果 を通知し,必 要に応 じて生活指導を行
った。生鮮野菜の持ちを長 くするため,痛 んだキャベツの皮むきを手空 き作業で実施 し,キ ャベ ツ在庫が400キ ロ余
りとなった。4月 は ドーム基地か ら持 ち帰 られた分を含めて廃棄物処理を行い,大 型廃棄物の持 ち帰 り準備 も併行 し
て実施 した。長年使用されたション ドラも順次廃止 し,汚 水処理棟で処理するポ リタンク方式への切替 を開始 した。
月末のブリザー ドの積雪により,一 部で使用 していた四輪駆動車をデポすることとし,大 型廃棄物関連作業は一部を
除 き休止 とした。上旬にはS16へ4泊5日 の旅行が行われ,大 型 ソリへのプ レハブ小屋組み立て,2ト ンソリ35台
の基地への移送,夏 期オペの廃棄物 回収,車 両掘 り出 し,立 ち 上げなど実施 した。
5月 に入り旅行に使用する雪上車整備等のほか装輪車のオーニング作業などを実施 し,Aヘ リポー ト前にデポ して
次の夏オペまで使用休止 とした。航空機 も昼の時間が短 くなった ことに伴い運航 を休止 し,29日 に管理棟前の陸上
駐機場へ移動 した。
6月 の設営関係では基地内火災感知機の点検 を実施 し,動 作 を確認 した,ま た除雪に多用している装軌車の整備を
行い,ケ ーブルラック上,倉 庫棟 ・汚水処理棟の屋根お よび建物間を除雪 した。環境保全ではAヘ リポー ト近 くの空
ドラム缶の整理を手空きの隊員を動員 して行い,184缶 を圧縮 した。医療では月初めに要経過観察者および希望者を
対象に血液の生化学的検査 を行い,必 要な者に対 して指導を行った。 ミッ ドウ ィンター祭期間中は調理のほか,設 営
部門全般が様々な作業の支援,指 導 を行った。
外出制限解除 となった7月3日,風 力発電装置の倒壊 を発見 し,極 地研究所か らの指示に基づ き事故調査 を行 った。
発電機では1,2号 機 とも1000時 間点検 を行 ったほか,10日 か ら排 ガスボ イラーの運用 を始めた。中旬にはSM100
大型雪上 車3台 を基地作業棟での整備のため,大 陸か ら移送 した。 また8月 か らの野外調査に備え,ド ラム燃料の掘
り出 し ・ソリ積み,レ ーション作 りを始めた。この他,工 作棟に建て増 しするスノーモビル用の小屋の建前を7月
30日 に多数の支援 を得て行 った。航空部門では2機 に対する100時 間検査 を行 ったが,下 旬 に襲来 した2つ のブ リザ
ー ドによる雪の除去作業のためテス トフライ トに至 らず,8月 に持 ち越 した。持 ち込んだ生鮮食糧は越冬半ばを過 ぎ,
牛乳,鶏 卵は使い きり生野菜等数種が残 っていた。
8月 は雪 上車および通信機の整備,旅 行用食糧 ・燃料の準備など旅行隊の出発準備作業等 を引 き続 き行 ったほか,
スノーモビル用の車庫 を完成 させ た。41次 隊で持ち込んだSMlll号 車は,無 線機や棚などが室内 に取 り付 けられ,
中継拠点旅行隊と共に初めて南極大陸に渡った。航空部門では3日 の ピラタス機の試験飛行が冬明け後の運航再開 と
なったが,飛 行 日数は7日 間にとどまった。環境保全部門では,ユ キ ドリ沢生物観測小屋周辺の廃油 ドラム,廃 棄食
糧 などを基地へ回収 したほか,処 理膜 目詰 まりにより能力が極度に落ちた基地の汚水処理 システムの再立ち上げを
10日 に実施 した。
9月16日 には,底 板やラジエ ター交換 などの整備作業 を終えたSMIOO大 型雪.ヒ車3台 を,基 地から大陸へ海氷上
を移送す るとともに,オ ーバーホールのため国内へ持ち帰 るSMIO3号 車を基地へ 回収 した。また,屋 外配線の撤
去 ・移設 を段階的に進め,こ れまで除雪の障害となっていたケーブルラックを第2居 住棟か ら汚水処理棟間について
撤去 した。9月 の飛行 日数は8日 で,み ずほの滑走路の整備を旅行隊お よび滞在者 により実施 した。　LANで は月初め
の週末にメール配信が停止 したため,緊 急連絡 網 により極地研究所の担当部署 と連絡 をとり,基 地側 メールシステム
の再起動により復旧した。
10月 には除雪に多用する装軌車や,や まと明石探査用害t,車,ス ノーモ ビル等の車両整備お よび無線機 などの設
備の整備を行 ったほか,不 具合の生 じた基地発電機の シリンダーヘ ッドを交換 した.航 空機運用に関 しては,飛 行可
能な雲量条件を満たしたのは31日 間の うち1日 のみで,昭 和基地 上空のフライトにとどまった,航 空部門他が休 日
日課返 上で待機 していたが,み ずほへの慣熟飛行 も実施で きなかった.
11月 は除雪や42次 夏期 ドーム旅行隊が使用する車両などの整備を行ったほか,29日 には食糧品の整理を行 うなど,
42隊 受入れ準備作 業を進めた 航空部門では月後半の天候が良 くなり,み ずほ着陸の飛行 も含め延べ7H間 実施で
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きた。い くつかの設営関連作業では夕食後の定例の残業 も始 まり,徐 々に夏期作業 日課に近い生活 となった。
12月 は比較的天候に も恵 まれ,42次 隊の迎え入れ準備 も全員作業で対応 し,23日 の第1便 までに多 くの作業がは
かどった。航空部門では予定 した観測飛行がようや く進捗 し,延 べ60時 間ほ どの飛行がで きた。17日,発 電機用軽
油系燃料が発電棟内貯油槽か ら流出する事故が発生 し,油 の除去作業等対応に追われた。流出量は,4.7な いし5.9KL
と見積 られた。調理部門では42次 隊の食糧搬入に備 え,食 糧庫の整理 を進めた。持帰 り廃棄物の集積は除雪が進ん
で最終段 階に入 り,他 部門の協力を得つつAヘ リポー ト周辺等 に整然 と並べた。
1月 は氷上輸送の荷受 け4晩,持 帰 り輸送1晩 をボランティアの観測系隊員 も組み込んで対応 した。空輸物資の荷
受け ・配送(上 ・中旬の5日 間),お よび持帰 り物品の集積 ・荷送 り(23-31日)は 全員作業で対応 した。航空部門で
は,駐 機場周辺の氷上が悪化 してきたので駐機場を基地前の タイ ドクラック沖側へ移動 し,41次 隊の航空機観測 を
19日 をもって終了 して20日 か ら42次 隊へ全て引 き継いだ。油流出事故後の環境モニタリングとして9日 および22日,
北の浦の5点 で採水 を行い,42次 隊へ と引 き継いだ。 また,持 ち帰 りを予定 した廃棄物は集積 した殆んどを 「しら
せ」へ積み込んだ。越冬交代後 も42次 隊の要請に基づ き,機 械隊員な ど設営担当隊員の多 くが支援作業を行 った。
5)「 南極地域の環境の保護に関する法律」に係る南極地域活動計画確認申請
南極域の自然環境 の包括的な保護 を図ることを目的に,国 際法 「環境保護のための南極条約議定書」が1998年1
月14日 に発効,議 定書 を担保するための国内法 「南極地域の環境保護に関す る法律」 も同 日発行 した。国内法は段
階的に施行 され,1999年1月14日 には議定書の附属書IVを 除 く全てが施工 された。 ここでは議定書 を遵守 し環境保
護のための行為の制限を確実に実施す るため,南 極地域で行 なわれる全ての活動について,活 動を主宰する者が申請
書(必 要に応じ環境影響評価書)を 以て環境庁長官の確認を受 け,行 為者(観 測隊員,「 しらせ」乗員)は 行為者証
を携帯することを義務付けている。
これに伴い第41次 隊か ら 「南極地域活動計画確認申請」 を行 う必要が生 じ,第41次 南極観測隊活動計画 として,
観測船 「しらせ」による輸送,各 省庁が行 う定常観測,国 立極地研究所が担当す る研究観測 ・設営計画につ き58項
目の申請 を南極地域観測統合推進本部長である文部大臣から環境庁長官に対 して行った。その内の1件 「ダイナマ イ
ト震源 を用いた人工地震による地殻構造探査」については,初 期の環境影響評価書を添付 した。環境庁長官の確認の














クラ イス トチ ャーチ着 研 究観測準 備
航 空機 にてマ クマー ド基地 に向け南 下,到 着
各種 トレーニ ングお よびキ ャンプ準備
基地 か ら約25km離 れ たBig　Razorback島 付 近の 海氷llに て調査 開始
調査終 了,日 本向 け荷物発送作 業
航 空 機に て クライス トチ ャーチ に向 け北 一ヒ,到 着
日本 向け荷物発 送作 業,デ ー タ整理




(4)研 究 成 果
1)麻 酔薬セボフルレンを用いて,計31頭 の成体雌個体に対 して無事故で不動化 を行 うことが出来た。鰭脚類で
は一般にケタミン等の麻酔薬 を筋肉注射する事で野外環境下における不動化が行われるが,ウ ェッデルアザラシ
においては手法が確立 してお らず,事 故が頻発 していた。 また,ガ ス麻酔薬の吸入による不動化 には,気 化器や
温度調節施設などの大型装置が必要で,野 外環境 下での不動化は困難であった。捕獲袋を用いて個体を捕獲 し,
セボフルレンを袋の先端部に注入するというや り方で不動化する方法の確度を高めることが出来た。
2)以 下の各種デー タロガーを,31頭 の成体,5頭 の新生仔に装着 し,繁 殖期のウェッデルアザラシの行動 ・生
理,お よび水 中の餌環境 に関するデー タを得ることが出来た。
3MPDT　 (3軸 磁気,速 度,深 度,温 度):水 中3次 元測位。
DSL(デ ジタル静止画像,深 度):餌 生物その他に関する画像情報。
PD2GT　 (速度,深 度,2軸 加速度,温 度):潜 水遊泳中の鰭の動 きや体輻の傾 き。














チ リ,サ ンチ ャゴ着(9日 まで調査打 ち合わせ,研 究 会等)
サ ンチ ャゴ発一 プ ンタア レナ ス着
プ ンタアレナス発一 エ ス クデ ロ基 地着(航 空機)
エ ス クデ ロ基 地発一 プ ン タア レナス着(航 空機)
(15日 まで調査報告,輸 送準 備)








(5)観 測 項 目
無脊椎動物(線 虫,ワ ムシ,ク マムシ,ダ ニ,昆 虫)の 種多様性,極 限環境の陸 上生態系における糸状 菌類,
水生菌の役割 と種多様性,及 びそれらのポス ト生物 としての藻類,蘇 苔類,地 衣類,種 子植物 との相互関係研究
するための植物,t二 壌調査及びサンプリング
(6)研 究 成 果
1)南 極における龍顔および種 子植物か ら分離 される卵菌類糸状菌の固定 と分布調査 アー ドレイ島を中心に,カ ギ
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ハイゴケ群落などから合計54サ ンプルを採取 した。卵菌類分離培地 を用いて卵菌類110菌 株を分離 し,分 離株 を
培養 し,光 学顕微鏡で観察 した。その結果,分 離株のほ とんどが ピシウム属菌の2種 と考えられ,15℃ の暗黒
下で遊走子と呼ばれる水中遊泳性の無性繁殖胞子を多量に形成 し,内1種 は,卵 胞子 と呼ばれる有性器官を1株
の単独培養で形成 した。今後,こ れら2種 について,新 種 としての形態記載 とDNAの 塩基配列決定,培 養 した
カギハ イゴケに対する病原性試験 を行 う予定である。
2)陸 産 ・淡水産の無脊椎動物 と海産間隙性動物の研究
① 分類学的研究:
フ ィルデス半島において総計約250の サンプルを得た。陸上および池や川か ら植物(コ ケ,地 衣類,緑 藻類)
と土中に生息する動物 を抽 出した。動物 はホルマリンで固定 したが,一一部は生 きたまま顕微鏡観察 し,映 像 に
収めた。これまでに繊毛虫類,線 虫類,ワ ムシ類,ク マムシ類,ダ ニ類,ト ビムシ類,鯉 脚類,桟 脚類,双 翅
目昆虫,水 生貧毛類の分布 を確認 した。優占動物である線虫類は10数 種が分類 されたが,今 後更に多 くの種
が見つかると思われ,昭 和基地やケーシー基地での線虫相に比べてかな り高い多様性を示すと推測 される。
② 生態学的研究:
各層 に見つかる動物の個体数 とコケの温度変化の関係を調べ るため に,コ ケ表層 と1cm毎 に深 さ5Cmま
でのコケの温度を10分 毎に計測 した。また,毎6時 間ごとにコケを1　cm刻 みの層別に採取 した。線虫 を対象
に した予備調査では1　cmま でに10個 体,2cmの 層に25個 体,3cmの 層 に141個 体,4cmの 層に86個 体が生
息 し,コ ケ群落内の上層と下層で動物の分布に違いがあることが分かった。また,人 間活動が南極の生態系に




昭 和 基地 は東 南極 リュ ツ ォ ・ホル ム湾東 岸 の大 陸氷 縁か ら西 に4　km離 れた 東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は
69°OO'22"S,39°35,24"Eで 標高 は29.18mで あ る。
(2)建 築 物
建物48棟 の総床 面積 は約5930.Smzで 発電 棟2,作 業棟2,居 住 棟2,観 測 ・研 究棟12,ロ ケ ッ ト関係 棟4,多
目的衛生 デ ー タ受 信 システム,倉 庫3,燃 却炉 棟,廃 棄物集積場 等が,東 オ ングル島の岩盤 の上 に建 て られてい る。
他 に,見 晴 ら し岩 西側 に燃料貯 蔵 タンク,観 測棟東 側 と電離棟 周辺 に は各種観測 用の ア ンテナ群 及 びセ ンサ ー類 が
あ り,基 地 北側の ア ンテ ナ島 に送信棟 及 び送信 アンテナ群が あ る。
(3)電 力
発電 棟 に300kVA(240kW)2基の発電 機が配備 され てい る。通常 は300kVA発 電機1基 の運 転で基 地全体 の電力
を賄 って い る。 また,非 常 用 として,基 地 主要部 か ら離 れた 夏期 隊員 宿 舎の非常 発電棟 に200kVA発 電 機2基 を設
置 してい る。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作 業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラ ック等 の装 輪車 があ り,冬 期作 業用 として ブル ドーザ,ーパ ワー
シ ョベ ル,小 型雪 上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調査 用 として 大型 雪上 車,中 型 雪 上車,小 型雪上 車,浮 ヒ型雪 上
車,ス ノーモー ビル等 が設置 されて い る,,
(5)通 信
昭 和基地 と国内 との通 信連絡 は,イ ンマ ルサ ッ ト衛 星 を利 用 して行 わ れてお り,電 話,フ ァックス,テ レックス
な どが利 用で きる。 また,極 地 研究 所 との 間では,こ の衛 星 を利胴 した静 止画 像伝 送(SSTV)の 運 用 も行 われ て
い る。電報 は,昭 和基 地 とNTT東 京電 報 サー ビスセ ンター問 を インマ ルサ ッ トの ファ ックス通 信で結 び,送 受 信
され る。 短波通信 は,内 陸基 地 や旅行 隊 との連絡 に用 い られて い るが,共 同FAXニ ュースの受信 も行 われ る,、ま
た,1997年2月 か らは電 子 メー ルが利用 で きる ようになった.
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⑥ 医 療
2名 の医療隊員が派遣 されてお り,
れている。































建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
旧 娯 楽 棟
1975(1)
40
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同 じ)
常温食糧庫





地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)12
木製パネル,特 殊コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 送 信 棟
1966(7)
29
















第2夏 期 隊員 宿舎
1999,2000(40,41)
257.5
高床,木 製パネル(旧9.13居 住棟移設,機 械室増設)
レ ー ダ ー テ レ メー タ ー 室
1969(10)
86
高床,鉄 骨,木 製パ ネル
ロケ ッ トレー ダー,テ レメー ター
コ ン トロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
22
高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で移 設




高床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発射























































48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所









鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電 機1基,200kVA発 電機2基,冷 凍 ・冷蔵食 糧庫,暗 室,
風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
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建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
仮 作 業 棟
1985(26)
112
パ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物 品庫,土 木作 業























1階 鉄骨 。2・3階 集 成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯 楽室,図 書室,通 信室,倉 庫









高床,鉄 骨,鋼 板パ ネル
主要部通路


















鉄骨2階,鋼 板パネル,木 製パ ネル
冷凍室,冷 蔵室,設 営倉庫,設 営事務室






































第1廃 棄物 保 管庫
2000(41)
136
パ イプ,断 熱 シー ト
廃棄物保管倉庫
焼 却 炉 棟 2001(42)56.3
鉄骨平屋,鋼 板パ ネル
焼却炉,生 ゴミ炭化装置













昭和 基地 の南東 約270kmの 内陸氷 床 上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高 約2,200m)に ある この基地 は第11次(昭
和45年)に コル ゲー ト棟 を設 置 して以来年 々拡 充 されたが,27次 隊 で閉鎖 され,28次 隊 か らは無 人観測 点 として機
能 してい る。
(1)建 設物
雪 面 下に コルゲ ー ト棟,観 測棟,居 住 棟,ポ ー レックス棟,超 高層観 測室,医 療棟 の計6棟,延 床 面積106mL'の
建物 の他,ト レ ンチ を利 用 した発 電機室,ボ ー リ ング場,雪 洞に よる実験 室 があ る。 また地上 には,通 信用 アンテ
ナ,30mの 気象 タワーな どが設置 され てい る。
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電機 を有 し,居 住棟 と観測 棟 の暖房 お よび風呂 は,発 電 機エ ンジ ンの冷却水 熱 を利用 して行
える ようにな ってい る。他 の建物 の暖房 は,電 気 パ ネル ヒー ターが使用 で きる。
みずほ基地平面図





6.ポ ー レ ックス棟
7.雪 氷倉庫
8.雪 氷実験室







あす か観測拠 点 は,ブ ライ ド湾 か ら約140kmほ ど内陸 に入った氷床 上の基 地で,第26次 観 測隊 か ら建設 が始 ま り,
第28次 隊 で越冬 が 開始 されたが,1991年12月 に越冬 観測が 中断 され,現 在 は無 人で 気象 観測装 置や実験 用の風 力発

















'もロ ム ナ エ ス 肉



























建物配置 を図に示す。建物総面積は約433.6㎡ で,主 屋棟 ・発電棟 ・観測棟 ・通路兼倉庫 ・冷凍庫 ・飯場棟か ら
なる。
あすか観測拠点配置






つ ∠ 一 ・一 一 一 ・一.一.一 ー ーー一一.一.一 ＼1
排水ライン 通路棟 インマルサ ット用アンテナ
排篇 … … …'エ ・赫 槽
発電棟
貯畠麟 議 ζ"主 風向
..〆〆t::コT.N.
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あすか観測拠点建物一覧
建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積㎡ 現 在 の 用 途
30マ イ ル 小 屋
1984(25)鋼板塩ビ加工パネル
259 30マ イル点 の居 住
飯 場 棟
1984(26)鋼板塩ビ加工パネル
14.6 1986年(27次)で 移設 。倉庫
主 屋 棟
1984(26)木製パネル
100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27)木製パネル
95.0 発電 機室 ・風 呂 ・便所
観 測 棟
1986(28)木製パネル
105.0 観測 室 ・医務室 ・寝 室
通 路
1986(28) 鉄 パ イプラチス ・木製パ ネル,一 一部分不燃 パ ネル
93.1 倉庫兼用
② 電 力
常用電 源 として30kVA(24kW)発 電 機2機 が発電棟 に設置 され てい る。




昭和基 地の約1,000km南 の氷床 上の頂 部 に位 置す る観 測拠 点 で,氷 床 ボ ー リングの ため に1995年2月 よ り越冬
を開始 した。現 在 は無 人であ る。位 置は,77°19'Ol"S,39°42,12"Eで,標高 は3810mで あ る。
(2)建 設物
建 物9棟 の総床面 積は298㎡ で,発 電棟 ・食堂棟 ・居住棟 ・観 測棟 などの地上施 設の他,雪 面 下の ドリル作 業室
と掘 削制御室 か らなる。避難施 設 を除 く地 上建物 は通路 でつ なが れ食糧保 存庫等 に使 用 してい る。
ドームふ じ観測拠点建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(㎡) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍室パ ネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パ ネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パ ネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
医 療 居 住棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ドリル作業室 1995(35) 32.4 冷凍室パネル改造
掘 削 制 御室 1995(35) 9.7 木軸,断 熱鋼板パネル
通 路 物 品庫 1995(35) 107.8 冷凍室パ ネル改造
大 気 観 測棟 1997(38) 20.3 冷凍室パネル改造
(3)電 力等
常 用電 源 と して28kVA(22.5kW)2基が発電 棟 に設 置 され て い る。 この ほか に ドリル作業 室 に掘 削 用 と して
28kVA発 電機1基 が あ る.,生 活 用発 電機 は,常 時1基 で運 転 してい るが,掘 削用 は必 要 な時 に運転 す る。生活 区画
の暖房 はエ ンジ ンの余 熱 とボ イラーで行 い,造 水 は雪 ブロ ックを融 か して行 う。
(4)車 両
物 資 の補給 はすべ て昭 和基地 か らブル ドーザ,大 型 お よび中型雪 上 車を使 って行 う。現地 に は これ らの車両 とク
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平成12年 度の南極地域観測 に係る資料整理は,以 下の資料等 について実施 された。
これ らの資料整理は順調 に進み,研 究発表 は,学 会等における口頭発表の他Memoirs,　 南極資料,JARE　 Data
Reports及 び関係学会誌において行 われている。
1)観 測 デ ーター覧
定常観測 ・電離層 担当者 阿 部 厚 志
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己'1童女某イ本 ・言己多最イ土木羨 ・言己6豪機 数量 保管機関















3.5イ ンチMO(230MB) 1枚 通信総合研究所
リオメータ吸収の
測定


























3.5イ ンチMO(230MB) 12枚 通信総合研究所
リ オ メー タ,
短 波 電 界強 度,








定常観測 ・気象 担当者 山 口 寛 司
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地上気象観測 現 地 気 圧,海 面 気 圧,
気温,露 点 温 度,蒸 気
圧,風 向風 速,日 照 時




観 測野 帳,日 原 簿,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
高層気象観測 高 度 約30kmま で の 気
圧,気 温,風 向,風
速,-40℃ まで の湿 度
2000.02.Ol
2001.01.31
観 測記 録,観 測 原 簿,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
特殊ゾンデ観測 オゾン分圧の鉛直分布 2000.02.01…
2001.01.31





観 測記 録,3.5イ ンチMO 6回 分 気象庁
オゾン観測 オゾン全量 2000.02.01
2001.01.31
観測 記 録,3.5イ ンチMO 255日 分気象庁
オゾン反転 2000.02.01一 一
2001.01.31





観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関




波長別紫外域 日射量 2000.02.01観 測 記 録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
2001.01.31




上向き放射量(可 視領 2000.02.01磁気媒体 1年 分 気象庁
域放射量,紫 外域日射 2001.01.31
量,長 波長放射)
その他の観測 ロ ボ ッ ト気 象 計 に よる 2000.02.Ol観 測 記 録,3.5イ ンチMO 1年 分 気象庁
S16の 気 温,風 向風 速,2001.01.31
海氷上の積雪量 2000.03 観 測 記 録,3.5イ ンチMO 11ヶ 月 分 気象庁
2001.01
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 加 藤 泰 男
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
大 型短 波 レー ダー エ コ ー デ ー タ 2000.02.013.5/5イ ン チMO 39枚 国立極地研究所
2001.01.31
エ コ ー デ ー タ 2000.02.Ol… CD-R 56枚 国立極地研究所
2001.01.31
エ コ ー デ ー タ 2000.02.018mmExabyte 20巻 国立極地研究所
2001.01.31
管 理 デ ー タ1 2000.02.Ol3.5イ ンチ640MBMO 2枚 国立極地研究所
2001.01.31
管 理 デ ー タ2 2000.02.01-一3.5イ ンチ640MBMO 2枚 国立極地研究所
2001.OL31
MFレ ー ダ ー 高 度50-100kmの 水 平2000.02.013.5イ ンチ640MBMO 4枚 国立極地研究所
風 ・電子密 2∞1.01.31
DMSP衛 星受信 SSJ/4デ ー タ 2000.02.01-一4mmDAT 218巻 国立極地研究所
2001.01.31
DMSP衛 星受信 OLS可 視/赤 外画像デ2000.02.014mmDAT 12巻 国立極地研究所
一 タ 2001.01.31
AOTFフ ォ ト メ ー オー ロ ラ発 光 ス ペ ク ト 2000.0226… 3.5イ ンチ640MBMO 6枚 名古屋大学
タ ル デ ー タ 200010.15
EXOS-D衛 星受 信EXOS.DSバ ン ドデ 2ー000.02.03一 2400feetCCT 234巻 国立極地研究所
タ 20010L31
プロジ ェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 北 原 司
観測項目 デー タ内容 記録期間 言己'隠女某イ本 ・言己霊泉イ土f兼 ・言己霊泉†幾 数量 保管機関
ナ トリ ウム温 度 ラ ナ トリウム層散乱強度 2000.02.173.5イ ンチ640MBMO 1枚 信州大学
イ ダ ー デ ー タ 2000」OJ3 国立極地研究所
成層圏散乱強度データ 2000.03.22-一3.5イ ンチ640MBMO 1枚 信州大学
200010.13 国立極地研究所
一133一
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 佐 藤 光 輝
観測項目 デー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ULF/ELF電 磁波
動観測
波 形 デ ー タ 2000.02.16
2001.01.08
CD-R 1000枚東北大学
波 形 デ ー タ 2000.02.16
2001.01.08
o
DATチ ーフ 25巻 東北大学
VLF広 帯域記録 2000.02.16-
2001.01.08
8mmHi8テ ー プ 310巻 東北大学









多色 高速 フ ォ トメ
ー タ
フ ォ トメー タ出力 波 形 2000.03.01-
2000.10.09
CD-R 284枚 東北大学
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 重 野 伸 昭
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地磁気観測 地磁気絶対値 2000.02.01-
2001.01.31
二つ 穴 フ ァイ ル 2冊 国立極地研究所





超 高 層 モ ニ タ リ ン
グ









5イ ンチMO 25枚 国立極地研究所
VLF広 帯域記録 2000.02.01-
2001.01.31
8mmHi8テ ープ 53巻 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 佐 藤 光 輝
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
オーロラ光学観測 ATV全 天画像 2000.03.01--
2000.10.09
o




ASC全 天画像 2000.03.01-一 一
2000.10.09
o
DLTチ ー フ 3巻 国立極地研究所




3.5イ ンチ640MBMO 7枚 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 加 藤 泰 男
観測項目 デー タ内容 記録期間 言己'庶女某イ本 ・言己多最イ上布羨 ・言己多最牢幾 数量 保管機関
イ メー ジ ング リ オ
メー タ
2次 元CNA観 測 デ ー タ200α02.01
2001.0131
3.5イ ンチ640MBMO 27枚 国立極地研究所
一134一
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 和 田 誠
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ドロ ップ ゾ ンデ観
測




















プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 猪 原 哲





















エアロゾル数濃度 航海期間 FD 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 西 村 浩 一







風 向 ・風 速 ・(超 音 波
風 向 ・風 速 計)気 温 ・














プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 牛 尾 収 輝
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己'隠女某イ本 ・言己錆ミ仕 梼≡・言己多泉キ幾 数量 保管機関
リュ ッ ォ ・ホ ル ム
湾 氷 上観 測
CTD観 測 デ ー タ 2000.5、
2000.8、
2000.10
35イ ンチFD 1枚 国立極地研究所





リュ ツ ォ ・ホ ル ム
湾氷 上観 測




3.5イ ン チFD 1枚 国立極地研究所
航 空 機 に よ る
AXBT海 洋観測
500m深 まで の 水 温 一 記録 紙 お よび35イ ンチFD 21枚 国立極地研究所
一135一
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 猪 原 哲








エアロゾル数濃度 航海期間 FD 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 芝 治 也









































オゾン濃度 航海期間 FD 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 和 田 誠








モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 牛 尾 収 輝
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己憶 女某イ本 ・言己釜乗イ士奉蓑・言己多乗率幾 数量 保管機関
氷床氷縁監視モニ
タリング
空撮 フ イルム 2000.12.7,
2000.12.22
白 黒 フ ィ ル ム ・　Tri-X　 pal11SO320 23本 国立極地研究所
一136一
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 土 井 浩一郎
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
超伝導重力計観測 超伝導 重力計GPO1 2000.02.01一 3.5イ ン チMO 3枚 国立天文台 ・水
フ ィ ル タ ー,　 TIDEフ 2001.01.21 沢
イ ル タ 一一,　MODEフ ィ
ル タ ー,GEP-2制 御 信
号,現 地気圧,室 温各
1秒 サ ンプ リ ン グデ ー
タ
ラコスト重力計に ラ コ ス ト重 力 計TIDE
よる地球潮汐の観 フ ィ ル タ ー,　 MODEフ
測 イル タ ー 各1秒 サ ンプ
リ ン グデー タ
超伝 導重力計TIDE 2000.02.01・ 一チ ャー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン式 レ コー11冊
フ ィル タ ー,　 MODEフ 2000.12.31ダ ー
イル ター,現 地 気 圧,
室 温,ラ コス ト重 力計
TIDEフ ィ ル タ ー,
MODEフ ィル ター
超伝導重力計傾斜信号 2000.02.01-一チ ャー ト紙B9501AH/横 川2ペ ン式 レ コー ダ11冊
ア ナロ グモ ニ ター 記録 2000ユ2.31 一

















プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 土 井 浩一郎
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
露岩域GPS観 測 GPSデ ー タ: 2000.02.Ol-一 3.5イ ン チMO 3枚 国立極地研究所
海氷GPS観 測 Ashtech　 (Z-SulYeyer)2001.01.31
氷床GPS観 測 FurUm(MG-2110)
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 瀬 尾 徳 常
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地電位連続観測 地電位,地 磁気3成 分 2000.02.01一 カ セ ッ トMT(CT600-N) 3巻 国立極地研究所
2001.01.31
一137一
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 重 野 伸 昭(宙 空)




モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 瀬 尾 徳 常






















チ ャー ト紙RD2212 12冊 国立極地研究所




DATカ セ ッ トテ ー プ(DDS2) 2本 国立極地研究所
AD変 換器 ロ グ デ ー タ 2000.02.01
2001.01.31












チ ャ ー ト紙mR180 12冊 海上保安庁水路
部
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 吉 田 三 教
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
極地における心理
的諸問題の研究
ア ンケ ー ト 20002
2001.1
封筒入り回答紙 一一式 慈恵会医科大学
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 酒 井 光 昭




















モニタリング研究観測 ・生物 ・医学部門 担当者 渡 邉 研太郎
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
アデ リーペ ンギ ン
セ ンサ ス
ル ソカ リー画 像 2000.11,16--
2000.12.3




コウ テ イペ ンギ ン
セ ンサ ス
ル ソカ リー画 像 2000,911 35mm版,36exカ ラ ー フ ィ ル ム 5本 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・共通 担当者 芝 治 也
観測項目 デー タ内容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
NOAA衛 星受信 AVHRRデ ー タ 20002.1-
200L1.31
DDS　 DATテ ー プ(生 デ ー タ)




モニタリング研究観測 ・共通 担当者 土 井 浩一郎
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ERS-2受 信 ERS-2合 成開 口 レー ダ2000.02.01…
2001.01.31
DIカ セ ッ トテ ー プ(Mサ イズ)




モニタリング研究観測 ・共通 担当者 渡 邉 研太郎
観測項目 デ ー タ内容 記録期間 言己憶 女業イ本 ・言己釜景イ士杓ミ・言己多乗‡幾 数量 保管機関
衛星海色データ受
信
SeaWiFSデ ー タ 2000.2.1--
2001.1.31
DDS　 DAT生 デ ー タ 20巻 国立極地研究所
2)採 取資料一覧
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 和 田 誠








ス テ ン レ スキ ャニ ス ター 約2週 間に
1回
国立環境研究所
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 猪 原 哲
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
航空機大気採取 空気 20003.3-
2001.1.19
昭和基地周辺上空 ガ ラ ス フラ ス コ 56本 国立極地研究所
東北大学
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プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 牛 尾 収 輝
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
リュ ツ ォ ・ホ ル ム














パッダ島沖 冷凍ポリ袋詰 3本 国立極地研究所
海水試料 2001⊥20-
2001.1.21
パツダ島沖 ガラス瓶詰 3本 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 芝 治 也
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
大気サ ンプリング 空気(東 北大用) 2000.2.3-
2001.1.30





観測棟海蘭 金 属 製 フ ラ ス コ(2ρ と
4の




観測棟海側 ガ ラ ス フラ ス コ(L5の 48本 米国大気海洋局













観測棟海側 パ イ レ ッ クス ガ ラ ス管 49本 国立極地研究所
上記試料比較用標準試料 観測棟内 パ イ レ ッ クス ガ ラ ス管 4本 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 今 栄 直 也 ・岩 田 尚 能





フ ィ ル タ ー 4枚 国立極地研究所
2000.4.26
2000.5.5
と っつ き岬N7裸 氷
帯
フ ィ ル タ ー 4枚 国立極地研究所
2000.8.14--
2000.8.18
と っつ き岬N7裸 氷
帯










フ ィ ル タ ー 4枚 国立極地研究所
明石探査 明石 2000.11.17ー 一
2001.1.10
やまと山脈裸氷帯 ナ イ ロ ン袋 35闘 個 国立極地研究所
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プロジェクト研究観測 ・地学部門 担当者 岩 田 尚 能










西 オ ン グ ル 島,ラ
ン グホ ブデ
ナ イロ ン袋 211k9国立極地研究所
山形大学
プロジェクト研究観測 ・生物 ・医学部 担当者 酒 井 光 明





























30 一 国際 地球 観測 年(IGY)の 一環 と しての 南 極 観測
へ の 参加 につ い て 閣議 決 定(30」1.4)
一ー一 一一 一 －A－
31 1
第1次 隊 「宗 谷1で 出発,海 鷹 丸 随伴,東 オ ン グ
ル島 に 「昭 和基 地 」開設(32.1.29),帰 路 「宗 谷」







32 2 氷状悪化のため1宗 谷」接岸できず,越 冬断念 (0)
50
32.10.21 33,428 永田 武 村山 雅美
33 3
南極大陸調査旅行実施,物 資輸送を航空機輸送







永田 武 ○ 村山 雅美
34 4






立見 辰雄 ○ 鳥居 鉄也
35 5







○ 村山 雅美 守田康太郎
36 6































自衛隊法改正,輸 送は防衛庁が担当 一-一　 　 　 一 ←一一'
40 7















○ 鳥居 鉄也 楠 宏
42 9
極 点 に至 る往 復 調 査 旅 行 〔5.182km,9.28～2.15







○ 村山 雅美 清野善兵衛
43 10






○ 楠 宏 村越 望
44 11
ロ ケ ッ ト(S-160)2機 試 射 に 成功,み ず ほ観 測









ロ ケ ッ トに よる オ ー ロ ラ観 測 開 始(S-160,S-210
計7機 打 上),み ず ほ観 測拠 点 で 越 冬観 測,「 ふ じ」
右 推 進 翼1枚 切 損,(46.1.10),「 ふ じ」推 進 装 置








ロ ケ ッ トに よる オ ー ロ ラ観 測(7機 打 上),「 ふ じ1















楠 宏 ○ 平澤 威男
48 15
地 学 系,環 境 科 学 系 観 測 重 点(2-1),や ま と倶
石多 数 発 見,小 型航 空機(セ ス ナ185)昭 和 基 地
に設 置,新 谷 「ふ じ」 乗 組 員 遭 難 死(49.1.1),










地 学 系,環 境 化 学 系 観 測 重 点(2-2),コ ウ テ イ






○ 星合 孝男 吉田 栄夫
50 17
国際 磁 気 圏 観 測 計 画(IMS)の 初 年 度 ロ ケ ソ ト
(S-2106機,S-3101機)打上,人 工衛 星 テ レ
メ トリ ー 観 測 開 始,超 高 層 立体 同 時 観 測 成 功,





○ 芳野 赴夫 平澤 威男
51 18







o楠 宏 國分 征
52 19
IMS第3年 次,ロ ケ ノト(S-2102機,S-3104
機)打1二,南 極 輸 送 問 題調 査 会 議 設 置,「 み ず ほ





















地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-1),や ま と 明 石






吉田 栄夫 ○ 山崎 道夫
購入
54 21
地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-2),新 観 測 船 建






木崎甲子郎 ○ 川口 貞男
55 22
地 学 系,気 水 圏 系観 測 重 点(3-3),新 船 建 造 第2











系 ・生 物 資 源 に 関 す る 国 際 共 同 観 測(5-1),東






○ 星合 孝男 前 晋爾
開 始,新 船 建 造 第3年 次(56.12.11進 水),セ ス
ナ機導入
中層大気国際協同観測(4-2),南 極海洋生態
57 24 系 ・生 物 資 源 に 関 す る 国 際 共 同 観 測(5-2),東






○ 前 晋爾 大山 佳邦
2),新 船 建 造 第最 終 年次(57.11.12完 成)
中 層 大 気 国 際協 同 観測(4-3),ロ ケ ッ ト(S-310
58 25
3機)打 上,南 極 海洋 生 態 系 ・生物 資 源 に 関 す る






○ 平澤 威男 内藤 靖彦
地 域 雪 氷 ・地学 研 究(7-3),新 観 測 船 「し らせ 」
就 航(58.11.14)
中 層 大 気 国 際協 同 観測(4-4),ロ ケ ッ ト(S-310
59 26
3機)打 上,南 極 海洋 生 態 系 ・生 物 資 源 に 関 す る






川口 貞男 ○ 福西 浩
地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-4),あ す か 観 測 拠 点 の
設置
南極海洋生態系 ・生物資源に関する国際共同観
60 27 測(5-5),東 ク イ ー ン モ ー ド ラ ン ド地 域 雪 氷 ・
(35) 60.11.14 61.4.20 吉田 栄夫 ○ 内藤 靖彦
地 学 研 究(7-5),豪 州 観 測 船1ネ ラ ・ダ ン号 」50 (62.3.25)
救 出(60.12.16)
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
61 28
(7-6),気 候 変 動 に関 す る 総 合 研 究(5-1),陸 上






星合 孝男 ○ 大山 佳邦※ 鮎川 勝
冬観 測 開始(62.12.16)
東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
62 29
(7-7),気 候 変動 に関 す る総 合研 究(5-2),陸 上










第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
63 30 研 究(8-1),気 候 変動 に関 す る総 合研 究(5-3),

























第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-2),気 候 変動 に 関 す る 総 合 研 究(5-4),











第n期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-3),気 候 変 動 に 関 す る総 合研 究(5-5),
南大 洋 の 地 学 研 究(5-4),ポ ー ラ ーパ トロ ー ル






國分 征 ○ 藤井 理行※ 巻田 和男
3 33
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-4),南 大 洋の 地 学 研 究(5-5),ポ ー ラー
パ トロー ル 気 球 に よる 超 高 層 大 気 の 観 測(3-2),
氷 床 ドー ム深 層 掘 削 観 測 計 画(5-1),海 氷 圏 生






○ 福地 光男 佐野 雅史
4 34
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-5),ポ ー ラ ー パ トロ ー ル 気 球 に よ る超
高 層 大 気 の 観 測(3-3),氷 床 ドー ム 深 層 掘 削 観






○ 佐藤 夏雄 成瀬 康二
5 35
第H期 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-6),氷 床 ドー ム 深層 掘 削 観 測計 画(5-3),





(7.3.28) 渡邉 興亜 ○ 横山宏太郎
6 36
第H期 東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研究(8-7),氷 床 ドー ム深 層 掘 削 観測 計 画(5-4),










第H期 東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-8),氷 床 ドー ム深 層 掘 削 観測 計 画(5-5),






O☆ 藤井 理行 神田 啓史
川田 邦夫
8 38
南 極域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネ ル ギ ー 流 入 と大 気
変 質 の研 究(5-1),極 域 大 気一 雪 氷 一 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-1),南 極
大 陸 の進 化 ・変 動 の 研 究(5-1),南 極 環 境 と生






○ 山内 恭 ☆ 金戸 進
山岸 久雄
9 39
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネ ル ギ ー流 入 と大 気
変 質の 研 究(5-2),極 域 大 気 雪 氷 一一海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に 関 す る研 究(5-2),南 極
大陸 の 進 化 ・変 動 の 研 究(5-2),南 極 環 境 と生






O澁 谷 和雄 森脇 喜 一
10 40
南 極 域 熱 圏 ・中 間 圏 へ の エ ネル ギ ー 流 入 と大 気
変 質 の 研 究(5-3),極 域 大 気 一一雪 氷 一 海 洋 圏 に
お け る環 境 変 動 機 構 に関 す る 研 究(5-3),南 極
大陸 の 進 化 ・変動 の 研 究(5-3),南 極 環 境 と生
物 の 適 応 に関 す る 研 究(5-3),豪 州 観 測 船1オ

















































地球規模の気候 ・環境変動は,気 候の温暖化,オ ゾン層の破壊,降 水の酸性化などの諸現象に代表 されるように生
態系のみならず人類生存にもかかわる最重要の問題になっている。北極域 は,地 球規模の気候 ・環境変動が最も顕著
に現れる地域であるとともに,当 該地での環境変化が地球規模変動の引き金になると考えられている。 さらに,フ ィ
ー ドバ ック機構 により北極域の環境の変化が 一段 と増幅されるとも考えられている。地球規模の気候 ・環境変動を正
確 に予測 をす る上で,北 極域における気候 ・環境変動の実態 を克明に把握 し,変 動 メカニズムを解明す ることは,早
急 に取 り組まねばならぬ緊急の課題である。
学術審議会の建議 「地球環境科学の推進について」(平 成7年4月)や 測地審議会の建議 「地球科学における重点的
課題 とその推進について」(平 成7年6月)で は,北 極圏における気候 ・環境に関す る研究 を重要な研究課題 と指摘
している。国立極地研究所では,こ うした背景の下に北極研究を進めている。
ノルウェー ・スバールバル諸島のニーオルスン基地において,温 室効果気体についての大気サ ンプリング観測や地
上気象観測 を継続 している。同基地およびペアー島で レーダーを用いた雲 ・擾乱観測 を行った。10月 には観測船 ラ
ンセ(ノ ルウェー極地研究所)を 用いて,グ リーンラン ド海 ・バ レンツ海において大気 ・海洋間二酸化炭素交換 につ
いての観測を行 った。3月 か ら4月 にかけて,ド イツ ・アルフレッ ド・ウェーゲナー極地海洋研究所 と共同で,ス バ
ールバル地域で,北 極圏対流圏エアロゾル と放射 の総合観測を行 った。 こうした観測 をあわせて解析 し,北 極圏大気
の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,雲 の変動 を明 らかにし,そ の原因となる輸送や生成 ・消滅過
程の解明をはかっている。また,南 極域 と対比 しつつ,放 射効果を通 じた気候への影響 を評価 している。
前年度 にノルウェー,ス バールバル諸島北東島アウス トフォンナ氷帽において,ノ ルウェー極地研究所 と共同で採
取 した雪氷資料の分析 を行った。北グリー ンラン ドで,デ ンマークを中心 とする欧米諸国と共同で,深 層氷試料 を採
取 し,現 場解析 を行った。あわせて前年度 までに同地で採取 した試料の分析 を続けた。
東ロシアのマガダン周辺域において,ヤ クーツク永久凍土研究所 と共同で積雪調査 を実施 した。ロシア北極南極研
究所 ・アルタイ大学 と共同で,ロ シア,ア ル タイ山脈,ソ フィスキー氷河での雪氷観測計画を立案 し,現 地において
予備調査 を行った。カナダ,マ ウン ト・ローガンにおいて,カ ナダ地質調査所 と共同で,氷 河観測の予備調査を実施
した。こうした観測成果をあわせて過去の気候 ・環境変動の復元作業を進めている。 また,現 在の北極雪氷圏の物質
及び水循環的特性 を明 らかにしている。
前年度 までの3年 間に実施 されたノースウオーターポ リニア海域の現地観測 により取得 した資試料の解析 を続 け
て,寒 冷海洋生態系における基礎生産変動過程などを究明 した。国内外で開催 された研究集会やワークショップにお
いて,研 究成果の比較検討を行った:ポ リニア海域の基礎生産藻類群集の効率的な光合成のためのシステム,ポ リニ
ア生態系におけるカイアシ類の役割,カ イアシ類の安定同位体自然存在比の変動などが明らかになりつつある。
7・8月 にノルウェー,ス バールバル諸島,ニ ーオルスン近傍の東ブレッガー氷河後退域のモレーンにおいて,ツ
ンドラ氷河域における炭素循環過程 についての観測を行 った、,イネ科植物 ・蘇苔類 ・藻類クラス トの呼吸 と光合成を
測定 した。観測に基づ き,キ ョクチヤナギの 一次生産量を推定 し,異 なる水環境に生育するツンドラ植物の光合成特
性を解明 した。あわせて,前 年度 までに取得 した試料の分析を続け,ツ ン ドラ氷河域の植生部分 と土壌部分の構造,
組成,土 壌活動層の深度,地 下水位,土 壌水分を明らかにしだ,
ノルウェー,ス バールバル諸島,ロ ングイヤービンに設置 したEISCATレ ーダーを用いて,極 冠帯 ・オーロラ
帯の中層 ・超高層大気の観測を行った。SOUSYレ ーダー,MFレ ーダーで取得 したデータとの対比をした。同地
において,オ ーロラスペク トログラフを用いて,他 波長分光観測 を行った.ま た,新 たに,流 星 レーダーを設置 し,
観測を開始 した。 こういった観測成果の綜合解析に並行 して,数 値モデルの研究 も行い,北 極域における地球大気中
で生起する,大 気潮汐や大気大循環など,種 々の力学的現象を解明 している。
アイスラン ドでの昭和基地とのオーロラ共役点観測の 一一環 として,9月 の秋分期にアイスランドの3地 点において
オーロラTV観 測 を実施 した。天候に恵 まれ,興 味深いオーロラ共役点現象 を多 くとらえることができた、,特に,オ
メガバ ン ド脈動オーロラの発達過程の共役性,　Westward　 Traveling　Surgeオ ～ロラの発達過程の共役性,オ ーロラブ




総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立 大学院(学 校教育法第68条 の規定 に基づ き学部 を持たず大学院
だけを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置 された国立大学である。
全国の大学研究者の共同研究推進について,中 心的役割をはた している大学共同利用機関のうち14研 究機関(高 エ
ネルギー加速器研究機構(素 粒 子原 子核研究所,物 質構造科学研究所,加 速器研究施設),国 立極地研究所,国 立遺
伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センター,国 立天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構
(分子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所),国 立民族学博物館 及び国立歴史民俗博物館)と の緊密な連
携 ・協力の 下に,そ れ らの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博士後期課程の教育研究 を行 うことを特色 としている。
こうした特色 を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野 を開拓するとともに,そ れぞれの専門分野 にお
いて学術研究の新しい流れに対応することのできる優れた研究者 を養成することを目的としている。
2.総 合研究大学院大学への参画
国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関として同大学数物科学研
究科に設置された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導 を行 うこととなり,14名 の学生が在籍 している。
1)極 域科学専攻の概要
南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が一つの大 きな自然系を構
成 している。極域科学は,こ の 自然系に係る幅広い研究分野の基礎の 上に立ち,地 球の自然を支配する物理的 ・化学
的 ・生物的諸過程とその相互作用を地球規模のシステム科学 として究明することを目的としている。本専攻において




区 分 講 座 A→t-一 コ疋 貝 現 員 (現員)一(定 員)
教 授
極 域 気 圏 科 学
一 一
4 8 4
極域 水 陸 圏 科 学 5 7 2
計 9 15 6
助教授
極 域 気 圏 科 学 4 1 △3
極 域 水 陸 圏 科 学 5 3 △2
計 9 4 △5
助 手
極 域 気 圏 科 学 8 8




学生数/学 位取得者数 一覧(数 物科学研究科 極域科学専攻)
学生数 学位取得者数
1年 次 2年 次 3年 次 合計 学 位
取得月 課程†専士
論文博士 小 計 合 計
平成5年 度 5 / / 5 9月3月
平成6年 度 2 5 / 7 9月3月
平成7年 度 5 2 5 12
9月
3
3月 3 0 3
平成8年 度 6 5 4 15
9月 2 0 2
2
3月 0 0 0
平成9年 度 3 6 7 16
9月 1 0 1
2
3月 1 0 1
平成10年 度 5 3 9 17
9月 1 0 1
6
3月 4 1 5
平成ll年 度 5 4 7 16
9月 2 1 3
6
3月 2 1 3
平成12年 度 3 5 6 14
9月 0 2 2
6
3月 4 0 4
※学生数は,各 年度 とも4月1日 現在の人数
授業内容一覧
平成5年 度～7年 度
大講座 教育研究指導分野 概 要
授 業 科 目






域 エネルギー輸送 とその変換過程に関する教育 と研究を行
う 。
気
圏 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収 支 大気物理学特論
と物質 循環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 気候システム論
科 バルな環境の中での極球大気圏の応答及び役割に関する 大気 ・雪氷圏物質循環論
学 教育と研究を行 う。












極 球 水 圏 極域水圏 を構成す る海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ
ネルギー収支 と物 質循環 及びその長期変動に関する教育






極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパ ンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象































極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支




















極 域 水 圏 極域水圏 を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動に関す る教育













極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成からパ ンゲアの発展 と
分裂,氷 床発達 に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象


















大講座 教育研究指導分野 概 要 授 業 科 目









気 極 球 大 気 圏 極域大気圏の諸現象 とその相互作用,エ ネルギー収支 極域大気圏科学特論 1
圏 と物 質循 環,気 候 ・環境 変動 メカニ ズム,そ して グロー 極域大気圏科学特論H
バルな環境の中での極球大気圏の応答及び役割に関す る 極域大気圏科学特論m
科 教育 と研究を行 う。 極域大気圏科学演習1
学 極域大気圏科学演習H
極域 気圏 共通 極域気圏環境科学特論
極域気圏科学特別研究
極域気圏観測法
極 域 水 圏 極域水圏を構成す る海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ 極域水圏科学特論 1
ネルギー収支 と物質循環及びその長期変動に関す る教育 極域水圏科学特論n
と研究を行 う。 また,そ こに生息する生物の環境適応 と 極域水圏生物特論 1
生物生産及び生物生産が環境変動に及ぼす影響に関する 極域水圏生物特論H




極 球 陸 圏 地球誕生以来,原 子地殻の生成か らパンゲアの発展 と 極域地圏科学特論 1
陸 分裂,氷 床発達に至 る変動史,並 びに,現 在の変動現象極域地圏科学特論H
圏 に関する教育 と研究 を行 う。 また,氷 床 ・氷河変動 にと 極域地圏科学特論m
もなう陸圏環境変化が生物の適応 と維持 にどのような影 極域陸圏生物特込冊









12年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
上 野 健 極 域 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
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極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平 成10年10月 入学)
2年 次
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 域 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
1年 次
門 崎 学 極 域 大 気 圏
北 村 圭 吾 極 域 陸 圏
三 谷 曜 子 極 域 水 圏
11年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏 (平成11年9月 修了)
外 田 智 千 極 域 陸 圏 (平 成11年9月 修了)
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 球 陸 圏
山 本 麻 希 極 域 水 圏
2年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
Ropert-coudert
Yan　 Michel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平 成10年10月 入学)
1年 次
鮎 川 恵 理 極 域 水 圏
梅 田 晴 子 極 域 水 圏
富 山 隆 將 極 球 陸 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
10年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
田 中 秀 … 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏 (平 成10年9月 修 了)
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子
一一 ー ー ー 一
極 域 陸 圏
151
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
2年 次
上 野 健 極 球 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 水 圏
1年 次
飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏
高 橋 晃 周 極 域 水 圏
並 木 光 行 極 域 水 圏
福 原 哲 哉 極 域 陸 圏
Ropert-coudert
Yan　 Michel
極 域 水 圏
荒 井 頼 子 極 域 水 圏 (平 成10年10月 入学)
9年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
市 川 収 極 域 陸 圏 (平成9年9月 修了)
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
2年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 域 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 水 圏
外 田 智 千 極 域 陸 圏
1年 次
上 野 健 極 域 陸 圏
小 澤 拓 極 域 陸 圏
黒 木 麻 希 極 域 陸 圏
8年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
岡 田 格 極 域 大 気 圏 (平成8年9月 修 「)
木 部 剛 極 域 陸 圏 (平 成8年9月 修 「)
市 川 収 極 球 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
2年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
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学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
1年 次
一 谷 修 也 極 域 水 圏
海老原 祐 輔 極 球 電 磁 圏
大 谷 誠 司 極 域 水 圏
鈴 木 里 子 極 域 陸 圏
高 田 守 昌 極 域 陸 圏
外 田 智 千 極 域 水 圏
7年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
五十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
2年 次
市 川 収 極 球 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
1年 次
車 田 章 極 域 電 磁 圏
武 田 肇 極 域 陸 圏
田 中 秀 二 極 域 水 圏
藤 田 裕 一 極 域 電 磁 圏
的 場 澄 人 極 域 水 圏
6年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
2年 次
五十嵐 誠 極 球 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏
中 井 睦 美 極 域 陸 圏
1年 次
市 川 収 極 域 陸 圏
三 枝 茂 極 域 陸 圏
5年 度 学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
1年 次
五 十嵐 誠 極 域 水 圏
安 田 道 恵 極 域 水 圏
岡 田 格 極 域 大 気 圏
木 部 剛 極 域 陸 圏




氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
五十嵐 誠 スバ ールバル諸島亜極地型氷河 における堆積 †専士(理 学) 平成8年3月21日
環境示標 シグナルの特性 に関する研究
安 田 道 恵 極球海洋 におけるバ クテリア群集の増殖 博士(理 学) 平成8年3月21日
一研究方法の確立 と海氷域の応用 一
中 井 睦 美 磁気履歴特性の異方性についての岩石磁気学 博士(理 学) 平成8年3月21日
的研究
岡 田 格 南半球海氷域における大気の熱収支の季節変 博士(理学) 平成8年9月30日
動
木 部 剛 富 士 山高 山帯 に出現 す るコ タヌキ ラ ン(Carex 博士(理 学) 平成8年9月30日
doenitzii)　 個体 群の種子繁殖 過程の研 究
市 川 収 PETROLOGY　 OF　 THE　 CR　 CHONDRITES博士(理 学) 平成8年9月30日
的 場 澄 人 氷コア中の微量金属元素の定量法 の開発 と金 博士(理学) 平成10年3月24日
属元素から見たスバールバルの環境変動
藤 田 裕 一 イメー ジ ング リオ メー タ を用 い た オ ー ロ ラ関 博士(理 学) 平成10年9月30日
連現象の共役性の研究
田 中 秀 二 母川 回帰 中のサ ケ(Oncorhynchus　 keta)の 遊 泳博士(理学) 平成11年3月24日
行動に関する研究
一 谷 修 也 北海道東部内陸域 における降水及びエ アロゾ 博士(理 学) 平成ll年3月24日
ルに含まれる各種金属元素の挙動
海老原 祐 輔 Numerical　 simulations　 on　 the　 dyllamics　 of博士(理 学) 平成11年3月24日
charged　 particles　 in　the　 inner　 magnetosphere
associated　 with　 a　magnetic　 storm
大 谷 誠 司 ネズ ミイルカの連続潜水行動 に関す る行動 ・ 博士(理学) 平成11年3月24日
生理学的研究
一 井 太 郎 夏季のサウスシェ トラン ド諸島海域 における 博 士(理学) 平成11年3月24日 論文博}二
海 洋環 境,餌 生物(ナ ンキ ョクオ キ ア ミ ・ハ
ダカイワシ類)お よび高次補食者の時空間分
布 パ ター ンに関す る研究
高 田 守 昌 レー ザ ー トモ グ ラ フに よる極 域雪 氷 コ アの微 博 士(理学) 平成11年9月30日
細堆積構造の解析
外 田 智 千 Thermal　 evolutioll　 of　the　 ultrahightemperature博 士(理学) 平成11年9月30日
metamorphic　rocks　 ill　the　 Archaeall　 Napier
Complex,　 East　 AIltarctica
鮎 川 勝 極域昼 間側 に見 られるオーロラの動形態 と粒 博 士(理学) 平成11年9月30日 論文博士
子源に関する研究
鈴 木 里 子 Geochemistry　 alld　 geochronology　of　 u tra-high博 士(理学) 平成12年3月24口
temperature　 metamorphic　ocks from　 the　 Mt.
Riiser-IＬarsell　 area　 ill　the　 Archaean　 Napier
Complex,　 East　 AIltarctica
小 澤 拓 衛星干渉合成開口 レー ダ法の南極氷床域への 博 士(理学) 平成12年3月24日
適用
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氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年 月日 備 考
青 木 輝 夫 A　 study　 of　 sllow　 optical　 properties　 with　 a博士(理 学) 平成12年3月24日 論文博士
multiple　 scattering　 radiative　 transfer　 nlodel　 for
the　 atmosphere-snow　systenl　 and　 sdpectral
albedo　 observatiolls
佐 藤 和 秀 南極氷床における積雪特性からみた雪氷環境 博士(理 学) 平成12年9月29日 論文博士
とその変動
佐 藤 忠 弘 OII　the　 observation　 of　tidal　 gravity　 variations　 at博士(理学) 平成12年9月29日 論文博士
Syowa　 Station,　 Antarctica,　 and　 the　 effects　 of　sea
surface　 height　 variatiolls
山 本 麻 希 カワウの循環機能調節におけ る自律神経系の 博士(理 学) 平成13年3月23日
役割に関する研究
飯 塚 芳 徳 東南極宗谷流域の氷床底面状態に関する研究 博士(理 学) 平成13年3月23日
高 橋 晃 周 定着 氷域 にお け る アデ リーペ ンギ ンの採 餌 ・ 博士(理 学) 平成13年3月23日
繁殖生態に関する研究





教 授 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
専攻長 平 澤 威 男 極域気圏科学講座
1 江 尻 全 機 tt
2 佐 藤 夏 雄 〃
3 麻 生 武 彦 〃
4 山 岸 久 雄 ,, 昇 任
5 藤 井 理 行 1,
6 山 内 恭 〃
7 神 山 孝 吉 〃
8 神 沼 克 伊 極減水陸圏科学講座
9 白 石 和 行 〃
10 澁 谷 和 雄 〃
!l 森 脇 喜 一 〃
12 内 藤 靖 彦 Ir
13 福 地 光 男 !T
14 神 田 啓 史 〃
※ 渡邉興亜教授は,平 成12年 度先導科学研究科併任教官
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助教授 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 宮 岡 宏 極域気圏科学講座 新 規
2 三 澤 啓 司 極域水陸圏科学講座 新 規
3 小 島 秀 康 〃
4 小 達 恒 夫 〃
助 手 番 号 氏 名 講 座 名 備 考
1 門 倉 昭 極域気圏科学講座
2 行 松 彰 〃
3 岡 田 雅 樹 ,,
4 菊 池 雅 行 〃
5 堤 雅 基 〃 新 規
6 平 沢 尚 彦 〃
7 森 本 真 司 〃
8 橋 田 元 〃
9 金 尾 政 紀 極域水陸圏科学講座
10 三 浦 英 樹 〃
11 青 木 茂 lt
12 古 川 晶 雄 〃 新 規
13 山 口 亮 tt
14 工 藤 栄 lt
15 伊 村 智 lp
16 加 藤 明 子 lt
17 佐 藤 克 文 〃 新 規
18 平 言睾 享 〃
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VII.　大学院教育に対する協力
大学共同利用機関は,国 立学校設置法第9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生を受け入れることが
で きることになっている。これに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれに関連
する分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受け入れている。
平成9年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
橋 本 久美子 九州大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
市 川 正 裕 東海大学大学院工学研究科
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
丸 山 奈緒美 東北大学大学院理学研究科
文 →↓一 山扇 勝 手 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
青 木 真 一 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪 氷 学
河 野 美 香 岡山大学大学院自然科学研究科
極 地 雪 氷 学竹 谷 敏
北海道大学大学院地球環境科学研究科
内 藤 望 名古屋大学大学院理学研究科
飯 塚 芳 徳 北海道大学大学院地球環境科学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極 地 気 象 学
地 学
白 坂 瑞 樹 横浜国立大学大学院教育学研究科
極 地 地 形 学 ・地 質 学
斉 藤 紀 子 横浜国立大学大学院教育学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
酒 井 聡 愛媛大学大学院理工学研究科
濱 本 拓 志 新潟大学大学院自然科学研究科
井 川 崇 千葉大学大学院自然科学研究科 南 極 固 体 地 球 物 理 学
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
福 原 哲 哉 信州大学大学院理学研究科
南 極損 石 の岩 石 ・鉱物 学
海 田 博 司 東京大学大学院理学系研究科
生 物 学
南 川 真 吾 京都大学大学院理学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
平 群 享 東京水産大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
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平成10年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
浦 島 智 京都大学大学院工学研究科
村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科
北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科
横 田 稔 東海大学大学院工学研究科
気 象 ・雪 氷学
竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科
極 地 雪 氷 学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極 地 気 象 学
納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極 地 海 洋 学
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極 地 地 形 学 ・地 質 学
古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科
青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科
亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科
白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科
南 極 固 体 地 球 物 理 学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科
井 川 秀 雄 千葉大学大学院自然科学研究科
生 物 学
新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科
中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科
山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科
依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
平成11年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
気 象 ・雪 氷学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
極 地 雪 氷 学
中 山 雅 茂 東海大学大学院工学研究科
納 谷 美也 子 東京水産大学大学院水産学研究科 極 域 海 洋 学
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
気 象 ・雪氷 学
吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科
極 地 気 象 学
金 田 真 一一. 千葉大学大学院自然科学研究科
門 崎 学 高知大学大学院理学研究科
越 中 洋 金沢大学大学院自然科学研究科
地 学
平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科
極 地 地 形 学 ● 地 質 学亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科
晴 山 美保 子 東北大学大学院工学研究科
澤 田 忍 神戸大学大学院自然科学研究科 南 極 阻 石 の 岩石 ・鉱 物学
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
新 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科
千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
早 坂 祥 彦 信州大学大学院工学系研究科
極 域 陸 上 生 態 学
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
平成12年 度
研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
超高層物理学
瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科
極 域 超 高 層 物 理 学
中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科
川 野 圭1㌃ 九州大学大学院理学研究科
細 川 敬 祐 京都大学大学院理学研究科
松 井 靖 宏 東海大学大学院工学研究科
土 井 寛 」㌘ 東海大学大学院工学研究科
坂野井 和 代 東北大学大学院理学研究科
気 象 ・雪氷 学
山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科
極 地 雪 氷 学
戸 山 陽 子 北海道教育大学大学院教育学研究科
中　 III　雅 茂 東海大学大学院工学研究科
一
福 井 幸太郎 東京都、乞大学大学院理学研究科
金 田 真 一 T・葉大学大学院自然科学研究科
極 地 気 象 学
吉 識 宗 佳 京都大学大学院理学研究科
冨 川1ゼ 弘 東京大学大学院理学系研究科
矢 吹 正 教 下葉 大学大学院自然科学研究科
納 谷 美也1㌃ 東京水産大学大学院水産学研究科 極 域 海 洋 学
地 学
尻 抜 神戸大学大学院自然科学研究科
極 地 地 形 学 ・地 質 学板 東 昌 利 東北大学大学院1:学 研究科
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科
石 原,㌣ 明 金沢大学大学院自然科学研究科
南 極 固 体 地 球 物 理 学湯 山 高i: 金沢大学大学院自然科学研究科
吉 井 弘 治 京都大学大学院理学研究科
生 物 学
河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科
極 域 海 洋 生 態 学
新 村 陽 子 東京水産大学ノぐデ:院水産学研究科
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研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目
生 物 学
畑 瀬 英 男 京都大学大学院農学研究科
極 域 海 洋 生 能'じ 、 学
北 川 貴 士 東京大学大学院農学生命科学研究科
橋 本 泰 助 静岡大学大学院理工学研究科
極 域 陸 上 生 能'しン、 学
美 和 秀 胤 京都大学大学院理学研究科
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当図書室は,大 学共同利用機関 として,極 域科学の学術情報センターの機能を果たすために,極 球研究に関す る多
数の探検報告,学 術雑誌,図 書 ・資料を収集 ・整理 し,こ れらの所蔵資料を開架方式で研究者の利用に供 している。
また,研 究 ・教育機関の図書室 として,極 地に関する自然科学全般,た とえば,超 高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,
地学,海 洋,生 物,医 学,寒 地設営工学,陽 石,情 報科学などの分野 に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ
とめている。昭和基地の図書についても,図 書室で収集,管 理 をしている。2)に 過去7年 間の年度別蔵書数及び増
加冊数 を,3)に 年度別所蔵雑誌タイトル数 を示す。
平成8年11月 か ら学術情報セ ンター(現 国立情報学研究所)に 接続 し,図 書および雑誌の所蔵情報 を提 供 してい
る。平成13年3月31日 現在の登録所蔵 レコー ド数は,図 書(和 洋共)13,924件,雑 誌(和 洋共)2,644件 で,ロ シア
語の図書 を除 き遡及入力がほ とんど完 了している。また平成12年 度 より図書館 システムが整備 され,書 誌情報の目
録検索が可能となった。
また,　CD-ROMに よる98万 件にお よぶ極域関係文献検索 も所内LAN接 続の端末から書誌情報の目録検索が可能と
なった。
2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数















































































































































































当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回 定 期 刊 行 物),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,
Series　 A,　B,　C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期)が あ る 。 さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
(Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 oll　Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後 誌)(年1回),平成10年 度 か ら はPolar
Meteorology　 alld　 Glaciology,　 Polar　 Geoscience,　 Polar　 Bioscience　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの 継 続 後 誌)(各 年 ユ 回),平 成11年 度 か ら は
Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research　 (Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Polar　 Upper　 Atmosphereの 継
続 後 誌)(年1回)とProceedings　of　the　NIPR　 Symposiumと し て 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の 誌 名 が す べ て 変 更 さ れ た 。
こ の5誌 の 通 称 名 を 極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル　 (Journal　 of　NIPR)　 と し た 。　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ リ ー
の う ち 年10回)　 ,　NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　Special　 Map
Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不 定 期),　 GlaciologicalFolio　 (不 定 期)が あ る 。 平
成12年 度 よ り新 しい シ リ ー ズ と し て 極 地 選 書1を 出 版 し た 。 こ れ ら の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。2)
に 平 成12年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を,3)に 過 去7年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 真 数 を 示 す 。
2)研 究所成果刊行物
南 極 資 料(3冊)
Vo1.44,No.2(July2000,p.61-238)
　 　 A.　C.　C.　Vianna,　 E.　Fanta　 and　 E.　Haapalainen:　 Comparative　 morpho--functional　 study　 of　the　 int,estine　 of　the
Antarctic　 fish　Notothe?z21αco'rz乞ceps　 and　 T'remαtomu,s　 ?ze?vnesi　 (Nototheniidae):　 Ilistology　 alid　ultrast,ructure,
　　　　 61-82　 (scientific　 paper).
神 山 孝 吉 ・五 十 嵐 誠:極 域 各 種 水 試 料 中 の 低 濃 度HTO測 定 の た め の 電 解 濃 縮 を 含 め た 液 体 シ ン チ レ ー シ ョ ン 法
の 検 討,83-96(研 究 ノ ー ト)。
金 尾 政 紀 ・山 内 恭:リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 域 を 中 心 と し た 航 空 機 に よ る 沿 岸 露 岩 ・氷 床 ・海 氷 表 面 形 態 の 調 査 報
告1996-1998(JARE-38),97-124(報告)。
江 崎 雄 治 ・栗 田 邦 明 ・松 島 功 ・木 津 暢 彦 ・中 嶋 哲 二 ・金 戸 進:第38次 南 極 地 域 観 測 隊 気 象 部 門 報 告1997,125-
204(報 告)。
神 沼 克 伊:南 極 チ リ基 地 滞 在 報 告,205-226(報 告)。
野 木 義 史:「 南 極 海 で の 地 球 科 学 的 研 究 の 将 来 計 画 」 に 関 す る 研 究 小 集 会 報 告,227-231(シ ン ポ ジ ウ ム/会 合 報
告),,
小 達 恒 夫 ・福 地 光 男:「 極 域 海 洋 に お け る 物 理 ・化 学 ・生 物 海 洋 学 研 究 の 将 来 展 望 」 に 関 す る 研 究 小 集 会 報 告,
232-238(シ ン ポ ジ ウ ム/会 合 報 告)、
Vol.44,No.3(November2000,p.239-281)
ノく野 義 一朗 ・宮 田敬博:日 本 南極 地域観 測隊 におけ る越冬 期間 中の紫外線 障 害疾患の分析;南 極 におけ る紫外線 障
害の成因 の特徴 と,疾 患発 生 の季節 的及 び年次 的変化 の検討,239-248(研 究論 文)、,
平沢 尚彦:ド ームふ じ観測拠点 におけ る風 向測定値 のエ ラー と補1正,249-264(研 究 ノー ト).1
大谷修 司 ・巣 山弘 介 ・神 田啓 史:昭 和 基地 周辺 にお ける －t二壌 藻類 お よび ヒ壌微 生物 に よる環境 モニ タリ ング,
265-276(報 告),,
牛尾収 輝:「 極域 におけ る海氷 ・海洋変 動過程 に関す る研究 小 集会」 報告,277-281(シ ンポ ジウム/会 合 報告)
Vol.45,No.1(March2001,1).1-156)
竹 下 秀 ・宮 岡 宏 ・江 尻 全 機 ・佐 々 木 政f-:オ ゾ ン ホ ー ル ドの 太 陽 紫 外 放 射 環 境,1-12(研 究 論 文)、
Edith　 Fanta,　 FIAvia　 Santlalma　 Rios　 and　 Ana　 Aparecida　 Meyer:　 Behaviour　 ()f　the　 Antarcti(l　 fish　 ()ノ')ノ't,〃?ralノ't?θlycu,s'
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α77zbe'rens乞s　 (Zoarcidae)　 on　gravel　 and　 muddy　 bottom,　 13-26　 (scientific　 paper).
Edith　 Fanta,　 Fl6via　 Sant,'anna　 Rios,　 Ana　 Aparecida　 Meyer,　 Sonia　 GrOtzner　 and　 Tania　 Zaleski:　 Chemical　 and　 visual
sensory　 systems　 in　feeding　 behaviour　 of　the　 Antarctic　 fish　Opん 仇 α/η20ωcμsα ηzbeγe7zsis　 (Zoarcidae),　 27-42
　　(scientific　 paper)　 .
Sadanori　 Wakillo,　 Minoru　 Funaki　 and　 Yoshifumi　 Nogi:　 Magnetic　 survey　 ill　()ngul　 Strait,　 LUtzow-Holm　 Bay,　 East
　 Antarctica,　 43-49　 (scientific　 note).
白 石 和 行:第40次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 期 行 動 報 告1998-1999,50-70(報告)。
大 橋 康 弘 ・真 木 賢 一 ・針 貝 仲 次 ・武 井 忠 昭 ・本 吉 洋 一 ・山 内 肇 ・三 浦 英 樹:西 エ ン ダ ビ ー ラ ン ド,ヘ リ コ プ タ
ー オ ペ レ ー シ ョ ン報 告1998-1999(JARE-40),71-100(報 告)。
宮 町 宏 樹 ・村 上 寛 史 ・筒 井 智 樹 ・戸 田 茂 ・民 田 利 明 ・柳 澤 盛 雄:東 南 極 み ず ほ 高 原 に お け る 屈 折 法 地 震 探 査 実
験 一 第41次 夏 期 観 測 概 要 一,101-147(報 告)。
福 地 光 男 ・小 達 恒 夫:「 南 極 海 洋 研 究 に お け る 複 合 領 域 研 究 立 案 に 関 す る 研 究 小 集 会 」 報 告,148-156(シ ン ポ ジ
ウ ム/会 合 報 告)。
南 極 資 料 投 稿 の 手 引(抜 粋)
Memoirs　 of　 National　 lnstitute　 of　Polar　 Research
　 　 Special　 Issue,　 No.　 54:　 Environmental　Research　 in　 the　 Arctic　 2000;　 Proceedings　 of　the　 Second　 International
む
　 　 　 Symposium　 on　 Environmental　R se rch　 in　the　 Arctic　 and　 Fifth　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 23-25　 February
　 　 　 2000,　 NIPR,　 Tokyo,　 ed.　by　 O.　Watanabe　 and　 T.　Yamanouchi.　 520　 p.　March　 2001.
極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル 　 (Journal　 of　 NIPR)
　 　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
　 　 　 No.　 14,　243　 p.　August　 2000　 (IO　 scientific　 papers,　 6　research　 notes,　 4　reviews)
　 　 Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 　 No.　 14,　118　 p.　November　 2000　 (10　 scientific　 papers,　 2　scientific　 notes)
　　　 Polar　 Geoscience
　　 　 　 No.　 13,　204　 p.　October　 2000　 (11　 scientific　 papers)
　 　 Alltarctic　 Meteorite　 Research
　 　 　 No.　 14,　ll4　 p.　March　 2001　 (7　scientific　 papers)
　　　Polar　 Bioscience
　　 　 　 No.　 14,　131　 p.　February　 2001　 (　11scientific　 papers,　 l　scientific　 note)
JARE　 Data　 Reports
　 　 No.　 251　 (Meterology　 34):　 Atmospheric　 CO2　 concentrat.ion　 observed　 at　Syowa　 Statioll　 from　 l984　 to　 1992,　 by　 S.　Aoki,
　 　 　 T.　 Nakazawa,　 S.　Morimoto,　 G.　 Hashida,　 M.　 Shiobara　 and　 T.　Yamanouchi.　 55　 p.　July　 2000.
No.　 252　 (Upper　 Atmos.　 Pllys.　 19):　 Upper　 atmosp}1ere　 physics　 data　 obtained　 at　 Syov㌧ ・a　Statioll　 in　 l999,　 by　 K.
　 　 　 Maegawa,　 N.　 Yamaoka,　 T.　1).　Kawahara,　 M.　 Tsutsumi,　 H.　 Nakamoto,　 S.　Takeshita,　 M.　 Kikuchi,　 A.　 Kadokulla　 and
　 　 　 M.　 Taguchi.　 200　 p.　September　 2000.
No.　 253　 (Oceallography　 22):　 0℃eallographic　 date　 ill　LUtzow-Ilo正m　 Bay　 from　 Jllly　 1998　 to　 December　 !998　 (JARE-
　 　 　 39),　 by　 S.　Aoki　 and　 G.　Hashida.　 18　p.　March　 2001.
　 　 No.　 254　 (Seismology　 35):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Alltarctica,　 1999,　 by　 T.　 Nakanishi　 alld　 M.　 Kanao.
59p.March2001.
　 　 No.　 255　 (lonosphere　 66):　 Radio　 observatioll　 data　 at　Syowa　 StahoI1,　 Antarctica　 dllrillg　 l998,　 by　 K.　 Kusallo　 alld　 K.
　 　 　 　Nozaki.　 173　 p.　March　 2001.
　 　 No.　 256　 (lollc)spher(・ 　67):　 Radio　 observatioll　 data　 at　Syowa　 Statiol1、 　Antarctica　 during　 l999,　 by　 H.　Nakamoto　 and　 K.
　 　 　 　 Nozaki.　 181　 p.　March　 2001.
No.　 257　 (lonosphere　 68):　 IIF　field　 strength　 data　 measlll"e(l　 al　Syowa　 Station,　 A川ar℃tica　 from　 January　 to　December,
一163一
1997,　 by　 J.　Ozeki　 and　 K.　Nozaki.　 17　 p.　March　 2001.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
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第14期 評議員名簿 (任 期11.9.29～13.928)
秋 本 俊 一 東京大学名誉教授 清 水 良 一 統計数理研究所長
今 井 通 子 医師,登 山家 平 啓 介 東京大学海洋研究所長
尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科教授 田 中 正 之 東北工業大学教授
大 門 隆 (財)学校福祉協会常務理事 中 村 洗 慶鷹義塾大学名誉教授
奥 島 孝 康 早稲田大学総長 西 田 篤 弘 日本学術振興会監事
久 城 育 夫 東京大学名誉教授 蓮 實 重 彦 東京大学長
小 泉 千 秋 東京水産大学名誉教授 樋 口 敬 二 名古屋市科学館長
國 分 征 名古屋大学名誉教授 日 高 敏 隆 滋賀県立大学長
小 平 桂 一 前国立天文台長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授















極地観測の実施その他の研究所の運営 に関す る重要事項で所長が必要 と認めるものについて所長の諮問に応 じる。
第14期 運営協議員名簿 (任 期ll.9.29～13.9.28)
上 田 豊 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 谷 日 旭 東北大学農学部教授
岩 坂 泰 信 名古屋ノく学太陽地球環境研究所教授 寺 崎 誠 東京大学海洋研究所附属海洋科学国際共同研究センター 長
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 平 [h 善 吉 日本大学理1二学部教授
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所教授 廣 井 美 邦 千葉大学理学部教授
斎 藤 孝 基 明星大学大学院理工学部長 丸 橋 克 彦 通信総合研究所宇宙科学部長
島 村 英 紀 北海道大学地震火山研究観測センター長 内 藤 靖 彦 国立極地研究所教授
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渡 邉 興 亜 国立極地研究所教授 福 地 光 男 国立極地研究所教授
江 尻 全 機 国立極地研究所教授 白 石 和 之 国立極地研究所教授
山 内 恭 国立極地研究所教授 神 田 啓 史 国立極地研究所教授
藤 井 理 行 国立極地研究所教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授












10.平 成13年 度概算要求(案)に ついて

































(1)南 極 鉱 物 資 源 特 別 委 員 会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。






所長の諮問に応 じ,南 極限石の研究計画に関す る事項その他南極限石に関する事項について調査審議する。
6)氷 床 コア研究委員会

























































2.地 域社 会 との交流
1)一 般公開
日 時 内 容 場 所 参加人数
平成12年4月22日 南極観測の講演と映画の会 国立極地研究所講堂 板橋区民約80名
2)見 学受け入れ状況




3)セ ミナ ー,講 演会
日 時 内 容 場 所 参加人数
平成12年8月7日 講演 と映画の会 島根県平田市立文化館 約800名
平成12年11月24日 講演 と映画の会 京都府舞鶴市民会館 約950名










福 地 光 男 教 授,
平 課 亨 助 手
12.3.31～12.4.8
平 沢 尚 彦 助 手
12.4.1～12.4.30
渡 邉 興 亜 教 授
12.4.2～12.4.7
山 内 恭 教 授
12.4.2～12.4.11
塩 原 匡 貴 助 教 授
12.4.2～12.4.30
小 達 恒 夫 助 教 授
12.4.4～12.4.8
麻 生 武 彦 教 授,
小 島 榮 基 庶 務 課 長,
江 連 靖 幸 総 務 係 主 任,
12.4.8～12.4.15
白 石 和 行 教 授
12.4.9～12.4.23
江 尻 全 機 教 授
12.4.23～12.5.1
青 木 茂 助 手
12.4.28～12.5.8
伊 藤 一一 助 教 授
12.4.30～12.5.5
麻 生 武 彦 教 授
12.5.13～12.5.20
佐 藤 薫 助 教 授
12.5.15～12.5.22
東 久 美 子 助 教 授
12.5.18～12.6.24
佐 藤 夏 雄 教 授
12.5.20～12.6.1
行 松 彰 助 手
12.5.21～12.5.29








オ ラ ンダ王 国
ス ウェーデ ン王国


































澁 谷 和 男 教 授
12.5.27～12.6.1
本 山 秀 明 助 教 授
12.5.30～12.6.5
伊 村 智 助 手
12.6.3～12.6ユ2
小 達 恒 夫 助 教 授
12.6.5～12.6.12
藤 井 理 行 教 授
12.6.11～12.6.24
江 尻 全 機 教 授
12.6.18～12.6.29
青 木 茂 助 手
12.6.19～12.8.25
山 内 恭 教 授
12.6.26～12.6.30
小 達 恒 夫 助 教 授
12.7.8～12.7.14
藤 井 理 行 教 授
12.7.9～12.7.31
森 本 真 司 助 手
12.7.10～12.7.23
東 久 美 子 助 教 授
12.7.14～12.8.10
佐 藤 薫 助 教 授
12.723～12.8.20
金 尾 政 紀 助 手
12.7.30～12.8.6
神 田 啓 史 教 授
12.8.13～12.8.23
福 地 光 男 教 授
12.8.24～12.8.28
山 口 亮 助 手
12.826～12.9.2
佐 藤 夏 雄 教 授
12.8.27～12.9.2
野 木 義 史 助 教 授
12.8.28～129.12
加 藤 明 子 助 手
12.9.3～12.9.16
山 内 恭 教 授
12.99～12.9.17
平 澤 威 男 所 長
佐 野 雅 史 環 境 影 響 企 画 室 長
12.99～12.9.18




南 ア フリカ共和 国
デ ンマー ク王 国
デ ンマー ク王国
ギ リシャ共和国


































地球科学 とリモー トセンシングに関す る国際 シンポジウ
ム出席
























神沼 克伊 教 授
伊藤 一 助教授
12.9.27～12.10.5
佐藤 克史 助 手
12.10.1～12.1224
福 地 光男 教 授
小達恒夫 助教授
工藤 栄 助 手






安部 昌友 会計 課長
12.10.8～12ユ0.14
橋 田 元 助 手
12.10.8～12.1029
平澤威男 所 長
佐 野雅 史 環境影響 企 画室長
12.10.10～12.10ユ5




福 地光男 教 授
12ユ0.21～12.10.31




佐 藤 薫 助教授
堤 雅基 助 手
12ユ1.4～12.11ユ6
中華人民共和国
デ ンマー ク王 国
ア イス ラン ド共和 国






























大気 光 ・オーロ ラスペ ク トル グラ フ観測






第2回 成層圏 プロセス とその気候への影響についての国
際プロジェクト　(SPARC)　 会議出席
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塩 原 匡 貴 助 教 授
船 木 實 助 教 授
伊 村 智 助 手
奈 良 恵 子 文 部 事 務 官
12.11.14～13.3.28
本 吉 洋 一 助 教 授
本 山 秀 明 助 教 授
田 口 真 助 教 授
平 澤 享 助 手
12.11.14～14.3.28
白 石 和 行 教 授
12ユ1.18～12.11.23
塚 本 勝 事 業 部 長
12.11.18～12.11.25
伊 藤 一 助 教 授
12.11.19～12.11.24
福 地 光 男 教 授
12.11.21～12.11.24
東 久 美 子 助 教 授
12ユ2.8～12.12.16
野 木 義 史 助 教 授
12.12.14～12.12.21
小 達 恒 夫 助 教 授
12.12.28～13.3.14
白 石 和 行 教 授
古 川 晶 雄 助 手
勝 田 豊 設 営 第 二 係 長
13.Ll～13.1.11
東 久 美 子 助 教 授
13.1.23～13.1.31
佐 藤 克 文 助 手
13.2.21～13.3.2
江 尻 全 機 教 授
13.3.1～13.3.18
渡 邉 興 亜 所 長
13.3.2～13.3.5
麻 生 武 彦 教 授
堤 雅 基 助 手
13.3.3～13.3.27
荒 井 年 夫 施 設 係 長
13.3.6～13.3.10
山 口 亮 助 手
13.3.10～13.3.17







デ ンマ ー ク王国






















マ レー シア南極 展示 会参加,ア ジア リモ ー トセ ンシ ング
セ ミナー参 加
ニ ーオル ス ン観測 調整 会議　(NySMAC)　 出席







第21回 ウ ミガメの生物学 と保護に関する国際 シンポジ
ウム出席
光学観測現地調査
中国 ドーム計画の評価,氷 床 コア掘削に関す る打合せ
流 星 レー ダー　・　EISCATレ ー ダー観測,大 気 光 ・オー ロ





福 地 光 男 教 授
13.3.11～13.3.17
長 谷 川 慶 子 図 書 係 長
木 村 壮 企 画 調 整 係 長
13.3.14～13.3.19
神 田 啓 史 教 授
13.3.15～13.3.24
塚 本 勝 事 業 部 長
13.3.17～13.3.24
宮 岡 宏 助 教 授
13.3.17～13.3.24
白 石 和 行 教 授
13.3.18～13.3.24
大 島 貞 男 管 理 部 長
13.3.19～13.3.27
大 山 佳 邦 教 授
13.3.20～13.325
酒 井 量 基 企 画 係 長
13.3.20～13.3.27
工 藤 栄 助 手
13.3.10～13.3.25
福 地 光 男 教 授
小 達 恒 夫 助 教 授
青 木 茂 助 手
13.3.20～13.3.28
三 澤 啓 司 助 教 授
13.3.22～13.3.31
佐 藤 薫 助 手
13.3.24～13.3.31
野 木 義 史 助 教 授
13.3.24～13.3.31
2)海 外研修旅行
船 木 實 助 教 授
12.4.10～12.5.1
佐 藤 薫 助 教 授
12.7.23～12.728
三 浦 英 樹 助 手
13.2.24～13.3.10




ニ ユージー ラ ン ド
カナ ダ
ニ ュージー ラ ン ド
オ ース トラリア




ス ウェーデ ン王 国
オー ス トラリア
ス ウェーデ ン王 国
オー ス トラリア
オー ス トラリア
































年度別在外研究員,国 際研究集会派遣研究員,科 学研究費補助金,外 国旅費による外国出張一覧 (単位:人)
年 度 在 外 研 究 員 国際研究集会派遣研究員 科学研究費補助金 外 国 旅 費
昭和48年 度 0 1 O 2
49 0 0 0 4
50 0 2 0 4
51 2 4 0 3
52 1 7 0 2
53 1 5 0 4
54 2 3 0 2
55 1 3 1 6
56 1 3 1 7
57 2 3 3 6
58 3 5 2 8
59 1 4 2 11
60 1 4 9 9
61 1 2 3 5
62 1 5 6 9
63 1 4 7 5
平成元年度 1 5 13 6
2 1 4 10 5
3 1 6 20 5
4 1 4 12 6
5 3 4 24 5
6 2 8 26 13
7 2 7 37 7
8 2 5 30 19
9 2 5 54 17
10 2 3 39 20
11 1 2 77 24
12 1 1 60 24
4.外 国人研究者
1)外 国人研究員
(1)氏 名 ウ ィル ソ ン ロ リー ポール　(Willson　Rory　Paul)
所 属 ・ 職 メル クス ンデ研究 所 ・専任研 究員
招 聰 期 間 平 成12年2月14日 ～平成12年5月3日
研 究 課 題 海洋 脊椎動 物の潜水 行動 及び生理的適 応 に関す る研 究
受入研究 部門等 研究 系寒冷 生物学 第一研究部 門
一174一
(2)氏 名
所 属 ・ 職
招 聴 期 間








所 属 ・ 職
招 聴 期 間
研 究 課 題
受入研究部門等
ミラ ン ステ フ ァン エ リック　(Milan　Stephen　 Eric)
レス ター大学電波 ・宇宙 プ ラズマ部 門 ・助手
平成12年5月9日 ～平成12年8月8日
Super　 DARNレ ー ダー によ る電磁 気圏 ダイナ ミクスの研究









エ ス トニア科学 アカデ ミー ・地学研 究所 ・上級研 究員
平 成12年6月16日 ～平 成12年9月15日
南 極湖沼 生態系 と古環境











平 成12年12月13日 ～平 成13年3月22日











パ テ ィンJ.フ ラ ンク　(Pattyli　J.　Frank)
ブ リュ ッセル 自由大学 ・研 究 員
平成11年4月6日 ～平 成12年4月5日




所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同 研 究 課 題
担 当 教 官
会外国人招へい研究者
バ スチ アン ジ ャン ハ ンセ ン　(Bastiaan　Jan　Hensen)
ニ ューサ ウスウェー ルズ大学 ・教授
平成12年3月15日 ～平成12年8月21日
先 カ ンプ リア代 におけ る大陸深 部地殻 プロセスの時 間スケ ール
本吉洋 ・助教授
(2)氏 名
所 属 ・ 職
受 入 期 間
共 同研 究 課 題
担 当 教 官
ラ リー ブラウ ン　(Larry　Bro、1m　)
コー ネル大学 ・地質科学 科 ・教授
平成12年10月10日 ～平成12年10月23日








ル イ ル ジ ャン ドル　(Louis　Legendre)
ラバル大学 ・理工学 部生物 学科 ・教授
平 成12年10月16日 ～平成12年12月14日





















OrlickyOto　 (ス ロ バ キ ア 科 学 ア カ デ ミ ー ・地 球 物 理 学 研 究 所 ・研 究 員)
Ian　S.　Williams　 (オ ー ス トラ リ ア 国 立 大 学 ・地 球 科 学 研 究 所 ・主 任 研 究 員)
Nadine　 A.　Nerson　 (ワ シ ン ト ン 大 学 ・研 究 員)
謝 先 徳(広 州 科 学 院 ・教 授)
李 浩(広 東 工 科 大 学 ・助 教 授)
Gordon　 A.　Mckay　 (NASAジ ョ ン ソ ン ス ペ ー ス セ ン タ ー ・研 究 部 長)
SzaniszloBerczi　 (エ トボ ス 大 学 ・助 教 授)
LudolfShultz　 (マ ッ ク ス プ ラ ン ク 化 学 研 究 所 ・教 授)
LuigiFolco　 (イ タ リ ア 国 立 ア ン タ ル タ イ ド博 物 館 ・キ ュ レ ー タ ー)
Jitendra　 N.　Goswami　 (マ ッ ク ス プ ラ ン ク 化 学 研 究 所 ・教 授)
EmilJagoutz　 (ジ ョ ー ジ ア 大 学 ・研 究 員)
MichaelA.　 Zolensky　 (NASAジ ョ ン ソ ン ス ペ ー ス セ ン タ ー ・キ ュ レ ー タ ー)
Jan　van　 Franeker　 (オ ラ ン ダ 森 林 自 然 研 究 所)
John　 Cooper　 (ケ ー プ タ ウ ン 大 学)
Hans　 Ulrich　 Peter　 (イ エ ナ 大 学)
ChristineRibic　 (ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学)
EricWoehler　 (オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局)
MartineRiddle　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局)
DanielTorres　 (チ リ 南 極 研 究 所)
ColinSouthwell　 (オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局)
JoachimPlotz　 (ア ル フ レ ッ ドウ ェ ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所)
A.　s.　Blix　 (ト ロ ム ソ 大 学)
Marthan　 Bester　 (プ レ ト リ ア 大 学)
JohnBengston　 (NOAA)
AlbertoJ.　 Foppiano　 (コ ン セ プ シ ョ ン大 学 ・大 気 海 洋 物 理 学 部 ・教 授)
AndrewCarlecton　 (ペ ン シ ル バ ニ ア 州 立 大 学)
JohnTurner　 (英 国 南 極 調 査 所)
HuguHutchinson　 (オ ー ス ト ラ リ ア 気 象 局)
MicheleColacino　 (国 立 大 気 物 理 学 研 究 所)
Roland　 Neuber　 (ア ル フ レ ッ ドウ ェ ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所)
Buruno　 Carli　 (イ タ リ ア 国 立 物 理 学 研 究 所)
AzizanSamah　 (マ レ ー シ ア 大 学)
ChristopherRapley　 (英 国 南 極 調 査 所)
Jorg　 Theade　 (ア ル フ レ ッ ド ウ ェ ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所)
CarloRicci　 (シ エ ナ 大 学)
AnthonyMelloni　 (イ タ リ ア 国 立 地 球 物 理 研 究 所)
TonyvanAutenboer　(ブ リ ュ ッ セ ル 自 由 大 学)
楊 恵 根(中 国 極 地 研 究 所 ・助 教 授)





















JuergenRottger(マ ックスプラ ンク ・エ アロ ミー研究 所 ・主任研 究員)
R.　Treffeisen　 (ア ル フレ ッ ドウェゲナー極 地海洋研 究所)
A.　Herber　 (ア ル フ レッ ドウェゲナ ー極地海 洋研究所)
Michael　 Kriews　 (ア ルフ レッ ドウェゲ ナー極地 海洋研究 所)
Anllette　Rinke　 (ア ルフ レッ ドウェゲナ ー極地 海洋研究所)
RolfSchumacher　 (ア ル フレ ッ ドウェゲナ ー極 地海洋研 究所)
Jakob　Schwander　 (ベ ル ン大学 ・研 究員)
NielsGundestrup　 (コ ペ ンハー ゲ ン大学 ・教授)
VinMorgan　 (オ ース トラリア南 極局 ・研究 員)
AlanElcheikh　 (オ ース トラ リア南 極 共同観測 セ ン ター ・研究員)
LevM.　 Savatyugin　 (ロ シア北 極南 極研究所 ・教授)
SergeyVerkulich　 (ロ シア北極南 極研 究所 ・研 究員)
NikolayVasiliev　 (ロ シア鉱物資 源研 究所 ・研 究員)
PavelTalalay　 (ロ シア鉱物資 源研 究所 ・研究 員)
Boris　Kudryashov　 (ロ シア鉱物資 源研 究所 ・研 究員)
VictorZagorodnov　 (バ ー ド極地研 究 セ ンター ・研究員)
ErikBlake　 (カ ナ ダ氷河観測 機器研 究所 ・研 究 員)
FrankWilhelms　 (ア ル フレ ッ ドウェゲナ ー極 地海洋研 究所 ・研 究員)
Steffen　B.　Hansen　 (コ ペ ンハ ーゲ ン大 学 ・教授)
Sigfus　Johnsen　 (コ ペ ンハ ーゲ ン大学 ・教授)
LloydFrench　 (カ リフォルニ ア大学 ・ジェ ッ ト推進研 究所 ・研 究員)
DavidFisher　 (カ ナ ダ地質 調査所 ・研 究 員)
ChristopherFanning　 (オ ー ス トラリア国立大 学 ・研究 員)
PeterWadhams　 (ケ ンブ リッジ大学 ・ス コ ッ ト研 究所 ・教授)
Konstant.in　K.　Podlesskii　 (ロ シア科学 ア カデ ミー ・実験 鉱物 学研究 所 ・教授)
CesarLaHoz　 (ト ロム ソ大学数 物科学研 究 科 ・助教授)
Richard　 B.　Rivkin　 (メ モ リアル大学 ・教授)
JuergenRoettger　 (マ ックス プラ ンク ・エ アロ ノ ミー研 究所 ・主任研 究 員)
Martill　Fortier　 (ラ バ ル大学 ・生物 学部 ・研 究 員)
Havey　 J.　Marchant　 (オ ース トラ リア南極 局 ・主任研 究員)
GrahamHosie　 (オ ー ス トラ リア南極 局 ・主任研究員)
TorHagfors　 (マ ックスプ ランク ・エ ア ロノ ミー研究所 ・教授)
朴 柄 擢(韓 国国務総 理室傘下公 共技術 研究 所 ・理事 長)












PeterWadhams　 (ケ ンブリ ッジ大学 ・スコ ッ ト極地研 究所 ・教授)
PeterWadhams　 (ケ ンブ リ ッジ大学 ・スコ ッ ト極地研 究所 ・教授)
JosefKipfa　 tuhl　(ア ルフ レ ッ ドウ ェゲナ ー極 地海洋研究 所 ・主任研 究 員)
Sigfus　Johnsen　 (コ ペ ンハー ゲ ン大学 ・教授)
Henrik　Brink　Clausen　 (コペ ンハ ーゲ ン大学 ・準 教授)
Natalia　Yurivna　Ganushkina　 (ブ インラ ン ド気象研 究所 ・研 究員)
Jean　Jouzel　 (フ ラ ンス気候 ・環境 モ デル研究所 ・教授)
Hubertus　 Fischer　 (ア ル フレ ッ ドウェゲナ ー極地海洋研 究所 ・主任研究 員)
Heinz　Miller　(ア ルフ レッ ドウェゲ ナー極地 海洋研究所 ・所長)
DominiqueRynaud　 (フ ランス国立雪氷 地球物 理研究所 ・所長)
Robart　J.　Delmas　 (フ ラ ンス国立雪 氷地球 物理研 究所 ・教授)







Tim　H.　Jacka　 (オ ース トラ リア南 極局 ・主 任研究員)
VladimirLipenkov　 (ロ シア北極南 極研究 所 ・上級研 究員)
Bernhard　 Stauffer　 (ベ ル ン大学 ・教授)
Klaus　Dethloff　 (ア ル フ レッ ドウェゲナ ー極地 海洋研究所 ・大気物理 化学 過程研 究室長)
RobertStone　 (コ ロラ ド大学 ・環 境科学 共 同研 究 セ ンター ・研究 員)






























































理博 平 澤 威 男
農博 内 藤 靖 彦
理博 渡 邉 興 亜
理博 神 山 孝 吉
理博 和 田 誠
工博 東 久美子
??????????? ??? ?? ???
理博 岡 野 章
工博 村 山 泰 啓
工博 庄 子 仁










??? 理博 白 石 和 行







































































































































安 部 昌 友(九 州芸術工科大学会計課長)
川 口 泰 史(京 都国立近代美術館庶務課経理係長)
????????????




















小 島 秀 康(南 極限石研究センター助教授)
金 城 孝 夫(宇 都宮大学総務部研究協力課長)
川 上 四 郎(事 業部事業課長)
平 澤 威 男(所 長)
平成12年12月1日
〔昇任〕



















3)研 究者 の流 動性
(1)極 地研教官としての在職年数(職 種別)
平 成13年3月31日 現在
在 職 年 数(教 授)
?
在 職 年 数(助 教授)
1-一 一 一 一 一 一
在 職 年 数(助 手)
　 　コ
ー




二 ーーーー 一 斗




譲 教 授 助教授 計
昭和48 1 1 2
49 2 2 4
50 3 5 8
51 2 4 6
52 0 4 4
53 5 3 8
54 5 5 10
55 4 5 9
56 5 4 9
57 5 4 9
58 5 5 10
59 7 5 12
60 6 6 12
61 6 6 12
62 6 6 12
63 5 7 12
平成元 5 7 12
2 6 6 12
3 6 6 12
4 6 6 12
5 5 7 12
6 5 7 12
7 5 7 12
8 6 6 12
9 6 6 12
10 6 6 12
11 6 6 12
12 6 6 12
(3)外国人客員研究部門












平成元 1 2 3
2 1 1 2
3 1 4 5
4 1 4 5
5 1 3 4
6 1 2 3
7 2 1 3
8 2 1 3
9 1 2 3
10 2 2 4
11 3 2 5




年 度 退職者等の数 官 職(人 数)
補 充 方 法




51 1 助教授(1) 1
52
53
54 1 助 手(1) 1
55
56 1 教 授(1) 1
57
58
59 2 所 長 教 授(1) 2
60 1 教 授(1) 1
61 1 助教授(1) 1
62
63 1 所 長 1
平成元
2 1 助教授(1) 1
3
4 4 教 授(1)助 手(3) 3 1
5 3 教 授(1)助 手(2) 3
6 2 所 長 助教授(1) 1 1
7 2 助教授(1)助 手(1) 1 1
8 2 教 授(1)助 手(1) 1 1
9
10
11 2 教 授(1)助 手(1) 1

































































































































































































































































































































































































































































国 立 極 地 研 究 所
〒173-8515
東京都板橋区加賀1丁 目9番10号
電話03(3962)4712番(代表)

